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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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思わぬ客




　　　　一




　地方の大名がこれほどの人数とこれほどの儀ぎ装そうをそなえて将軍に参さん覲きんすることは、この数代絶えてないことである。大名が上京するのは、いつも戦争のためである。ものものしく武装した殺さつ伐ばつな兵をひきいてしか来たことはない。

　「公く方ぼうはんて、やっぱしえらいのかいな」

　と、市民らも将軍を見なおす気になったが、将軍に勤きん仕ししている武士らのよろこびはひととおりのものではなかった。当時は幕府といっても、実体はないにひとしかった。つかさどるところは天下の政務ではない。京都とその近くにのこる足あし利かが家の所しよ領りようの政務と権けん益えきを保ほ持じし、収入を管理するだけの機能しかない。つまり、名は幕府でも、実質は足あし利かがという大名の政せい庁ちようにすぎない。それもあまり大きくない大名の。それでも幕府は幕府なのだから、時として天下の政治に関係のあることもないでもなかったが、それはすべて三み好よしや松まつ永ながが処理した。だから、将軍といっても、公く方ぼうといっても、これも名前だけのことで、一種の精神的権けん威いとなっているにすぎないのであった。

　けれども、将軍に親しく近きん侍じしている者としては、いつも将軍を気の毒だと思い、こうした現実に憤いきどおりを感じているのはもっとも自然な人にん情じようだ。したがって彼らが景かげ虎とらがこれほどの将軍尊そん重ちようの心を形にあらわして上じよう洛らくしてきてくれたことをうれしく思ったのもまたもっとも当然なことであった。

　将軍の御ご所しよには、景かげ虎とらの到着するまえに、将軍をはじめ諸しよ方ほうへ献けん上じようするさまざまな品物がおくりつけられ、長なが尾お家の家か臣しんらはあてがわれた二つの座敷にそれを飾りつけた。どんな品物であったか、どれほどの数量であったかは、まえに景かげ虎とらの上じよう洛らく用意のくだりで書いたから、ここでは書かないが、多種多様の品目であり、数量もまたおびただしい。それぞれにかざりをつけ、台の上におかれて陳ちん列れつされたので、おそろしく豪ごう奢しや、華か麗れいに見えた。

　将軍の家か臣しんらは所しよ領りようせまく、給きゆう与よとぼしいため、朝ちよう廷ていや将軍に官かん位いの昇しよう進しんなどを運動してやって地方武士から受ける謝礼や進しん物もつなどをおもな収入にして生活している連れん中ちゆうだ。根こん性じようがいやしくなっている。豪ごう華かにしておびただしい献けん上じようものの陳ちん列れつを見て、感動することがひととおりでなかった。なかにも彼らの目をおどろかしたのは、金・銀であった。景かげ虎とらの所しよ領りよう内ないには佐さ渡どがある。金・銀はそこの産出であった。

　「これことごとく分ぶん内ない佐さ州しゆうの産にして、年々にその産かぎりなし」

　と、上うえ杉すぎ年ねん譜ぷにあるのである。

　儀礼厳重に、しかももっとも好こう意いをもって迎えられるなかを、景かげ虎とらはひかえの間まに通り、しばらく休息した。茶をもらって一いつ服ぷくした後、屛びよう風ぶを立てまわした中に入り、従じゆう者しやに手つだわせて大だい紋もん・長なが袴ばかまにあらためてまたすわっていると、案内の者が来た。

　「およろしゅうござるなら、こちらへ」

　景かげ虎とらは立ちあがり、あとについてしずしずと大おお広ひろ間まに通った。

　上じよう段だんの間まにはすだれが下がり、群ぐん臣しんが左右にいながれていた。すだれの中はしんとしずまって小お暗ぐらい。将軍はまだ出ていないのであったが、景かげ虎とらがその前に着ちやく座ざすると、すぐ出てきたらしく、ちょっとしたざわめきとしわぶきの声とがした。

　「弾正少弼だんじようのしようひつ長なが尾お景かげ虎とら、参さん覲きんのためまかりいでました」

　と、奏そう者しやが披ひ露ろうした。

　「すだれを上げい」

　わかわかしい声がして、かすかな音とともにすだれが巻きあげられた。

　そのまえから、両手をついていた景かげ虎とらは、ほんのすこしひたいを上げて、上うわ目めづかいに正面を見た。

　義よし輝てるは身をのりだすようにして景かげ虎とらを見、視線が合うと、にこりと笑った。

　「久しいな。このまえそなたが来てから、はや六年になる。年ごろの忠ちゆう貞ていのうえに、遠いところをはるばるとまいった段だん、別してうれしく思うぞ」

　景かげ虎とらは両手の間にひたいをうずめて平へい伏ふくして、言った。

　「おねんごろなるおことばをいただき、このうえなき身の晴れでございます。おおせのとおり、お久しぶりでございます。変わりませずと申すより、あのころよりいちだんとおすこやかなるお姿を拝はいしまして、恐きよう悦えつしごくに存じます」

　実際、義よし輝てるはたくましい青年になっていた。六年前には、せいは高かったが、骨細で、青白くて、神経質な感じの美少年であったのに、いまは縦たて横よこの均きん整せいのとれた、筋きん骨こつ質しつの青年になっている。関東の兵ひよう法ほう者しや塚つか原はら卜ぼく伝でん に 剣けん法ぽうを学び、なかなかの技ぎ倆りようであるといううわさを、景かげ虎とらは国で聞いていたが、いかにもと思われた。しかし、神経質な感じは、濃こい眉まゆと青白いひたいつきにのこっていた。義よし輝てるはこの時二十四であった。

　「そなたも達たつ者しやなようでうれしく思うぞ」

　義よし輝てるの様子はなつかしげなものにあふれている。顔は上じよう気きし、目には涙が浮かぶのではないかと思われるほどであった。

　こんな様子を見ては、景かげ虎とらもまた感激せざるをえない。

　「ありがたきおことばでございます」

　と答えたが、とたんに眼めがうるんできた。

　義よし輝てるは旅りよ中ちゆうのことや、坂さか本もとの旅館のことを話題にして、うちとけた話しぶりを見せていたが、近きん侍じの者がなにやらうしろから言うと、にわかに暗い顔になって、押し問答しているようであったが、不ふ承しよう不ぶ承しようにうなずいて、こちらを向いて言った。

　「今日ははじめてのことで、儀式だけにいたすようにと、この者どもが申す。なごりおしいが、先例にもとるというのじゃ。いたしかたはない。またまいってくれるよう。当分はこちらにいるのであろうの」

　諸大名が将軍に謁えつする場合には規定の儀式がある。規定の時間をこえてならず、規定以外のことを言ってはならないのである。義よし輝てるは規定の時間をこえているばかりでなく、この感動ぶりではなにを言いだすかわからないところが見える。侍じ臣しんらがそれを案じていることは明らかであったが、景かげ虎とらはさらにこう思った。

　（ご近きん侍じ衆しゆうはそうなった場合、三み好よしや松まつ永ながにそれが知れては、公く方ぼう様のおためにならないと思っているのであろう）

　また、こうも思った。

　（なに食わぬ顔をしてこうしていならんでいる連れん中ちゆうのなかに、三み好よしや松まつ永ながに心を通かよわしている者がいないとはかぎらぬ。いや、きっといるはずだ。やつばらほどに権けん勢せいをふるっていながら、公く方ぼう様ご近きん侍じ衆しゆうを手て下したに引きいれていぬはずはない）

　猛もう然ぜんとして胸にわきたってくるものがあった。――それならばそれでよし、決心のほどを思い知らせておこうと思った。きっとかたちを正し、声をはげまし、

　「せんだっても、大おお館だて兵ひよう部ぶ少しよう輔ゆう殿ご上じよう使しとして坂さか本もとへまいられました際にも申し上げましたが、拙せつ者しやは公く方ぼう様ご帰き洛らくの祝しゆう儀ぎ言ごん上じようのためばかりでまかりのぼったのではございません。公く方ぼう様のお役に立ちたいと決心してのぼって来たのでございます。御用ならば、たとえ国もとに大事がおこりましても、そのためにはけっして帰国いたしません。国もと留る守す居いの者どもにも、その旨むねきっと申しふくめてまいっております。おふくみおきたまわりますよう」

　と言っておいて、調子をやわらげた。

　「さらば本日は、まずはごあいさつまででございます。お奥へお入りくださいますよう。拙せつ者しやもやがてまかりさがらせていただきます」

　「うむうむ」

　義よし輝てるはまた目をうるませて、うちうなずいた。




　　　　二




　景かげ虎とらは坂さか本もとに引きかえした。西に比ひ叡えい山さん脈みやくのせまっている坂本はもう日がかげっていたが、湖水をこえた対岸にはまだあかあかと日が照っているころ、帰りついた。

　行ぎよう水ずいのあと、さっぱりしたからだを帷かた子びらにつつんで、うちわをたずさえて縁えんに出てすわった。もう湖水も日かげになり、その日かげが見ているうちに対岸の平野を侵おかしていく。日の光を受けてうす赤くかがやく白しら壁かべの多い村落や森を散らばせている緑の水田地帯がたちまち日かげになっていくのが、あっというまもないくらいだ。

　ばたばたとうちわづかいして、はだけた胸に風を入れながら、目を転じて比ひ叡えい山をあおいだ。ぐっとあおがなければいただきの見えないほど山がせまっている。

　（おれは先せん度ど来た時、木き曾そ義よし仲なかが北ほく陸りくから攻めのぼったように、おれも来ると心にちかったが、とうとう来た）

　と、思った。

　（公く方ぼう様は、あんなにおれの来たことをよろこんでおられた。口に出しておおせられたことはあれだけであったが、ご心中はあの何なん層そう倍ばいであったことは、おれにはよくわかっている。おれはきっとご期待にそむかぬであろう。長いうちには、きっと隈くまなくお心のうちをおおせられるであろう。なんなりともおおせつけくださるがよい。おれには力がある。男の信しん義ぎ心しんがある）

　京からの帰りのみちみち、いくど思いかえしたかもしれない将軍のことばや態度や表情をまた思いかえし、感かん慨がいと決心をくりかえしていると、近きん習じゆうの者が、

　「関かん白ぱく殿でん下かがいらせられました」

　と、とりついできた。

　「殿でん下かが？　まこと殿でん下かか？」

　「はい。殿でん下かでございます」

　「お連れは？」

　「おひとりでございます。ご家来衆二人ほどお召しつれなだけの、おしのびのお姿でございます」

　これは意外であった。ここへ着いた日の夜、近この衛え前さき嗣つぐは他の公く卿ぎよう衆しゆうといっしょに訪問してき、饗きよう応おうを受けて立ち帰ったのであるから、一いち面めん識しきはあるわけだが、ひとりでしのび姿で訪問されるほどのなかではない。

　しかし、追いかえすなどということはできない。

　「しばらく別室におひかえねがうよう。十分に気をつけ、無ぶ礼れいなふるまいがあってはならぬぞ。おれは着がえをする。その間にここをよくとりかたづけ、見苦しいものなどあちらへもっていけ」

　さしずして、別室にさがり、手早く肩かた衣ぎぬと小こ袴ばかまの姿になり、前さき嗣つぐの待っている座敷に行った。

　前さき嗣つぐはやせてせいが高く、うすいあばたのある色白な顔をしている。ひたいの広い、あごの細い、長い顔をしている。あごひげと口ひげがあったが、ともにうすく、口ひげは鼻の下があいていた。美男というではないが、さすがに品はよい。この時、彼は二十四、義よし輝てる将軍と同年という若さであった。

　景かげ虎とらが入っていった時、前さき嗣つぐは打ち水した壺つぼ庭にわにむかって、植え込みに流れているすずしげな灯とう籠ろうを見て中ちゆう啓けいをはためかせていたが、はたと中ちゆう啓けいをとじて、景かげ虎とらを見た。

　ふんふんというように軽快にあごをうごかし、

　「先ぶれものうて、だしぬけにまいって、もうしわけないことやな。思い立つと、矢も楯たてもたまらんで、ご無ぶ礼れいはようわかっていたが、つい来てしもうた。来てそなたの顔を見れば気がすむのや。ぐあい悪いなら、このまま帰ったかてええ。どや、かまへんか」

　と言う。いたって気軽な、ご身分がらいささか軽すぎるきらいのある調子だ。

　帰ってもいいと言ったとて、隣り近所ではない。文も字じ通どおりに山坂こえて四里もあるのだ。ことさら、関かん白ぱくという天皇につぐ尊そん貴きな人だ。帰せるものではない。

　「とんでもなきことをおおせられます。ようこそお運びくださいました。どうぞこちらへ、さ、どうぞこちらへ」

　景かげ虎とらは自分の居い間まになっている書しよ院いんの間まにみちびいた。この家ではこの座敷が一番よいのである。

　茶を供きようし、あとはすぐ酒にした。

　二、三杯の酒をのむと、前さき嗣つぐはうきうきとした調子で言う。

　「今日はさぞ痛快であったろうな。そなたならでは、あれほどのことを言える人物は、いまの世にはない。天下にあらへん。あっぱれであったぞ」

　「なんのことでございましょう？」

　いぶかしげに、景かげ虎とらは聞きかえした。ほんとにわからなかった。

　「将軍の前でそなたの申したことや。公く方ぼうの役に立ちたいと決心してのぼってきたのやよって、たとえ国もとに大事がおこっても帰らへん、その用意して来たと申したやろ」

　「申しましたが……」

　と答えながらも、早くもあのことが聞こえたのか、どんな筋すじ道みちで聞こえたろうとおどろいた。

　「あのことよ。あの席に松まつ永ながの息のかかった者がいて、びっくり仰ぎよう天てん、ご注ちゆう進しんと出かけたところ、松まつ永ながの赤いつらが青あお菜なのような色になって、こんにゃくのようにぶるぶるとふるえだしたというで。わしにはわしでまた息のかかった者があってな。すんぐにわかったのや。なんともいえず気き色しよくがようてな。いても立ってもいられへん。そいで、急に身み支じ度たくしてやってきたちゅうわけよ。アハハ、アハハ、アハハ……」

　腹をかかえて笑う。いかにもゆかいでたまらんといったふうだ。

　（明るくにぎやかなお気質かたぎの方のような）

　とは思ったが、それにしてもいささか軽すぎるお人のようだと、また思い、ちょっとにがにがしかった。

　それはそれとして、こんなことだけで来たものとは思われない。ほんとはなんの用事であろうかと気になった。相手の身分が身分だけに、ぶしつけにたずねるわけにはいかない。もてなしに心をくだきながらも、心にこだわりがあった。

　だのに、前さき嗣つぐはいっそうふわふわしたことを言いだした。

　「弾だん正じよう。そなた女ぎらいやそうやな」

　「きらいというわけではございませんが、いささか思う仔し細さいがございまして……」

　苦笑しながらこたえた。苦笑するよりほかのないことだ。

　「女がきらいなら、若わか衆しゆが好きやろ。京はなんでもあるところや。ないのは金・銀と正しい心だけ。若わか衆しゆもずいぶんきれいなのがいる。どや、望みなら、一度集めよう。まろもきらいやない。あれはあれで、また別なおもむきのあるものや」

　いっそう苦笑せざるをえない。弱った。

　「いや、どうも……」

　前さき嗣つぐはいくらでも飲む。きゃしゃなからだつきでありながら、大たい盃はいでぐいぐいとかたむけ、すこしも酔いが顔に出ないのである。

　飲む段だんになると、景かげ虎とらはまけない。同じように飲んだ。

　しだいに夜が更ふけ、湖上に見えていた漁いさり火びの影かげも少なくなったころ、とんと盃さかずきをおいて、前さき嗣つぐは言った。

　「弾だん正じよう、まろはおりいってのたのみがあって来たのや」




　　　　三




　さあ来た、と景かげ虎とらは思った。いかにこの人が軽きよう忽こつな人でも、これまでこの人が言ったような理由で、現げん関かん白ぱくともある人が山坂をこえて四里もの道を来ようとは思われないのである。心をひきしめはしたが、さりげなく微び笑しようして答えた。

　「おたのみとはなんでございましょう。拙せつ者しやの力にかのうことなら、ちかってお望みのとおりにつかまつります。ご遠えん慮りよなくおおせつけてくださいますよう」

　「おお、さよか。そらありがたい。あんまり突とつ拍ぴよう子しもないことのようやさけ、おどろくかもしれへんが、心からのたのみやよって、そのつもりで聞いてもらいたい。そなた、今日あないに公く方ぼうの前では言うたものの、いずれは帰国せんならんやろ。その節せつまろを連れていってもらいたいのや。どや、聞いてくれるか？」

　思いもかけないことであった。これが一時代前なら、公く家げ衆しゆうがたつきの道のないままに、地方の大名をたよって都みやこ落おちすることもめずらしいことではなかった。周す防おう山やま口ぐちの大おお内うち氏や駿する河がの今いま川がわ氏が多数の堂どう上じよう衆しゆう を 寄き食しよくさせていたことは有名だが、一いち 条じよう 教つね 房ふさ は 前関白さきのかんぱくでありながら土と佐さの所しよ領りように疎そ開かいしたままついに帰京しなかったのである。この小説でも越えつ中ちゆうの放ほう生じよう津づに畠はたけ山やま氏をたよってきていた徳とく大だい寺じ大だい納な言ごん実さね矩のりら九人の公く卿ぎようらが落城とともに猛もう火かの中に自殺した話を記述した。

　しかし、これらのことは一時代前のことだ。小しよう豪ごう族ぞくらがわれおとらじと競きそいたってたがいに相あい攻こう伐ばつしていた時期がもっとも乱脈をきわめ、公く卿ぎようらの所しよ領りようもめちゃめちゃになったのだが、戦乱のつづく間に優ゆう勝しよ劣うれ敗つぱいがおこなわれ、弱は強に滅ほろぼされ、小は大にのまれ、だいたい雄ゆう豪ごうだけが全国の各地に割かつ拠きよすることになった。この雄ゆう豪ごうの間に食うか食われるかの戦いがつづけられていることは昔にかわりはないが、そこにはもう無む秩ちつ序じよはない。乱らんきわまって新しい秩ちつ序じよが生まれてきつつある。それぞれの地域で新しく雄ゆう豪ごうとなった人々は、もっとも古い権けん威いと結びつくことによって、みずからも権けん威いをもとうとする。すなわち、もし自分の分ぶん国こく内に皇こう室しつや公く卿ぎようの荘しよう園えんであったところがあれば、いくぶんかを返還することによってコネクションをつけ、位い階かいを昇しよう叙じよしてもらったり、官かん名めいをもらったりする手を打つ。つまり、公く卿ぎようたちは、京に帰ってもどうやら生活ができることになったのだ。同時に京にも小しよう康こうがきたので、皇こう居きよの修理もできた。みなぞろぞろと帰ってきているのであった。

　こういう時に、現げん関かん白ぱくともある人が、京を去って越えち後ごへ行きたいというのだ。景かげ虎とらは信じかねた。

　「つまり、越えち後ごご遊ゆう覧らんのためでございますね」

　と問いかえした。貧びん乏ぼうはしても、公く卿ぎよう階かい級きゆう は 風ふう雅が心しんは失ってはいない。ことに、前さき嗣つぐは歌道の達たつ人じんで、宗そう祇ぎから古こ今きん伝でん授じゆまで受けているというので有名だ。歌うた枕まくらをたずねての遊ゆう覧らんのための下げ向こうとすれば、まあ考えられないことはない。

　前さき嗣つぐははげしく首をふった。

　「いやいや、一時の旅ではない。長く越えち後ごに住みつき、越えち後ごの土となるために行くのや。どや、連れていってくれへんか」

　またおどろいた。とても本当とは思われない。しかし、酒しゆ興きように乗じてのことばとも思われない。うすい口ひげとあごひげのある顔には酒しゆ気きはただよっているが、もっともまじめな表情がある。

　「これは意外なおおせをうけたまわります。いったい、いかがあそばしたのでございますか」

　「わけを申さんではあかんか」

　「現げん職しよくの関かん白ぱく殿でん下かを遠おん国ごくにお供ともするというのでございます。納なつ得とくのいく理由がないかぎり、うけたまわるわけにはまいりません。だいいち朝ちよう廷ていをはじめとして、世の人がいかが申しましょう」

　すこし腹が立っていた。非常識きわまると思っていた。子供ではあるまいし、こんな軽はずみな話に乗れるかとも思った。

　前さき嗣つぐはひげをかきなでながら盃さかずきをふくみ、しばらく思案するふうに見えたが、グッとのみほすと、その盃さかずきをさした。

　「ひとつ献けんじよう」

　「おそれいります」

　受けると、みずから銚ちよう子しをとって、ついでくれて、

　「すまんが、暫ざん時じ人をはろうてもらえんか」

　と要求した。

　景かげ虎とらは侍じ臣しんらに遠えん慮りよするように命じた。

　「そなたも、あっちへ行くのや」

　前さき嗣つぐは自分は別だと言いたげな顔で、うしろに佩刀はかせをささげてひかえていた自分の従じゆう者しやを遠ざけた。

　「さて、申さんければ、連れていかんと申すさけ、申す。いちおう聞いてくれいな」

　「おそれいります」

　「まろは京にいとうないのや。見るもいやなのや。まろは関かん白ぱくや。人じん臣しんとして無む上じようの官かん職しよくにあるわけやが、力がそぐわんよって、公く家げの位くらいだおれや。だれも心の中ではうやもうてはへん。はらわたの煮にえかえるような気になることがたびたびや。これは公く方ぼうも同じ気持ちやろが、公く方ぼうはまだええ、そなたのような大名がいて、わざわざ遠おん国ごくから来てくれるさけな。公く家げはなんにもあらへん。あるのはからあがめばかりや。あちらむいた時には赤い舌ぺろりと出しとる。なんぼ公く家げの家に生まれたかて、一生京にいてこのくやしさをがまんしつづけていんならん道理はないやろ。男と生まれた甲か斐いには、自分の力で世に立つ身になってみたいと思いはじめたのが、この数年前からのことや。どや、これではあかんか」

　人ひと一いち倍ばい男のほこりの高い景かげ虎とらには、前さき嗣つぐのこの述じゆつ懐かいはよくわかったが、京ことばでへらへらと言われると、ついていきかねる。

　「お話はよくわかりました。しかし、これは重大なことでございます。殿でん下かは関かん白ぱくという無む上じようの官かん職しよくにいらせられるのでございます。京をおはなれになってもかまわぬものか、どうか、なおよく考えましたうえで、ご返答申したいと存じます。殿でん下かにおかれても、さらにご熟じゆく慮りよねがいます」

　と、答えた。

　前さき嗣つぐはうすいひげをむやみにひねりあげながら聞いていたが、それをやめ、中ちゆう啓けいをとってはたはたと胸に風を入れて言う。

　「考えに考えぬいたあげくのことや。このうえの思案はいらへんと、まろは思うとる。関かん白ぱくであることがいかんなら、やめてもええで。なりたい者は摂せつ家けのなかでなんぼでもいるのやさけ」

　「ま、このお話は今夜はこれくらいにして、あらためてのことにねがいとうございます。今日うかがって今日きめるには問題が大きすぎます」

　「さよか」

　不服げではあったが、ともかくも、前さき嗣つぐも切りあげた。




　　　　四




　将軍に謁えつ見けんしてから四日目の五月一日、景かげ虎とらは参さん内だいした。前さき嗣つぐがそのはからいをしてくれたのであった。

　先年上じよう洛らくして先せん帝てい後ご奈な良ら天皇に拝はい謁えつした時もそうであったが、景かげ虎とらには昇しよう殿でんの資格はない。昇しよう殿でんを許されるのはかならずふつうの人ならば五ご位い以上、蔵くろ人うどは六ろく位い以上でなければならないが、昇しよう殿でんとはつまり天皇の私し宅たくたる清せい涼りよう殿でんに出入りすることなのだから、かならず許されるとはかぎっていない。三さん位み以上の人でも許されなかった例もある。天皇ととくべつ親しくしている者でなければならないのである。官かん位いは正しよ五うご位い下げだ弾んじ正ようの少しよ弼うひつだが、とくに天皇と親しくしているというわけではない。それゆえ、このまえも正式の拝はい謁えつではなく、禁きん中ちゆうのお庭を拝見するという名めい目もくで入って、お庭先から殿てん上じようにある、みかどからおことばを賜たまわったのであるが、こんどもその形式がとられた。

　「あんじょう公く卿ぎよう衆しゆうに言いふくめてあるさけ、心配いらん。そなたの入る門の前に行くと、かかりの者が待っていて、案あ内ないしてくれる。それについて行きさえすればええ。ほどよいところまで来れば、まろが待ってるさけ、あとはまろが知っている」

　前さき嗣つぐはそう言ったのである。

　景かげ虎とらは早朝に、このまえと同じように行列をそなえ、騎き馬ばで、坂さか本もとを出て、まず縁えん故このある三さん条じよう西にし家に入って休息し、そこで折おり烏え帽ぼ子し、布ほう衣え姿にあらため、数人だけ従じゆう者しやをつれて、徒か歩ちで禁きん裡りにむかった。

　前さき嗣つぐの言ったとおり、定さだめのご門前まで行くと、数人の公く家げたちが待っていた。正式の謁えつ見けんではないので、この人たちも公く家げとしては通つう常じよう服ふくの立て烏え帽ぼ子し、直衣のうし姿であった。前さき嗣つぐからの言いふくめがあったばかりでなく、昨日のうちに景かげ虎とらから十分のつけとどけがあったからであろう。下へもおかないあしらいで案内し、ねんごろに説明してくれる。

　六年前とは禁きん裡りの様子もかわっていた。あのころはどうやら破損の個か所しよをつくろっただけで荒こう廃はいの色がのこっていたが、いま見る禁きん裡りは一天のみかどのご住所としては粗そ末まつながら、見ちがえるほどおちついた風ふ情ぜいがそなわり、静せい寂じやくで、清らかで、由ゆい緒しよある神社などのもつ森しん厳げんな感じもあった。

　初夏の日に白くかがやいている玉砂をふんで、お庭を拝見し、いくつかの小こ門もんをくぐって奥に行くと、松の木こ陰かげに前さき嗣つぐが三人の若い公く家げを従えて待っていた。景かげ虎とらを見ると、砂をきしらせて進みよってきた。

　「本日は身にあまる光栄で、かたじけのうございます」

　と景かげ虎とらが言うと、中ちゆう啓けいでちょっとおさえるようなしぐさをして、うす赤い疎そ髯ぜんの生はえたとがったあごをふんふんとしゃくった。

　「みかどがお待ちかねや。ついて来や」

　くるりとむきなおって歩きだした。足もとに砂がきしり、こぼこぼと沓くつが鳴った。

　松と竹の生はえている狭せまい庭に入ると、簀子すのこ（縁側）の内がわにかかった簾すだれの内うちに人の動くけはいがしたかと思うと、きりきりと簾すだれが巻きあがり、直衣のうしすがたの人が出てきた。四十をすこし越えたくらいの年ねん輩ぱいだ。うすい痘とう痕こんの散らばった、色白な柔にゆう和わな顔をしている。微び笑しようをふくんで、景かげ虎とらを見てうなずいた。

　（みかどだ）

　と、思ったので、景かげ虎とらは大地にひざまずき、両手をついた。

　その人は、中ちゆう啓けいを笏しやくのようにかまえて小こ腰ごしをかがめる前さき嗣つぐと目を見合わせてうなずくと、奴やつこ袴ばかまをさやさやと鳴らして奥へはいった。

　「ついて来や。みかどがおことばを賜たまわる」

　中ちゆう啓けいの先で景かげ虎とらの肩をおさえて、前さき嗣つぐはそこにあった階段をのぼった。景かげ虎とらはあとに従った。

　みかどは一段高くなったところの、古びた錦にしきのへりのついた重かさねだたみの上にすわって待っておられた。前はひろい板いた敷じきになって、左右に数人の公く家げたちが直衣のうし姿ですわっていた。

　みかどの前のすこし左によった位置に円えん座ざがおいてある。前さき嗣つぐはそれにすわり、みかどの前方の板の間まの一点を中ちゆう啓けいで指さした。景かげ虎とらはそこにすわって、平へい伏ふくしていた。

　儀ぎ奏そうの公く家げであろうか、膝しつ行こうして数歩出て、威い儀ぎを正ただして、

　「弾 正 少 弼だんじようのしようひつ 平 景 虎たいらのかげとら、 長ちよう途とを遠しとせずして入にゆう京きよう、献けん上じようの品しな々じなまことに夥か多たである。忠ちゆう誠せいを王室に存するの条じよう、感ずるにあまりがある。叡えい感かんななめならず、天てん盃ぱいならびに宝ほう剣けんを賜たまわる」

　と披ひ露ろうした。しんとしたなかに、こだまを呼んで響ひびく声は、そぞろに身の引きしまるばかりに森しん厳げんであった。

　純じゆん白ぱくな着物に緋ひの長なが袴ばかまをはいた女によ官かんが二人、三さん方ぼうと銚ちよう子しをささげて出てきて、三さん方ぼうをすえ、酒をついでくれた。厚くおしろいを塗ぬり、置おき眉まゆをした女によ官かんらの顔は、人形のように無表情であったが、膝しつ行こう膝しつ退たいしながらの動きは流れるようにしなやかで美しかった。

　三さん方ぼうの上には白しら木きの盃さかずきがあり、酒がうすく黄色にたたえられていた。

　景かげ虎とらは三さん拝ぱいして、とりあげて飲んだ。うすい酒であった。すこし酸さん敗ぱいしているようでもあったが、ためらわずのみほし、盃さかずきは懐かい紙しにつつんでふところにし、また平へい伏ふくの姿にかえった。

　公く卿ぎようの中から一人がいざり出てきた。これは三さん方ぼうの上に、八寸ばかりのこしらえつきの短刀と浅あさ葱ぎ緞子どんすの袋をのせたのを景かげ虎とらの前にさしおいて、さがっていった。

　「粟あわ田た口ぐち藤とう四し郎ろう吉よし光みつ作五ご虎こ退たいと名づくる名めい剣けんである。景かげ虎とら忠誠の段をよみしたもうて賜たまわる」

　と、儀ぎ奏そうが披ひ露ろうした。

　「アハッ」

　景かげ虎とらは三さん方ぼうを両手にもっていただいた。

　同時に、さらりと簾すだれがさがり、人の立つけはいがし、足音が遠ざかっていった。

　拝はい謁えつはすんだのである。




　　　　五




　景かげ虎とらは帰き途と近この衛え邸ていに立ちよってお礼を言ごん上じようした。もちろん、前さき嗣つぐはまだ禁きん裡りから帰っていないので、諸しよ大だい夫ぶに会って礼れい詞しをのべ、よろしくご披ひ露ろうをねがうと言ったのである。この日世せ話わになった公く家げたちはもちろんのこと、格かく別べつな世せ話わにはならなくても、列席していた公く家げたちの宅にも、それぞれに家来をつかわして礼をのべさせた。金・銀その他の礼れい物もつを贈おくったことはいうまでもない。

　坂さか本もとには夕方帰りついたが、それを追っかけるようにして、

　「従じゆ四し位い下げ近衛 少 将このえのしようしように任にん叙じよする」

　という位い記きが到着した。従じゆ五ご位い上じようを一階飛んでいる。光栄であった。

　近この衛え前さき嗣つぐをはじめ公く家げたちはせっせと坂さか本もとに景かげ虎とらを訪問しはじめた。英えい雄ゆう崇すう拝はい的てきな気持ちからであったと思われるが、この訪問が物質的な利益を即そく座ざにもたらすものであったからでもあったろう。景かげ虎とらもまた彼らのそうした欲望に十分こたえてやった。「在ざい洛らく中ちゆう、衣服・金・銀・青せい銅どう（銭せん）・紅こう燭しよく・白布をもって旧きゆう好こうの尊そん卑ぴに贈おくりたまえば、日々使し介かいの往来、労苦をつくさずということなし」と上うえ杉すぎ年ねん譜ぷにある。

　この交際の間に、前さき嗣つぐとはますます親密になった。親密になってみると、前さき嗣つぐの言い分にも十分の同情がもてる。ついに、

　「やがて帰国の際はかならずお連れする」

　と、かたい約束ができた。

　公く家げたちとばかり交際したわけではない。武家ともまた交際を密にしたが、これには目的があるから、将軍にたいして忠誠心のある者をえらんで親しくなり、その他の者にはうわべは別として心からうちとけることは用心した。将軍のもとへはできるだけしげしげと出しゆつ仕しした。

　彼は将軍にたいして三み好よしや松まつ永ながを討つことをすすめ、命令さえあれば即そく座ざにたたきつぶしてみせるとまで言ったが、将軍はそのふんぎりがつかなかった。

　「やがておりが来る。無理はしたくない」

　というのであった。

　そのある日、将軍のもとに出しゆつ仕しして帰る途と中ちゆうのことであった。彼の行列が烏からす丸ま通りにさしかかった時、烏からす丸ま通りを上の方から来た騎き馬ばの武士が二人あった。それぞれに徒歩かちの下げ人にんを四、五人ずつ召し連れ、馬ば首しゆをならべて談だん笑しようしながら来かかったが、景かげ虎とらの行列の先せん駆くがつい鼻先にさしかかったのを見ると、めんどうと見たのであろう、角かくを入れて、さっと駆かけぬけようとした。

　「下げ馬ばして待たっしゃい！　越えち後ご少しよう将しようの行列でござるぞ！」

　と、先せん駆くの者はさけんで走りより、しっかと馬のくつわをとった。

　「はなせ！」

　武士らはわめいた。

　「われらは松まつ永なが弾だん正じようの家か中ちゆう、これなるは三み好よし修しゆ理り大だ夫ゆうが家か中ちゆう、はなさっしゃい！　無ぶ礼れいな！　なにをする！」

　と他の一人もわめく。

　景かげ虎とらは馬上から見ていたが、このことばが聞こえると、猛もう然ぜんとしてさけんだ。

　「討ちすてい！」

　景かげ虎とらのわきにじりじりしながら凝ぎよう視ししていた鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろうと戸と倉くら与よ八はち郎ろうは、

　「かしこまる！」

　と言うや、矢のように飛んでいった。弥や太た郎ろうは景かげ虎とらの持ち槍やりをたずさえ、与よ八はち郎ろうも主人の持ち道具なぎなたをかかえている。駆かけながら鞘さやをはらった。

　このすさまじい形ぎよう相そうに、三み好よし・松まつ永ながの家来は、くつわをとられた手を振りきってにげながら、

　「三み好よしの家か中ちゆうでござるぞ！」

　「松まつ永ながの家か中ちゆうでござるぞ！」

　と、ともにわめいた。このことばにききめのないはずはないと信じきっているように。

　「なにが三み好よしじゃい！」

　「なにが松まつ永ながじゃい！」

　二人は追いつきざまに、エイヤと攻撃をかけた。弥や太た郎ろうは三み好よしの家来を背中から田でん楽がく刺ざしにして槍やり玉だまにあげ、与よ八はち郎ろうは松まつ永ながの家来を右の肩から腰のつがいにかけて袈け裟さに斬きりさげていた。






空あき巣すねらい




　　　　一




　白はく昼ちゆうの街がい路ろ上じようのことである。いまでは景かげ虎とらの行列の美び々びしさは京都の市民らにもっとも人にん気きのあるものになっている。見物人が多数出ていたのである。その前で、当時京の内外で鬼き神じんか疫やく病びよう神がみのように恐れはばかられている三み好よしと松まつ永ながの家か中ちゆうの者を、即そく座ざに二人ながら誅ちゆう殺さつしたのだ。

　人々はおそれ、おびえて、ぱっと逃げちり、ややはなれたところから、目をまるくして様子をうかがっていた。その顔はしだいに恐きよう怖ふの色が消え、ひたすら驚きよう嘆たんの表情となり、ひそひそと近くの者とささやきあった。

　「えらい威いのある殿様どすな。蚊かか蠅はえをつぶすように殺してしまわはりましたえ」

　「三み好よしはんかて、松まつ永ながはんかて、こおうないようどすな」

　「ギャーいうて死によりましたで」

　景かげ虎とらは誅ちゆう殺さつがすむまで馬をとめて、にらむような強い目で見ていた。

　弥や太た郎ろうと与よ八はち郎ろうとが、十分にとどめをさして、馬をかえしてきた。片あぶみはずして、

　「つかまつりました」

　と報告した。

　景かげ虎とらはうなずいて、言う。

　「その方ども、あの者どもが主人じゃと申した家へ行ってまいれ。それぞれに討った者の主しゆ家けへ行くことにせよ」

　「かしこまりました」

　二人は同音に答えた。

　「弥や太た郎ろうの討ちはなした者は、だれの家か中ちゆうと申した？」

　「三み好よし修しゆ理り大だ夫ゆうが家か中ちゆうと申しましただ」

　「与よ八はち郎ろうのは松まつ永ながじゃな」

　「は」

　「口こう上じようは、しかじかの無ぶ礼れいをはたらき申したにより、討ちすて申した。ご家か中ちゆうの者と申してはいましたが、ご家け来らい中ちゆうにかほどわきまえのない者があろうとは思われませぬ。おおかたご家か中ちゆうの名をかたる者と存ずる。しかしながら、ご家か中ちゆうの名を口にしたことはたしかでござれば、念のためにいちおうのお知らせをしておきます。もしまた、万々が一、ご家か中ちゆうの者であって、当方のいたしようがご合が点てんまいらぬということでござれば、いつ何なん時どきなりともおいでいただきたい。ご理解のまいるまで、いく度たびなりとも、景かげ虎とらみずからご説明申すでござろう、と、かように申すのだ。よいか」

　「かしこまりました」

　二人の顔はいきいきとなっている。おもしろいことがはじまりそうな気がしているのであろう。

　弥や太た郎ろうが言う。

　「口こう上じようはようわかったつもりではござるだが、ずいぶんと長なが口こう上じようでござるすけ、ご念ばらしに、一ぺん通り申してみますべいか」

　「それにはおよばぬ。主しゆ旨しさえまちがわねばよい。それでは、さっそくに行けい」

　「はっ」

　二人は行列の末まつ尾びについていた自分らの家来をひきつれて、それぞれの目的地にむかった。

　景かげ虎とらはどこへも寄り道をせず、まっすぐに坂さか本もとにむかった。

　三み好よしや松まつ永なががどんな反応を見せるか、興味があった。自分ともめごとをおこすことをおおいに警けい戒かいしている三み好よし・松まつ永ながだ。当方の家か中ちゆうではござらぬと答えてめんどうを避さけるか、正しよう直じきに家か中ちゆうの者であることを認めてもわびを言ってすませるか、どちらかであろうとは思うが、多数の市民らの見る前でやったことだけに、あるいは、後こう来らいに影えい響きようがあるとて強みを見せて抗こう議ぎ的てきに出るかもしれない。

　（そうなって、弓矢のさわぎになってくれれば、ねがってもないさいわい。踏ふみつぶしてくれるきっかけがつく）

　と思った。

　雨は降らないが、暦こよみはもう梅雨つゆ季きに入って、うす曇りしたむし暑い日であった。最初来たころはあざやかな新緑であったのが、いまではもうむさくるしいほどに繁はん茂もし、まっさおになっている東ひがし山やまの切きり通どおし道をこえて、山やま科しな野のに出てしばらく行ったころ、前方から、白い砂すな煙けむりをあげて馬を飛ばしてくる武士があった。

　見おぼえがあるので、

　（はてな）

　と、小こ手てをかざして凝ぎよう視ししながら馬を歩ませつづけていると、供とも頭がしらの役をつとめて後こう陣じんにいた金かな津づ新しん兵べ衛えが馬を走らせてきた。

　「殿、ありゃ源げん蔵ぞうでございますぞ」

　と言う。

　秋あき山やま源げん蔵ぞうのことだ。今日は留る守す役やくとして坂本の宿舎にのこっていたのである。
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　ただならない様子と思われたので、景かげ虎とらは行列をとどめ、馬をおりた。路みち傍ばたの木こ陰かげに床几しようぎをすえ、扇おうぎづかいしながら待った。

　秋あき山やま源げん蔵ぞうは、十間けんほどむこうで馬をおり、汗をふきふき近づいてきて、景かげ虎とらの前一間けんほどのところにひざまずいた。秘密を要することかもしれないと思ったので、左右にひざまずいている侍じ臣しんらにあいずして遠ざからせてから、源げん蔵ぞうに近くよるように目くばせした。

　いざりよってきた。

　ふいてもふいても噴ふきだしてくるのであろう、源げん蔵ぞうのひたいには汗が玉になっており、ほおは水を浴びたようにぬれ、あごから滴てき々てきとしたたっていた。その汗をそのまま、源げん蔵ぞうは顔を寄せて、低く言った。

　「お国もとから急使でございます。越えち前ぜんの守かみ（政景）様からのご書面をもってまいったのでございます」

　と言いながらふところをさぐって書状を出してさしだした。

　景かげ虎とらが手を出して受けとると、わたしながら景かげ虎とらの目を見つめて、いっそう声をひくめた。

　「この五日、武たけ田だが大おお田た切ぎり口ぐちに手づかいつかまつりました由よし」

　（なにイ？）

　と、声が出そうであったが、こらえた。きっと相手の目を見返して、うなずいた。

　景かげ虎とらはことさらにおちつき、小こ束づかをぬいて丹たん念ねんに封ふうじ目をはがして、書面をひろげた。

　「昨五日の正しよう午ごをすこしまわった刻こく限げん、善ぜん光こう寺じ平だいらの横よこ山やま城から急ぎの注ちゆう進しんがあった。今こん早そう暁ぎよう、まだ薄はく明めいのころ、とつじょとして武たけ田だ勢ぜいが川かわ中なか島じまにあらわれたかと思うと、そのまま犀さい川をふみ越えて侵しん入にゆうしてこようとする。当城ではただちに出動して河か岸がんに布ふ陣じんし、かねての約やく定じように違い反はんしていると抗こう議ぎしつつあるが、武田方では、“主人大だい膳ぜん大夫だゆうは昨年末京の公く方ぼうから信濃しなの守しゆ護ごに任命された。およそ守しゆ護ごたるものがその管かん内ないを警備し、検けん断だんし、暴ぼうをこらし、悪を制圧するのは当然の職しよつ権けんである”と申しつのってやまない。事態ははなはだ険悪である。いそぎ救きゆう援えんあるよう、との注ちゆう進しんであった。自分はいそぎ陣じん触ぶれしておいて、一いつ騎きがけに春日かすが山やまを飛びだしたが、みちみち注ちゆう進しんに接すること櫛くしの歯を引くようであった。武田勢はついに横山衆の必死の防戦を押しやぶって、北へ北へと進しん攻こうしてきつつあることがわかった。自分が関せき山やまについた時には、武田勢はもう国くに境ざかいを越えて大おお田た切ぎり口ぐちまで入ってきたとの注ちゆう進しんを受けた。自分はそれまでに追いついた勢せい三百人余をひきいてはせむかい、大おお田た切ぎり川をへだてて武田勢と対陣した。武田勢はおよそ五、六千人、晴はる信のぶみずからの出陣らしく、本ほん陣じんに四し如じよの旗をおしたてていた。味方は刻こく々こくに到着の人数がふえ、夜までに七千人ほどとなったので、夜の明くるを待って決戦の心ぐみでいたところ、本日の夜の引きあけ時から武田勢は退たい却きやくにかかり、いまもそれがつづいている。ご承知のとおりの堅けん固ごな退たい却きやくぶりであるから、追撃に出るすきがなく、油ゆ断だんなく身み構がまえながらも見送っているよりしかたがない。これからどんな変化を見せるか、予よ見けんはできないが、身しん命めいをなげうち、心をくだいて、機きに臨のぞみ変へんに応じて、できるかぎりの手だてはつくす決心である。しかし、できるだけ早く御用をすませて、ご帰国あるようねがう。とりいそぎしたためた。なお後こう便びんをさしたてるから、お待ちねがいたい」

　という意味のものであった。

　（晴はる信のぶめ！）

　心中、景かげ虎とらは歯ぎしりした。陋ろう劣れつだと思った。晴はる信のぶがどんな人物であるかわかっていればこそ、わざわざ使者を出して、しかじかの理由で上じよう洛らくするが、公こう事じのための上じよう洛らくであるから、不ふ在ざいちゅうには当方の分ぶん国こく内ないに手づかいしてくれるな、もしこの要求を聞きいれられないというなら、それもけっこうであるから、はっきりとその旨むねを申してもらいたいと、交こう渉しようしたのだ。それにたいして、将軍にたいするこちらの忠ちゆ志うしをさんざんにほめたうえ、申しいれの条じよう委い細さい承しよう引いんした。けっしてご懸け念ねんにはおよばぬ、もしこの約束にそむくものなら、自分は仏ぶつ神しんの冥みよ罰うばつをこうむるであろうとまで言って返答したのだ。その時からまだ半年はたたないのに、早くもこうだ。

　景かげ虎とらは、その時晴はる信のぶの言ったということばのすみずみまで思い出した。そのことばのどこからこの腹黒さを感ずることができよう。心に腹黒さをもちながら、よくもあんなことが言えたものだ。

　（大悪人だ！）

　と思った。

　はじめから、空あき巣すねらいするつもりであったのだ。

　（うすぎたない男め！）

　とも思った。

　炎ほのおのようなものが胸に燃えあがり、翼つばさがあるものなら飛んでかえりたかった。

　やがて、気をとりなおして、源げん蔵ぞうを見た。源げん蔵ぞうはまだ汗をかいている。まっかな顔から毛深い胸もとのあたりが、見るからに汗くさそうであった。

　「源げん蔵ぞう」

　と呼んだ。

　「はッ」

　「このこと、しばらく他た言ごん無む用ようだぞ。宿もとに帰ったうえで、おれの口から触ふれる」

　「かしこまりました」




　　　　三




　坂さか本もとにかえりつくと、すぐ国もとからの使いの者と会って、いろいろと様子を聞いていると、また使いが到着した。これも政まさ景かげの手紙をたずさえている。

　「武田勢はいぜん退たい却きやくをつづけ、ついに犀さい川以南につぼまってしまった。当方は犀さい川まで兵を進め、厳重に抗こう議ぎちゅうであるが、武田方は、はじめ犀さい川を越えようとした時の口こう上じようをくりかえすだけである。“たとえ信濃しなの守しゆ護ご職しきに任にんぜられたとて、約束は約束だ。一方的にやぶらるるのは心こころ得えがたい。しかし、これはいちおうおくとしても、国くに境ざかいを越えて越えち後ごに侵しん入にゆうなされたのは、なぜであるか”と、申したところ、“それは当方の過か失しつであった。国境線がどこであるか、よくわからなかったのである。重じゆう々じゆうおわびする”との答えである。狡こう猾かつおどろくべきものである。当方では、“貴き方ほうでもご承知のとおり、景かげ虎とら儀ぎは参さん覲きんのため上じよう洛らくちゅうであるゆえ、われらとしてはもうお尋たずねはいたさんが、やがて景かげ虎とら帰国のうえは、あらためてご説明をもとめるであろう。ご承知おきねがいたい”と申しいれて、論ろん判ぱんは中止しているが、なお両軍犀さい川をへだてて対陣ちゅうである」

　という文面であった。

　いくらか安心はしたものの、なお心配であった。政まさ景かげが中心になって留る守すをあずかっているのであるから、たとえ合かつ戦せんとなっても、へたはすまいとは思うが、尋じん常じよ一うい様ちようの敵ではない。なろうことなら、合かつ戦せんにせずことを治めてほしいと思った。祈るような気持ちであった。

　連れてきた将士にこれを発表することにも技術がいると思われた。遠く国をはなれて、不安になりやすい心理でいる者に、いきなり知らせては、収拾できない混乱と動どう揺ようにおちいることは目に見えている。

　しかし、こんなことはすぐ知れるものだ。大たい身しんの者には家族や家来どもから知らせてくるであろうことも考えなければならない。自分が発表する以前に、そんなことで知っては、無用なかヽんヽぐヽりヽをして、結果はかえって悪くなりがちなものだ。

　あれこれと思いめぐらしたすえ、部将級の者だけには知らせておいた方がよいと決心した。使い番の者どもを呼んで、部将らに、今夜の五ツ（八時）までに、本ほん陣じんに集まるように伝えよと命じた。

　使い番らを出してやると、いくらか気持ちがおちついたが、同時にかなり疲つかれていることに気がついた。足をふみのばして、横になり、ひじ枕まくらしていると、弥や太た郎ろうがかえってきた。

　起きあがって、迎えた。

　「どうであった。そちは三み好よしの方であったな」

　「三み好よしでございます。まいりましたところ、やせてしわくちゃな老人が、すこし腰をかがめてチョコチョコと出てまいりまして、それは当家か中ちゆうの者ではござらぬ。あの方角には本日は当家か中ちゆうの者はまいらなんだはずでござる。おおかた当家の名前をかたる者でござるべ、と、かように申しましただ。三み好よし家ともあれば、家か中ちゆうの者も多数あろうに、あの方角には今日はまいらなんだはずじゃとは、目ざましいことを言うわとおかしゅうて笑いだしとうございましただが、文もん句くを言うこともなかるべと思いましたすけ、はあ、さようか、それは重ちよう畳じよう、おかげでこちらも助かり申すと言うて、もどってまいりましただ」

　と、弥や太た郎ろうはにやにや笑いながら報告した。

　なるほど、これはこっけいであった。

　「そうか、そうか」

　と笑った。めんどうを避さけたがっているのがよくわかった。

　そこへ戸と倉くら与よ八はち郎ろうもかえってきた。

　「そちらも、家か中ちゆうの者ではない、松まつ永ながの名前をかたっている者であろうと申したか」

　「いえ、家か中ちゆうの者かもしれぬ。いずれとり調べます、さような無ぶ礼れいをはたらいたとすれば、お討ちすてになるのは当然のこと、文もん句くなど申そうとはつゆ思いませぬ。ご無ぶ礼れいをおわび申すだけのこと。とり調べましたうえで、家か中ちゆうの者と判明いたしましたらば、あらためておわびに上がりますれば、ひとまずお引きとりください、と、まことに鄭てい重ちようなあいさつでございました」

　「ほう」

　意外であった。どうするつもりであろうと考えた。

　「拙せつ者しやも心ひそかにおどろきましたが、文もん句くを言うすじあいではございませんので、ご諒りよう解かいくださればそれでようござる、あらためてのわびなどはいらぬことでござると申して、まかりかえってございます」

　「応対にはだれが出たのだ？」

　「家か老ろうじゃと申していました。四十年ねん輩ぱいの恰かつ幅ぷくのよい人物でありました。しかし、どういう料りよう簡けんでございましょうか」

　「そうよなあ。……横おう着ちやくで、悪わる知ぢ恵えのある男だ。いまのように表面はなにごともないようでいても、いつどういう態度に出られるかわからん間あいだ柄がらでは、不安でならんので、この機会にこちらにとりいろうというのかもしれんな」

　「ああ、さようで」

　二人を座敷にのこしたまま、景かげ虎とらは刀かけの刀をとってはだしで庭に下りたった。つい数日前、大おお館だて兵ひよう部ぶ少しよう輔ゆうから返礼にもらった太た刀ちだ。備び前ぜん長おさ船ふねの住じゆう兼かね光みつの作、二尺七寸五分という大おお業わざものだ。五尺をわずかに越えたくらいの小こ柄がらな景かげ虎とらには、長ちよう大だいにすぎる刀だが、かるがるとひっさげ、庭の中ほどに出た。

　腰にさして、しばらく気き息そくをととのえていたが、いきなり、すさまじい気合いとともに抜いた。

　「エイ！　エイ！　エイ！　エイ！……」

　つづけさまな叫びをあげながら、縦じゆう横おうに撃げき刺しした。笞しもとをふるうよりも軽く、打ちふるたびに刀は風を切って鳴った。

　やがて、やめて、全身を汗にぬらしながら、縁えん側がわに出てきてかしこまって拝見している二人に言った。

　「ちと重いわ。おしいが、すこし上げねばなるまい」

　「すこしもそのようには見えませんが」

　「ずいぶんお使いよげに見えますに」

　と二人は言う。

　「ちとさわる。小こ柄がらで非ひ力りきじゃゆえ、せんない」

　庭と縁えん側がわとで語りあっていると、とりつぎの者が、松まつ永なが弾正忠だんじょうのじよう様がお見えになったととりついできた。
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　「よし。通せ。ここがよい」

　と言って、景かげ虎とらはさらに刀をふるいはじめた。まえよりもさらに勁けい烈れつなさけびを上げ、さらにはげしい動作で撃げき刺しをつづけた。

　やがて素す袍おう姿の松まつ永なががとりつぎの者に案内されて、架か灯とう口ぐちを入ってきた。庭先の景かげ虎とらを見ると、にこりと笑った。赤い顔はほくほくと、いかにも楽しげなものになって、座敷にすわってからも見つづけていた。

　景かげ虎とらはなおしばらく撃げき刺しをつづけてから、刀をさやにおさめて、こちらをむいた。まだ笑え顔がおをつくっている松まつ永ながの顔がそこにはあった。景かげ虎とらははっとした。彼は松まつ永ながが自分のこの行為を演出と見ていることを知った。演出のつもりはなかった。疲ひ労ろうによる惰だ気きをはらわなければ松まつ永ながのようなアクの強い人間と会うことはできないと思ってしただけのことであった。けれども、そのくせ、顔が赤らんでくるのを感じた。もっとも、それははげしい運動による上じよう気きと発はつ汗かんでわきからはわからない。

　「失礼いたした。すぐまいる」

　「どうぞ、おゆるりと」

　松まつ永ながはまだ微び笑しようしながらあいさつを返す。大人おとなが子供にたいするような余よ裕ゆうのある表情であった。

　景かげ虎とらは湯ゆ殿どのに入って水をかぶって汗を流し、衣服を松まつ永ながと同じく素す袍おうにして帰ってきた。

　松まつ永ながは円えん座ざをさがり、両手をついた。

　「本日はお使いをたまわりました。さっそくに取り調べましたところ、まさしく拙せつ者しや家か中ちゆうの者でございました。かねがね教きよう誨かいはおこたってはいないつもりではございますが、多数の中には不ふ心こころ得えな者もいまして、ご成せい敗ばいになるような無ぶ礼れいなことをいたしてしまいました。家来の罪つみは主人の責任、まことにもうしわけなきことでございました。いくえにもおわび申しあげます」

　鄭てい重ちようをきわめた口こう上じようであった。

　「わかっていただけば重ちよう畳じようでござる。ご丁てい寧ねいなごあいさつおそれいる。わざわざ来ていただくほどのことではござらなんだ」

　と、景かげ虎とらはあいさつを返した。

　「いやいや、まいりませいでは、念がとどきませぬ。ところで、あの者の家族どもでござるが、いかがつかまつりましょうか」

　「家族をどうしようと言われるのだ」

　「主しゆうのかねての教きよう誨かいをよそに聞き、あのようなまちがいをしでかし、お怒いかりに触ふれました段だん、もってのほかの罪つみ科とがでありますゆえ、本来ならばその家族にも科とがをおよぼすべきでありますが、もし寛かん大だいのごさたをたまわることができますなら、しかりおくくらいのことですませたいと存ずるのであります」

　松まつ永ながの態度はあくまでうやうやしい。あまりうやうやしすぎて、本気でそう思っているのではなく、こちらを試ためしているのではないかと思われるほどだ。

　景かげ虎とらはじりじりしてきた。

　「それはご家か法ほうによること。われらが口を入れることではござらぬ」

　と、すこしきびしい調子になった。

　「おそれいります。他た意いあっておたずね申したのではございませんが、おおせられること、道理であります。おわび申し上げます」

　松まつ永ながはわびた。

　しばらく世せ間けん話ばなしをして、ふと松まつ永ながは言う。

　「さきほど京を出がけに家来の者が町で聞いてきたうわさじゃそうでありますが、お国もとでは武たけ田だがご分ぶん国こく内に侵しん入にゆうして、合かつ戦せんがおこったとか。真実とすればゆゆしいこと。事実でございましょうか」

　なるほど、これを早くも聞き知ったから様子を見るためにみずからわびに行きたいと言ったのだな、と思った。おそらく信しん州しゆう路じか越えち後ごか、その近きん国ごくに間かん者じやを入れていて、それの報告でいちはやく知ったのであろう。

　景かげ虎とらは笑った。

　「きついお早はや耳みみでござる。われらは今日、京からの帰りに、ここへとどいた書面をもってこられて、それではじめて知ったのです。しかし、その後また急使がまいって、武たけ田だが分ぶん国こく外に退去したことを知りました。留る守す居いの者ども、よくつとめてくれます」

　かくすことはない。ほんとのことを言った。

　「それはけっこうでございました。旅に出ていては、さなきだになにかと心もとないものでありますのに、そのようなことが起こっては、一時のご心配はさぞなと、お察し申しあげます。軽うすんで大たい慶けいしごくでございます。しかし、武田もまたなんという不ふ信しん義ぎなことをいたしたものでありましょう。貴き殿でんご出発にあたっては、ご不在ちゅうはご分ぶん国こく内に手づかいはせぬと堅かたい約束があったのでございましょう。そのことについては、公く方ぼう様よりも、御み教ぎよう書しよをくだされ、くれぐれも訓くん戒かいあそばされたとうかがっておりますのに。音に聞く人のようでもありませんな」

　松まつ永ながは弁じたてる。心の底から晴はる信のぶの不ふ信しん義ぎをいきどおっているもののようだ。

　聞いているうちに、景かげ虎とらは、あんがい、武田は松まつ永ながにそそのかされてことを起こしたのかもしれないと思った。

　（おれは領りよう内ないにも道すじの国々にも、このたび、上じよう洛らくのうえは、われらの力によって京に平和をうちたて、天子と将軍家との本来の権けん威いを復ふくしたてまつることによって、天下を太たい平へいならしめ、万ばん民みんをして安あん堵どさせたい決心であると宣せん言げんして来た。また、将軍にお目め見み得えした時にも、お役に立ちたいと決心して来た、御用ならば、たとえ国もとに大事が起こっても、そのためにはけっして帰国しないとちかった。いずれも松まつ永ながは聞いているに相違ない。おれがいつまでも京にいることは、松まつ永ながにとってはいやなことにちがいない。みしみしと鳴るうす氷の上にいる気持ちであろう。そこで、武田をそそのかす手を打ったにちがいない。国くにもとをおびやかされれば、おれがこちらに滞たい在ざいしていることができないと見たのだ。もっともありそうなことだ。武田にすれば、いくらかでも切り取れば、それだけ得とくと勘かん定じようしたのであろう。これもありそうなことだ。狐きつねと狸たぬきが組んだら、なにをやりだすか知れたものではない……）

　景かげ虎とらは微び笑しようした。

　「おことばのとおり、武田の不ふ信しん義ぎはさることながら、じつはさほどにも案じはいたしませなんだ。公く方ぼう様にも申しあげましたとおり、何年滞たい京きようしてもかまわぬよう、留る守す居いの者どもによく申しふくめてありますので、びくともする国もとではないのでござる」

　「なるほど、なるほど。さすがは武ぶ威い天下に鳴るお家いえと、感服にたえませぬ。天下の大たい慶けいであります。みかどは申すもかしこし、将軍家はもとよりのこと、数ならぬわれら式しきまで、このうえのうれしいことはございません」

　大げさなほめ方をする。

　景虎はにくいと思った。不安もあった。恐きよう怖ふといってよいかもしれない。こうして滞たい京きようをつづけている間に、武田がくりかえし侵しん入にゆうしてくれば、政まさ景かげらだけでは力がおよばなくなることは目に見えていた。国もとの豪ごう族ぞくらにたいする武田の調ちよう略りやくのあるだろうことも考えなければならない。連れてきている者どもの心理の動どう揺ようもおさえられなくなるであろう。

　景かげ虎とらはあせりを感じた。




　　　　五




　軽い饗きよう応おうにあずかって松まつ永ながが辞じ去きよしていってまもなく、長い日も暮れた。

　とっぷり暗くなるころ、部将らは集まってきた。それぞれに直ひた垂たれ姿で、従じゆう者しやに松たい明まつをもたせ、騎き馬ばで来たのである。

　景かげ虎とらはこの家でもっとも広い座敷に集めて、口で報告したばかりでなく、政まさ景かげの書面を見せ、使者を呼びだしてその口からも語らせた。一同はおどろきもしたが、納なつ得とくもして、酒をふるまわれ、ほろ酔いのいいきげんになって帰っていった。

　景かげ虎とらは滞たい在ざいをつづけ、将軍のところに顔を出したり、近この衛え前さき嗣つぐをはじめ公く卿ぎようたちと交際したり、ときどきは社しや寺じ詣まいりをしたりして日を送った。

　表面悠ゆう々ゆうたる態度ではいたが、内心ではあせっていた。

　彼の観察によれば、京けい畿きの乱れのもとは三み好よしと松まつ永ながにある。元来が陪ばい臣しんであり、陪ばい々ばい臣しんであるこの二人が権力をほしいままにしていることが、上下転てん倒とうの混乱のもとであり、ひいては天下の乱れとなっている。天下が定さだまるとは、名と実とが相そう応おうすることである。そうでなければ位くらいなどというものは意味のないものになる。天子の名に天子の実権がそなわり、将軍の名に将軍の実権がそなわってこそ、天子の位くらいであり、将軍の位くらいである。本もとであるこれが今日のように乱れているかぎり、末が治まろうはずはない。上下転てん倒とう、弱じやく肉にく強きよう食しよくの今日の天下の禍か乱らんは、なによりもまずここを正ただすことから手をつけなければならない。せんずるところ、三み好よしと松まつ永ながを誅ちゆう殺さつするところからはじめるべきである。

　景かげ虎とらのこの考え方は正しいとはいえない。天皇や将軍が権力を失しつ墜ついしたのは、今こん日にちの人の考え方からすれば、長い歴史の結果であり、三み好よしや松まつ永ながの所しよ為いではない。もし責任者をもとめるとするならば、その長い時代に生きた、天皇や将軍をも含めたすべての日本人の負うべき責任である。つまりは必然の結果として下げ剋こく上じようの社会的気風が生まれ、上下転てん倒とう、弱じやく肉にく強きよう食しよく、戦乱たえまない世の中になったのだ。景かげ虎とらの考え方は順序が逆になっている。三み好よしや松まつ永ながが権けんにほこって暴ぼう悪あくなふるまいのあることは事実ではあるが、彼らの力によって、京都がともかくも小しよう康こう状じよう態たいを得ていることも事実である。その点では功こう績せきだってないわけではない。

　が、しかしながら、これは後こう世せいのわれわれの判断だ。頭ず脳のうが優ゆう秀しゆうであればあるほど、学問をすればするほど、観念論的になるのがふつうである時代だ。景かげ虎とらが上記のように考えたのは無理はないのである。

　「三み好よしと松まつ永ながを誅ちゆう殺さつすれば、おれの当地でのしごとはいちおうすむ」

　と、考えたが、三み好よしも、松まつ永ながも、景かげ虎とらの気持ちは十分に読みとっているのだろう、へたな行動をしない。家来どもの末まで身をつつしんで、乗じようぜられるすきをつくらないのだ。

　ついに景かげ虎とらは将軍に会った時、人を遠ざけて、もっとも痛つう切せつなことばをもって、誅ちゆう殺さつを命じてくれるよう要求した。義よし輝てるは景かげ虎とらの忠心を賞しようしながらも、

　「そなたの勇ゆう武ぶにたいしては彼ら輩はいが敵するはずはないとは思うが、なんと申してもここは彼らの地元だ。衆しゆう寡かの勢いが懸けん絶ぜつしている。万々が一のことがあっては、わしはこれからだれをたよりにしよう。もしそなたが帰国してのち、彼らが僭せん上じよう暴ぼう悪あくのおこないをするようなことがあったら、その節せつひそかに告げ知らせるゆえ、大軍をもよおして上じよう洛らく、退たい治じしてくれるよう。いまは時じ機きではない」

　と許さなかった。景かげ虎とらは、

　「合かつ戦せんは勢せいの多た寡かにはよらぬものでござる。拙せつ者しやには五千の兵があります。たとえ彼らにいく万の兵がありましょうとも、即そく座ざに踏ふみつぶしてごらんにいれます」

　と言ったが、どうしても義よし輝てるは承しよう諾だくしなかったと、上うえ杉すぎ年ねん譜ぷは記述している。

　そのくせ景かげ虎とらが帰国の支し度たくをしているといううわさが立つと、あわてて大おお館だて兵ひよう部ぶ少しよう輔ゆうをつかわして実じつ否ぴをとりしらべさせたり、滞たい在ざいを懇こん請せいしたり、家か格かくの昇しよう進しんを意味する塗ぬり輿ごしや朱しゆ柄へいの傘をからかさ用いることを許したり、足あし利かが氏が皇こう室しつから賜たまわった五ご七しちの桐きりの紋もん章しようをあたえたり、屋や形かた号を称することを許したりしている。こういう格式的なことしか、このころの将軍には自由になることはなかったのである。

　ついには、関かん東とう管かん領れい職しよくを授さずけるとまで言いだした。

　関かん東とう管かん領れい職しよくは、先せん年ねん、上うえ杉すぎ憲のり政まさが小お田だ原わら北ほう条じよう氏の累るい年ねんの圧迫にたえかねて越えち後ごに落ちてきて庇ひ護ごをたのんだ時、上杉の名みよう跡せきとともに景かげ虎とらに譲ゆずるから、そのかわりに関東にうってでて小お田だ原わら北ほう条じよう氏をほろぼして恥ち辱じよくをすすいでくれたうえ、上じよう州しゆう一国を自分にあたえよと言ったのであった。その時、景かげ虎とらは、お家いえの名みよう跡せき相そう続ぞくと管かん領れい職しよくのことはともに家の面めん目もくではあるが、いずれも京の公く方ぼう家の台たい命めいなくして私わたくしの授じゆ受じゆははばかりがある。公く方ぼう家のお許しも受け、関東にうってでて北ほう条じよう氏にいちおうの打撃をあたえたうえで、あらためてご相談にあずかりたいと言って、あずかりにしてきたことだ。

　将軍はそのことをだれからか耳にしたのであろう、みずから言いだしたのであった。

　景かげ虎とらは年若い将軍が、自分一人をたよりにして、どうしたらよろこばすことができるかと、心をくだいているのが、胸が痛くなるほどいじらしかった。

　「そのことについては、先せん年ねんこういうことがあったのでございます」

　と、いきさつをくわしく言ごん上じようした。

　将軍はひざを乗りだした。

　「そうだろう、そうだろう。だから、わしはこう言うのだ。許す。受けるがよい」

　「ありがたいおおせでございます。しかしながら、関かん東とう管かん領れいはなかなかの重じゆう職しよく、ただいまの拙せつ者しやでは荷が勝ちすぎることでございます。拝はい任にんするとすれば、拙せつ者しやがその任にたえる力があることをみずからたしかめもし、世の人にも示してからであるべきでございます。されば、やがて帰国の後関東に出しゆつ馬ばし、北ほう条じように一ひと塩しおつけてからのことにねがいとうございます。拙せつ者しやは田舎いなかものでござれば、みずからも納なつ得とくし、世の中も納なつ得とくできぬようなことは、恥はじがましくてできぬのでございます」

　将軍は感かん嘆たんした。

　「そなたの心しん術じゆつのさわやかさには、いつも感じいらずにはいられぬ。それにはおよばぬと思うが、そなたのその心しん術じゆつをのちの世の人にも伝えるために、心にまかせよう」

　と、言って、とくに内ない書しよを自筆で書いてさずけた。上杉五ご郎ろう憲のり政まさの進退は、すべて景かげ虎とらの指し揮きにまかせるという文面であった。憲のり政まさの名みよう字じと管かん領れい職しよくのことは、その方の随ずい意いにしてよいという意味である。




　　　　六




　九月に入ると景かげ虎とらは帰ろうと思いはじめた。彼が滞たい在ざいをつづけていることは、たしかに京を安定させている。彼のいるかぎり、三み好よしや松まつ永ながの暴ぼう悪あくはない。しかし、そういつまでも滞たい在ざいをつづけることは、実際問題としてできないことである。彼自身のあせりもだが、だいいち、連れてきている武士らが里さと心ごころをおこしてきた。このころになると、武士らの間の会話はみな国のこと、家庭のことであるという。また、国もとでも不安の念がつのっている模も様ようだ。政まさ景かげをはじめ留る守すをあずかっている者どもからせっせと書面が来るが、それはすべてその不安をうったえ、帰国をうながすものばかりである。放置しておくと、これは動どう揺ようになるおそれがある。

　「いずれにしても、帰らねばならん」

　と思った。

　自分の立ち去ったあとの京はもちろん心配だ。せめて三み好よし・松まつ永ながを誅ちゆう伐ばつして後こう患かんを絶ってからにしたいと思って、帰国の意志を告げて、ふたたび将軍を説いた。将軍は帰国のことについては驚きあわて、悲しんで、引きとめようとしたが、誅ちゆう伐ばつのことはやはり決断しなかった。

　「ご決心がつき申さぬとあれば、いたしかたないことでございます。しかしながら、拙せつ者しや帰国のことは、もはややむをえぬことで、いまさらひるがえすほどならば、最初から申し上げはいたしませぬ。おことばに従い申さず、心苦しくはございますが、なにとぞお許しをこうぶりとうございます」

　きっぱりとしたことばに、将軍はついに黙だまった。

　にわかに悄しよう然ぜんとしてたよりなげになった将軍を見ると、景かげ虎とらは胸が痛かった。

　「国もとに帰りはいたしましても、ご奉ほう公こうの心はつゆ忘れはいたしませぬ。おぼしめし立ちたもうことがございましたら、さっそくご密使をたまわりとうございます。ちかって即そく座ざにまかりのぼり、お役に立ち申すでございましょう」

　と言った。

　「たのむぞ、たのむぞ」

　ことば少なくくりかえして、将軍は涙ぐんでさえいた。






雪しんしん




　　　　一




　景かげ虎とらは帰国の決意を近この衛え前さき嗣つぐに告げた。

　「約束や。連れていってくれるやろな」

　「もちろん」

　「ありがたや！　所しよ願がん成じよう就じゆや！」

　前さき嗣つぐは大喜びでこのことを発表し、支し度たくにかかったが、前さき嗣つぐの父稙たね家いえ夫ふ妻さいもおどろいたし、天皇もおどろかれた。公く家げたちはもちろんのことだ。稙たね家いえは、

　「現げん職しよくの関かん白ぱくが一時の遊ゆ山さんに近きん国ごくに行くことはあっても、遠おん国ごくに長なごう行った先例はあらしまへんえ。そもそも、そなた様は関かん白ぱくいうものをどんなものやと思うていなさるのどす。とんでもないことどす。思いとどまってたもるよう」

　と訓くん戒かいしたが、前さき嗣つぐは聞かない。

　「先例がないなら、関かん白ぱく職しよくはやめてもようおます。まろはもう久しいこと長なが尾おと約束していますさけ、いまさら変へんがえはできしまへん」

　と言いはってきかない。

　しかたがないから、稙たね家いえは義よし輝てる将軍に引きとめをたのんだ。義よし輝てるは前さき嗣つぐをいさめたが、やはりきかない。義よし輝てるは一いつ策さくを案じて、景かげ虎とらに連れていくのをことわってくれるようにと言いよこした。

　すると、これを見越したように、前さき嗣つぐは景かげ虎とらのところへ手紙をよこした。自分の越えち後ご下げ向こうについて将軍からそなたになにか言ってよこすであろうが、自分の決意はみじんもかわらないのだから、そのつもりで返答してくれるようとの文面であり、熊くま野のの牛ご王おうに血けつ判ぱんした誓せい紙しまでそえてあった。

　景かげ虎とらは弱ったが、約束は約束だ。将軍の使者大おお館だて兵ひよう部ぶ少しよう輔ゆうに会ったうえで、請うけ書しよをしたためてわたした。

　（近この衛え殿でん下かが越えち後ごへ下げ向こうあそばされることについて、ご命令をこうむりまして、恐きよう縮しゆくであります。世せ間けんでは拙せつ者しやが殿でん下かを誘ゆう引いんしたと思っているらしゅうございますが、そんなことはけっしてございません。これは殿でん下かから申し出されたことであります。これについて、太たい閤こう殿でん下かご夫ふ妻さいも、また公く方ぼう様も、ご同意でないゆえ拙せつ者しやから関かん白ぱく殿でん下かにご下げ向こうをことわれとのことでございますが、まことに当とう惑わくしております。もちろん、一応も二応も、諫かん言げんは申し上げるつもりではいますが、それでも殿でん下かがお聞きいれなく、ぜひ連れていけとおおせいだされた場合、拙せつ者しやとしてはいたしかたがございません。異い議ぎなくご命令を奉ほうずることができませず、おそれいることではありますが、当とう今こんの都のありさまを見ていますと、暴ぼう悪あくな者どもが満ち満ちて、殿でん下かにたいして礼を失するふるまいにおよぶ者が多た々たあるようでございます。殿でん下かが都を去る気になられたのも、拙せつ者しやがそれにご同情申し上げて、国もとへお供ともする心になりましたのも、当然のことではありますまいか）

　という意味の文面だ。

　この手紙は上うえ杉すぎ文もん書じよの中に「謙けん信しん自じ筆ひつ請うけ書しよ案あん」との付ふ箋せんをつけてのこっている。作者はそれによって、ここを書いている。正しよう直じきすぎるほど正しよう直じきな景かげ虎とらの性格のよく出ている手紙である。

　彼は前さき嗣つぐに会って、義よし輝てるの意い向こうを告げ、忠告をこころみた。

　「連れていかんいうのやないやろな」

　と、前さき嗣つぐは顔色をかえた。

　「そうは申しません。しかし、ご両親や公く方ぼう家までこうおおせられるのでございますから、時期をお待ち合わせになってはいかがでございましょうか」

　「そら、あかんわ。一いつ寸すんのびれば尺というたとえもある。ちょっとと思うてのばすと、ついには行けへんことになるおそれがあるさけな。まろはけっして決心をかえへんで」

　「さようでございますか。それならば、拙せつ者しやもそのつもりでいます」

　景かげ虎とらは重ねて将軍に手紙を書き、前さき嗣つぐの意志が変わらないから、お供とも申すよりほかはないと告げてやった。

　すると、こんどは天皇の密みつ旨しをふくんで、三さん条じよう西にし大だい納な言ごんが来た。

　「しかじかの由よし、聞くが、来年正月、主しゆ上じようの即そく位い式しきがおこなわれることになっている。この大たい典てんに殿でん下かがおられんでは、礼に欠けることになる。かしこくもみかどもお心をなやましたもうて、関かん白ぱくのこの思い立ちはよほどのことであろうから、無理にとめることはできないが、大たい典てんがすんでからのことにしてもらいたいと、おおせくだされた」

　との口こう上じようであった。

　勅ちよく命めいとあっては、いたしかたはない。ましてや、ご即そく位い式しきに現げん職しよくの関かん白ぱくがいないなどあってしかるべきことではない。景かげ虎とらはおそれいってお受けし、もっとも強いことばで、前さき嗣つぐをいさめた。

　「ほうか。そやったなあ、ご即そく位い式しきがあんのやったわ。うっかりしとったなあ。どやろ、関かん白ぱく辞やめてしもてもあかんやろか」

　ご一代ちゅう最大最上のありがたい儀式に、臣しん下かとして最上の席につくのだ。このうえない光栄であろうと思われるのに、前さき嗣つぐの心はまだ見ぬ越えち後ごに子供のようにあこがれわたっているのであろうか、こんなことを言うのだ。

　景かげ虎とらはむっとした。

　「さようなことをおおせられるものではございません。関かん白ぱくのおん職はなんのためのものでありますか。さしせまったいまとなって、ご辞じ官かんなさっては、朝ちよう廷ていもおこまりでございましょう。ここはどうしてもご大たい典てんがすむまでご延えん引いんなさるべきでございます。わずかに数か月のことであります。越えち後ごの国はなくなりはしません」

　「うむ、うむ……」

　「じつを申しますと、拙せつ者しやもお力をもって四し位いの少しよう将しようの官かん位いを拝し、殿でん上じよう人びとのはしにつらならせていただいたのでございますから、できることなら帰国をのばして、ご盛せい儀ぎに参列させていただきたいのであります。しかし、国もとの事情でそうもなりかねます。帰国のうえは、殿でん下かをお迎えする支し度たくも心してととのえておきますれば、このたびは思い返しをねがいます」

　「……そうか。いたしかたないな。そんなら、そうしょ。けど、そなた心変わりしたのやないやろな」

　「申すまでもございません。かならずお迎えの者をつかわして、お迎えいたします」

　「そうか。そんなら、起き誓せいかいてくれ。そなたのことやから、まちがいないとは信じとるが、まろの念ばらしのためにな」

　「かしこまりました」

　熊くま野のの牛ご王おうをとりよせ、誓せい書しよを書き、血けつ判ぱんをすえて渡した。




　　　　二




　景かげ虎とらが帰国の途とについたのは、十一月七日、春日かすが山やまへ帰りついたのはその二十六日であった。

　四月はじめに出たのであるから満八か月ぶりに帰ったわけだ。随ずい従じゆうの家か臣しんらやその家族らのよろこびはいうまでもない。あたかもその日は寒かん気きがきびしく、雪がちらついていたが、大おお手ての門前で解散すると、霏ひ々ひとして降る雪の中を、よろこびにあふれて連れだって帰っていく。熱しきった調子で夢む中ちゆうで談だん笑しようしながら行く者もあれば、おさない子を抱きあげてほおずりしながら行く者もあり、人ひと目めもはばからず妻の背をなでて顔をのぞきこみのぞきこみやさしく声をかけていく者もある。

　馬上からそれらを見送ったまま、景かげ虎とらは城門を入るのをしばらく忘れていた。胸を熱くしていた。

　（帰ってきてよかった。どんなにかみな帰りたがっていたろう。武たけ田だのことさえなければ、おれはまだまだいるつもりであったが、それはとんでもなく罪つみの深いことであったわ）

　と思った。

　しかし、この熱い胸の底に、言いようのない寂せき寥りようがあった。

　（おれにはああしてよろこんでくれる妻もなければ、子もない）

　天地のまっただなかにただ一人孑けつ然ぜんとして立っている自分だと思った。

　（おれの家はこの国、家来や民たみどもがおれの家族だ。こうしてみなおれの帰ってきたのをよろこんでくれるでないか）

　と思ってみたが、それでもやはりさびしかった。生しよう涯がいを独どく身しんでおわろうときめたことを後こう悔かいするに似た気持ちがあった。

　その日、とりあえず留る守す居いをしてくれた老ろう臣しんらを集めて、帰国を自じ祝しゆくする小しよう宴えんをひらいたが、そのあと、政まさ景かげと宇う佐さ美み定さだ行ゆきとをとくに居い間まに呼んだ。

　近年、宇う佐さ美みはめっきり老ふけた。肉つきのうすかったからだはいっそう枯かれ、髪もひげもまっしろになっている。もともと品のよかった風ふう貌ぼうは、高こう歩ほする皓こう鶴かくのような趣おもむきになっていた。景かげ虎とらが上じよう洛らくする時、宇う佐さ美みは春日かすが山やままで来て見送り、その後ずっと城下の屋敷に滞たい在ざいして、政まさ景かげをたすけて留る守すしていたのだが、その出発に際して見た時より、さらに年をとっているようであった。いたましかった。

　「そなたいくつになった？」

　とおぼえずたずねた。

　「古こ稀きを一つ越しました。まだまだ気力は若いつもりでいますが、年のせいでございましょうな、年ねん々ねん冬になると寒かん気きがこたえます」

　と、わらった。

　「十分に気をつけて、丈じよう夫ぶにしていてくれよ」

　と、景かげ虎とらは心から言った。その時、彼の胸を乃な美みのことがかすめた。乃な美みはまだどこへも嫁かしていない。ずっとまえ、縁えんづくことになったと言ったことがあるが、どういう都つ合ごうであったのか、あれっきりになっている。自分より一つ二つ年上のはずだから、もう三十一、二になっているわけだ。そんな年まで娘のまま家にいるというのが、なにか心にからむものがあった。

　景かげ虎とらは乃な美みのことを聞いてみたいと思ったが、気き軽がるに口に出なかった。

　酒を出し、飲みなおしながら、景かげ虎とらは二人に言った。

　「その方らにのこってもらったのは、武田のことをくわしく聞きたいと思ってだ」

　「拙せつ者しやどもも申し上げたいと存じていたのでござるが、お疲つかれもおわそうゆえ、明日にでもと思っていたのでござる」

　と、政まさ景かげは答えて、言いついだ。

　「京地からおさしずがありましたによって、ご分ぶん国こく内のさむらいどもにたいする武田の調ちよう略りやくについては、ずいぶん気をつけてさぐりましたが、これと思わしいかどはないようで、まず心を安んじましたが、くさいのは隣りん国ごく越えつ中ちゆうの方でござる。富と山やまの神じん保ぼをはじめとしてあの国のさむらいどもに、武田の使者がせつせつとまいっているげにござる。これはついこのごろになって知りえたことでありますので、どのほどに調ちよう略りやくがおこなわれているか、まだよくわかりませんが、ご油ゆ断だんあってはならぬことであります」

　「なるほどな。武田ほどの者、それくらいのことはしような」

　と言いながらも、じつのところ景かげ虎とらは意外でもあった。上じよう洛らくの時に越えつ中ちゆうを通過する際、主としていろいろと世せ話わをしてくれたのは、松まつ倉くら城じようの椎しい名な右う衛え門もん大だ夫ゆう康やす種たねであったが、富と山やま城の神じん保ぼ良よし春はるもまたおおいに世せ話わしてくれて、富と山やまを通過した際はわざわざ前日途中に迎えに出、富と山やまでは旅館でさかんな饗きよう応おうをし、翌日は高たか岡おかまでの道のなかばまで送ってくれた。帰国の時もそうだ。ひたすらな親愛の色を見せ、異い心しんなどさらにあるようには見えなかった。景かげ虎とらは好こう意いさえ抱いて別れたのだ。

　またしても、心の若さとあまさをたしなめられたようで、

　（世の中は表ひよう裏りものばかり、油ゆ断だんもすきもならぬ）

　と、にがい気持ちであった。

　景かげ虎とらは武田勢が侵しん入にゆうしてきた時の模も様ようをたずねた。政まさ景かげはくわしく話した。

　その後しばらく犀さい川をはさんで両軍対たい峙じしたが、べつだんの戦いくさはなく、ほぼ一月ほどの後、両軍談だん合ごうしてともに兵を引きあげた。そのことは、こちらからの報告で、景かげ虎とらも知っていたのだが、その後のことをたずねた。これは宇う佐さ美みがこたえた。

　「とりたてて申し上げるほどのことはございませんが、察するところ、年が明けて春ともなれば、また動きだすのではありますまいか。越えつ中ちゆうの国くに侍ざむらいらにたいする調ちよう略りやくはそのためでありましょう。つまり、越えつ中ちゆう侍ざむらいどもにことをおこさせ、殿とのがそれにむかわせられるを待って、南から入ってくるつもりか、川かわ中なか島じまのあたりでことをかまえ、こちらを引きつけておいて、越えつ中ちゆう勢に背後を襲おそわせ、進退よりどころを失わさせるつもりか、いずれかでございましょう」

　景かげ虎とらもそれは考えていたところであった。うなずいた。

　「油ゆ断だんはできんのう。しかし、手を打とうにも、証しよう拠こがない。なんとかして、証しよう拠こをつかみたい。証しよう拠こなしに越えつ中ちゆうに入っては、無名の戦いくさになる」

　「ごもっともでありますが、事実のあることなら、さがせばかならずつかめましょう」

　と、これは政まさ景かげであった。

　「うむ、うむ」

　景かげ虎とらは深くうなずいた。

　深しん夜やになって、二人は退たい出しゆつした。景かげ虎とらは書しよ院いんの入口まで送って出たが、その時になって雪が本降りになっていることを知った。見えるかぎりのものがまっしろになっている。もう三、四寸すんも積もったろうか。まっくらな空から灰のようにこまかでかわいた雪が音もなくしんしんと降りつづけているのであった。根ね雪ゆきになる雪であった。

　「今年はすこし早いようだな」

　と言いながら、景かげ虎とらは侍じ臣しんに手て燭しよくで照らさせて、いつまでも見ていた。
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　景かげ虎とらはいろいろと思案したすえ、越えつ中ちゆう方面の探たん索さくのためにしのびの者を多数出すとともに、将軍によって関かん東とう管かん領れい職しよくをつぐのを許されたことを発表した。武たけ田だは大たい敵てきである。できるなら、越えつ中ちゆうとことを起こしたくない。これを発表することによって、越えつ中ちゆうざむらいが武田のそそのかしに応じなくなるかもしれないと考えたのであった。

　上うえ杉すぎ憲のり政まさとの約束もあり、将軍の前で言いきったこともあるので、こういうぐあいに発表した。

　「しかじかで、上杉管かん領れい様からのお話もあり、このたびまた公く方ぼう様からのご教きよう命めいもあって、余よは管かん領れい職しよくをつぐ決心をしたが、当分のところはいまのままでいる。やがて関東に出て、正式に就しゆう任にんするであろう」

　この発表はおそろしく反はん響きようがあった。

　景かげ虎とらの家来や越えち後ごの国くに侍ざむらいらは争って祝しゆく辞じ言ごん上じようのために来て、太た刀ちを献けん上じようした。信しん州しゆう侍ざむらいらもそうであった。彼に味方している者はいうまでもなく、武田に属している者でも祝しゆく辞じを言ごん上じようし、太た刀ちを献けん上じようした。関東の大名らも、常陸ひたちの佐さ竹たけ氏をはじめ、使者をつかわして祝しゆく辞じをのべ、太た刀ちを献けん上じようする者が三十二家におよんだ。

　かんじんの越えつ中ちゆう方面もそうであった。豪ごう族ぞくらはみなそうした。もちろん、神じん保ぼ良よし春はるも入っている。

　効果はおおいにあったわけだ。

　景かげ虎とらはいちおう意を安んじたが、なお探たん索さくはおこたらなかった。

　雪に閉ざされた年の暮れに、近この衛え前さき嗣つぐから知ち恩おん寺じの坊さんにたのんで手紙をとどけてきた。

　前さき嗣つぐは、御ご即そく位い式しきが正月二十七日におこなわせられることにきまったことを知らせ、それがすみ、それに付ふ帯たいする諸儀式がおわったら、ただちに越えち後ごに行くつもりでいるゆえ、まにあうように迎えの者をよこしてくれと書いていた。

　「こちらを極ごく楽らく浄じよう土どのように思うておられるわ」

　と、苦笑せずにはおられなかった。

　ともかくも大急ぎで使者をえらんで、祝しゆう儀ぎのためと称して、うんと金銀をもたせてさしのぼせた。前さき嗣つぐにあてた返書ももたせた。

　「当地は二月の末までは雪に閉ざされているゆえ、三月陽よう春しゆんのころになってからおいであるよう」

　との文面であった。

　そのころ、乃な美みの消しよう息そくが聞こえてきた。
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　乃な美みは父とともにずっとこちらの屋敷に来ているというのであった。景かげ虎とらはこれを侍じ臣しんらどうしの会話の中で聞き知った。ある日景かげ虎とらが居い間まで書しよ見けんしていると、隣りん室しつにひかえている侍じ臣しんらが火ひ鉢ばちをとりかこんで雑ざつ談だんしている会話がきれぎれに漏もれてくる。

　「……昨日きのうはえらい雪じゃったが、どうしても行かんならん用事があって、おれ府ふ内ないに行った。カンジキはいて、蓑みの笠がさ着てよ。ひるすぎ、用事がすんだすけ、酒などすこしふるまわれて、ほろ酔いで帰ってきたが、お城じよう下かに入るころ、雪がすこし小こ降ぶりになった。こんなことならゆっくりしとればよかったと思いながら、毘び沙しや門もん堂どうの近くまで来ると、どこからか笛ふえの音ねが聞こえる。なんという曲か知らんが、ジーンと身も心も澄すみしずまってくるような曲なんじゃ。横なぐりに来る風も、渦うずを巻いて乱れる雪も、そのままに動きをやめはせんかと疑われるばかりなんじゃな。おれおぼえず雪の中に立ちどまって聞きほれていた。どうやら、毘び沙しや門もんさんの方から聞こえてくるようなのじゃ。だれのすさびじゃろう、と、ゆかしゅうなったすけ、おれ毘び沙しや門もんさんの方に行った。たしかに毘び沙しや門もんさんの堂内から聞こえる。おれ門をくぐって入りかかると、ぴたりと音がやんでしもうた。それでもおれずんずん入っていった。だれのすさびか、たしかめたかったのじゃ。すると、数歩行った時、お堂の戸があいて、出てきた者があった。雪が横なぐりに降っとるので、どんな者じゃかようわからんが、お堂の前でカンジキはき、蓑みの笠がさをつけて、ざっくざっくとこちらに出てくる。だんだん近づいたすけ、おれことばをかけようとして、その笠かさが市いち女め笠がさであることに気がついた。おんや、おなごじゃわ、と、声をかけるのをためろうた。すると、ふとその笠かさのふちが上がって、その人がこちらを見た。おれ、ぞーっと骨のずいまで冷とうなったような気がした。とっさには雪ゆき上じよ﨟うろうでないかと思うたほどじゃった。それほど美しかったのよ。おりゃこんどのご上じよう洛らくにお供ともして、都でずいぶん美しいおなご衆しゆうを見たが、あげいに美しいおなごは見なんだ。そのおなごはそのまま前をむいて、蓑みのの背中を見せ、ザックリ、ザックリと行ってしもうた。おれその人が門の外に消え去っても、立っていたわ」

　話しじょうずな男なのだ。適当な間まをもって、聞き手の興きよう趣しゆを引きつけるように話していく。こちらで、はじめ景かげ虎とらは読書のじゃまになって、声をひくめよと言おうとしていたが、ついおもしろさに耳をたてていた。若い同どう僚りようらはなおさらのことであったろう。

　「年ごろは？」

　「どんな顔であった？」

　「どこのだれであるか、わからんのか」

　などと聞く。

　「おちつけ、おちつけ。いま語ってやる。――おれ、庫く裏りに行って、坊ぼんさんたちに聞いてみた。ご本堂で笛を吹きすさんでいたおなご衆しゆうはだれでござるとな。そしたらな、飯ままたきしとった坊さんが、ああ、あれは宇う佐さ美み駿する河が様の姫ひめ君ぎみでござる。ときどきあげいにして来ては、ご本ほん尊ぞんの前で笛をかなでてもどりなさる。なにじゃらご心しん願がんがおわす模も様ようでござる、と、こう言うたわ」

　こちらで、景かげ虎とらはどきりとした。はじめ笛の話の出た時から、なんとなくそんな気がしないではなかったのではあったが、それでも強い衝しよう撃げきがあった。乃な美みはこちらに来ていたのか、と思った。

　隣となりでは言う。

　「なるほどな。宇う佐さ美み様にどこにも嫁ゆかぬ姫ひめ君ぎみがあったな。しかし、もうそうは若うはないじゃろ。われらよりよほどの年上のはずじゃぞ」

　「そう、よほどの年のはずじゃ。われら少年のころ、二、三度見たことがあるが、そのころお年ごろであったすけ、もう三十を越えていなさるはずじゃ」

　「それでも、美しいかや。そなたいつもの話しじょうずで、話をおもしろうするために、漬つけ物ものにするために二、三日、日にほして小じわのよった大だい根こんみたいになった人を、京三さん界がいにもない、雪ゆき上じよう﨟ろうにまごうばかりの美女ということにしたのではないかえ」

　などと笑っている。

　話し手はむきになった。

　「けっしてけっして。そりゃあ、行きずりにちらりと見ただけじゃすけ、小じわがよっていたかどうか、そげいに細かなところはわからん。しかし、おれはその時、ほんとにそう思うたのじゃすけ、しかたはない。まだ話があるのじゃ。黙だまって聞け。おれ、坊さんたちに、どげいなご心しん願がんがあるのじゃろうと聞いてみた。するとな、坊さんは笑うてな、そりゃおよばんことじゃ。やめさっしゃれ、と言う。おれまごついた。え、なんでござると？　と問いかえすと、坊さんはいっそう笑うて、かくさっしゃることはない。わしには見通しじゃ、あの姫ひめ君ぎみには思うお人があってそのためにあのご身分、あのご器き量りようでありながら、あのお年になるまで、どこにも縁えんづきなさらんのじゃとわしは狙ねらんどる、おおかた、ここへちょいちょいと来て、ご本ほん尊ぞんの前でお笛をかなでたてまつられるのも、その思う人に添そわせてくだされというご心しん願がんのためであろうで、そなた様なんどがいくら思うたところで、およばぬ恋じゃ、やめさっしゃれ、と、こげいに申して、大口あいてけらけら笑うたわの。ハハ、ハハ、ハハ……」

　どっと一同笑いくずれた。

　「ほんとかの、その坊ぼう主ずの言うことは？」

　「それはわからん。しかし、ああ言うたからには、なにか見るところがあるのじゃろうな」

　「だれじゃろう、その思われ人というのは」

　とりとめもないせんぎがはじまった。

　こちらで、景かげ虎とらは雷かみなりに打たれたような気持ちであった。乃な美みに思われ人があるとするならば、それは自分以外にはないと思った。

　書物の上に左手でほお杖づえをつき、ぼうぜんとして宙を凝ぎよう視ししていた。




　　　　五




　乃な美みに会いたいと思った。しかし、会えばのっぴきならないことがおこりそうだ。でも、会いたい。われながらハキつかないうじうじした気持ちでいると、いよいよおしつまって、今年ももうあと三日しかないという二十七日、定さだ行ゆきが登と城じようしてきて、目め通どおりをねがいでた。すぐ居い間まに通させた。

　「てまえ、お暇いとまをいただき、明朝出発して、琵び琶わ島じまへ帰りたいと存じます。琵び琶わ島じまはせがれがいますによって案ずることはないのでありますが、てまえもずいぶん長く不在していますので、久ひさ方かたぶりに帰ってくつろぎ、新しい年を居きよ城じようで迎えたいと思うのでございます。新年になりましたら、またご年礼のためにまいりますが、ともあれ、お暇いとまをたまわりたくねがいあげます」

　と、定さだ行ゆきは言うのであった。

　そうか、乃な美みも帰るのだなと、まず景かげ虎とらは考えた。緊きん縛ばくから解きはなたれたに似た気持ちと、のこりおしさとが同時に感ぜられた。

　「そうか。さもあろうな。許そうとも。長い間、ごくろうであった。どうか定さだ勝かつにもよろしゅう申してくれ。定さだ勝かつもそなたの留る守すをあずかって、苦労であったろう」

　「いやいや、この数年、てまえはよろずのことをせがれにまかせまして、家のことはなんにもせず、娘を相手に茶を喫きつしたり、読書をしたり、楽らく隠いん居きよ同然の身になっていましたので、せがれとしてはいつものとおりで、格かく別べつしごとがふえたわけではございません」

　「ああ、そうか。とすれば、この方だけのために、その年になって苦労してくれたわけか。いっそう礼を申さねばならんわけだの。ともあれ、慰い労ろうとしばらくの別れをおしむために、一いつ献こん酌くもう」

　酒を命じ、軽く一いつ酌しやくして送りだしたが、別れぎわに京で購あがなってきた茶ちや器きをひとそろい引いた。

　「このごろ、あちらでは茶の湯も侘わび茶とて、新しい方法がはやっている。堺さかいの町人で千宗易せんのそうえきと申す者がはじめた方式であるとか。この者はまだ四十にはならぬ年ごろじゃそうなが、その道の先せん達だつについて諸しよ流りゆうを学んで允いん可かを得、独どく得とくの方式をはじめたと聞いた。なんでも茶室のこしらえ方でも、田舎いなか家やのかまえで、しずかに清らに心を澄すましておこない、これを侘わびると称しているので、“侘わび茶”と世せ間けんでは言うている由よしだ。おもしろいと思うたので、当家出入りの堺さかいの鉄砲商人にたのんで、宗そう易えきに見立ててもらって、ひとそろい手に入れてきた。いま聞けばそなた近ごろ茶が好きになっているという。ちょうどよい。使ってくれるよう」

　「いまのてまえにはなによりのもの」

　定さだ行ゆきはおしいただいて、受けた。

　相当な重さなので、あとでとどけようと言ったが、定さだ行ゆきは一いつ時ときも手ばなすのがおしいらしく、

　「いやいや、わがものと思えば、ちっとも重いことはございません」

　と言いながら、ほくほくして、かかえて帰っていった。

　送りだして居い間まにかえり、また酒をつづけた。

　「とうとう乃な美みは帰ってしまった」

　と、胸の中でつぶやいてみた。

　北の海をわたってくる季節風に吹きまくられる雪の中につづく海ぞいの道を、つつましい行列を組んで、老父とともに厳重に雪ゆき支じ度たくして、徒か歩ちで帰っていく姿が思い描えがかれた。

　「明日は雪がやんでくれればよいに」

　と思った。

　自分のくれた茶の湯道具をつかって、父と二人で茶の湯をしている情景も思い浮かんだ。

　侘わび茶の道具は、なれない者にはぜんぜん美しいとは思われない。むしろ、まずしく、醜みにくくさえ見える。

　（これが京みやこ方がたでははやっているのでございますと？）

　と言って、さらによく見、一段声をおとして、

　（これがねえ）

　と言う乃な美みの姿がありありと思い浮かび、声が聞こえるようであった。

　景かげ虎とらはひとりで、長い間飲みつづけた。

　翌日はさいわいに雪がやんだ。空は陰いん気きに曇り、針で刺さすような風がこおった雪の上を吹きつづけてはいたが、それでも雪の降りしきっている日よりは楽な道どう中ちゆうになるにちがいなかった。

　（いい都つ合ごうだ）

　父娘おやこのために、景かげ虎とらはよろこんだ。




　　　　六




　暮れの三日間、いいぐあいに雪はやんでいたが、大おお晦日みそかの夜なかからまた降りだし、元がん日じつは終しゆう日じつ降りくらした。人々はその雪の中を、年始のために登と城じようしてきた。

　景かげ虎とらは大おお広ひろ間まに出て、家か臣しんらの賀が礼れいを受けて酒しゆ宴えんをひらいて盃さかずきをあたえた。夕方になると、例年のとおり奥おく殿でんで近きん習じゆうの者どもに酒をくれ、しばらく相手して飲んでいたが、朝からの酒にひどく酔ってしまった。

　とうてい、席にたえられそうでない。

　「どうしたものか、今年はきつう酔うてしまった。わしはさがって寝るゆえ、その方どもはのこってたんのうするまで飲んでくれい。やがて酔いがさめたら、また出てくるかもしれぬ」

　と言って、寝室にさがって寝てしまった。

　夢も見ず熟じゆく睡すいして、ふと目をさますと、酒しゆ宴えんはまだつづいているらしく、にぎやかな歓かん声せいが聞こえていた。となりの宿直とのいの間までもはじまっている。番にあたった者らである。本当はみなといっしょにむこうでおおいににぎやかにやりたいのであろうが、景かげ虎とらが寝ているものをほうっておくわけにはいかないので、こちらでしんみりとやっているのであるらしい。正月らしいことだ。

　景かげ虎とらは微び笑しようし、音を立てないように寝返りを打って目をつぶった。熟じゆく睡すいしたあとで、なかなか寝つけない。声をひそめて話している隣室の会話が聞こえる。聞くともなしに聞いていると、一人が言う。

　「そうそう、このまえ、山やま吉よしがお城じよう下かの毘び沙しや門もん堂どうで雪ゆき上じよ﨟うろうを見たという話をしたの」

　「宇う佐さ美み殿の嫁ゆかず姫ひめのことか」

　「そうよ。おれも見た。つい昨日のことよ。あの近くを通りかかると、笛が聞こえた。このまえの山やま吉よしの話があるすけ、おれもいちばん雪ゆき上じよ﨟うろうを見てくれようと思うて、――もっとも、昨日は雪は降らなんだがの。とにかく、行ってみた。なるほどじょうずな笛じゃ。おれは本堂の前にたたずんだまま、聞きほれていた」

　「うそを言え。笛に聞きほれていたのではあるまい。すんで出てくるのを待っていたのじゃろうが」

　「ハハ、それを言うな。しかし、笛もなかなかのものじゃぞ。聞いていると、心しん魂こん、澄すみに澄すむわい」

　「笛のことはわかったゆえ、さきを言え。山やま吉よしの言うとおりに美しいか」

　「無ぶ風ふう流りゆうなやつはいたしかたがないのう。では端はし折おる。美しいわ。山やま吉よしの言うたとおりじゃ。やや青みをおびたおもながな顔が憂うれえをふくんでいるところ、なんともいえず美しく、上品じゃった。もっとも、本堂を出てまいられた時ちらりと見たばかり、あとはさっと被かつ衣ぎのかげにかくれてしまわれたすけな。あれほど美しいと、年など考えるひまはないの。ひたすらにハッと呼い吸きをのむばかりじゃ」

　景かげ虎とらは夜や具ぐの中に身動きもせず聞いていた。

　（そうか、琵び琶わ島じまには駿する河がだけが帰って、乃な美みはこちらにのこっていたのか）

　と思った。

　（雪の中を行く旅だ。女には無理だ。それでのこったのであろう）

　と解釈もした。

　断だん絶ぜつしたと思っていた細い糸はまだつながっていたのかと思った。ますます眠れなくなった。

　まもなく、広ひろ間まの方のさわぎは静まった。みな飲みつかれ、満足して、帰っていったのであろう。

　しかし、隣となりの小しよう宴えんはまだつづいている。話題はとうの昔に別なことになっている。ずいぶん酔ってきたらしく、相当声が高くなっていた。

　景かげ虎とらはむくりと起きあがった。隣となりはぴたりと静かになった。

　「だれぞまいれ」

　すぐ二人入ってきた。

　「着物をくれい。起きる」

　酔ってたどたどしい手つきの二人に手つだわせて着がえをし、隣りん室しつに入っていった。そこにのこっていた者三人は、あわてて盃はい盤ばんを片寄せつつあったが、周しゆう章しようしてまえの二人もいっしょに平へい伏ふくした。

　「かたづけることはない。おもしろそうであった。おれも加えてくれい」

　と言って、すわりこんだ。

　「しかりはせぬ。正月のことじゃ。かまわんぞ」

　新しく酒をもってこさせて、数すう杯はいをかたむけてみせると、青年らは安心し、またにぎやかになった。

　やがて、景かげ虎とらはにこにこ笑いながら、

　「おれはこれから行きたいところがある。その方ども、供ともせ」

　と言って立ちあがった。

　みなおどろいていたが、かまわず歩きだした。

　一時間の後、景かげ虎とらは霏ひ々ひとして降りしきる雪の中を、城下の武ぶ家け町まちの宇う佐さ美み家の屋敷の前に立っていた。渋しぶをひいた苧屑ほくそ頭ず巾きんをかぶり、蓑みのを着、カンジキをはいていた。供ともに立った五人も、同じようないでたちであった。

　門はぴったりとしまり、門番小屋の明りは消えていたが、供ともの者にたたきおこさせて名のると、門番はおどろいて起きいで、女によう房ぼうは母おも家やに知らせに走り、本人は開かい門もんして、雪の上に平へい伏ふくした。

　「時ならぬ時にまいって、迷めい惑わくをかけるな」

　声をかけて通って、すこし時間をかけて玄関にさしかかった。

　あわてはしたであろうが、玄関では戸をあけ、燭しよく台だいをつらねて、乃な美みが式しき台だいに平へい伏ふくしていた。景かげ虎とらが来ても、顔は上げない。つきそろえた白い手が目にしみるようであった。

　「そなたの笛を聞きにきた」

　はっとしたように顔を上げて、こちらを見たが、すぐまたまえの姿になった。

　景かげ虎とらが頭ず巾きんのひもをときにかかり、供とも侍ざむらいらがそれを受けとるために足を進めると、乃な美みはさっと立ちあがった。はだしで土ど間まにおりたち、片ひざついて両手をさしだした。

　その手に景かげ虎とらは頭ず巾きんをぬいでわたし、つづいて蓑みのをぬいでわたした。わたしながらふと見ると、両手の指先がはげしくふるえていた。






三度目




　　　　一




　客きやく殿でんに通ると、景かげ虎とらはすぐ言った。

　「そなたの笛ふえを聞きにきた。聞かせてくれい」

　乃な美みはそれには返事をせず、うやうやしく新年の賀が詞しをのべた。

　「おめでとう」

　景かげ虎とらも受けた。

　乃な美みははじめて微び笑しようして、

　「どうしてまあ、そんなお気になられたのでございましょう」

　と、言った。動どう揺ようから立ちなおって、三十女らしいおちつきのある態度であった。

　瞬しゆん間かん、景かげ虎とらはなんのことかわからなかったが、すぐ気づいた。

　「例年によってみなに酒をふるまった。おれものんだ。したたかにじゃ。酔うて寝たが、目をさました。雪はしんしんと降っている。耳をすますと、夜の底に雪の音が聞こえる。その音の底から、笛の音がひびいてくるように思うた。そなたのことがむくむくと思い出され、一曲聞きたいと思い立った」

　景かげ虎とらは自分で冗じよう舌ぜつにすぎると思いながらも、しゃべった。しゃべっていなければ、座にとどまっていられないような気がした。

　乃な美みはおちついた微び笑しようをつづけて聞いていたが、また言う。

　「お屋や形かた様はずいぶんお長い間のご滞たい京きようでございました。さだめてその道のすぐれたお人々の芸をお楽しみになっていらっしゃいましたろうものを、田舎いなか女おんなのすさび、お恥はずかしゅうございますに」

　ことばはおわりに近づくにつれてふるえ、うす赤いものが顔にひろがった。泣きだすのではないかと思われる感じがあった。それは乃な美みの嫉しつ妬とであった。乃な美みの心のうちを包みかくしなく、飾かざりなく言うなら、京には美しく、また諸芸にも達している女おんな衆しゆうがたんといて、お気に召したでございましょうと、言いたいところであったろう。

　しかし景かげ虎とらには女性のそんなこまかな心の経ゆく緯たてはわからない。狼ろう狽ばいに似たものがあって、またしゃべらないではいられない。

　「そなた、ときどき城下の毘び沙しや門もん堂どうに行って、一曲奏そうしては奉ほう納のうしているそうではないか。近きん習じゆうの者どもがそう申していたぞ」

　言ってしまってから、言うべきことではなかったと気がついた。いっそう狼ろう狽ばいした。

　乃な美みもまた狼ろう狽ばいの色を見せた。羞しゆう恥ちの色が顔じゅうにひろがり、燃えるように赤くなったが、じょじょにそれがさめ、澄すみとおるほどの青白さになると、

　「ふつつかではございますが、一曲つかまつります」

　と言い、一礼して席を立って出ていった。おちつきはらった、いたってもの静かな様子であった。

　しばらくすると、酒しゆ肴こうがもちこまれてきた。熨の斗しあわびをのせた三さん方ぼうと焼き栗ぐりをもりあげた三さん方ぼうだけのいたって簡かん素そな肴さかなだ。盃さかずきは朱しゆ塗ぬりで同じく朱しゆ塗ぬりの台にのせ、酒は銀の提子ひさげに入れてある。直ひた垂たれに侍さむらい烏え帽ぼ子しを着た三人の侍さむらいがもってでて景かげ虎とらの前にそなえてしりぞくと、素す襖おうに小こ袴ばかまをはいた年とし老おいた侍さむらいが出てきて、

　「おそれながら」

　と言って酌しやくをし、すこしさがり、袖そでをかきあわせて両手をつき、うずくまった。見知りごしの宇う佐さ美み家の老ろう臣しんであった。

　「おお、汝われはこちらに来ていたのか。めでたいの。いくつになったぞ」

　と、景かげ虎とらはきげんよくことばをかけたが、相手はかすかに笑え顔がおづくって、

　「おめでとうございます。当年六十五にまかりなりましてございます」

　と言っただけで多くを言うことをつつしんでいるようであった。

　（妙みようだな）

　と、思いながらも、盃さかずきを上げて一口ふくんだ時、どこからか笛の音ねがひびいてきた。はじめはごく低く、しだいに調子を上げてくる。座敷三つ四つへだてたと思われるあたりからのようであった。

　曲はあのひょうげた曲だ。三、四寸すんほどの小さい小さい人形のようなお神楽かぐら師しか狂きよう言げん師しが、道どう化けたかっこうで、ひょっこりひょっこりと首を振っておどりながら、あとからあとからと宙を飛んで出てきて、おどりながら飛び去っていくような、あの曲だ。

　この曲を景かげ虎とらはこれで三度聞く。一回目は栃とち尾おに最初の旗あげをし、おしよせてくる三さん条じよう勢ぜいを二度にわたって撃退し、その二度目には敵の大将長なが尾お新しん六ろく郎ろう俊とし景かげを討ちとったが、その翌年秋の一夜であった。

　（中ちゆう秋しゆうの名月に近い、よい月夜であった。おれはあの時十五であったな……）

　と思った。

　だれが吹いているのであろうと、笛の音にさそわれてたどっていき、それが乃な美みであったのでおどろいたことも思い出した。しばらく話している間に、戦いくさには運がつきものだから、めったにするものではない、戦わざるをえなくなってはじめてすべきものだと、乃な美みが忠告したのが、こちらの力をあやぶんでいるように聞きなされ、

　「おれが負けるというのか！」とどなりつけて帰ってきたことも思い出した。

　（若かった。おれは子供だったのだ）

　と苦笑したが、はじめての旗あげが調子よくいき、人々のほめそやす声ばかり聞き、のぼせあがり、思いあがっていた自分であったと思うと、恥はずかしかった。子供であったのだとは思っても、それでもほおがもやもやとし、うめきたいような気持ちであった。

　二度目は、兄のあとをついで家か督とくをつぎ、三さん条じよう城じようにこもる昭しよう田だ常陸ひたちを討とう滅めつし、国内を平へい均きんした年の夏であった。上うえ田だの叔お父じと政まさ景かげとの態度が奥歯にもののはさまったようであるので、その対策を定さだ行ゆきに相談するために琵び琶わ島じま城へ行った時であった。その夜、笛の音が聞こえた。しかも、最初の時と同じ曲であった。こちらに聞かせるためであることは明らかであった。

　（あれは夏であった。やはり月のある夜であった。おれは二十はたちであったな）

　と思った。

　曲は昔よりさらに軽快で洒しや脱だつなものになっている。景かげ虎とらはくまなく月の光のゆきわたっている澄すんだ夜空に弧こ状じようの列をなして踊おどりつつあらわれ、踊おどりつつ消え去っていく無数の小こ人びとの群れを見る思いがしていたが、いつかそれは暗い空から霏ひ々ひとして降ってくる雪せつ片ぺんにかわった。その雪せつ片ぺんは風につれて散ったり、渦うず巻まいたり、濃こくなったり、淡あわくなったりして、乱らん舞ぶしてやまない。もう楽しげなものではない。悲ひ愁しゆうと蒼そう涼りようの感がそくそくと胸をしめつけてきた。

　知らずに立ちあがり、知らずに笛の聞こえる方に歩きだしていた。笛を聞きながし、知らず知らずにすごしていた酒が酔いとなって足をよろめかしていたが、景かげ虎とらはそれを意識しない、涙がほおに筋すじを引いていたが、それも感じない。

　さらりと唐から紙かみをあけると、火の気けのない座敷のまんなかにすわっている乃な美みの姿があった。一いつ穂すいのともし灯びにむかい、青だたみにしきものもなくすわっている。火の気けのないへやはこごえるようにつめたく、景かげ虎とらは自分の吐はく息が白くこおって煙のようになるのを見た。

　乃な美みは景かげ虎とらが来たのに気づかないかのように、こちらに目をむけることもなくかなでつづけている。景かげ虎とらは一歩中へ入って、立ったまま見ていた。

　ひとしきり、なおつづけてから、乃な美みは吹きやめ、こちらを見あげた。一いち抹まつの血の色もなく蒼そう白はくな顔に、微び笑しようがあった。

　「いかが」

　悲しみとも、あわれみとも、悔くいとも、わびとも、あるいは怒いかりともつかない、名めい状じようしがたいものが、一時に胸に吹きあげてきた。

　「そなた、なぜいつまでも縁えんづいてくれぬのだ！　なぜいつまでもひとりでいるのだ！」

　と言うと、そこにすわった。両手をつき、うつむいた。湯のように熱いものが、その手の上にぽたぽたと落ちた。

　乃な美みもまたうつむいた。髪がふるえ、肩がふるえ、ひざの上に両手でしっかりつかんでいる笛の上に、頭が近づいていった。きりきりときしる歯の音が小さくしていた。嗚咽おえつをこらえているのであった。




　　　　二




　四日たって、正月五日、定さだ行ゆきが年賀のために登と城じようしてきた。昨日こちらについたというのであった。元がん日じつ、二日と降りつづいた雪は、三日からやんでいたが、それでも雪のあとを十二里の道を出てくるのは難なん儀ぎなことであったにちがいない。ねぎらうと、

　「さしたることもございません。雪のない季節なら一日でよいところを、二日かけてまいったのでございますから」

　と、笑った。

　「おれは元がん日じつの夜、そなたの屋敷に行った。乃な美みの笛を聞きたいと、思いたつと、矢も楯たてもたまらんで行ってしもうた。昼からの酒に酔っていたせいだ。時ならず行って、迷めい惑わくをかけてしもうた。酔いがさめたあと、すまぬことをしたと悔くいたが、もう追っつかぬ。ハハ、ハハ」

　と、笑いながら、景かげ虎とらは言った。弁べん解かいめいた調子になったのはいたしかたがなかった。

　「さようでございました由よしで」

　と、定さだ行ゆきはことば少なく答えて微び笑しようしただけであった。

　定さだ行ゆきも乃な美みの心は知っており、それをみとめ、それに同情しているのだと思うと、切せつなかった。

　二月になってまもなく、かねて越えつ中ちゆう方面にはなっている忍しのびの者から、松まつ倉くら城の椎しい名な康やす種たねと富と山やま城の神じん保ぼ氏うじ春はるとが所しよ領りようの境さかい目め争いが原げん因いんで仲なか違たがいし、雪の解けるを待って合かつ戦せんによってことを決しようと、双そう方ほう支し度たくしつつあると知らせてきたが、数日たつと、椎しい名なから直接使いを立てて、ことの次第をうったえ、うしろ楯だてを頼たのんできた。

　椎しい名なの使者の口こう上じようによると、争いの最初は双そう方ほうの家か臣しんらの知ち行ぎよう地ちの境さかい目め争いであるが、それに宗しゆう派は問題がからんでいるので、事ことが複雑になったというのである。

　「主人を同じゅうしている者なら、主人のことばでたやすく折れ合いがつくのでありますが、双そう方ほうの主人が違いますので、つまりは主人どうしの境さかい目め争いということになりまして、争いが二重になったわけでございます。そのうえ、争いになっているところに、百ひやく姓しようの家が四、五軒けんあるのでございますが、それの檀だん那な寺でらが神じん保ぼ領にありますので、そこがこちら領になることを承知しません。かれこれことが重なりまして、うるさいことになったのでございます。てまえ主しゆう家けも、神じん保ぼ家も、武士の意い地じということになりまして、双そう方ほう退ひくにひけぬ立場になったのでございますが、このほどむこうがわには武たけ田だが尻しりおししているところが見えますので、かねてご厚こう情じようをいただいているお屋や形かたに、もしそれが本当ならお後うしろ見みをおねがい申したいとて、拙せつ者しやをつかわしたわけでございます」

　と、椎しい名なの使者は説明した。

　かねてこちらが疑ぎ惑わくしているとおり、神じん保ぼ氏うじ春はるが武田に内ない通つうしているのであれば、こうして神じん保ぼと椎しい名なとの間に争いをおこさせ、こちらが越えつ中ちゆうに出陣するのを待って、越えつ中ちゆうにうんと肩入れしてこちらを釘くぎづけにし、南からこちらに兵を進める計略にちがいないと思った。

　（その手に乗るものか）

　と、思いながらも、けぶりにも見せず、言った。

　「そなたの主人も、神じん保ぼも、ともに畠はたけ山やま殿の家来じゃ。つまりは朋ほう輩ばいじゃに、なんとか話し合いはつかぬものかの」

　「朋ほう輩ばいと申しましてもそれは遠い昔のこと、朋ほう輩ばいという気持ちは、今こん日にちではつゆないのでございます」

　この答えも、景かげ虎とらは予期していた。元来、越えつ中ちゆうと能の登とは足あし利かが将軍家三さん管かん領れいの一つである畠はたけ山やまの一族が守しゆ護ご大だい名みようであったところだ。神じん保ぼ氏も椎しい名な氏も越えつ中ちゆうの地じ侍ざむらいであったが、畠はたけ山やま氏が国の守しゆ護ごとなって来て以来、その被ひ官かんとなったのであるが、その後畠はたけ山やま氏がおとろえ、能の登と一国に閉じこもってからは、自じ立りつしているのである。いまさら畠はたけ山やま氏を主しゆうとあおぐ気持ちもなければ、おたがい朋ほう輩ばいであるという意識もあろうはずのないのは当然のことであった。

　「そうか。では、もう一つ聞く、その檀だん那な寺でらというのは、やはり一いつ向こう宗しゆうじゃろうな」

　「そうでございます」

　「そこが椎しい名な領になると、その寺はそこの檀だん家かを失うというわけだな」

　「そうでございます。しかし、また当方でも、領りよう分ぶん内ないにある民家は当方の寺の檀だん家かにいたしませんと、いろいろさわりがございますので」

　「その寺も、もちろん一いつ向こう宗しゆう寺でらであろうな」

　「申すまでもございません」

　和わ解かいさせることができそうな気がした。本ほん誓せい寺じの超ちよう賢けんにたのんで周しゆ旋うせんさせれば、寺と寺との談だん合ごうは容易につくであろうと思った。また、土地のことは、数年前に経験があるが、土地の由ゆ来らいをせんさくすれば、双そう方ほうに言い分があり、双そう方ほうそれを信じきっているだけに、なかなか双そう方ほうを納なつ得とくさせる裁さばきはできないものだが、さいわいわずかな土地だ。折せつ半ぱんしてあたえ、不服なところは金きん品ぴんをくれることによって、これまた解決がつきそうだと思った。金きん品ぴんは自分がくれてやってもよい。せいぜい、黄こ金がね百両もあればあまるくらいであろう。ともあれ、合かつ戦せんさわぎなどおこさせてはならない、武田に乗ずるすきをあたえるだけだと思った。

　「段だん々だんの話、よくわかった。合かつ戦せんになったら、後うしろ見みをたのむということであるが、それしきのことで、合かつ戦せんなどあほうなことだ。おれがあつかって、さようなことにならぬようにしてやろう。椎しい名な殿にそう申せい。もっとも、そなたが申したように、合かつ戦せんさわぎとなり、むこうに後あと押おしがついているということであれば、その時は後うしろ見みを引きうける。これも申すよう」

　椎しい名なの使者は感謝し、なおいくえにもたのんで、帰っていった。




　　　　三




　景かげ虎とらは超ちよう賢けんを呼んで、事情を語り、骨ほね折おりをたのんだ。

　「かしこまり申した。なんでもないことでござる。かならずまとめてごらんにいれます。愚ぐ僧そうも一昨年おとどし以来、ずいぶんとお屋や形かたのお世せ話わになっています。なにか一つくらいはおためになることをせねば、あいすまぬと考えていたところでござる。やれ、お役に立ってうれしいことでござる」

　超ちよう賢けんはこう言って帰っていったが、翌日はすぐ旅たび支じ度たくして越えつ中ちゆうにむかい、数日の後には雪やけした顔で春日かすが山やまに来た。

　「話はつき申した。いずれにきまろうと、けっして文もん句くは言わぬことにしてまいりました。これが両寺の証しよう文もんでござる」

　と言って、二通の証しよう文もんをさしだした。

　景かげ虎とらは超ちよう賢けんを請しようじて本ほん誓せい寺じを建こん立りゆうするにあたって、自分の分ぶん国こくである越えち後ごと佐さ渡ど、それから犀さい川以北の信しん州しゆうの地の一いつ向こう宗しゆう寺でらはみなその支配下にあることを定さだめた。それほど超ちよう賢けんの力を認めたわけであるが、越えつ中ちゆうのその宗しゆう派はの寺にたいしても、これほどの支配力をもっていることをはっきりと見て、みずからの鑑かん識しきのあやまらなかったことをよろこんだ。

　饗きよう応おうし、布ふ施せをつつんで送りだした。

　問題は半分はかたづいた。そこで、老ろう臣しんの一人直なお江え実さね綱つなに黄こ金がね百両をもたせ、旨むねをさずけて、越えつ中ちゆうにつかわした。直なお江えは人物もしっかりしているうえに、熱心な一いつ向こう宗しゆうの信者でもあるから、もっとも適任と思ったのであった。

　これもみごとに行った。数日後帰ってきたが、折せつ半ぱんの意見を出し、不足は黄こ金がね五十両ずつを景かげ虎とらから与えるから納なつ得とくするよう提てい議ぎしたところ、神じん保ぼも椎しい名なも、その家来どもも承しよう諾だくして、ことは無事におさまったというのであった。

　「関かん東とう管かん領れい、長なが尾お景かげ虎とらのあつかいということにしたのでございます」

　と、直なお江えは言った。




　　　　四




　椎しい名な家からも神じん保ぼ家からも、使者をつかわして、こんどのあつかいについて、鄭てい重ちような礼を申しのべ、やがて雪が消えて陽よう春しゆんともなったら、みずから参さん上じよう拝はい謁えつして口ずからお礼を申し上げる心づもりにしていると言ったほどであった。

　（よかった）

　善ぜん事じをし、成功し、当とう事じ者しやらによろこばれていることを、心から景かげ虎とらはうれしく思った。

　ところがだ。やがて雪が消え、もっとも美しい北ほつ国こくの陽よう春しゆんがおとずれたころ、越えつ中ちゆう方面を担たん当とうしている諜ちよう者じやが帰ってきて、

　（このほど神じん保ぼ家の物もの頭がしらをつとめている家来二人が、神じん通ずう川がわぞいの道をさかのぼって飛ひ驒だにむかうので、ひそかに尾び行こうしたところ、飛ひ驒だから信しん州しゆうに出、深ふか志し〈いま松本〉で武たけ田だ方の屯とん営えいに入り、一夜泊まった後、さらに南にむかった。甲こう府ふを目ざしていることは明らかだと思ったので、あとは追わず、とりあえず報告のため走りかえってきた）

　という。

　やはり武田との関係はつづいているのだな、と、思った。

　「ご苦労であったな。よく知らせてくれた。とりあえずのほうびをやらずばなるまい」

　景かげ虎とらは銀をあたえてねぎらい、

　「苦労ついでに、すぐまた越えつ中ちゆうへかえり、その者どもが帰ってくるのを待ち、どんなことがはじまるか見ていて、なにかあったら、急ぎ知らせてくれるよう」

　と言って、費用をあたえてさがらせた。

　その諜ちよう者じやから、二人の使者が帰ってきたと報しらせがあってまもなくのこと、椎しい名な康やす種たねがみずからやってきた。

　椎しい名なはこのまえ仲ちゆう裁さいしてくれたことに礼を述べたが、さらに言う。

　「このようにせっかくお骨ほね折おりいただき、めでたくことがおさまりましたものを、このほど神じん保ぼ方より、このまえの仲ちゆう裁さいには依え怙こがある、当方がだいぶんの損になる、よって話をもとに返したいと、藪やぶから棒ぼうに申してまいったのでございます。どうでもこれは弓矢のさたにおよばねばおさまらぬかに思われます。されば、お屋や形かた様にはあいすまぬことながら、神じん保ぼとのせりあい、ご諒りよう承しよういただきたいのでござる」

　と、いきどおろしげではあるが、余よ儀ぎなげな口こう上じようだ。

　（来たな、やはり）

　と、思った。

　「けしからぬ神じん保ぼがいたしよう、それならそれとまず仲なこ人うどたるわれらに申し談ずべきであるに、ほしいままな話のむしかえしは、われらを恥はずかしめるものだ、踏ふみつぶすになんの手て間まひまいろう、と、こう言いたいところであるが、まず待たれよ。いちおうわれらから問いただしたうえで、返答の仕し儀ぎによっては、われらが相手になる。神じん保ぼずれが虎とらのひげをひねるようなことをするは、たのむところがあればこそのことであろう。あらまし目め星ぼしはついている。ともあれ、安心してまかり帰っているがよい」

　と答えて、椎しい名なをかえしておいて、直なお江え実さね綱つなを呼んで、

　「しかじかだ。そなたこのまえの行きがかりもある。行って詰きつ問もんしてまいれ」

　と命じた。

　実さね綱つなも憤ふん慨がいした。

　「けしからぬ神じん保ぼであります。さっそくにまかりますが、これは拙せつ者しや一人でまいるより、本ほん誓せい寺じ殿にも行っていただくべきではありますまいか」

　景かげ虎とらは笑った。

　「神じん保ぼは所しよ詮せんは踏ふみつぶさねばならないものだ。そちのこのたびのしごとは、神じん保ぼの量りよう見けんをひきもどし約束に従わせるにはない。段取りをつけにまいることと承知してほしい」

　出しゆつ兵ぺいの名めい目もくが立つように働いてこいというのだ。実さね綱つなははっとさとった表情になった。

　「よくわかりました。かならずさようにしてまいるでございましょう」

　こうして実さね綱つなを出してやるとともに、陣じん触ぶれを出し、同時に手まわりの兵だけ三百人をひきいて春日かすが山やまを出て、西にむかった。

　「おれは市いち振ふりに行っている。着ちやく到とうの人数は着ちやく到とうの順にしたがって、時をうつさず追うてこさせい」

　と、言いおいた。迅じん雷らい耳をおおういとまのないような戦いくさぶりで、たたきつぶすや、さっと国もとに兵をかえして備え、武田が手を出すひまのないようにすることが、この際としてはもっとも肝かん要ようだと思ったからだ。

　（晴はる信のぶめ、はかりすましたつもりでいるであろうが、その手に乗るおれか）

　岩かどだらけのせまい道ではあるが、いまは風が凪なぎ、日の光うららかに照りわたっているのどかな海を右に見て、馬を打たせながら、景かげ虎とらのほおには微び笑しようが浮かんだ。




　　　　五




　景かげ虎とらはだいたい五千の兵に陣じん触ぶれして春日かすが山やまを出たのだが、市いち振ふりについて三日目にはそのほとんど全部が到着した。市いち振ふりは海と山とにせまられた狭せまい村だ。五千という兵が宿しゆく営えいするにははなはだ不便だ。景かげ虎とらは街かい道どうぞいの村落村落に分ぶん宿しゆくさせることにしたが、うしろは親おや不知しらず・子こ不知しらずの難なん所しよだから、行く手の村落村落を使うよりほかはない。しかし、市いち振ふりからすこし行くともう越えつ中ちゆうだ。景かげ虎とらは越えつ中ちゆうに入って、宮みや崎ざきという村に本ほん陣じんをすえ、そのうしろ一帯の村々に分宿させることにした。

　直なお江え実さね綱つなが汗かん馬ばにむちをあげてはせもどったのは、宮みや崎ざきに本ほん陣じんをすえた翌日のひるごろであった。

　「よし！」

　景かげ虎とらは鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろうを使者として、富と山やま城にさしたてた。

　「関かん東とう管かん領れいたるべき景かげ虎とらが顔に泥どろを塗ぬった。覚悟はあるはずである、これより征せい伐ばつにまいる、さよう心こころ得えよ、と、こう申し渡すのだ」

　「かしこまりました。つまり手切れのあいさつでございますな」

　いきいきとした顔になって、弥や太た郎ろうは言う。いつまでも気の若い男だ、もう四十をこえているはずなのに、こんなことには魚が水を得たように元気づいてくる。

　弥や太た郎ろうは素す袍おうに侍さむらい烏え帽ぼ子しの姿で騎き馬ばで出発したが、こも包みにした具ぐ足そくを従じゆう者しやに背負わしてもっていった。手切れを言い渡すと時をおかず景かげ虎とらがおしよせて合かつ戦せんになるはずであるから、それにおくれないようにとの用意からであった。

　翌日、早朝、景かげ虎とらは進撃を開始し、その日は魚うお津づの北方三キロほどの北きた中なかまで出た。松まつ倉くらの椎しい名な康やす種たねと魚うお津づ城主の鈴すず木き国くに重しげには昨日のうちに使者を立て、

　「富と山やまの神じん保ぼ氏うじ春はる、無ぶ礼れいの所しよ業ぎようがあったについて、尋じん問もんのために立ちむかった。神じん保ぼの返答の次第によっては誅ちゆう伐ばつということになるであろうが、十分に軍ぐん兵ぴようどもをいましめて、貴きり領ようには迷めい惑わくをかけぬようにつとめるが、貴き方ほうでも当方の軍ぐん兵ぴようどもを刺し激げきしないようにつとめてもらいたい。右は関かん東とう管かん領れいとして要求するのである」

　と申し送らせておいたので、椎しい名なは北きた中なかの北方経きよう田でんまで出迎えていた。

　わずかに手て廻まわりの兵三十騎きほどをひきいて、馬をかたわらに立てて路みち傍ばたにひざまずいて出迎えている椎しい名なを見て、景かげ虎とらは馬をおり、出陣の途中、兵に命じて藪やぶから切りとらせた細い青竹のむちを軽くつきしめながら近づいた。

　「立つがよい。軍ぐん旅りよの間のことだ。略式でまいろう」

　と、立たせてねぎらった。

　「ついに来ることになった。好このむところではないが、あまりに仕し打うちがにくいのでな」

　「すべては拙せつ者しやどものことからおこったのでございます。申しわけございません。つきましては、拙せつ者しやの本国のことでもございますれば、拙せつ者しやにご案内を申しつけくださいますよう。ここにはこうした手て軽がるな支し度たくでまいっておりますが、魚うお津づからすこし南にまいりましたところに、千人の兵をひかえさせております。おさしずによって働くことができましょうなら、もっともありがたきことに存じます」

　椎しい名なの態度もことばづかいも鄭てい重ちようをつくしている。この出しゆつ兵ぺいが自分のことのためであるばかりではない。すでに実質上の関かん東とう管かん領れいであり、近く名めい義ぎ的てきにもそうなる景かげ虎とらであるからでもあった。

　「おお、おお、働いてもらうぞ。とりあえず、案内役をつとめてもらいたい」

　と言って、椎しい名なを乗馬させ、くつわをならべて北中に入った。

　しかし、鈴すず木き国くに重しげはついに姿を見せなかったばかりか、使者もよこさなかった。物もの見みの者の報告によると、鈴木は家来どもを城内に集め、さかんに糧りよう食しよくを運びこんで、籠ろう城じよ支うじ度たくにけんめいであるという。

　（鈴木ごとき小しよう身しんの大名が、おれに反抗の色を立てるのか）

　と苦笑はしたが、さもあろうとうなずく気持ちがないわけではなかった。

　（これも武田の手がまわっているのじゃろう。籠ろう城じようして時をかせいでいる間には、武田勢が越えち後ごに攻めこみ、おれはいたたまらず、越えち後ごへ引きかえす。長いしんぼうではない、と、ふんでいるのであろう）

　と推察した。

　兄の愛あい妾しようであった藤ふじ紫むらさきが鈴木の寵ちよう妾しようになっていることも考えた。

　（兄のあほうぶりのおおかたはあのおなごのさしくりであったということであるから、なかなかのおなごじゃろう。鈴木も巻かれているにちがいない。あのおなごはおれに好こう意いはもたぬはず、ひょっとすると、武田に気きみ脈やくを通じているというのも、もともとはあのおなごのさしくりかもしれぬ）

　七年前の晩ばん秋しゆう、最初に上じよう洛らくする時、魚うお津づ城外の武ぶ家け町まちで、藤ふじ紫むらさきのひく琴ことを聞いたことが思い出された。しずかな朝日の照っている通りであったこと、濠ほりと狐きつね色いろの草の枯かれた大きな土ど居いをめぐらした屋敷であったこと、邸てい内ないの木々の多くが葉をふるいおとして箒ほうきを立てたようであったこと、美しい曲きよく目もくであったこと、まざまざと思い出される。

　鈴すず木き国くに重しげのこの不ふ遜そんな態度は、景かげ虎とらの家か臣しんらを怒おこらせた。

　「生なま意い気き千せん万ばんでござる。軍いく神さがみの血ち祭まつり、ふみつぶしてくれましょう」

　とたけりたったが、景かげ虎とらは笑って首を振って、

　「このような小こ城じろはうちすてて進むものだ。この城にいる者どもは神じん保ぼの城の守りをたよりにしているのじゃゆえ、神じん保ぼの城さえおとせば、すておいても戦いくさする気力はなくなって落ちうせる。なまじ攻めて、万が一にも手間どれば、敵に気き勢せいを添そえて、むずかしい戦いくさになるのだ。よくおぼえておくがよい」

　と、言い聞かせた。

　「はあ、さようなものでござるか。しかし、鈴木しきの者にこの無ぶ礼れいを働かせて黙だまって過ぎねばならぬとは、口おしいではござりませぬか」

　と、家か臣しんらはなお言った。

　「まあ、見ているがよい。おれが言うことに狂くるいはないはずだ」

　翌日は早朝にまた北中を立って陣じん押おしをつづけたが、魚うお津づ城下を過ぐる時、城に使者を立てた。

　「神じん保ぼ氏うじ春はる問もん罪ざいにおもむくにあたって貴き城じよう下か通過に際し、とくに使者を派して通告したにたいして、なんのごあいさつにも接せず、はなはだ心がかりである。やがて軍をめぐらすの日、あらためてあいさつをするであろう」

　という口こう上じようであった。

　景かげ虎とらの計算では、これで鈴木の恐きよう怖ふはひととおりならないものとなるべきであり、やがて富と山やま城が踏ふみつぶされれば、いても立ってもいられないほどのものとなり、城を打ちすてて落らつ去きよせずにいられない心理に駆かりたてられるはずであった。

　魚うお津づ城下を過ぎて半里ほど行った時、使者に立った武士は追いついた。

　「城門まで乗りつけまして、ご当とう家けの家か臣しんなにがしと名のり、使者となってまかりいでたにつき、開かい門もんねがうと申しいれましたが、おししずまってうんともすんとも答えません。それで、城門の際きわで、三度くりかえして口こう上じようをのべて、まかりかえりました」

　と言う。

　「それでよい」

　とだけ言って、景かげ虎とらはうなずいた。城内一いち様ように呼い吸きをひそめ、声をのんで、いすくんでいる情景が想像された。

藤ふじ紫むらさきのことも考えた。

　「あれは悪あく智ちにたけたおなごじゃ。兄の時にも形勢が不利と見ると、どこぞへにげだしてしまったが、こんどもあほうでないかぎり、鈴木がもっともあぶない立場に立っていることがわかるはず。あんがい、鈴木に泣きついて、城下を遠く離はなれた安全なところに身をひそめているかもしれない……」

　景かげ虎とらは藤ふじ紫むらさきのひく琴ことは聞いているが、まだ一度も顔を見たことがない。美しく、高こう雅がな容よう姿しの女と聞いているが、そんな邪じや悪あくな心をもつそんな容よう姿しの女を想像することはできなかった。
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　魚うお津づ城下を出て十四、五キロで常じよう願がん寺じ川に行きつく。正しよう午ごすこしまえにここについた。

　兵をひきいて昨夜のうちに先発した椎しい名な康やす種たねが縦じゆう横おうに奔ほん走そうして集めてくれた渡と河か用の船がおびただしく、草が萌もえ柳が芽ぶいている岸につないであり、日をきらきらと照りかえす青い水の上をなお続々と集まりつつあった。

　すこし早いが、兵らにひるの兵ひよう糧ろうを使わせていると、対岸に侍さむらい烏え帽ぼ子し、素す袍おう姿の騎き馬ばの武士があらわれ、馬上に扇せん子すをひらいて、

　「おおい、おおい」

　と呼ばわった。

　弥や太た郎ろうであった。

　「鬼おに小こ島じま様じゃ」

　「弥や太た郎ろう様じゃ」

　と兵らはざわめきあい、こちらからも手を上げて振った。

　弥や太た郎ろうは扇せん子すを閉じてどこかにしまったかと思うと、手た綱づなをかいくり、輪わ乗のりをかけはじめたが、あっというまもなかった。青い堤つつみの上から馬をおどらせ、ざんぶとばかりに飛びこんだ。

　人々はわっと声を上げた。

　「あほうなやつめ、ばかばかしくはりきっているわ」

　と、景かげ虎とらは笑いだした。手切れの言い渡しは予定のとおりにいったにちがいなかった。

　ゆるやかなように見えても、相当流れが速いのであろう。押し流されぎみにカネにわたして、岸に乗りあげた。身ぶるいする漆しつ黒こくの馬のまわりに、霧きりのようにしずくが立ちのぼったが、すぐそのまま緑の堤つつみの上を疾しつ駆くしてきて、本ほん陣じんの前でとびおり、景かげ虎とらに近づいてきた。ひざまずくとともにどなった。

　「ご進しん発ぱつ、ご進しん発ぱつ！　たしかに手切れのご口こう上じよう、申しわたしてまいりました。これほどまでにご出しゆつ馬ばがお早かろうとは、意外であったのでございましょう。敵のうろたえよう、もってのほかであります。おんよせあらば、片かた時ときの間にかたがつきましょう」

　大だい音おん声じようともいうほどの高声だ。言いおわって、呼い吸きをきらして、せいせい肩で呼い吸きをし、びしょぬれの全身から、ぽたぽたしずくをたらしている。

　「よし、大たい儀ぎであった」

　景かげ虎とらは左手の青竹を右手にとりなおし、ビューとうならせて横にふった。

　「進しん発ぱつ！」

　まぢかくいて、食いいるように聞きいっていた黄き母ほ衣ろの使い番らはさっと立ちあがり、馬に飛びのると、それぞれに受持ち隊にむかって駆けだした。

　余よ談だんだが、ここを書いていてふと思い出した。近ごろ交通事故の多いところから、小学生の通学服の色を黄色系統にすることがはやっている由よしである。この色がいちばん目立つからだというが、戦国時代の戦場における使い番（伝令）は黄色の母ほ衣ろをつけていたのである。これも目立たせるためであったのであろう。

　さて、使い番らがそれぞれの隊へ飛びだしていったと同時に、弥や太た郎ろうは乗りすてていた自分の馬に駆かけより、鞍くらのうしろにつけていた菰こも包づつみをおろして引き裂さき、具ぐ足そくをとりだすと、びしょぬれの素す袍おうをかなぐりすてて着かえた。すばらしい速さであった。たちまち着てしまった。

　しかし、もうそのころには、各隊粛しゆく々しゆくと岸の船に乗りこみつつあった。






勝ちどき
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　川を渡れば富と山やままでわずかに七キロだが、怒ど濤とうの進撃というぐあいにはいかない。常じよう願がん寺じ川と神じん通ずう川とにはさまれたデルタに似た地勢をもった富と山やま市のまわり一帯は、網あみの目めのように細ほ川そ（クリーク）がからんでいて、いっきに兵をおしすすめることができない。一見なんでもないようでありながら、天てん然ねんの要よう害がいをなしているのである。

　さらにまた城そのものがずいぶん堅けん固ごだ。現在富と山やま市の西のはずれを流れている神じん通ずう川は、このころはさらに西方四キロの呉くれ羽は山やまのふもとを流れていたのであるが、城はこの川の水を引いて濠ほりとしているのである。元来が水の豊富な土地であるから、ふつうの濠ほりではない。広く深くうがって、満まん々まんとたたえているのである。

　このような地勢であることは、二度の上じよう洛らくのみちすがら見て、景かげ虎とらはよく知っている。

　軍勢を数隊にわけ、案内者として土地の百ひやく姓しようをそれぞれにつけて、ちがった道から城にむかわせた。また、一隊をえらんで、これにははなばなしく旗はたや吹き流しを立てさせて、海べをまわって、神じん通ずう川ぞいにさかのぼり、城の西方に出るように言いふくめた。

　三月末といえば、いまの暦こよみでは四月末だ。北国のことで、水田の植えつけも早い。デルタ一帯にひろがる田たん圃ぼの多くは田植えの支し度たくをしつつあったので、水を満たしてある。その間にさまざまの春の花にいろどられてつづく緑の草の野道を、いく隊にもわかれた越えち後ご勢はえんえんとつづいて、富と山やま城に進撃していった。

　景かげ虎とらは、神じん保ぼは戦わずして城はおちるであろうと計算していた。こうこちらの出陣が迅じん速そくでは、武たけ田だ勢の加か勢せいはもちろん、背後から越えち後ごを牽けん制せいすることも望まれない。神じん保ぼの第一の誤算だ。おそらく、いまごろは気落ち魂たましいおびえて、うろたえきっているはずである。それでも、武ぶ門もんの面めん目もくにかけて、かなわないまでも籠ろう城じよう拒きよ戦せんの性しよう根ねをすえるであろうが、まもなく西方の神じん通ずう川下流の堤つつみにこちらの旗き幟しが動きはじめるのを見れば、退たい路ろを遮しや断だんされるとて、いったんきめた覚悟はぐらついてくるであろう。籠ろう城じようの性しよう根ねをすえたといっても、それはすえたつもりでいるだけで、心の底の奥深いところには、自分でも気づかない未み練れんがひそんでいるのがふつうだ。神じん通ずう川下流の堤つつみの上にあらわれ、しだいに上流へせりのぼってくる越えち後ご勢の旗き幟しと軍勢は、その未み練れんを心の表面にひきずりだす力をもっているはずである。そうなれば、恐きよう怖ふはいっそうのものとなって、ついに城を出て落らつ去きよということになる。山の裾すそ野のの草原に巻まき狩がりして、欲ほつする方角に野や獣じゆうどもを追いつめていくとかわるところはないのである。

　この見通しを、景かげ虎とらは部将にも馬うま廻まわりの者にも語りはしなかった。味方の景けい気きが悪く、将士が恐きよう怖ふしている時は、見通しを語り、勝つべき戦いくさであることを納なつ得とくさせることも必要だが、勢いのよい時にはぜったいにそれはしてはならない。兵は驕きよう兵へいとなって緊きん張ちようを欠き、すきを生しようじ、そこを敵につけこまれ、意外なやぶれをとるおそれがある。そんなことは古こ今こんためしが少なくないのである。

　いつもの合かつ戦せんにのぞむ時のきびしい表情であった。紺こん色いろ縅おどしの鎧よろいに白しろ練ねりの袖そでなしの陣じん羽ば織おり、わざと冑かぶとは着ず、白しら絹ぎぬで頭をつつみ、青竹のむちを手た綱づなと合わせて片手にしっかととり、栗くり毛げの馬を打たせる彼の目は前方を凝ぎよう視ししてまじろぎもせず、きれいに剃そりあげられた口もとはきびしくしまって、ひとことも口をきかない。彼の左右とうしろには、えりすぐって壮そう強きような壮そう士しらが、四、五十騎き従っていたが、これまた一語も口をきかず、緊きん張ちようしきった顔で前面を凝ぎよう視ししている。この人馬の間から聞こえるものは、物ものの具ぐや馬ば具ぐのふれあう音と馬ば蹄ていのひびきだけであった。蕭しよう々しようとして雨が過ぎていくようだ。おそろしい威い力りよくと威い厳げんとがあった。

　しだいに近づくと、一キロほど前方に、やや小高くなった地点がこんもりと木立ちにおおわれているのが見えた。新緑のその木々の間に、建物の屋根がやや疲つかれたような晩ばん春しゆんの午後の日を受けてにぶく光っている。目ざす富と山やま城だ。

　景かげ虎とらは馬をとめて、あたりを見まわしたが、すこしはなれた左方にあるやや小高い畑地にむちの先をむけた。

　「あれに」

　はっと答えて、従じゆう騎きの一人が後方に飛ぶと、この隊のあとからついてきつつあった小こ荷に駄だ隊たいから雑ぞう兵ひようらが駄だ馬ばをひいてとぶようにその高地に駆かけつけ、たちまち陣じん所しよをしつらえた。幕まくを打ち、吹き流しや幟のぼりを立てつらね、四し隅ぐうに毘びの字の旗を立てた。

　できあがると、景かげ虎とらはそこに馬を進め、中ほどにすえた床几しようぎに腰をおろした。その以前、馬うま廻まわりの者どもはその左右と背後に、定さだめられている序列をもってすわっていた。折おり敷しいて右ひざを立てたすわりようだ。だから、それぞれのひざにかかえた槍やりの柄えは自分の前に位置している者の肩にかけられ、穂ほ先さきはややうわむいて前方につきだされていた。いずれもどぎどぎするほどに研とぎみがかれている穂ほ先さきであった。すわといえば、即そく座ざにおどりたって敵にかかれる身がまえであった。しわぶきひとつするものはなく、全員食いいるようにするどい目で前方をにらんでいるだけだ。見るからに髪の根がしまってくるような森しん厳げんな感じであった。

　彼らの前方には思い思いの道から城にせまりつつある諸隊の姿が見えていたが、とつぜんその一隊が黒い豆まめ粒つぶをまくように散さん開かいしたかと思うと、小さな煙が上がり、つづいていり豆のはじけるような銃声が聞こえてきた。同時に、その前方に、それまで姿を見せなかった敵がまばらにあらわれて、同じように鉄砲を撃うちはじめた。しかしそれはそこだけであり、兵数もいたって少ない。百人あるやなしだ。

　（こちらの手なみを見るためのさぐりの矢だ。やがて城内につぼまるはずだ。あるいは根強く戦うと見せておいて、城を落ちる支し度たくをしているのかもしれん）

　と景かげ虎とらは考えた。

　日をあおいで、時刻を見た。未ひつじの下げ刻こく（午後三時）か申さるの上じよう刻こくごろと思われた。海べの道を迂う回かいして神じん通ずう川の下流に達した一隊がそろそろ堤てい防ぼう道をさかのぼりはじめたころだ。

　二十分ほど鉄砲戦いくさしただけで、敵はすこしずつ後こう退たいしはじめたが、その敵の姿がまだ見えている時、城から一すじの煙が立ちのぼりはじめたかと思うと、たちまちほうぼうからのぼりはじめた。

　いきなり、景かげ虎とらは立ちあがった。

　「馬引け！　神じん保ぼは城を落らつ去きよするぞ。のがすな」

　とさけび、ひいて来られた馬にとびのった。従じゆう士しらもまた騎き乗じようした。景かげ虎とらはまっさきかけて馬を飛ばせた。煙は濁にごりかえった黒こつ褐かつ色しよくにかわって城一面を包み、木立ちも建物も見えなくなっていた。

　ほうぼうの道から城に近づきつつあった諸隊も、いっせいに城にむかって急行しつつあった。




　　　　二




　にげ足の早い神じん保ぼであった。東と北から攻め寄せられ、さらに一隊に神じん通ずう川の東岸を下流からおしあがってこられれば、当然、南方か西南方にむかってにげるよりほかはないはずと計算して、城のはるか南方に、大きく迂う回かいぎみに西にむかって、逃とう走そうのあとをさがしながら行くと、神じん保ぼは主しゆ従じゆう百二、三十騎き、城の西南にあたる地点で神じん通ずう川を渡り、さらに西南方にむかったと、土ど民みんが教えてくれた。

　川はばがひろい上に水量が多く、しかもそのへんに舟はない。逃とう走そうにあたって、神じん保ぼの従じゆう騎きらが、見えるかぎりの地域にあった舟の底を槍やりの石いし突づきでつきやぶり沈めて川を越えたという。

　土ど民みんはまた、

「栴せん檀だん野のに近く亀かめ山やまという山がござります。ここは神じん保ぼ様のずっとまえの先祖の城あとがござります。建物もなんにものこっちゃいませんが、とりつくろえばええ城になりましょう。おおかたここへ落ちなすったのではありませんかね」

　とも言った。

　景かげ虎とらは追つい跡せきをやめて、城近くに行き、火のおさまるのを待って、諸軍勢をひきいて城に入って、勝ちどきを上げた。建物のほとんど全部が焼けたばかりか、火に面したがわは木々も焼けこげて醜みにくい姿になっていた。

　夕日のなかに勝ちどきの儀式をおこなって、その夜は城内とその付近に、終しゆう始しあかあかとかがり火をたいて夜や営えいした。城外の武ぶ家け屋や敷しきや民家は無事にのこっていたが、これには泊まらないのがこんな場合敵地に宿しゆく営えいする法であった。人家に泊まっていては、夜や襲しゆうなど受けた時、とっさに応ずることができないのである。

　翌日は早朝から越えつ中ちゆうの国くに侍ざむらいらの帰き服ふくする者がひきつづいた。本ほん領りようの安あん堵どを乞こい、神じん保ぼ征せい伐ばつの先さき手てをつとめたいとねがうのであった。景かげ虎とらはすべてこれをゆるした。疑わしく思われる者もないではなかったが、急がなければならない場であった。

　ひる近く、神じん保ぼが栴せん檀だん野のの亀かめ山やまの古こ城じよう跡あとにこもるために、付近の百ひやく姓しようらを駆かりだして、けんめいに修しゆう築ちくしつつあることがわかったので、帰き服ふくを申しこんだ国くに侍ざむらいらを討手としてつかわした。

　「奉ほう公こうはじめだ。ひとはたらき見せてもらおう」

　と申しわたし、軍いくさ目め付つけとして本ほん庄じよう慶よし秀ひでに曾そ根ね平へい兵べ衛えと秋あき山やま源げん蔵ぞうとをそえてつかわすことになった。

　その連れん中ちゆうが出発してまもなく、魚うお津づ城の鈴すず木き大やま和との守かみが逐ちく電でんして行くえ不明になり、城兵らは思い思いに城内の器き財ざい・貨か物もつをさらってにげちったとの報告が入った。

　「お屋や形かたのお見通しのとおりでございました」

　と、みな舌したを巻いた。

　「世にはとくべつ心の剛ごうな者は少ない。おおかたは似たり寄ったりのものゆえ、こうなるのは当然のことじゃ」

　と、景かげ虎とらは笑った。こんな報告はできるだけ早く国くに侍ざむらいらに知らせた方が、帰き服ふくの心をかためる。すぐ使い番に含めて、神じん保ぼ討とう伐ばつにむかった人々のあとを追わせた。

　夜に入って、本ほん庄じよう慶よし秀ひでから注ちゆう進しんが入った。

　「神じん保ぼのこもる亀かめ山やま城は一名を増ます山やま城と申すのでござる。さすがに神じん保ぼの先祖が数代の居きよ城じようとしていただけあって、修理なかばとはいえ、なかなかの要害でござるうえ、神じん保ぼに与よ力りきする国くに侍ざむらいらがはせ集まって、籠ろう城じようの人数も相当に多数でござる。のみならず、味方の国くに侍ざむらいらのなかには、越えつ中ちゆうの国くに侍ざむらいらと血の続きがあったり、平へい素そからの親交があったりするためでござろうか、戦意を欠いている者もかなりにあるかに見えます。いかがすべきか、おさしずをあおぎとうござる」

　というのであった。

　手て間まどって、一日のびれば一日だけ、国くに侍ざむらいらの心は離り反はんするにちがいなかった。

　弥や太た郎ろうを呼んで、命じた。

　「汝われ、行って、慶よし秀ひでに言えい。明日早そう暁ぎようおれが立ちむかい、おれが攻めつぶすゆえ、この旨むね、味方の国くに侍ざむらいらに直ただちに触ふれるよう。また、こうも触ふれるよう。城中にこもる者どもと絶ちがたいほだしのある者もあるであろうが、奉ほう公こうに専せん心しんになれぬと思う者は、その旨むねを軍いくさ目め付つけにまで申し出て、退陣いたすよう、けっして不服とは思わぬ、ただしそうせいで味方づらつくってとどまりながら、敵と通つう謀ぼうする者はけっして容よう赦しやせぬと。これも即そく座ざに触ふれまわすよう」

　景かげ虎とらのまゆはあがり、眼がん裂れつの大きい目はひときわ鋭するどい光をはなち、おそろしい形ぎよう相そうになっていた。

　この申しわたしのなかにも、綿めん密みつな計算があった。断だん乎こたる決意を示すことによって、国くに侍ざむらいらの帰き服ふくの心をかためることができることはもちろん考えていたが、さらに深い思案があった。敵味方の国くに侍ざむらいの間にはすでに交通があるに相そう違いないから、自分のこの断だん乎こたる決意は即そく時じに城中に聞こえ、城中の人心を動どう揺ようさせ、国くに侍ざむらいらの心を離り反はんさせ、そのあげくには神じん保ぼの勇気はおおいにたわむであろうと考えたのであった。

　しかし、この計算は計算として、ことばの進むにつれて、景かげ虎とらの意気は激げき揚ようし、はげしい顔になったのであった。計算は綿めん密みつに立てるが、計算のとおりに動けないものが、いつも景かげ虎とらにはあった。それは彼の欠点でもあったが、利点となることもまた少なくないのであった。

　はげしい気き魄はくに打たれて、侍じ坐ざしている家か臣しんらが胸をふるわせているなかで、弥や太た郎ろうは、

　「かしこまり申した。そう申しつたえますべい。それでは、お屋や形かた様はあしたの五ツ時（八時ごろ）までには、ご到着でござりましょうで、われらはむこうでお待ちしていてようござりますか」

　と、いつものざっかけない調子で言った。おおかたぬけがけでももくろんでいるのであろうと思われた。

　「おお、いいぞ。ずいぶんと働け」

　と言ってやると、大喜びで立ち去った。

　翌日は夜よ半なかをすこしすぎたころにはもう起きて、出発の支し度たくをし、夜明けにはまだすこし間のあるころ出発したが、全軍が神じん通ずう川を渡りおわったころ、ほのぼのと明るくなってきた。

　さらに進んで五、六町ちよう行ったが、そこに弥や太た郎ろうがはせかえってきた。

　弥や太た郎ろうはおそろしく腹を立てていた。

　「越えつ中ちゆうの国くに侍ざむらいどもは、腰ぬけばかりでござる。城中にこもった者ども、あらかたは落ち失うせてしまい申した。神じん保ぼもどこへ失うせたか、姿を消したのでござる。じゃによって、いのこった国くに侍ざむらいどもも、せんかたのうなって、お味方になっている国くに侍ざむらいどもをたのんで、降参申してまいったのでござる。わずか一日一夜のこらえようもせぬほどなら、はじめから手むかわぬがようござる。前ぜん代だい未み聞もんの弱じやく敵てきどもに会うて、胸が悪うござる」

　と、かんで吐はきだすように言う。

　これも計算のとおりにいったのだ。心中よろこびながらも、景かげ虎とらは、

　「さもあろうな。おれもここまで来ながら、振りあげたこぶしのおろし先のない気持ちだ。この国の者どもに、おれが弓矢のほどをとっくりと見せてやろうと思うていたのじゃが、さてものこりおしいぞ」

　と、笑った。




　　　　三




　魚うお津づ城下を通過して富と山やまにむかう時、景かげ虎とらがゆくりなく考えたように、藤ふじ 紫むらさき は 魚うお津づ城内にはいなかった。彼女は自分がこんなところにこんな身分になっていることを景かげ虎とらが知っていようとは思わない。しかし、自分に好こう意いをもとうはずのない景かげ虎とらであることは十分に覚悟している。だから、いつも景かげ虎とらを悪意をもって意識せずにはいられなかった。

　その景かげ虎とらの威い勢せいが隆りゆう々りゆうとあがり、北ほく陸りく道どう一の名めい将しようと言われるようになり、去年はもっともはなばなしい行ぎよう装そうで上じよう洛らくし、朝ちよう廷ていのおぼえ、将しよう軍ぐんのおぼえが最もよく、関かん東とう管かん領れいたることを許されて帰国してきたとあっては、いっそうたいらかな心ではいられなくなった。

　この以前から、武たけ田だ晴はる信のぶから鈴すず木きにはたびたび密使が来ていたのだが、鈴木はたしかな返答をしないできた。鈴木程てい度どの小こ大だい名みようが強い隣国の敵国と結ぶことは、うまくいけばこのうえもないが、危険が大きい。つかずはなれずで、どちらともほどよくつきあっているのがもっとも安全な道なのだ。鈴木はかしこいというほどの人物ではないが、それくらいの分ふん別べつはつくのである。

　それを、藤ふじ紫むらさきは日夜に鈴木を説き、ついには泣いてかきくどき、武たけ田だに与よ力りきすることに踏ふみきらせた。

　けれども、景かげ虎とらの越えつ中ちゆう入りは意外に早かった。彼女は恐きよう怖ふした。こんなに早くては、武田の救きゆう援えんもまにあわないであろうから、うまくいきそうにないと思った。

　春日かすが山やまを落ちた時のことが、まざまざと思い出され、おそろしさはいっそうとなった。

　彼女は鈴木に説いて、魚うお津づから四キロほど東北方の片かた貝かい川にのぞんださびしい村にひそむことにした。




　　　　四




　鈴すず木き国くに重しげが藤ふじ紫むらさきのために選せん定ていしたかくれがは、村の南部に位置し、裏手は樹林をもった小高い丘がうねりながら南へ行くほど高くなっていくふもとにある神社の社しや家けであった。藤ふじ紫むらさきはここへおびただしい荷物とともに移ってきた。

　彼女は春日かすが山やまでの経験に懲こりた。いつ合かつ戦せんがはじまるかわからない世の中にいながら、その用心をおこたって災さい厄やくにおちいるのは、本人の罪つみだとさとった。だから、鈴木の寵ちよう愛あいを受けるようになるとまもなく、京の実家に言ってやって、家来を京都からとりよせた。京育ちの男どもがこの地の男どもとはくらべものにならないほど、体力も心も惰だ弱じやくであることはわかっていたが、いくら強くても久きゆう助すけのような悪い男では毒どく蛇へびをふところにしているようなものだ。ともあれ、田舎いなか者ものは気心がはかれないからぶきみであった。忠実でさえあってくれれば、少々弱よわ虫むしでも、ずっとよいと思った。

　その家来は、女中が二人、侍さむらい分ぶんの者が二人、小こ者ものが五人、みな京生まれの京育ちの者どもであった。藤ふじ紫むらさきはそれを全部つれ、鈴木からつけられた武士や小こ者ものらに案内されて、このかくれがに来た。

　「静かでいいこと」

藤ふじ紫むらさきはうれしげに言って、仔し細さいにあたりを点検し、案内してきた武士や小こ者ものらを魚うお津づにかえして、侍じ女じよらを相手に当分の居い場ば所しよの設営にかかっていたが、にわかにそれをうちやめ、そわそわと女中二人と小こ者もの二人だけを連れて、裏の山に上った。

　花と新緑とがいっぺんに出ている林の中につづく細い道を歩いていくと、低い丘だ、すぐてっぺんに出た。てっぺんといっても、うしろの方にしだいに高くなりながら尾お根ねがうねりつづいているのだから、山の鼻はな柱ばしらといった感じの場所だ。そこは樹木がたえて、草山になって、短く青い草の間のところどころに、わらびがにょっきりにょっきりと頭をもちあげていた。

　女中らはすぐ夢む中ちゆうになって、わらびを摘つみはじめたが、藤ふじ紫むらさきはまっすぐに立ったまま、うしろにつづく山を見上げたり、前面の村を見わたしたり、はるかに左方一里ほどの距離にある魚うお津づの町をながめたりしていた。

　彼女はまだ十分に美しかったが、それでも三十五という年は争われない。明るいまひるの外光の中で見ると、まなじりのあたりにこまかなしわが見えた。肌はだの色がまだ美しいので、そこのあたりはしぼみかけた花びらのような感じがあった。

　おちつきなく見まわしていたが、やがてその目は前方にむかったまま凝ぎよう視しになった。前方四、五町ちようのところを片かた貝かい川がうねっている。銀色に光りながら大きくうねって、一里ばかりむこうで、海に入っているのだが、彼女の目はその銀色に光る川を凝ぎよう視ししているようであった。

　やがて、そのみがきあげた銀面のように見える河かわ面もに、上流の方から一いつ艘そうの舟がくだってきた。そう大きいとは思われないが、帆ほを張って、まっしろにそれをかがやかしながら、くだってき、たちまち下流の方へ消え去った。

　彼女はにわかに明るい顔になり、

　「みんな帰るんどっせ。わらびみたいなもん何するんどす。すてておしまい」

　と、家来どもに言って、さっさと山を下りはじめた。

　社しや家けに帰りつくと、家来どもに、

　「ここから他へ移ります。みな荷物をもってついておいでなさい」

　と言い、社しや家けにあいさつもせず、それぞれの馬の背に荷物をつけ、さっさと引き移った。次の場所は片かた貝かい川に臨のぞんで、新緑の木立ちに囲まれた浄じよう土ど真しん宗しゆうの寺の庫く裏りであった。

　寺の裏手は木立ちをぬけるとすぐ高さ二丈じようばかりの崖がけになり、崖がけの下は青い淵ふちになり、崖がけからななめに切りおろした石いし段だん道みちが、淵ふちにむかってついていた。

　寺につくと、家来に言いつけて、寺じ僧そうに、

　「しばらく貴き院いんをお借りしたい。これは鈴すず木き大やま和との守かみが身うちの者でござる」

　と交こう渉しようさせて、否いや応おうなしに庫く裏りにつづく離はなれを借りた。藤ふじ紫むらさきと女中二人がそこに住まいし、男の家来どもは本堂に寝起きさせた。寺では迷めい惑わくがったし、梵ぼん妻さいどののふくれようったらなかった。しかし、住職に金をあたえ、梵ぼん妻さいに着物をひとかさねあたえると、手のひら返すように愛あい想そがよくなった。

　きげんのよくなったところで、藤ふじ紫むらさきは住職にたのんで、舟を三さん艘そう借りてきて、裏の淵ふちにつながせた。

　春日かすが山やまをのがれる時の失敗は、かたいしこりとなって、いまも心の底でうずいている。どんなに念入りに手だてを講こうじてみても、どこかにほころびがあるようで、不安でならない。山の手の神社はこんもりとした林にかこまれて、身をひそめるにはもっともよさそうなところであり、万一敵がせまってきそうだったら裏山ににげ、山づたいに深く入ればよいとたいへんうれしかったが、しばらくたつと、こんなところこそ、かえってもっとも敵が目をつけてさがしに来そうだと思われた。不安になって、ここを見み定さだめて引き移ってきた。

　裏手が片かた貝かい川に臨のぞんでいるのは、丘の上から見当をつけたのだが、舟をかくしておくに便利な淵ふちにのぞんでいるとは望ぼう外がいのさいわいであった。これで、万一の際には舟で海に脱出できると安心した。

　もってきた荷物の整理にかかった。城を出る時、相当よりわけて貴き重ちようなものだけにして来たのであるが、革かわ籠ごに三十数すう個こもあってみれば、危き急きゆうの場合には処置がつかない。四様によりわけた。

　その一つめは、金銀と多少の銅どう銭せんを小さな包みにした。これはもっとも急速に危険のせまった際、みずからのふところに抱いてにげるためのもの、その二つめは次の段階の危き急きゆうの際に、家来らにかつがせて舟に運ぶためのもの。革かわ籠ご二つにおさめた。金・銀・銭と、衣服。その三つめは五つの革かわ籠ごに荷造りした。これは大部分が衣服で、小量の髪かざりや什じゆう器き類だ。その四つめは以上から選びのこされたもの。

　荷造りをおわって、いくらか気の休まることのできた翌日は、もう越えち後ご勢が海近い地点で片かた貝かい川をおし渡って南にむかい、その夜は魚うお津づ北方の北きた中なかで野や営えいにかかったといううわさがつたわってきた。片かた貝かい川の渡と河か点てんも、北中も、ともにここから一里あるやなしだ。家来どもに異い変へんがあったらすぐ注ちゆう進しんに駆かけもどるように言いつけて、その方からの道の要所に立てて見張らせ、みずからは呼い吸きを殺している気持ちで、蟄ちつ居きよしていた。




　　　　五




　越えち後ご勢は北きた中なかに一いつ泊ぱくしただけで、さらに南して富と山やまにむかったという。富と山やま城の守りがかたく、長くもちこたえることができれば、武たけ田だからの後ご詰づめもまにあおうし、あるいは武田方が越えち後ごを衝ついて牽けん制せいすることもあろうしするから、ひとすじに富と山やま城の守りのかたくあることを念じた。

　富と山やま城には一日で行きつける道のりである。どんなふうにことが運ぶか、心配でならない。様子をうかごうために魚うお津づ城まで家来を出したが、その夜おそく、その家来がはせもどってきた。

　「富と山やまの神じん保ぼ殿は、一戦にもおよばず、城に火をかけていずれかへ退去されたと申すことで、魚うお津づのお城は上を下へ返しての大さわぎでございます」

　と言う。

　「なんと言いやる？」

　と言ったきり、しばらく口がきけなかった。

　家来はまた言う。

　「それで、殿様はこうおおせられました。家か 中ちゆう 一いつ 統とう 仰ぎよう 天てんし、にげることばかり考えよって、籠ろう城じようなどできそうな気け色しきはさらにない、そやさけ、おれも城を落ちる決心した、ひとまず北きた山やまに落ちて後こう図とをくふうするつもりじゃ、すこしまわり道になるが、そちらの村を通っていくことにするゆえ、支し度たくして待っているように、と、そうおおせられてでありました」

藤ふじ紫むらさきはまだ口をきかない。きけなかった。だいたいにおいて、いやいや、いまとなっては、心の奥深いところではすっかり見通しがついていたことがはっきりわかる。ちゃんと見通していながら、たよりにもならない万一を僥ぎよう倖こうしていたにすぎないことが、痛いほどわかった。そのくせ、とほうにくれる思いであった。どうしよう、どうしようと思った。

　（もうあんなことはこりごりだ）

　と思った。あんなこととは、春日かすが山やまをにげだした時に出あったことだ。

　「京へ帰りましょう。あの舟はこんな時のためどす。みなにそう言って、支し度たくさせてたもれ」

　ゆっくりした調子ながら、よどみなく出た。

　「へ？」

　よくわからなかったようだ。目をぱちぱちさせていた。

　「はようおし、荷物を運んでたもれ。荷物には順序がつけてあります。その順に運ぶよう」

　「へッ！」

　飛びたつように走り去った。藤ふじ 紫むらさき の 意い図としていたことがはじめて合が点てんがいったのか、京へ帰れるというのがうれしいのか、小おどりするような足どりであった。

　こうするうちにも鈴すず木きが来れば、駄だ目めになる、急がなければならなかった。三十個にあまる荷物を全部というわけにはいかない。半分だけもっていくことにする。松たい火まつをつけて運びだしていくさわぎに、住職も梵ぼん妻さいもおどろいて、口もきけない。

　「お城からにわかに他へ行くように申してきましたよって、そちらに参ります。のこった荷物は、お世せ話わになったお礼に、お寺さんへ寄き進しんします」

　と、藤ふじ紫むらさきは言った。

　「ヘッ、寄き進しん？――これはこれはご殊しゆ勝しようなことで」

　住職も梵ぼん妻さいも、喜き色しよく満まん面めんとなった。

　「それでは」

　おじぎして、藤ふじ紫むらさきは歩きだしたが、数歩でうしろにあわただしい足音がしたので、ふりかえって見ると、屋内に駆かけこんでいく二人の背が、こちらの松たい火まつの明りで見えて、すぐ消えた。足音だけがしだいに遠ざかりながらしばらく聞こえた。もらった革かわ籠ごのところへ駆かけつけるのに相違なかった。いまさらのようにおしくなったが、どうしようもない。急いで歩き去った。
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　一時間ほどの後、鈴すず木き国くに重しげは二十数すう騎きの家か臣しんらと雑ぞう兵ひよう五十人ほどを連れて、この寺に来た。

　「なんじゃとオ？　おらぬ？　そんなはずがあろうか！」

　鈴木は腹を立ててどなりたてたが、寺じ僧そうはおろおろしながら、いきさつを話した。

　「ご家来のお侍さむらいが一人もどって見えるとすぐでござりました。お城からのおおせでほかへ移るのじゃとお言いなされてござります」

　鈴木は藤ふじ紫むらさきが自分から逃にげたことをさとった。信じたくなかったので、なお問いただしているうちに、まえから裏の片かた貝かい川の淵ふちに数すう艘そうの舟を用意していたことを知った。もう信じたくなくても信じないわけにはいかない。

　「売ばい女ため！」

　うなって、くるりと身をかえし、馬に飛びのった。これも急がなければならない。できるだけ早く北山へ行って身をひそめなければならない。

　「急げ！」

　と、どなって、めったやたらに馬を飛ばして駆かけ去った。従じゆう騎きらは馬だからよいが、雑ぞう兵ひようらは呼い吸きせき切って、具ぐ足そくをがちゃがちゃ鳴らして追いかける。とんだところにとんだとばっちりであった。

　このころ、藤ふじ紫むらさきの乗った舟は片かた貝かい川を川口に近いところまで下っていた。

　やがて海に出る。

　富と山やま城の落ちたのは三月三十日であった。月はない。海の上はまっくらであった。風はなかったが、富と山やま湾わんは外洋といってよいほど広く口のひらいた湾わんだ。うねりが大きく、底のひらたい川舟ではあぶなくてならない。みな恐きよう怖ふした。

　家来らは、一度陸おかに上がって舟をかえようと言ったが、藤ふじ紫むらさきにはそれが恐ろしかった。こうして夜の海に出てみると、春日かすが山やまを脱出して危険な雪の海をやっと魚うお津づ港まで漕こぎつけてきたかと思うと、浜べで鈴木の番ばん士しらに捕とらえられた記き憶おくが、いっそういきいきとよみがえってきて、恐ろしくてならない。どこの浜べに寄せても、そこにおそろしい番ばん士しらが目をすがめ、呼い吸きをひそめて、この舟どもの近づくのを待ちぶせしているような気がした。

　「夜の間はあぶないから、夜が明けてちゃんと見通しがきくようになってからにしましょう。それまでは、たがいに舟がはなれないようにして行くことにします。陸からあまり遠くないところを、陸にそって行ってたもれ。この海はずっと浜べで、岩の多い磯いそはないはずどすから、あぶなくはないはずどす」

　と、命令した。

　三さん隻せきの舟は、ひらたい底を波のうねりごとに木の葉のようにかるがるともちあげられながらも、海岸線にそってのろのろと進んだ。

　夜の明けるころ、魚うお津づの沖おきにかかったが、ここにはとうてい寄せられない。横に見て通りすぎた。

　ひるごろ、常じよう願がん寺じ川の河か口こうの沖おきにさしかかった。この時まで、一同、飲まず食わずであった。準じゆん備びに手落ちはないつもりであったが、もっとも肝かん心じんな食しよく糧りようのことについては、ぜんぜん考えもしなかったのであった。こんなにも長い時間海にただよっていなければならないとは予想外のことであった。波を切ることのできない川舟の構造を計算に入れなかったのだ。帆ほを上げれば、夜の明けるころまでには富と山やま湾わんを横ぎって放ほう生じよう津づの港につくことができるから、食べものを買うこともできるし、新たに船を雇やといかえて能の登とに行き、その先は陸路を加か賀がに出てもよければ、便びん船せんをもとめて半島を迂う回かいして越えち前ぜん敦つる賀がか若わか狭さの小お浜ばままで行ってもよいと思ったのだが、底のひらたい川舟は海上では帆ほを上げれば、波なみ頭がしらに乗って転てん覆ぷくするおそれがあるので、よっちよっちと漕こぐよりほかはないのであった。

　空くう腹ふくはがまんするとしても、うららかな春の日に半日を照らされて、北海をわたってきてそよぎかける潮しお風かぜに半日を吹きさらされると、のどがかわいてならなくなった。みな、日にほしあげられた青あお菜なのようになった。

　とうとうたまりきれなくなって、水をくみ、できたら食べものもすこし都つ合ごうをつけてくれるように言いつけて、家来の乗った舟を一いつ隻せきだけ浜にむけた。のこりの舟は、浜から一町ちようほどの沖おきに、いかりをおろして待った。この湾わんは打ち出す河か川せんが多く、それが多量の土ど砂しやを運びだしてくるので遠とお浅あさで岸を一町ちようぐらいはなれたところでは、十分に錨いかりがとどくのである。

　水くみ舟はよたよたと岸に遠ざかっていき、浜につき家来どもは松林の陰かげの村落に入っていった。屋根に石をならべて風おさえにしたみすぼらしい家が十五、六軒けん、おしつぶされたようなかたちでかたまっている漁ぎよ村そんであった。こんな村では水はあるであろうが、とうていろくな食べものはないにちがいなかった。しかし、みな、

　「いわしの干ひ物ものでもよい。アジなら上じよう等とうだ。スルメなら無む類るいとびきりだ」

　と思った。みながそう思っただけでなく、藤ふじ紫むらさきまでそう考えていた。しかし、そう思っても、かわききった口にはつばき一いつ滴てき出なかった。

　日のよくあたっているその村落に一同熱心に視線を集めていると、とつぜん、そこから、いま入った家来どもがはじけだしたように飛びだし、乗りすてた舟にむかって走りだした。

　「あッ！」

　とこちらではいっせいに声を上げた。

　すると、村から胴どう具ぐ足そくだけつけて、素す足あしで、冑かぶともかぶらない雑ぞう兵ひようが十人ばかり追ってでて、家来どもを追いかけた。手に手になぎなたや、刀をふりかざしている。ただ一人ついていた侍さむらいは、とうていにげられないと思ったのだろう、踏ふみとどまり、くるりとむきなおって刀をぬいたが、なぎなたをもった兵にひと薙なぎに薙なぎふせられてしまった。

　小こ者ものらはやっと舟にとりついたが、とりついたところで、斬きりたおされた。






かがり火
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　恐きよう怖ふが人々を引っつかんだ。

　「にげてェ！　にげてェ！」

　と、藤ふじ紫むらさきはさけんだ。

　その以前に、人々は錨いかりを上げにかかっていた。錨いかり綱づなはほんとうはそう長くない。せいぜい一丈じようそこそこのものだが、それをたぐりあげるのがおそろしく手て間まどるような気がした。男らは総立ちになってさわいだ。吃きつ水すいのない川舟はたらいのように揺ゆれて、いまにもくつがえりそうで、それもおそろしかった。藤ふじ紫むらさきは手で左右の舟ふなべりをつかんでふるえていた。

　陸おかでは、こちらの侍さむらいや小こ者ものどもを斬きりつくした兵士らが、舟に積んである革かわ籠ごのひもを切りほどいてふたをあけ、てんでになかみをつかみだしていた。蟻ありが獲え物ものにむらがっているようであった。一枚の着物を二、三人で争っているのもあった。はなやかな色どりのそれが日にかがやいて引っぱりあわれるところも、数すう匹ひきの蟻ありが蝶ちようの羽を争っているに似ていた。

　獲え物ものにありつけなかった蟻ありどもは、浜べに引きずりあげてある漁りよう師しの舟を海におしだそうとしていた。この舟を目がけていることは明らかであった。

　（やはり同じことになった）

　と、暗い絶ぜつ望ぼう感かんが藤ふじ紫むらさきの胸をしめつけたが、それをはねかえすように、かんだかくさけびつづけた。

　「早く！　早く！　早く！……」

　にげのびなければならない、どうしてもにげのびなければならないと、思った。

　やっと錨いかりが上がった。漕こぎだした。人々の顔はまっさおであった。だれもかれもまっさおだ。藤ふじ紫むらさきの乗っている舟だけではない。すぐあとにつづいている舟の者どももまっさおだ。それに気づいた時、藤紫はいっそう強い恐きよう怖ふを感じた。

　（ついににげのびることはできないかもしれない）

　と思った。

　やがて、陸の舟は水におしだされた。兵士らは腰までつかった水からひとはねはねて飛びのって漕こぎだした。櫓ろが底につかえるらしく、ほんのしばらくは手て間まどっていたが、みるみる速度をましてきた。それにくらべて、こちらの舟はおそろしくのろい。はっているようだ。漕こぎ手も、そうでない者も、しきりに追っ手をふりかえる。恐きよう怖ふにたえない様子だ。ふりかえってみたところで、どうなろう。距離はぐんぐんちぢんでくる。

藤ふじ紫むらさきは腹が立った。

　「荷物をすててーッ！　荷物をすててーッ！」

　とさけんだ。

　この場になっても、藤ふじ 紫むらさき の 知ち恵えはするどくはたらいた。これで舟ふな脚あしを軽くすることができるうえに、追っ手らがそれに心をひかれてひろいあげうばいあいしている間ににげのびることができるかもしれない、あるいはもっとも都つ合ごうよくいけば、そのまま追つい跡せきを断だん念ねんするかもしれないと思ったのであった。

　革かわ籠ごはのこらず投げすてられた。なめし革がわを張った上に丹たん念ねんに渋しぶをぬってある革かわ籠ごだ。舟の行くあとにぷかぷかと浮いていた。藤ふじ紫むらさきのこの計略はみごとにあたった。追っ手は革かわ籠ごの浮いているところにかかると、進行をとめてひろいあげにかかったばかりか、ふたをあけてなかみを点検し、奪うばいあいまではじめた。

　こちらはその間にかなりにげのびた。長い年月かかってたしなみととのえた衣服や諸しよ道どう具ぐを兵士らが分けどりしたり、うばいあったりしているのを見て、身を切られるようにおしかった。しかし、金銀だけは、肌はだ身みに巻きつけている。持ちおもりするくらいもある。

　（これがある。これだけあれば、京で一生こまらずに暮らせる）

　と思った。嵯さ峨が野のか、東ひがし山やまのふもとか、下しも加が茂もか、そのへんに屋敷をかまえ、田畑の十四、五町ちよう歩ぶも買い、男女の召し使いを五、六人おいて、気き楽らくな生しよう涯がいを送っている自分の姿が想像された。

　（そのうちには、妻にほしいと言ってくる人もあろう）

　とも思った。堂どう上じようはいやだった。堂どう上じようの生活力のなさと貧びん乏ぼうはふつふついやであった。武家ももう気が進まない。つまらないことに意い地じを立てて、すぐ刃にん傷じようざたや合かつ戦せんざたにおよぶ武家生活は正しよう気きのさたとは思われなかった。そのたんびにこんな目にあうのではたまらないと思った。

　（裕ゆう福ふくな町ちよう人にんがよい。このごろでは京も昔にかえって、にぎやかなところになり、下しも京ぎようあたりには大きな町人もできたという。堺さかいの大町人で京に別べつ邸ていをかまえているものもあるという。あながち望みのないことではない……）

　こんなさまざまな望みは、ひとすじにこれに連なっているのだと、腰に巻きつけている金銀包みに手を触ふれてみた。小こ袖そでの上から、それはこちんとするほどかたかった。

　追っ手の舟はもうずいぶん遠くなった。どうやら、ぶんどったものに満足して、追うのをやめて、漕こぎもどる支し度たくをしているようだ。安心した。

　が、それはまだ早かった。舟が舟だから、あまり沖へは出られないので、だいたい岸から二、三町ちようの沖おきを岸にそって西へむかって漕こぎ進んでいたのだが、行ゆくて二、三町ちようの岸から、漕こぎだしてくる舟があった。具ぐ足そくを着て、抜き身の刀や長なが巻まきをたずさえた兵どもが乗っている。この舟を目がけていることは明らかであった。

　からだじゅうがつめたくなった。こんどこそ助からないと思ったが、それでもなお、さけんだ。

　「沖おきへ出して！　沖おきへ早く！……」

　漕こぎ手も動どう顚てんして、へさきを沖おきへむけたが、いくらも進まないうちに、矢を射るような速さで漕こぎすすんできた舟はせまってきた。

　「エッシ、エッシ、エッシ」

　と、櫓ろを漕こぐかけ声がしだいに高く聞こえ、兵士らの顔もはっきりと見えてくる。ひげづらの赤黒い、あらあらしい顔をした、鬼のような男どもばかりである。こちらの漕こぎ手は櫓ろをおす気力を失った。みるみる速度が落ちた。

　追いついた舟はふなべりをすりあうほどに舟をならべ近づけた。

　「わっ！」

　とさけんで、こちらの一人がおどりあがって水に飛びこんだが、同時に追っ手の一人がこちらの舟におどりこみ、なぎなたの柄えをとりのべて、そいつの背中を刺さした。悲鳴が上がり、しぶきを飛ばしてはげしくもがきながら、その小こ者ものはぶくぶくと沈んだ。

　「にげるものはこのとおりじゃぞ！」

　なぎなたの柄えをどんと舟ふな底ぞこにつきしめ、仁に王おう立ちに立ちはだかり、その雑ぞう兵ひようはわめいた。

　のこるところ侍さむらいが一人、小こ者ものが二人、都つ合ごう三人の男が、二に隻せきの舟にはいたのだが、いずれも抵てい抗こうしなかった。ふるえながら手を合わせておがんでいすくんだ。二人の女中はいうまでもない。藤ふじ紫むらさきのそばに身をすりよせ、死人のような顔になって、ふるえているばかりであった。

　「衣類財宝はあちらですてました。あの人々がひろって帰っていきます」

　と、藤ふじ紫むらさきはさけんだ。最後のあがきであった。こう言えば、この兵どもはあの舟を追いかけ、分け前をよこせと要求し、なかまげんかをするかもしれないと計算したのであった。

　「そげいなものはほしゅうないわい。おらどもがほしいのは、おぬしら三人じゃ。ほ、きれえなつらしとるわ。白い白い。雪よりまだ白えわい！」

　と、もっとも猛もう悪あくな顔をしたのが言った。熊くまのようにこわそうな不ぶ精しようひげがぎっしりと生はえた顔に、にたにたと笑いを浮かべていた。黒いやぶのようなまゆの下に、目が糸を引いたように細くなっている。

　（ああ、まただ、まただ。おんなじことになった）

藤ふじ紫むらさきは胸の奥でそうつぶやいていた。
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　その男は、この雑ぞう兵ひようどもの中で一番のきけものであろうか。悠ゆう々ゆうと舟に乗りうつり、藤ふじ紫むらさきのそばにすわって、

　「このおなごはおらがものだど。みんなそう心こころ得えい」

　と、宣言したが、異い議ぎを申し立てる者はなかった。

　他の雑ぞう兵ひようどもは二人の女中を、自分らの舟にうつした。女中らはまるで抵てい抗こうしない。おとなしく手をひかれて立ちあがった。舟が揺ゆれるので、移りわずらっていると、一人が腕をひろげた。

　「大事ない、大事ない。おらが抱きとめてやるすけ、おらを目がけて飛びつけやい」

　と言った。

　おとなしく、言われたとおりにした。

　「ヘッ！　ほう柔やわかい、柔やわかい。このええ気持ちの重さわの。とんとええ匂においじゃわ」

　雑ぞう兵ひようは腕に抱きしめたまま、しばらくはなそうとしなかった。それでもおとなしくしていた。

　「さあ、漕こげやい！　おらどもが出てきた岸にむかってまっすぐに漕こげやい！　ちっとでもそれたら、ぶち斬きってくれるどオ！」

　と、藤ふじ紫むらさきをおれがものと宣言した兵は、こちらの櫓ろをとっている小こ者ものにどなりつけた。小こ者ものは漕こぎはじめた。その臆おく病びようげで、なんでも言うことをききそうなのが、おおいに興味をそそったらしい。

　「はようしろい！　おら様はお床とこいそぎじゃ！　あんまりひまどりくさると、ぶち斬きるどオ！」

　と、またどなった。

　いたずら小こ僧ぞうにあしをおさえられたバッタに似ていた。小こ者ものはピッチを上げて漕こぎだした。

　「もっとはよう、もっとはよう、もっとはよう。たるむとぶち斬きるどオ！」

　ひげ雑ぞう兵ひようはおもしろがって、はやしたてるようにどなりつづけたが、その間、藤ふじ紫むらさきの手をいじったり、ふところに手をつっこんでまさぐったりした。藤ふじ紫むらさきはされるままになって、身動きひとつしなかった。どうしたらここを助かることができるかと、くふうをつづけていた。

　やがて舟は浜べに近づく。浜ベには黒山のように雑ぞう兵ひようらが集まっていた。やや西にかたむいた日が具ぐ足そくに反射して、かたい殻からをかぶった昆こん虫ちゆうの集まりのように見えるその顔には、みなうらやましげな色があったが、いよいよ舟が岸の砂地に乗りあげると、わっといっせいにさけんで走りよってきた。ひしめきあって、前に出ようとした。

　「触ふれるでねえど。触ふれるでねえど。おらたちのじゃど！」

　こちらの雑ぞう兵ひようらは、水におりたち、両手に女らを抱きあげて、ざぶざぶと岸に上がってきた。

　「こらやい！　のけやい！　道をひらけい！　弁べん天てん様のお通りじゃ！　のきくされ！」

　ひげ雑ぞう兵ひようは、まっさきに立って、どなりながら歩いた。こげいな美しいおなごをとらえて自分のものにし、人々をうらやませがらしていることが得とく意いでもあったが、横どりされはしないかと不安でもあった。その両りよう様ようの心理がひげづらに浮かんでいた。

　ひげ男が歩を進めるにつれて、兵士らはひしめきながらあとしざりして道をひらいたが、とつぜん、その中からさけびたてるものがあった。

　「伝でん六ろくやい。そのおなご、おらは見おぼえがあるぞい！　そのおなごは、ご先代千せん巌がん寺じ殿でん様のご寵ちよう愛あいじゃったおなごじゃぞやい！　そげいなおなごを、汝われどげいにしようちゅうのじゃ！　おとがめがあるぞい！」

　「なんじゃとォ？」

　ひげ男はびっくりして、抱いている藤ふじ紫むらさきの顔をしげしげと凝ぎよう視しした。

　すると、またさけぶ声がほうぼうからおこった。

　「ほんにそうじゃ！藤ふじ 紫むらさき ご前ぜん じゃ！」

　「藤ふじ 紫むらさき ご前ぜん にちがえねえだど！」

　「京おなごの、悪あく党とうおなごにまちげえねえど！」

　「おうら、伝でんよォッ！　汝われとんでもねえことをしてしもうたで！　そげいなおなごに手をつけて！」

　「ハリツケだどォッ！」

　自分を抱きあげている男の手がふるえはじめたのを、藤ふじ紫むらさきは感じた。自分をのぞきこんで凝ぎよう視ししている目に恐きよう怖ふの色があらわれたのを見た。あとはどうなるかわからないが、この際はこれに乗じようずべきであると思った。彼女も景かげ虎とらと晴はる景かげの間が、最後には内ない実じつはどうあれ、表面はおだやかに家か督とくの譲ゆずり渡しがおこなわれたことも、あの以後晴はる景かげが五年も隠いん居きよの生活を送ってから死んだことも、まぢかい隣りん国ごくのことだ、うわさに聞いて知っている。あんがい、春日かすが山やまでは先せん君くんのご寵ちよう愛あいとして、自分にそれほどの憎ぞう悪おをもっていないのかもしれないとも思った。

　抱かれたまま、藤ふじ紫むらさきはごくしずかに、十分な威い厳げんをもって言った。

　「この手をはなすがよい。身がだれであるか、そなたはわかったはずじゃの」

　みるみるひげづらが土色になった。こわれやすいものでもおくようにおろしたかと思うと、火のかたまりから飛びさがるようであった、ぱっと飛びのいた。両手をつき、ひたいを砂におしあててうずくまった。

　「ヘッ！」

　なんともかなしい、かぼそい声であった。鼠ねずみのなき声に似ていた。

　女中らを抱いてつづいていた雑ぞう兵ひようらも同じであった。それぞれの場所におろして、飛びすざり、ひれふした。

　この者どものこんなにおそれいった様子が、他の兵どもにも恐れを抱かせたのであろうか、しんとおししずまって視線を集めているだけだ。それをつとめてきびしくつめたい目つきをこしらえて見わたしながら、藤ふじ紫むらさきは、

　（さて、これでこの場はのがれたが、これからどうしたらよいか）

　と、考えていた。
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　その夜おそくまで、景かげ虎とらは富と山やま城内の本丸のあとに張った幕ばく舎しやの中で、新たに自分の分ぶん国こくとなった越えつ中ちゆう東部の要よう地ちへの諸将の配置をしていた。

　幕ばく舎しやの外にはさかんなかがり火が焚たかれ、内にはあかあかと蠟ろう燭そくが立てつらねられ、使い番の者が入口から外まであふれてひかえていた。

　景かげ虎とらはごく大ざっぱにかいた越えつ中ちゆうの略図を前にひろげ、ときどきのぞきこんでは、すらすらと数行の文もん句くを紙に書きつけては、使い番をふりかえる。ふりかえられた使い番はすぐ出ていってかしこまった。

　「これを何々へ」

　景かげ虎とらは言って、書き付けをわたす。

　「はっ、何々殿へとどけます」

　使い番は復ふく誦しようしてさがり、そのまま幕ばく舎しやの外へ出、新しい松たい火まつをぬきとってかがり火から点火し、パチパチと小さい音を立てながら火花をこぼすそれを打ちふりながら、すこしはなれたところにつないである馬どもの中から自分の馬をえらびだしてとびのり、どこへか駆かけ去るのだ。

　景かげ虎とらは明日早朝にここを出発、春日かすが山やまへ帰る予定でいる。どうしても今夜じゅうに配置をおわる必要があった。

　夜よ半なかをすこし過ぎるころ、ほぼ全部の任命ができた。

　（やれやれ）

　大きくのびをし、ひさごの酒を数すう杯はいかたむけた後、そのひさごを片手にもったまま、幕ばく舎しやの外に出た。

　かがり火のあるあたりは明るいが、月のない暗い夜だ。景かげ虎とらはその暗さを慕したうかのように、本ほん丸まるのはずれに行き、土ど居いをのぼって、腰をおろした。

　ここまで来ると、空の星があざやかだ。その星をあおぎ、遠とお田だの蛙かえるの声を聞きながら、しきりにひさごを傾かたむけた。

　ほろほろと酔いがほおにのぼってくるころ、幕ばく舎しやの方から松たい火まつをかざしながら、番ばん士しの一人が近づいてきた。

　そばまで来ると、片ひざついて言う。

　「申し上げます」

　「うむ」

　「日ひ方かた江えの浜をかためています山やま吉よし殿から、ただいま注ちゆう進しんがございました。千せん巌がん寺じ殿でん様のご寵ちよう愛あいであった藤ふじ 紫むらさき ご 前ぜんと名のる婦人がいますが、いかがはからいましょうかとの口こう上じようでございます」
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　「ほう……？」

　景かげ虎とらは盃さかずきをひかえて、番ばん士しを見た。

　「使いの者を連れてまいりましょうか」

　「うむ。そうせい」

　番ばん士しは火の子の散る松たい火まつをかかげながら急ぎ足に引きかえしていったが、すぐ連れてきた。雑ぞう兵ひようではない。士さむらい分ぶんの者だ。そのひざまずくのを待って、景かげ虎とらは問いかけた。

　「どこにどうしていたのだ。あれは先せん年ねん春日かすが山やまを落らつ去きよした後、魚うお津づあたりにいるということはいつやら小こ耳みみにはさんだことがあるが」

　「そのことについては、いちおう問いただしましたが、ご当人はお答えございません。おつきしていた女じよ 中ちゆう 衆しゆう や 侍さむらい・小こ者ものどもをきびしく尋じん問もんいたしまして、やっとわかりました」

　「ふむ」

　「魚うお津づ城の鈴すず木き大和やまとが寵おもい者ものとなっておられた由よしであります」

　「ふむ」

　「このたび、鈴木が神じん保ぼに一いち味みしてお屋や形かた様に敵てき対たいの色を立てたについて、危険をさけて城を出て、片かた田舎いなかにかくれていたところ、神じん保ぼが落らつ去きよに心おじけた鈴木が城を落らつ去きよしましたので、寄るべを失い、京へ帰ろうとて海に浮かんで越えち前ぜんを志こころざす途中、水をくみに日ひ方かた江えに上がったところを、われらが手の者どもがとりおさえたというしだいでございます」

　「ふむ」

　魚うお津づを通過して富と山やまへむかう途中、藤ふじ紫むらさきについて想像したことがあまりにみごとに的てき中ちゆうしたので、急にはさしずのことばが出なかった。やはり、あれは悪いおなごなのじゃと思った。

　「よし、連れてこい。供ともの者どももいっしょにじゃぞ」

　「かしこまりました」

　幕ばく舎しやにかえった。

　明日が早い。

　「山やま吉よしのところから、とりこの者が数人来るはずになっている。どこぞそこらへ幕まくでも張って入れておくように。おれは寝る。戦いくさ以外のことにはおこすなよ」

　と言って、さらに酒をのみ、寝てしまった。

　夢ひとつ見ない深い熟じゆく睡すいであったが、夜明け前には目をさました。口すすぎをし、顔を洗ったところで、近きん習じゆうの者が、昨夜おやすみになってまもなく、日ひ方かた江えの山やま吉よし殿の陣から、捕ほ虜りよを送りとどけてきたので、おおせつけのように幕ばく舎しやをしつらえて入れてあると、報告した。それにはうなずいただけで、格かく別べつな指示はせず、

　「今日帰き陣じんすることは昨夜のうちに触ふれだしておいた。貝を吹いて、城外に陣ぞろいさせよ」

　と、言った。

　まもなく、暁ぎよう闇あんの空をどよもして、貝の音が鳴り響くと、それぞれの陣じん所しよをひきはらって大おお手ての門前に軍勢どもが集まるのであろう、しずかであった空気がにわかにざわめきたってきた。

　それを聞きながら、景かげ虎とらは食事をとったが、食事しながら、藤ふじ紫むらさきの処置について思案していた。

　いちばんめんどうがないのは斬きってすてることだ。現に最初に上じよう洛らくしての帰き途と、随ずい従じゆうしていた鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろう・戸と倉くら与よ八はち郎ろう・秋あき山やま源げん蔵ぞうの三人が魚うお津づ城下で散歩に出て、路上で藤ふじ紫むらさきを見たと言って帰ってきての顔色がふつうでなかった。それを見てとったので、こちらは、

　「おなごにすたりものはないと聞いたが、ほんとじゃの」

　と笑って相手にならず、そのままにすませたのだが、もしあの時三人に思うままのことを言わせたら、

　「斬きってすててくれましょう。あのおなごは極ごく悪あく非ひ道どうの魔ま女じよでござる。千せん巌がん寺じ殿でん様が民たみ百ひやく姓しようをしいたげ、お家に忠心を存そんするよいさむらいどもをしりぞけ、ご政せい道どうが乱れに乱れ、ついにはご兄弟が戦われねばならぬ仕し儀ぎに立ちいたりましたは、みなあのおなごが蕩たらかし申したからでござる。首をぶち切って越えち後ごにもち帰り、大きな建たて札ふだ立てて辻つじにさらしてくれましょう」

　と、言ったであろう。

　三人の心は全越えち後ごの人の心だ。さむらいといわず、百ひやく姓しようといわず、藤ふじ 紫むらさき を 憎にくまない者はあるまい。とりわけ、晴はる景かげを危き難なんの中に見すててひとりの安全をもとめてにげさったことにたいして、いっそうの憎ぞう悪おとなっているはずである。晴はる景かげがよい領りよう主しゆでなく、領りよう民みんから慕したわれていなかったことは事実だが、それとこれとは別だ、藤ふじ紫むらさきは晴はる景かげに殉じゆんじて、晴はる景かげと運命をともにしなければならなかったのである、それが道である、と、みな思っているはずだ。

　だから、ここで首を斬きってもって帰ってさらしものにすれば、みなはよろこぶにちがいない。生きながら連れて帰り、諸しよ人じんの見る前で斬きって梟さらし首くびすればいっそう満足するであろう。

　いったんはそうしようかと考えた。

　「人々をよろこばせるだけでなく、政せい道どうの見せしめにもなる……」

　と、思った。

　けれども、また思いかえした。

　（もうはるかな昔にすんだことだ。いまさら人々を怨えん悪お地じ獄ごくにおとすこともあるまい。兄あに君ぎみはあれをいまわのきわまで慕しとうておられた。斬きってさらしものなどにして恥はじを見せることをお喜びになろうとは思われない。考えてみれば、あれもあわれな不運なおなごだ。世が世なら、堂どう上じよう家けの貞てい淑しゆくな北きたの方かたとなって平安な世を送れたであろうものを、乱らん世せいに生まれ合わしたため、遠い北のこの国に来て妾めかけ奉ぼう公こうなどせねばならなんだことから、道を踏ふみちがえてしまったのであろう。さいわい京生まれの随ずい従じゆうの者もあるという。助じよ命めいして帰してやろう）

　助じよ命めいすると心をきめると、おおいに気が楽になった。

　（怨うらみに報むくゆるに徳とくをもってせよとは、古人の教えだが、これは人間の本ほん性しようなのであろうな。はればれと、いい気持ちだ）

　と、思いながら、食事をおえた。
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　具ぐ足そくを着ているところに、馬うま廻まわりの豪ごう傑けつ連れんがうちそろって来た。ぐゎさぐゎさと具ぐ足そくを鳴らしながらはいってきて、ならんですわった。

　なぜこの連れん中ちゆうが来たか、景かげ虎とらにはわかっていたが、そしらぬふりで具ぐ足そくを着つづけ、着てしまうと、笑いながら言った。

　「出発まぢかだぞ。えらいおちついているの」

　「ちっとばかりおうかがいしてえことがあって、まかりいでしましただが」

　と、弥や太た郎ろうがいざりでて言った。

　「ああ、わかっている。藤ふじ紫むらさきのことじゃろう」

　「へい。お屋や形かた様はあれをどげいにしょうずと思っていなさるのでござりまするか。越えち後ご一いつ国こくは、士さむらい も 百ひやく姓しようも、引き裂さいてむしゃむしゃ食うてしまいたいほどに、あのおなごをにくんでいるのでござりまするぞ。そればかりではござらねえ、さきほど兵どもの申すを聞きますれば、魚うお津づの鈴すず木きがてかけになっている間も、さまざまと悪いことばかりたくらんで、士・百姓を苦しめたということでござるだ。ひっきょう、あのおなごは蝮まむしの化け身しんでござるべし。生きているかぎりは、世のわざわいをなすにきまっているやつでござるべし……」

　滔とう々とうと論じたてる弥や太た郎ろうの一語一語に、他の豪ごう傑けつ連れんがうなずく。

　弥や太た郎ろうは声を張って、

　「それじゃすけ」

　と、言った。結論をのべようというけはいだ。

　景かげ虎とらは手をふった。

　「わかっている、わかっている。そのさきは申すな。おれが考えぬとでも思っているのか」

　「お考えなされているなら、申すことはござりませぬ。さりながら……」

　「くどいぞ。――はや出しゆつ立たつだぞ。行けい。おくれたらば、軍ぐん令れいに照らして、きっと処分いたすぞ」

　「それではまかりさがり申す。お考え申されているとよ……」

　と言いながら一礼して立ちあがると、みなもいっしょに立って、ぞろぞろと出ていった。

　景かげ虎とらも幕ばく舎しやを出た。侍じ臣しんが冑かぶとをもってあとにつづいた。景かげ虎とらの幕ばく舎しやを張った位置は一昨日まで城主神じん保ぼの居い間まのあった場所である。したがって出たところは、庭になっている。一昨日の火事のためにだいぶん傷いたんで、植木など全焼したり半焼したりしたものもあるが、すこしむこうの小こ竹たけ叢むらはなんの損傷も受けず、ようやくさしそめた暁あかつきの明るさの中に、露つゆを帯おびて、目のさめるようなあざやかな色をしていた。景かげ虎とらはそこに歩き寄り、脇わき差ざしをぬいて、手ごろな太ふとさの竹を伐きり、笹ささをはらって杖つえの長さにおしきり、刀をよくふいて鞘さやにおさめた。こしらえた杖つえを数回音を立ててうちふった。この青竹の杖つえはこんどの出陣の途と次じから采さい配はいのかわりに使いはじめたのだが、たいへんぐあいがよい。馬を走らせる時にはむちに使えるし、歩行かちの際には杖つえになる。なによりもいさぎよくさわやかな感じが気に入った。当分飽あきるまで、そのつどこしらえて使うことにしようと思ったのであったが、これ以後彼はずっとこの習慣をかえず、当時有名な話になった。彼のこの習慣は彼のあとに立って家をついだ景かげ勝かつに伝でん承しようされ、大阪冬の陣・鴫しぎ野の口ぐちの戦いに青竹の杖つえを陣中について戦せん 況きよう を 凝ぎよう視ししている景かげ勝かつの颯さつ爽そうたる風ふう姿しが、常じよう山ざん紀き談だんに記述してある。

　景かげ虎とらは庭の中ほどにある庭石に、腰をおろした。侍じ臣しんらは冑かぶとをささげた男を中心にして、すこしさがって左右に居ながれた。それをふりかえって言った。

　「夜や前ぜん、山やま吉よしが手から送りとどけてまいった者どもをこれへ引きだせい」

　「はっ」

　と答えて、二人走りだした。

　「ちょっと待て」

　二人はこちらをむいてひざまずいた。

　「手て荒あらなことをするなよ。故こ千せん巌がん寺じ殿でんのご寵ちよう愛あいのおなごだ。鄭てい重ちようにあつかって連れてくるのだぞ」

　「かしこまりました」

　二人は駆かけ去った。
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　藤ふじ紫むらさきがここへ連れてこられたのは、もう夜なかであった。日ひ方かた江えの陣じん所しよでは相当鄭てい重ちようにあつかわれた。景かげ虎とらの気持ちがわからないので、ともかくも大事にあつかった方がまちがいがないと思ってのことであったが、藤ふじ紫むらさきはそうはとらなかった。

　（越えち後ご領りよう内ないでは自分に悪意をもっているわけではないような）

　と考えた。だから、藤ふじ紫むらさきはできるだけ威い厳げんを保つようにつとめた。こんな時自信のない様子を見せると、結果がよくないことを知っていたのである。ほとんど傲ごう慢まんなくらい権けん高だかにふるまった。

　しかし、ここに連れてこられると、あしらいはがらりとかわった。荒むしろをしいただけの幕ばく舎しやに、従じゆう者しやらとこみにしてほうりこんだまま、白さ湯ゆひとつくれないのだ。そのうえ、警けい戒かいは厳重をきわめている。幕ばく舎しやの近くに番ばん所しよがあり、番の者がひっきりなしに幕ばく舎しやのまわりを巡じゆん回かいしている。そのひっさげている槍やりの穂ほ先さきがかがり火の光を照りかえしてぎらりと光るのが、ぞっとするほどおそろしかった。

　それでも、藤ふじ 紫むらさき は 威いをつくって、

　「喜き平へい二じ殿に会いたい。とりついでくりゃれ」

　と、番の者に要求した。

　「喜き平へい二じ殿とはだれがことじゃ。うぬはなにものであれば、そんげな無な礼めげな口のききようをするのじゃ。お屋や形かた様と言えい。しかも、関かん東とう管かん領れいとならせらるるに定さだまりたもうたと知らぬか」

　と、相手はきめつけた。

　希望的な甘あまい予測は、もうすてなければならなかった。心の底にずっとあった恐きよう怖ふが一時にからだじゅうにひろがった。

　「それでは、お屋や形かた様にそう申してたもれ。藤ふじ紫むらさきでござりますと……」

　声がふるえるのが、いっそうの恐ろしさをあおった。

　「ならん！　お屋や形かた様は、いまおやすみちゅうじゃ！」

　と、相手はどなりつけた。

　もうなにも言えなかった。ふるえながら、荒むしろの上にすわった。幕ばく舎しやの一方のすみに女中二人が肩をよせあってすくんでおり、反対のすみに侍さむらいと小こ者ものができるだけ小さくなろうとするかのようにうずくまっているのが、幕まくをすかしておぼろにひろがっているかがり火のうす明るさの中に見える。こちらの恐きよう怖ふをまざまざと見せられる気持ちであった。藤ふじ紫むらさきは自分のいまの境きよう遇ぐうはこの者どものためのような気がして、憎ぞう悪おをこめてにらんでいた。

　藤ふじ紫むらさきはまんじりともすることができなかったが、供ともの者らはしばらくたつとふらりふらりと居眠りをはじめ、やがて横になり、海え老びのように背中をまるくして眠ってしまい、小こ者ものなどいびきすらかきはじめた。

　（あたしは殺されても、この者どもは助かるかもしれへんのや。そやから、眠れるのや）

　と思った。いっそう憎にくくなり、さけびだしたかった。それをおさえて、必死の思いで考えた。

　（どうしたら助かるやろ。どうしたら助かるやろ……）

　なんのくふうもつかないうちに、夜が白しらんできたかと思うと、番の者とちがった足音が幕まくの外に近づいてきて、いきなり入口の幕まくがひきあけられた。

　よく眠っていると思われた供ともの者どもが、むくむくと起きあがった。藤ふじ紫むらさきはまた腹が立った。

　幕ばく舎しやの入口では、じっとこちらをすかし見ながら言った。

　「お屋や形かた様がお目め見み得えたまわります、主しゆうの人、出なされ」

　意外にやさしい声であった。

　藤ふじ紫むらさきの胸にはまた希望が生じた。

　「しばらくお待ちください。支し度たくします」

　ここはどうしても景かげ虎とらに好こう意いをもたれなければならないと思った。そうなると、どんなに賢かしこくても、こんな世をわたってきた女の知ち恵えはひとすじにしかはたらかない。歩きなれた道を行くことだ。できるだけ美しく見られることによって、相手の心に愛あい欲よく、あるいはそれに似たものをおこさせることしか考えることはできない。

　藤ふじ紫むらさきはまだおぼろな明るさのなかで、ふところ鏡にうつして、顔に浮いた脂あぶらを紙で丹たん念ねんにふきとり、どんなかすかなよごれも見落とさなかった。おしろいをとく水がないのが残念であったが、これはあきらめた。顔色が青ざめていたので、紅べにをつばきでといてうすくはき、唇くちびるにもさした。だいたい満足できる美しさになった。

　入口に立って待っている武士らはまだ若かった。悠ゆう々ゆうとしていそぐ色のない藤ふじ紫むらさきの様子に、いらだちながらも、あきれていた。しだいに明るさをましてくるなかで、口をぽかんとあき、目をまるくしているおどろきの表情がよくわかった。

　「おまちどおでしょうが、もうすこし待ってね。女は支し度たくに手て間まどるものどすのよ」

　と、微び笑しようして言った。化け粧しようがうまくいったので、すこしうきうきした気持ちになっていた。

　それからまた、長い時間をかけて、着物を着なおした。着がえがないのが残念であったが、しかたはなかった。

　「さあ、おまちどおさま」

　と言いながら入口に近づいていくと、武士らがおもおもしいといきをつくのが聞こえた。こちらは満足であった。きっとうまくいくにちがいないと思った。

　景かげ虎とらはじりじりしながら待っていた。いくども空をあおいで時刻を見た。ひざの上に横にとった青竹の杖つえで、あいている左のてのひらを軽くたたいているのが、そのいらだちを見せていた。

　藤ふじ紫むらさきがつれられてくるのが見えた。

　景かげ虎とらは杖つえを右手にとって突きしめ、そちらを見た。美しかった。すっかり明けはなれた暁あかつきの明るさのなかに、それは牡ぼ丹たん花かのような妖よう艶えんな美しさをもっていた。しかも、近づくにつれて美しさがましてくる。

　景かげ虎とらはぼんのくぼのあたりに、なにかじりじりともみこまれるように感じた。

　一間けんほどの距離まで近づいてすわった。微び笑しようして見上げた。

　「お屋や形かた様には、かけちがって、一度もお目にかかりませんでしたねえ。藤ふじ紫むらさきでございます。ご出しゆつ世せをかげながらおよろこび申し上げていたのどすえ。なんとまあ、おみごとなご成人ぶり……」

　しなしなとまといついてくるような目であり、声こわ音ねである。

　景かげ虎とらのぼんのくぼのじりじりはいっそうひどくなった。ぎりっと杖つえを大地におしこむと、立ちあがった。おそろしい声でどなった。

　「そなたは死なねばならぬ！　おぼえは胸にあるはずだ！」

　微び笑しようがのこったまま、藤ふじ紫むらさきの顔はさっと青ざめた。にげようとするかのように、身を引いた。景かげ虎とらは刀をぬいて、横にはらった。

　悲鳴もあげえない。ばさっとぬれ手ぬぐいをはたくような音とともに、藤ふじ紫むらさきの首はとんで、ころころと地べたをころがり、半焼けの赤松の根元でとまった。長い黒髪が尾のように引いていた。

　景かげ虎とらのこの処置は近きん習じゆうの者らにとっても意外であったらしい。しんとおししずまっていた。

　景かげ虎とらは番ばん所しよの者を召して、

　「この死し骸がいをとりかたづけるよう。この近くの僧を請しようじて鄭てい重ちように葬ほうむってとらせい。なお、供ともの者は追いはなせ」

　とさしずして、冑かぶとをかぶり、馬を引いてこさせて、乗った。

　「帰き陣じんじゃ。鬨ときを上げよ」

　と、近きん習じゆうらに鬨ときを三度上げさせた後、馬をおどらせて城門の方にむかった。






三み国くに峠とうげ




　　　　一




　三年前から、上うえ杉すぎ憲のり政まさは春日かすが山やま城の二の丸にはいない。元来が享きよう楽らく的てきな性質の憲のり政まさには、他人の城内、とりわけ、清せい潔けつで厳げん粛しゆくで、律りつ僧そうじみた生活をしている景かげ虎とらのような者の城内では、窮きゆう屈くつでならなかったらしい。府ふ内ないあたりに住みたいと言いだしたので、景かげ虎とらは府ふ内ない館やかたの近くに館やかたを造営して、ここに移した。

　景かげ虎とらには、憲のり政まさのような人はよくわからない。累るい代だいつづいた名家をつぶしてこの国に落ちてきて、頭の先から足の爪つま先さきまで旧きゆう家け来らい筋すじの世せ話わになって生をつないでいながら、まことにのんきだ。毎日のしごとは女ぐるいと若わか衆しゆぐるいと、酒しゆ宴えんと、歌か舞ぶ音おん曲ぎよくだけだ。

　（あれでは家がもたなかったはず）

　と、景かげ虎とらはいまさらのように合が点てんした。

　かと思うと、なんのきっかけもなく、

　「関東をどうしてくれるのだ。はようとりかかってくれい。わしはゆうべ夜なかに目をさまして思い出し、とうとうまんじりともできず、朝になったのだ」

　と、火のつくようにせきたてるのだ。しかしまたけろりと忘れて、享きよう楽らく的てきな日常にかえっていく。

　小お田だ原わら北ほう条じよう氏にたいする怨えん恨こんはいぜんとして深いものではあるらしいが、要するに踏ふみしめたところのない、とりとめのない性質なのであった。

　越えつ中ちゆうから凱がい旋せんした翌日、その憲のり政まさが訪問してきた。

　「時の間に敵を追いおとし、越えつ 中ちゆう 一いつ 国こく を 平へい均きんしての凱がい陣じん、そなたにとってはめずらしからぬことではあるが、祝しゆう着ちやくしごくである」

　と、祝いを言った後、

　「さて、関東のことであるが、この勢いで、くりだすことにしてはくれまいか。そなたが越えつ中ちゆうを時の間に平へい均きんしたことは、もう関東にも聞こえていよう。関東の大名どもはみな舌したを巻き、身の毛をよだたせているに相違ない。ひとたびそなたの旗が関東の平原の一いつ角かくにおしだされるなら、草の風になびくように帰き服ふくしよう。そうなれば、北ほう条じよういかに猛もう悪あくでも、どうすることができよう。関東はこんどの越えつ中ちゆうそのままに平へい均きんするに相違ない。ぜひとも出しゆつ馬ばしてはくれまいか」

　と、言った。

　憲のり政まさの所しよ望もうはいちおうもっともだ。たしかに憲のり政まさの言うとおり、この戦勝の余よ威いをもって関東に出しゆつ馬ばすれば、おおいに効果的であるには相違ない。しかし、武たけ田だ方への用心をおこたるわけにはいかない。せっかく手入れして味方に引きいれた越えつ中ちゆうを、裏をかかれて手もなく攻こう略りやくされた晴はる信のぶにしてみれば、周しゆう辺へんの豪ごう族ぞくらの将来の向こう背はいにも関することだ、おめおめと引っこんではおられないところだ。かならずなにかの手を打ってくるに相違ないのである。

　「おおせのおもむき、お道理しごくであります。しかしながら、しかじかのわけで、いましばらくのところ、お待ちねがいとうござる。われらけっしてそのことを遺い忘ぼうはいたしませぬ。かならず、近きん々きんのうちには関東にうって出、北ほう条じようを追いちらし、君きみに上じよう 州しゆう 一いつ 国 こく を進しん 上じよう 申し上げるでありましょう。おあせりになるお気持ち重じゆう々じゆうわかりますが、お心を安んじてお待ちねがわしゅうござる」

　と、答えた。

　「さようか。それもそうじゃな。よろしゅうたのむ。それでは、わしは帰る」

　けろりとして、帰っていった。

　景かげ虎とらは信しん州しゆう方面を守備している諸将を督とく励れいし、また直ちよく属ぞくの諜ちよう者じやをはなって、武田方の動きをさぐった。景かげ虎とらの越えつ中ちゆう攻こう略りやくの迅じん速そくさは、ずいぶんに武田の家か中ちゆうをおどろかしたようであるが、晴はる信のぶ自身はさわぐ色もなくおちつきはらっているという。越えち後ご勢力の分野との境さかい目めの守備はきびしくしたが、そのほかには越えち後ごにせりかけようとする様子もないという。

　「腹黒いこと底知れぬ男だ。油ゆ断だんはならぬ」

　景かげ虎とらはいっそう用心を厳重にし、信しん州しゆうへの注意をとぎすました。

　四月の末、常陸ひたちの佐さ竹たけ義よし昭あきが使者をつかわし、関東の形勢を報告してきた。

　「いまや関東では、お屋や形かたが瞬しゆん息そくの間に神じん保ぼを追い落とし、越えつ中ちゆうを討とう平へいされたというので、武勇のご名声は雷のごとく鳴りひびき、北ほう条じよう与よ力りきの武士どもは肝きもたましいをおののかせ、義を守って旧きゆう管かん領れい家けに忠心を存している武士どもは、領えりを引いてご出しゆつ馬ばをのぞんでいること、大たい旱かんに雲うん霓げいを望むがごときものがござる。ひとたびお旗をむけられるものなら、関東は風ふう動どうし、八はつ州しゆうがご手しゆ中ちゆうに帰すべきこと、もっとも明めい瞭りようであります。一時も早くご出しゆつ馬ばあって、八はつ州しゆうを平へい均きんし、正式に関かん東とう管かん領れいにおなりあそばすよう、もっとも切せつ望ぼうします」

　というのであった。

　景かげ虎とらはこれにたいして、越えつ中ちゆう討とう伐ばつの次第をくわしく報じ、武田への用心上、しばらく動くわけにいかないが、まもなく出しゆつ馬ばするであろうと言い、末まつ尾びにこう書きそえた。

　「総そう体たい、われらは理のないえこひいきによって戦いくさはしない。だれであっても、正しい道理のあるがわに合ごう力りきすることを信条としています。（総体、景虎事、依怙　ニテ[image: ][image: ]たずさわら 弓[image: ]やニ候。只々以[image: ]テ筋目[image: ]ヲ、 何方へも致[image: ]ス合[image: ]迠　ニ候）」




　　　　二




　五月末、連日の降りみ降らずみの雨の中に、広い越えち後ご平野の早さ苗なえが日々にのびて色を濃こくしていくころ、おどろくべき報告が信しん州しゆう路じに出している諜ちよう者じやからとどいた。

　この五月十日、四万という大軍をひきいて上じよう洛らくの途とについた駿する河がの大たい守しゆ今いま川がわ義よし元もとが、十九日、尾び州しゆう桶おけ狭はざ間まで織お田だ信のぶ長ながに討ち取られたという報告だ。

　急には本当とは思われなかった。

　（こういうことは得えて針ほどのことが棒ぼうほどに伝わるものだ。今川の本営がちょいとあらされて、治じ部ぶ大た輔ゆう〈義よし元もと〉がすこしばかりにげたくらいのことではないかな）

　と、思ったのだが、つぎつぎに諸しよ方ほうから報告が集まってくると、もう疑うことはできなかった。

　今川軍は破は竹ちくの勢いで尾び州しゆうに入り、諸しよ所しよの砦とりでを攻こう略りやくし、織お田だ方は手も足も出ず、いまやその亡ぼう滅めつは火を見るようなありさまとなったところ、信のぶ長ながはわずかに二千の兵をひきいて山あいを間かん行こうし、義よし元もとが、谷間の隘あい地ちで酒しゆ宴えんをひらいているところを、風雨に乗じて奇きし襲ゆうし、義よし元もとを討ち取って首を上げた。信のぶ長なががその首を槍やりのケラ首につけさせて馬前にもたせ、清きよ洲すの居きよ城じように帰ったのは申さるの刻こく（午後四時）にはまだならなかったという。首しゆ将しようを討たれた今川勢が土ど崩ほう瓦が解かいして、国もとににげかえったことはいうまでもない。

　景かげ虎とらの目の前には、夕日のさしているなかを、路みちの両がわに垣かき根ねをつくっていならんでいる民たみ百ひやく姓しようの間を、義よし元もとの首を先頭にかかげ、悠ゆう々ゆうと馬を打たせていく信のぶ長ながという小しよう豪ごう族ぞくの姿がしばらく揺よう曳えいした。

　景かげ虎とらが信のぶ長ながの名を聞いたのは、去年の上じよう洛らくまえ、春のことであった。信のぶ長ながもまた上じよう洛らくし、将軍にお目め見み得えしたと聞いて、身分不ふ相そう応おうなことをすると、ふゆかいになったことをおぼえている。

　（しかし、ただの鼠ねずみではなかったのじゃわ）

　と、思った。

　それにしても、人の運命ほどはかられないものはない。足あし利かが将軍家のもっとも親しい一族として、もっとも高い家いえ柄がらであり、その所しよ領りようは駿すん・遠えん・参さんの、日本でもっとも豊ほう沃よくで、気候のよい、農産物も豊かであれば、海産物も豊富である土地をしめ、海かい道どう一いちの弓取りとして、富ふ強きよう天下に鳴った身が、家いえ柄がらを言えば陪ばい々ばい臣しん、身しん代だいをいえば尾お張わり半国にも足りぬ上総介かずさのすけ信のぶ長ながごときの鋒ほこ先さきにかかって果てようとは、だれが予想しよう、義よし元もとの油ゆ断だんはいうまでもないが、戦国という時代のけわしさであると、心にしみるものがあった。

　しかし、その感かん慨がいは一時のものであった。

　この事変が、どんな形勢の変化となってくるかと、思考はそこに行った。

　「晴はる信のぶめ、かならずや駿する河がにむかって爪つめをとぐな」

　と、思った。

　武たけ田だ家と今川家との関係はずいぶん深いものがある。今川義よし元もとの夫人は晴はる信のぶの姉であり、その間に生まれたのが、義よし元もとのあとをついで立つであろう氏うじ真ざねだ。この縁えんを利用して、晴はる信のぶは今川氏と謀ぼうを合わせて、父信のぶ虎とらを国から追いだしたのだ。信のぶ虎とらが甲か斐いでがんばっているかぎり、晴はる信のぶの前途はひらけようがなかったのだから、彼の今こん日にちあるのは、今川家のおかげと言ってよい。そのうえ、晴はる信のぶの長男義よし信のぶの夫人は義よし元もとの娘、氏うじ真ざねの妹だ。

　このように重じゆう 々じゆう の 姻いん戚せきの間であり、深い恩義まであるのだから、氏うじ真ざねを助けて、今川家の安あん泰たいに力をつくしてやるのが人間の道なのであるが、思うに晴はる信のぶにはそんな殊しゆ勝しような心はあるまい。

　「駿すん・遠えん・参さんの地は、日あたたかに、風やわらかく、土地豊ほう沃よく、天下の美び国こくだ。そのうえ、氏うじ真ざねという男は、大の不ふ覚かく人にんじゃという。大だい欲よく心しんの晴はる信のぶのことだ。鼠ねずみの油あぶら揚あげを前にした狐きつねのようによだれが流れてとまらんであろう。――とすれば、当分のところ、こちらにはごぶさたということになろう。なおよくたしかめねばならんが、どうやら関東出しゆつ兵ぺいをしてもよい時が来たような」

　と、判断した。




　　　　三




　甲こう州しゆう方面の様子をさぐりながらも、ぼつぼつと関東出しゆつ兵ぺいの準備をすすめていると、七月はじめ、房ぼう州しゆうの里さと見み義よし尭たかから、

　「北ほう条じよう氏が強ごう勢せいにまかせて侵しん略りやくしてきてやまない。防戦おおいにつとめてはいるが、小は大に敵しがたく、苦戦このうえもない。もし、お屋や形かたが関東にご出しゆつ馬ばあそばされるなら、その風ふう聞ぶんだけでも、北ほう条じよう氏は居すくんで侵しん略りやくをやめるであろう。ご出しゆつ馬ばのご意志があると、世のうわさではうけたまわってはいるが、真しんにご出しゆつ馬ばあるのかどうか、お漏もらしいただきたい」

　という書面をもたせて、使者をよこした。

　どうやら、武田は景かげ虎とらの予想どおり、しきりに駿する河が方面に手入れをはじめているようでもある。景かげ虎とらの決心はついた。

　「かならず来月ちゅうには出しゆつ馬ばするであろう。心を強くもって防戦あれ」

　と、答えて帰し、領内の諸将にも関東出陣のことを告げ、同時に関東の諸しよ豪ごう族ぞくにも触ふれをまわした。

　「八月下げ旬じゆん、関東に出陣すべきにつき、管かん領れい家けに忠心を存するにおいては、おのおの兵をひきいて参さん会かいすべきこと」

　というのが、その触ふれ状の文面であった。

　不在ちゅうの規則も定さだめた。




　　　　在ざい陣じん留る守す中ちゆうの掟おきて





　　一　留る守すをおおせつかった者は、つねに分ぶん限げん相そう当とうの兵を春日かすが山やま城に駐ちゆう在ざいさせること。

　　一　春日かすが山やま城の普ふ請しんを油ゆ断だんなくつとめること。

　　一　諸しよ郷ごうそれぞれ郷ごう内ないで徴ちよう発はつできる人にん足そくをよく調査しおくこと。

　　一　万一不ふ慮りよの事件がおこったら、頸くび城き郡内の一般庶しよ民みんを春日かすが山やまに召集すること。

　　一　なにごとにまれ、無む道どう狼ろう藉ぜきをはたらく輩やからは即そく座ざに処しよ罰ばつすること。もし依え怙こひいきして犯人を隠いん匿とくするにおいては、われら帰き陣じんの際、その主人に一段重き処しよ罰ばつをするであろう。

　　一　今度の留る守す衆しゆうのなかで不正を見のがした者があるのを知ったら、かくすことなくわれらが陣じん中ちゆうへ注ちゆう進しんすべきこと。

　　一　なにごとにおいても、留る守す衆しゆうみなが相談して、善をとり悪をすてるよう処置あるべし。もし依え怙この心をもって他と同意せず、わがままないたしかたをする者あらば、隠いん匿とくせず、目め付つけの者ども、その名前をわれらが陣じん中ちゆうへ注ちゆう進しんすべきこと。

　　一　信しん州しゆうについては、留る守す衆しゆう輪りん番ばんにて、物もの見みのためと称して兵を出し、高たか梨なし源げん太た政まさ頼よりに合ごう力りきすべきこと。

　　一　春日かすが山やまの竹木を伐きりとるべからず。




　　　右の条じよう々じよう厳げん守しゆすべし。　目め付つけとして萩はぎ原わら掃部助かもんのすけ・直なお江え与よ兵へ衛え（実さね綱つな）・吉よし江え織部助おりべのすけ（景かげ資すけ）をのこしておく。みなみなよく気をつけること肝かん要ようである。よってくだんのごとし。



　　　　永えい禄ろく三年八月二十五日


景かげ虎とら（花か押おう）　






　この掟おきてを出した翌日、二万の兵をひきいて春日かすが山やまを出発したが、その出発まぎわ、京の近この衛え前さき嗣つぐから便りがあった。

　「いよいよ数日のうちに京を出発、そちらにむかう。供ともには新しん三さん位み西洞院にしのとういん時とき秀ひでがついていくことになっている。よろしくたのむ」

　というのであった。

　景かげ虎とらは直なお江え実さね綱つなを召し、前さき嗣つぐの書状を見せ、

　「殿でん下かが下げ向こうあそばされたら、そうだの――府ふ内ないの至し徳とく寺じあたりをご旅館にしておもてなし申し上げるよう。よろずに疎そ略りやくのないようにいたせ。そのつもりをもって、至し徳とく寺じをよく検分し、つくろうべきところがあったり、建て増すべきであったら、急ぎそうはからうよう。やがてまた、関東からさしずしてよこすであろう」

　と、申しつけて、出発した。

　越えち後ごから関東への出口は二つしかない。三み国くに峠とうげをこえるか、その東北方の清し水みず峠とうげをこえるか、いずれかをとるよりほかはないのである。いずれも山さん峡きようの道を上じよう州しゆう沼ぬま田たに出、そこから利と根ね川ぞいに渋しぶ川かわに出、さらに厩うまや橋ばし（前橋）に出るのである。

　春日かすが山やまを出た翌々日の午後、景かげ虎とらは三み国くに峠とうげの上に立っていた。

　三み国くに峠とうげは千二百四十四メートルの海かい抜ばつをもっているが、前面に高い山々が立ちふさがっているので展望がきかない。峠とうげから左手二キロほどのぼると、三み国くに山だ。これはよほどに高い。景かげ虎とらは近きん習じゆうの者だけ従えて、三み国くに山にのぼった。最高所に立つと、高低環かん擁ようしながらしだいに低くなる山々のむこうに、うすい靄もやのような気がたなびき、その底に模も糊ことしたものがあるようだ。大気の澄すむ秋のもなかではあるが、よく見えない。それでも、景かげ虎とらは、

　（あれが関東の大平原だ）

　と、思った。

　名状しがたい感動があった。

　おれが支配に属すべき関かん八はつ州しゆう！

　その日は、三み国くに峠とうげで夜や営えいして、翌日早朝、関東に下った。

　景かげ虎とらが出発して二十数日立って、九月十九日、近この衛え前さき嗣つぐは越えち後ご府ふ内ないに到着した。

　その前日、小こ泊どまりから使者をつかわしたので、直なお江え実さね綱つなはいっさいの手くばりをするように命じておいて、夜をかけて迎えにいった。

　前さき嗣つぐと西洞院にしのとういん新しん三さん位みとの二人の供ともまわりを合しても、わずかに十人ほどの人数で、土地の代だい官かんの家に泊まっていた。

　前さき嗣つぐはいたって元気そうであった。実さね綱つなをよくおぼえていて、気さくにことばをかけた。

　「そなたのこと、よくおぼえとるわ。丈じよう夫ぶでけっこうやの。越えち後ご少しよう将しようは関東出陣やとの。いよいよさかんでめでたいわ。関東の在ざい陣じんが長びくようやったら、まろも関東へ行ってもええと思うてんのや」

　などと言った。

　翌日は、かねて用意して昨夜もたせてきた輿こしに二人をのせ、小こ具ぐ足そくをつけた兵士どもに行列をつくらせて、出発した。

　二人とも、こういうことを予期していたのであろう、新しい狩かり衣ぎぬを出して着て、輿よ上じようの人となった。そのまえに、

　「春日かすが山やま城へは、いずれおちつきたもうてから、おいでをねがうことにいたしまして、本日のところは、府ふ内ないにかねてご旅館を用意しておきましたれば、それへお入りをねがわしゅうございます」

　と言うと、

　「ああ、ええとも、ええとも。舟に乗ったら船せん頭どうまかせ、旅に出たら旅宿の亭てい主しゆまかせというさけな」

　と、前さき嗣つぐはうなずいた。

　府ふ内ないに入るまえから、沿道には関かん白ぱく様という天てん子し様に次ぐ尊とうといお人を拝おがもうと、人ひと垣がきをつくっていた。みな土ど下げ座ざしている。

　西洞院にしのとういん新しん三さん位みはおごそかな顔と姿で、前方をにらむようにかまえていたが、前さき嗣つぐはものめずらしげに、あちらを見、こちらを見、とくに若く色白な女がいると、無ぶ遠えん慮りよにすばやくそちらを見るのであった。




　　　　四




　三み国くに峠とうげを下っていけば、右手に温泉で名高い法ほう師しがある。しかし当時すでに温泉が発見されていたかどうかわからない。さらに下っていくと西川の峡きよう谷こくになり、永なが井い・吹ふく路ろ・猿さるガ京きようとなる。ここで川は西にし谷たに川となり、浅あさ地じ・布ふ施せ・新あら巻まき・押おし出だし・月つき夜よ野のとなって、利と根ね川の上流になる。けわしい道であるが、昔は関東と中なか越えち後ご・下しも越えち後ごとを通ずる唯ゆい一いつの道であるから、今こん日にちの人が考えるほどさびしいものではなかった。相当にぎわったのである。

　三み国くに峠とうげから二十五キロだ。大軍の険けん路ろにおける一日の行こう程ていとしてはやや過ぎる。月つき夜よ野のから二キロほどの押おし出だしあたりで野や陣じんしたろう。たぶんこの時であったろう、下しも野つけ唐から沢さわ山やま城（佐さ野の城・栃とち本もと城ともいう）の城主佐さ野の周防守すおうのかみ昌まさ綱つなが手て勢ぜいをひきいて帰き服ふくしてきたのは。

　昌まさ綱つなはこの時五十二。当時としては老年といってもよいのであったが、体たい軀くたくましく、心剛ごう強きようで、その勇ゆう武ぶは全関東に鳴りひびいていた。田た原わら藤とう太た秀ひで郷さと二十四世の孫という家いえ柄がらの誇ほこりによって、一いつ介かいの旅たび浪ろう人にんから成り上がった小お田だ原わら北ほう条じよう氏にひざを折るのをいさぎよしとしなかったのか、北ほう条じよう氏のやり方が気に食わなかったのか、旧きゆう管かん領れい家への節せつ義ぎを守ってのことか、北ほう条じよう氏にたいして抵てい抗こうしつづけている数少ない関東大名の一人であった。まえから、景かげ虎とらに、関東ご出しゆつ馬ばの際には、かならず第一番にはせ参じ、ご案内役をつとめるであろうと申しおくっていたのであったが、そのちかいを忘れなかったのだ。

　こういう誠実な人物は、景かげ虎とらのもっともよろこぶところだ。さっそく引いん見けんした。

　「ようこそ、ことばをたがえず来てくれたな。過か分ぶんに思うぞ」

　と、心からのことばをかけた。

　昌まさ綱つなはもっとも礼儀正しい態度ではあったが、関東経けい略りやくの方策をじゅんじゅんと説いた。傾けい聴ちようさせるに十分なものがあった。

　「生まれてはじめての土地だ。諸しよ事じ、指し南なんをたのむぞ」

　酒をあたえ、自分もこころよく飲んでいるところに、また一隊の人じん馬ばをひきいてきた者があった。

　「上じよう州しゆう箕みの輪わ城主長なが野の業なり正まさの与より力きし衆ゆう大おお胡ご武蔵守むさしのかみ秀ひで綱つな。長なが野のの命を受けて、ご案内をつとめるためにまいりました」

　と言う。

　召しいれて対面すると、まだ三十そこそこの年ごろではあるが、沈着で、老ろう成せいした人物であった。

　大おお胡ご武蔵守むさしのかみ秀ひで綱つなという名ははじめてお聞きになる読者も相当あると思うが、新しん陰かげ流の流りゆ祖うそ上かみ泉いずみ伊勢守いせのかみ信のぶ綱つなのことである。彼の本ほん姓せいは金かな刺ざし、信しん州しゆう諏す訪わの下社しものやしろ の 宮ぐう司じのわかれである。いつのころからか上じよう州しゆう上かみ泉いずみ、（前橋の東方）に移って地名を名みよう字じとして上泉を名のるようになったが、またいつのころからか、付近の大おお胡ごに移って大おお胡ごを名のるようになったのである。名みよう字じはもともとは住所を示したのが固定化したものであるが、この時代まではその名ごりがまだ濃のう厚こうにのこっていて住所の変動するにしたがって変わることが少なくなかったのである。

　大おお胡ご秀ひで綱つなが与よ力りきしている長野業なり正まさは上杉管かん領れい家にもっとも強きよう固こな節せつ義ぎ心しんを持じしている反北ほう条じよう党とうの大名で、したがって秀ひで綱つなと佐さ野の昌まさ綱つなとはよく知り合ったなかであった。

　楽しい酒しゆ宴えんになり、歓かんをつくして散会した。

　翌日はまた行軍だ。

　月つき夜よ野のから利と根ね川にそって、真ま庭にわをへて七キロで沼ぬま田たに達する。

　沼田には北ほう条じよう方の猪いの股また左さ近こん大夫則頼だゆうのりよしがいる。猪いの股または中ちゆ途うとに兵を出し、逆さか茂も木ぎを引き、砦とりでをかまえて待ち受けていたが、これは先頭に進んだ佐さ野の昌まさ綱つなが一戦に蹴けちらした。砦とりでの守しゆ兵へいらは足の立ちどもなく潰かい走そうして、沼田城ににげこんだ。

　沼田は赤あか城ぎ山の広大な裾すそ野のの東北隅ぐうにある。字じ義ぎのとおり、利と根ね川・薄うす根ね川・片かた品しな川の三つが会するデルタ地帯の盆地だが、関東古こ戦せん録ろくの記事から察すると、この当時の城はこの盆地の北ほく隅ぐう、利と根ね川と薄うす根ね川の会する山ぎわにあったようだ。しかし、ここもその前面は湿しつ地ち帯たいで、大軍を動かすには不便なところだ。

　景かげ虎とらは案内役の佐さ野の昌まさ綱つなを呼び、馬をならべて城を望ぼう見けんし、攻撃法を相談していると、大おお胡ご秀ひで綱つなが馬を寄せてき、片あぶみをはずして、ていねいに会え釈しやくして言う。

　「佐さ野の殿はすでにみごとなお働きをなされて、お手て柄がらをお立てになったのでござれば、ここは若じやく年ねんの拙せつ者しやにおゆずりいただきとうござる」

　と言う。自信ありげだ。

　昌まさ綱つなはすこし気け色しきばんだ。拒きよ絶ぜつしようとする顔色であった。景かげ虎とらは笑って言った。

　「周す防おう、年とし役やくだ。若い者に手て柄がらを立てさせてやるのだな」

　昌まさ綱つなは顔色をなおした。

　「譲ゆずりがたいところじゃが、お屋や形かたのおおせじゃ。譲ゆずろう」

　秀ひで綱つながのちに上かみ泉いずみ伊勢守いせのかみ信のぶ綱つなとなって、新しん陰かげ流の兵ひよう法ほうを創そう始ししたことは有名だが、兵学にも達して上かみ泉いずみ流と名づけて、所しよ望もうの人には伝えた。彼の弟上かみ 泉いずみ 主 水 祐もんどのじよう 憲のり 元もと（通みち治はる）は景かげ虎とらのあとに立った景かげ勝かつにつかえた人だが、兵学に通つう暁ぎようした武将として有名である。思うに兄から伝えたのであろう。

　秀ひで綱つなは、

　「君きみは大おお手てよりむかわせられとうござる。われらは数かず手ての案あ内ないをいたし、搦からめ手てから攻めたてます」

　と言って、薄うす根ね川の上流で大木を伐きりだして筏いかだに組み、大岩・巨きよ石せきをのせて薄うす根ね川を流しかけ、城の周辺の足場をかためさせた。同時に、柿かき崎ざき景かげ家いえその他数人の部将らを案内して、間かん道どうから城のうら手の戸と神がみ山によじのぼり、そこからつるべ打ちに鉄砲を打ちかけさせた。

　これらの攻撃にいく日かかったか、諸記録はそれを明らかにしていないが、この大じかけな攻こう城じよう法ほうは、実際の威い力りよくを発はつ揮きする前に、城兵の胆きもをうばった。城主猪いの股またはひそかに城を脱だつして小お田だ原わらに走り、城はおちいった。

　元来、沼ぬま田たは沼ぬま田た万まん喜き斎さいという者が先祖から伝承していた土地であるが、この数年前にお家いえ騒そう動どうがおこり、万まん喜き斎さいは国を出しゆつ奔ぽんして奥おう 州しゆう 黒くろ 川かわ（会あい津づ）の芦あし名な氏に寄き食しよくの身となり、沼田は管かん領れい憲のり政まさによって猪いの股またにあたえられたのだ。しかし、その後、猪いの股または心を変じて北ほう条じよう氏の幕ばつ下かになったのであった。景かげ虎とらは沼田をおとすと、万まん喜き斎さいのゆかりのものをさがし、万まん喜き斎さいの末ばつ子し平へい八はち郎ろうという者が民間にひそんでいたのを取りたて、これを沼田城主とした。

　政略的なものがあったにはちがいないが、筋すじ目めを立てようとする景かげ虎とらのやり方がよくわかるのである。

　沼田城攻こう略りやくに示した景かげ虎とらの兵へい威いとその後の沼田の処置のつけ方とは、おおいに効果があった。戦わずして帰き服ふくしてくるものが引きつづいた。

　景かげ虎とらは関かん東とう経営の本ほん拠きよをひとまず厩うまや橋ばし（前橋）におき、兵を諸方に出して、北ほう条じよう氏に服ふく属ぞくしている諸城をしきりにおとしいれた。




　　　　五




　小お田だ原わら北ほう条じよう氏がこの形勢を一大事と考えたことはいうまでもない。この当時の北ほう条じよう氏の当主は早そう雲うんの孫で、名めい将しようといわれた氏うじ康やすだ。深しん沈ちんにして大たい度どありといわれている人だ。かねてから景かげ虎とらの人物や戦法を研究していて、いちおうの対策はもっていたようである。

　思うに、その対策は、北ほう条じよう五ご代だい記きや関かん八はつ州しゆう古こ戦せん録ろくを参考にしての事じ後ごからの判断であるが、

　「景かげ虎とらという男は潔けつ癖ぺきで、正義好ごのみで、みずからの武勇に絶対の自信をもち、烈れつ火かのような戦いぶりをする男だ。欠点はあまりに名めい誉よ心しんが強いのと気き短みじかなことだ。持じ久きゆうはその得とく意いとするところでない。こんな男と正面から全力をもって接戦するのは策さくの得たものではない。鋭えい鋒ほうをかわしかわし接戦をさけているうちには、こらえきれずに退去するであろう。しからずとするも、癇かん癪しやくをおこして、粗そ漏ろうな戦いをするようになるに相違ない。それを待って撃うてば、かならず利りがある」

　と、いうのではなかったかと思われる。

　ともあれ、氏うじ康やすは櫛くしの歯をひくがごとき注ちゆう進しんにも動ずる色がなかったが、関東諸国の大だい小しよう名みようらの動どう揺ようがあまりにひどいので、そうしておられなくなった。期するところあって悠ゆう々ゆうとかまえている氏うじ康やすの態度は、豪ごう族ぞくらには理解できない。臆おくしていすくんでいると見たのであろう。付属していた豪ごう族ぞくらで景かげ虎とら方に降こう伏ふくする者がいくらでも出てくる。譜ふ代だいの家か臣しんらは気をもんだ。

　「このままの勢いで進めば、早そう雲うん公こう以来三代のご経営は無になってしまいます。一時も早くご出しゆつ馬ばあって、有う無むの一戦をねがわしゅうござる」

　と、口く説どきたててやまない。

　「さわぐことはない。おれには目もく算さんがあるのだ」

　と、氏うじ康やすは答えたが、それでもこのへんで一ひと塩しおつけてみる必要があるかもしれないと思った。景かげ虎とらと正面から衝しよう突とつすることは、危険が大きいから避さけなければならないが、味方の豪ごう族ぞくらの動どう揺ようを静める手は打たなければならないと思った。

　この時代の名めい将しようといわれるほどの武将は、みな巧こう妙みようなスパイの使用者である。氏うじ康やすもまたそうで、領内にも近きん隣りん諸しよ国こくにもつねに多数の諜ちよう者じやをはなっている。その諜ちよう者じやの報告を綜そう合ごうすると、越えち後ご軍は北ほう条じよう方付属の豪ごう族ぞくらの城々を攻こう略りやくするために、それぞれの方面に出動して、厩うまや橋ばし城の景かげ虎とらの手もとにいる兵はせいぜい五、六千のものと判断された。さらにまた諜ちよう者じやらのもたらした情報のなかに、佐さ野の昌まさ綱つながその居きよ城じように帰っているが、兵の大部分は一族の者につけて越えち後ご勢の案内役をつとめさせ、唐から沢さわ山やま城にいる勢はいたって少数であるというのもあった。

　「これを討とう」

　と、氏うじ康やすは決意した。

　佐さ野の昌まさ綱つなはまっさきに景かげ虎とらに帰き服ふくし、案内役をつとめて忠勤をぬきんでている男だ。これを攻めつけ、手痛い目にあわせることは、関東の豪ごう族ぞくらにもっとも見せしめになることだ。

　さっそくに陣じん触ぶれして、子し息そく氏うじ政まさを大将にして、福ふく島しま・遠とお山やま・大だい道どう寺じ・多た目め・笠かさ原はら・垣かき和わ・清し水みず・内ない藤とう・富とみ永なが等の武む蔵さし・相模さがみの豪ごう族ぞくや譜ふ代だいの家か臣しんら、総勢三万五千の兵をもって、野や州しゆうへむけた。

　「暇ひまどると、諸方に散っている越えち後ご勢が後ご詰づめにはせ集まり、めんどうなことになる。摺すり鉢ばちでものを摺すりつぶすように、息つくまもなく攻めて攻めぬき、即そく座ざにつぶせ。忘れるな」

　と、訓くん戒かいして、送りだした。

　冬にかかって、万ばん物ぶつうら枯かれている関東の広野を北へ北へとむかった北ほう条じよう勢は、四日目には佐さ野のに到着、唐から沢さわ山やま城の攻撃にかかった。寄せ手はにくい佐野めと思っているうえに、氏うじ康やすのさしずもあることだ。「ぜひとも抜きとらんと、昼夜の境さかいもなく、ひら攻めに攻めなやます」と関かん八はつ州しゆう古こ戦せん録ろくにある。

　佐さ野の昌まさ綱つなは厩うまや橋ばしに急使を出して援えん助じよをもとめはしたが、越えち後ご勢が四方に散らばって、景かげ虎とらの手もとにはいくらも兵のないことを知っている。急には助じよ勢せいは来ないと見きわめをつけたが、

　「まにあわずば死ぬまでのこと。おれがおぼえのほどを、景かげ虎とら公に見てもらう好こう機きじゃ。者どもくじけるな」

　と、将士を叱しつ咤た激げき励れいして、火水になれと防戦した。「昌まさ綱つな、あくまで強ごう勢せいの生しよう得とくにて、目にあまる大敵にすこしも屈せず」と、古こ戦せん録ろくにある。
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　昌まさ綱つなからの注ちゆう進しんが来ると、景かげ虎とらは勇ゆう躍やくした。敵勢三万五千であるという。小お田だ原わら譜ふ代だいの勢の大部分であると見てよい。決戦してこれを痛つう破はすれば、北ほう条じよう家の武力はガタ落ちになるはずだと思った。

　「こらえろ！　かならず後ご詰づめするぞ」

　と、返事をもたせて使者をかえしておいて、四方に出ている味方に急使を出してはせ参ずるように命令し、同時に三千の兵をひきいて厩うまや橋ばしをうってでて、「栃とち本もとより上道（坂ばん東どう里りにたいすることばだ。上かみ方がた里りの意味だろう。坂東里は六町ちようをもって一里りとするが、これは三十六町ちようをもって一里とする）五里西の方」に陣取ったと古こ戦せん録ろくにあるから、いまの太おお田た市あたりに陣をすえたのであろう。

　景かげ虎とらはときどきみずから物もの見みに出て寄せ手の攻撃の状態を見たという。「自身大おお物もの見みに出、高場の地に登つて敵陣をうかがひ見られけるに、南方（北条方）の大軍、家々の旗・纏まといを風に吹きそらさせ、いやが上に備へをれば、飛ひ鳥ちようも翔かけり過ぎがたく、いはんや人じん倫りんの輩にはいかがしてこれを打ち破るべしともおぼえず。手を打つて昌まさ綱つなが勇ゆう猛もうを再さい三さん感激し」と、ある。

　こうしていながら、景かげ虎とらは四方に派は遣けんしてある味方の諸しよ勢ぜいの集結を待ったのだが、なかなかそれがはかどらない。北ほう条じよう方では、景かげ虎とらの出陣を知って、軍のなかばをわけてこちらにむかってそなえながらも、一刻も早く攻めおとせと、城の攻撃はますます猛もう烈れつさを加えた。

　とうてい、まにあわん、と判断するよりほかはなくなった。

　決断はもっとも速い景かげ虎とらだ。

　部将らを集めて言った。

　「佐野は男の中の男だ。どうまちがっても降こう伏ふくなどしはせぬが、力つきて攻めつぶされるかもしれぬ。おれが関東に入るやまっさきに味方したばかりか、おれがためにあれほど働いてくれた。それを見殺しにしては、おれの男が立たぬ。おれは城へ駆かけ入って、佐野とともに城を守ろう。その方どもは、諸しよ勢ぜいの集まるを待って、外から寄せ手に攻撃をかけい」

　と、言いわたした。

　諸将はみなあやぶんでとめた。

　「お屋や形かたのお心はよくわかりますが、この大軍の中をおしとおってのご入城がまずむずかしゅうござる。大軍もしかさにかかっておしつつんでまいらば、お屋や形かたのご武勇をもってしても、あぶのうござる。あと両三日もしたら、諸しよ勢ぜいも集まるでござろうから、それまでお待ちいただきとうござる」

　景かげ虎とらは首をふり、

　「その両三日をもちこたえることのできる城とその方どもの目には見えるかや。おれが心は決している。たとえ途中に討ち取られようと、一いつ片ぺんの義ぎを踏ふんで死んだといわれるはおれが面めん目もくとなることだ。とめるな」

　と、言いはなち、さっそく、実行にうつした。

　ひきいてきている三千の兵を、こちらに備えている敵勢にむけて備えさせ、翌日早朝、城にむかった。

　景かげ虎とらはわざと甲かつ冑ちゆうは着けず、黒い木も綿めんの道どう服ふくを着、白しら綾あやで頭と顔をつつみ、する墨すみのごとき黒馬の野の髪がみ長くのびたのに金きん覆ぷく輪りんの鞍くらをおき、十じゆう文もん字じ槍やりを小こ脇わきにかいこんで乗り、旗はた奉ぶ行ぎよう横よこ井い内蔵助くらのすけに「無」の字の旗をもたせてみずからの脇わきに密接して立たせ、旗はた本もとの壮そう士しから身しん体たい強きよう壮そう、心剛ごうな者十六人をすぐり、一いち様ように鹿の角つのの前まえ立だて打った冑かぶとを着せ、二列に立て、右列には五尺柄えの手て鉾ほこをかつがせ、左列には長なが巻まきをかつがせ、これを徒歩かちでまっさきに立て、次には騎き馬ば武む者しや十二人、冑かぶとは着せず白布で鉢はち巻まきさせ、金のバレンにそれぞれの名を書かせた差さし物ものをささせ、これも二列に立て、自分のまわりには馬うま廻まわりの者を十六人、いずれも徒歩かち立だちで、白布をもって鉢はち巻まきさせて従えた。総勢わずかに四十五人だ。

　きびしい霜の朝だ。本ほん陣じんを乗りだし、粛しゆく々しゆくとして敵陣の中に入り、真ま一いち文もん字じに城を目ざした。

　古こ戦せん録ろくは、

　「主しゆ従じゆうわづかに四十五人、徐しず々しずと本ほん陣じんを打ち出いで、十と重え二は十た重えに備へたる敵軍のまんなかを、怯おめず臆おくせず一いち文もん字じに押しきり通らるるその勢ひ、活かつ潑ぱつ巍ぎ然ぜんとして肌はだへ撓たわまず、目まじろがず、あたかも毘び沙しや門もん天てん・韋い駄だ天てんなどの荒ぶりたまふ景け色しき」

　と叙じよ述じゆつしている。

　この猛もう威いに三万五千の北ほう条じよう勢は気をのまれ、一人として手出しする者がなかったという。

　城中からはるかにこれを見ていた佐さ野の昌まさ綱つなは、景かげ虎とらが城門近くまで来ると、ひたかぶと四、五十騎きをひきつれて門をおしひらいて駆かけだし、景かげ虎とらの馬の口にすがりつき、泣いて感激して、城内に迎えいれた。

　城内の者は、どっと歓かん声せいをあげ、勇気百倍した。

　これで気をさましたのであろう、北ほう条じよう勢は退たい却きやくにかかった。越えち後ご勢も佐さ野の勢もそれを追撃して、敵が古こ河がまでしりぞく間に、千三百七十余級の首を上げたとある。






新しん管かん領れい政まさ虎とら
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　景かげ虎とらの威い風ふうが関東を風ふう靡びするのを見て、武たけ田だ晴はる信のぶは安からず思った。彼は駿する河がにむかって野や心しんをとぎ、せっせと今いま川がわ家の諸将に籠ろう絡らくの手をのべたり、三み河かわの松まつ 平だいら 家いえ 康やす に遠えん州しゆう分ぶん割かつ案あんを提てい示じしたりしていたのであるから、その道をひとすじに行けばよいようなものであるが、そうはいかないのが、人間というものだ。

　いったい、彼は小お田だ原わら北ほう条じよう氏と浅からぬ因いん縁ねんがある。六年前の天てん文ぶん二十三年に、氏うじ康やすの長男氏うじ政まさに娘をくれて姻いん戚せきのなかになっているのだが、それは彼の心を動かすことにはならない。なにせこの五年後には彼の駿する 河が 侵しん 略りやく に強きよう硬こうに反対するというので、長男の義よし信のぶを自殺させるほどのドライな性格なのである。彼を動かしたのは、もっぱら利害関係であった。

　古い中国の諺ことわざに、「隣国の強は国の衰おとろふるなり」というのがある。強弱は相対的なものだから、隣国が強きよう大だいになることは、自国が弱じやく小しようになると同じだという意味だ。晴はる信のぶにとってもっとも手ごわい敵である景かげ虎とらが関かん東とう管かん領れいの確定的後こう継けい者しやとなったばかりでなく、関東に出陣して勢せい威いおおいにふるい、八はつ州しゆうのなかば以上がその威い令れいに伏ふくするとあっては、黙もく視しできなかった。

　「なんとかせねば、関かん八はつ州しゆうのこらず景かげ虎とらのものになってしもうぞ」

　と、考えているおりもおり、北ほう条じよう氏うじ康やすから使者が来た。

　「長なが尾お景かげ虎とら、関東に乱入してほしいままに地を切りとり、八はつ州しゆうの平和をおびやかしています。長なが尾おは貴き辺へんの宿しゆく敵てき、それが大となることは貴き辺へんの利ではありますまい。背後より彼をおびやかして掣せい肘ちゆうしていただけまいか。景かげ虎とらを退のけることができたうえは、西にし 上じよう 州しゆう は貴き意いにまかせたい」

　という口こう上じようだ。

　網あみの目のようにからんでいる各家の利害は、事の大小のちがいはあっても、十九世紀以後現代にいたるまでの世界情勢と同じだ。一いつ端たんをひけば網あみ目め全体に響ひびきがあるのだ。

　「よろしい」

　晴はる信のぶは答えて、使者をかえした。

　機会がなかったから書かなかったが、晴はる信のぶはこの数年前入にゆう道どうして徳とく栄えい軒けん信しん玄げんと号するようになっている。いつ入にゆう道どうしたか、正確にはわからない。甲こう越えつ軍ぐん記きには天てん文ぶん二十年二月十二日であったと書いてあるが、あてにならない。永えい禄ろく元年八月付の古こ文もん書じよに「武田徳栄軒信玄」と彼の署しよ名めいがあるから、その以前に入にゆう道どうしたとだけしかわからない。かりに永えい禄ろく元年六、七月に入にゆう道どうしたとすれば、この時まで二年三、四か月たっているわけである。

　さて、信しん玄げんの打つ手は、れいによって手がこんでいる。彼は自分の妻が大阪本ほん願がん寺じの門もん跡ぜき顕けん如によの妻と姉妹（三さん条じよ公うき頼んよりの娘）であるのを利用して、遠く大阪に使いをはせ、加か賀が・越えつ中ちゆうの一いつ向こう宗しゆう門もん徒とを扇せん動どうして越えち後ごに侵しん入にゆうしておびやかしてもらいたいとたのみ、同時に、越えつ中ちゆうの豪ごう族ぞく上うえ田だ石見守いわみのかみと神じん保ぼ氏うじ春はるとに指令を発した。

　「大阪本ほん願がん寺じへしかじかの由よしをたのみつかわしたところ、快かい諾だくしたとの報告がきている。われら不ふ日じつに北ほう条じよう氏うじ康やす と 謀ぼうを合わせて進発することになっている。いまや長なが尾おは進退よりどころを失い、滅めつ亡ぼう必然である。国内の豪ごう族ぞくや門もん徒と中ちゆうの重おもなるものと相談して、越えち後ごにむかって干かん戈かを動かすよう、馳ち走そうもっとも肝かん要ようである」

　という指令。

　これと同時に北ほう条じよう氏うじ康やすも大阪に使者を出し、

　「加か賀がの門もん徒とをして越えち後ごに乱入させてくださるなら、従来拙せつ者しや分ぶん国こく内では貴き宗しゆうを禁きん断だんしていましたが、その先せん規きをあらため、貴き宗しゆうの寺々を建こん立りゆうし、その弘ぐ法ほうを許すことにいたしましょう」

　と依い頼らいした。

　神じん保ぼ氏うじ春はるは景かげ虎とらに居きよじ城よう富と山やまを追いおとされ、またこもった亀かめ山やまの増ます山やま城を追いおとされ、行くえ不明になっていたが、景かげ虎とらが越えち後ごに引きあげたのち立ちあらわれて、西にし越えつ中ちゆうで敗はい残ざん兵へいをかき集めていたのであった。信しん玄げんの指令を受けとって大喜びだ。さっそくに上うえ田だ石いわ見みと相談をかためた。

　信しん玄げんが二人に指令を発した時までは、信しん玄げんの依い頼らいも、氏うじ康やすの依い頼らいもまだ大阪本ほん願がん寺じにはとどいていなかったのであるが、その後本ほん願がん寺じは依い頼らいを承しよう諾だくして、加か賀がと越えつ中ちゆうの門もん徒とに指令を出した。しかし、景かげ虎とらはすでに数年前に領内における一いつ向こう宗しゆう弘ぐ法ほうをゆるし、北ほく陸りく道どうにおける宗しゆう派はの大おお立だて者もの超ちよ賢うけんのために春日かすが山やま郊こう外がいに本ほん誓せい寺じを建こん立りゆうし、もっとも親しいなかになっている。北ほく陸りく路じの門もん徒とらは、大だい本ほん山ざんの指令でも、おいそれとは動かされなかった。ごくわずかな連れん中ちゆうが、神じん保ぼや上田と談だん合ごうして、越えち後ご侵しん入にゆうをくわだてたが、越えつ中ちゆうの各地を守備している越えち後ご方の兵にたちまち追いちらされてしまった。
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　報告は厩うまや橋ばしにいる景かげ虎とらのもとにとどいた。彼にはこれが信しん玄げんのさしがねであることがすぐわかった。また氏うじ康やすと信しん玄げんとの間に脈みやく絡らくのあることも見当がついた。

　「さもあろうこと」

　と、うなずいた。

　不安でないことはなかったが、その不安にかられておめおめと越えち後ごへあとしざりする気にはならなかった。

　「さらばよし。いっきに北ほう条じようを攻めつぶしてしもうまでのこと！」

　と、決心を新たにした。

　彼は今年は関東で越えつ年ねんするゆえ、なお油ゆ断だんなく留る守すせよ、ついては思う仔し細さいあれば、上うえ杉すぎ憲のり政まさ様と近この衛え殿でん下かとを関東にお送りせよと申しおくった。上うえ杉すぎ憲のり政まさは、これを奉ほうじて小お田だ原わらを攻めつぶすためであり、近この衛え前さき嗣つぐは、こうして関東を平へい定ていした後、前さき嗣つぐを関かん東とう公く方ぼうとしようというつもりであった。

　関東において小お田だ原わら北ほう条じよう氏は成り上がりものの侵しん略りや者くしやである。この侵しん略りや者くしやを古くからの正当な権けん威い者しやである上うえ杉すぎ憲のり政まさが征せい伐ばつするという名めい目もくを立てたわけだ。このやり方はこれから八年後に織お田だ信のぶ長ながもやっている。すなわち、足あし利かが義よし昭あきを奉ほうじて三み好よし党を蹴けちらして入にゆう京きようしている。つまり、当時としてはこの程度の権けん威い主義は人心にマッチさせるうえで必要だったといえよう。

　しかし、近この衛え前さき嗣つぐを関かん東とう公く方ぼうとしてあおごうというのは、景かげ虎とらという人物を考察するうえに、よいよすがになる。前さき嗣つぐは関東には縁えんもゆかりもない人物だが、現げん関かん白ぱくであり、天皇についで日本でもっとも尊そん貴きな人だから、関東人らもみなよろこんであおぎ服ふくするはずと、景かげ虎とらは判断したのであろう。景かげ虎とらの権けん威い主義が単に便べん宜ぎのためのものではなく、骨こつ髄ずいからのものであったというよい証しよう拠こになる。

　当時の日本は大だい変へん革かく期きにあったのだから、こういう点、古い権けん威いにたいしては利用価値しか認めなかった信のぶ長ながよりも、また、ひょっとすると彼より九つも年長であった信しん玄げんよりも、古かったかもしれない。信しん玄げんは古い権けん威いを尊そん重ちようすることはけっして彼におとらなかったが、これを利用するにあたってはじつにドライであったからだ。余よ談だんだが、古いというも新しいというも、時代による。この次の時代になると、徳とく川がわ家いえ康やすのような古い権けん威いの尊そん重ちよう者しやがもっとも新しいことになってくる。時代にマッチした者がもっとも新しく、そして繁はん栄えいもするのである。

　以上のように、ある意味では景かげ虎とらはこの時代としてはもっとも古い型の人間ではあったが、それだけに正しよう直じき者ものであったとはいえよう。彼はもっとも純じゆん粋すいな気持ちで、昔ながらの権けん威いを権けん威いあらしめることによって、世の秩ちつ序じよを回復したいと意い図としていたのである。それは歴史の流れに逆ぎやつ行こうする努力であったが、歴史の流れなどという哲学は当時の人の知りうるところではなかった。

　憲のり政まさと前さき嗣つぐとは、前後して厩うまや橋ばしに到着した。関東の諸将は争って参さん集しゆうし、憲のり政まさに賀が詞しをたてまつったが、そのなかには北ほう条じよう方と目もくされている者も少なくなかった。

　この形勢に不安を感じたのは、古こ河が公く方ぼうの足あし利かが義よし氏うじである。義よし氏うじは前ぜん公く方ぼう晴はる氏うじの末ばつ子し（四子）であるが、生母が北ほう条じよう氏うじ康やすの娘であるところから、氏うじ康やすは義よし氏うじを公く方ぼうとして立てていたのであった。もちろん、名前ばかりの公く方ぼうであるが、それでも公く方ぼうは公く方ぼうである。景かげ虎とらの関東出しゆつ馬ばとその威い風ふうとは、義よし氏うじの地位に不安を感じさせた。北ほう条じよう氏うじ康やすもまた義よし氏うじに立って防衛することをすすめた。義よし氏うじは古こ河が城を修理し、教きよう書しよを四方に出して、味方をつのった。

　「しおらしいことをなさるわ」

　景かげ虎とらは笑っていた。

　厩うまや橋ばしで越えつ年ねんして、二月なかばまで十分に兵へい馬ばを休養させ、二月下げ旬じゆん、厩うまや橋ばしを出しゆつ馬ばして南にむかった。雷らい霆ていの激発する勢いであった。古こ河が城はひとささえもできず、義よし氏うじは小お田だ原わらにのがれた。降こう伏ふくするものは本ほん領りようを安あん堵どし、抵てい抗こうするものは時ときの間まに蹂じゆう躙りんして、三月はじめには相そう州しゆうに入り、小お田だ原わら城を指し呼この間かんに望のぞんだ。従うもの関東の大だい小しよう名みよう七十六人、兵九万六千、景かげ虎とらの勢を合して十一万三千というのが鎌かま倉くら管かん領れい九く代だい記きの記述、小お田だ原わら記きの記述もほぼ同じである。

　小田原城内では防戦の評ひよう定じようがおこなわれる。いろいろな意見が出たすえ、氏うじ康やすはにこにこ笑いながら言った。

　「みなの所しよ存ぞんもっともじゃが、わしの意見を申そう。わしの見るところでは、景かげ虎とらという男は天てん性せいの剛ごう気きもので、気き性しようたけだけしく、腹を立てる時は烈れつ火かの中にも飛びいり、鬼き神じんをも取りひしぐばかりであるうえに、こんどは関かん東とう管かん領れいになるまぎわであるゆえ、関東の大だい小しよう名みようらにひとしお強みを見せようとするに相違ない。そのような者に野外の合かつ戦せんをするほど損なことはない。まず負けは目に見えている。勝ったとて、味方の損害がおびただしかろう。城にこもって戦うがよい。早そう雲うん様以来三代の堅けん城じようだ。糧りよう食しよくも山ほどある。心を一つにして防ぼう守しゆすれば、二年や三年ではけっして落ちぬ。それに景かげ虎とらがような血けつ気きの剛ごう者しやはあんがい辛しん抱ぼう力りきはないものでの、やがて攻めあぐんで、気力おとろえ、もどっていくわな。そのまま帰してもよし、追いうちかけてもよし、それはその時の時じ宜ぎできめよう。どうじゃな」

　氏うじ康やすは百戦の経けい歴れきがあり、名めい将しようの名の高い人だ。みな、その議ぎに同じて、籠ろう城じようときまり、遠く国こ府う津づ・前まえ川かわ・一いつ色しき・酒さか匂わ・大おお磯いそ・小こ磯いそ・梅うめ津づのへんに出していた兵を全部引きとって、かたく城にとじこもり、同時に武田家と今川家へ援えん軍ぐんを乞こう使者を出した。

　景かげ虎とらは手もなく城ぎわにおしよせた。城内と鉄砲ぜり合いがはじまった。

　「景かげ虎とらは、関東の諸しよ士しに剛ごう強きようの威い勢せいを知らせんと思い、金きん小こ札ざね緋ひ縅おどしの鎧よろいに、萌黄もえぎ緞子どんすに笹ささに雀すずめを繡ぬいとった陣じん羽ば織おりを着、憲のり政まさからゆずられた朱しゆの采さい配はいを腰にさし、諸もろ手てに乗りこんで下げ知ちした。そのありさま、敵の矢や玉だまの飛ひ来らいする中を南から東へ、東から南へと乗りわたり乗りわたりし、およそ人を塵ちり芥あくたとも思わぬふるまいであった。関東の諸将はこれまで上うえ杉すぎ管かん領れい家けの悠ゆう長ちような指し揮きぶりばかりを見ているので、このはげしい指し揮きぶりにみな舌したを鳴らした」

　と、小お田だ原わら記きにある。鎌かま倉くら管かん領れい九く代だい記き、甲こう陽よう軍ぐん鑑かん、みな大だい同どう小しよう異いの記述をしている。北ほく越えつ家か書しよの記述もだいたい同じだが、こうある。

　「城内では弓鉄砲をしきりにはなち、ここを先せん途どといどみふせいだ。総大将景かげ虎とら公は、白しら綾あやにて頭を包みたまい、緋ひ縅おどしの鎧よろいに金きん小こ札ざねの大おお袖そでをつけ、竹に雀すずめを縫ぬった萌黄もえぎ緞子どんすの胴どう肩かた衣ぎぬを召され、蔵ざ王おう権ごん現げんの前まえ立だて打った冑かぶとを隊長上うえ田だ能登守のとのかみに馬上にて捧ささげさせて身わきに従え、着がえの鎧よろいを二人にもたせ、憲のり政まさ公より譲ゆずられた朱しゆの采さい配はいを腰にさし、青竹の三尺ばかりなるに隅すみ取とり紙がみを結びつけたるをとり、六寸むき余よの月つき毛げの駒こまの三み日か月づきと号したるに金きん覆ぷく輪りんの鞍くらおき、紅くれないの厚あつ総ぶさかけてかるがると乗り、坂ばん東どう武む者しやいやがうえにつらなったなかを乗りわけ乗りわけ、かいがいしく下げ知ちせられた云々うんぬん」

　三月はじめから閏うるう三月なかばまで四十日近くも攻めたが、城中はいたって堅けん固ごに守っている。また甲こう州しゆうと駿する河がも援えん軍ぐんを、その国境線まで送り、甲こう州しゆう勢は笛ふえ吹ふき峠とうげまで出てき、駿する河が勢は三み島しままで出てきていた。

　どうやら、成功しそうにないと見きわめがついたので、三月なかば、囲みを解いて鎌かま倉くらにむかった。

　上うえ杉すぎ家か譜ふは、これを宇う佐さ美み定さだ行ゆき・直なお江え実さね綱つなの二人と関東大名佐さ竹たけ義よし重しげ・小お田だ中なか務つかさ少しよう輔ゆう・宇う都つの宮みや弥や三さぶ郎ろうの三人とが、景かげ虎とらに献けん言げんした結果と記述しているが、景かげ虎とらにしても、そういうきっかけを待っていたのであろう。
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　いったい、景かげ虎とらが関東に進出したのは、関東平へい定ていと関かん東とう管かん領れい職しよくに就しゆう任にんして上うえ杉すぎの名みよう跡せきを相そう続ぞくすることとの二つのためであった。小お田だ原わら城を攻めつけたのも、この二つの目的による。一つには関東の横おう領りよう者しやである北ほう条じよう氏を撃げき滅めつするためであり、一つには彼は古こ式しきにのっとって鎌かま倉くら鶴つるガ岡おか八はち幡まん宮ぐうの宝ほう前ぜんで管かん領れい職しよくにつきたいのだが、小お田だ原わらをおさえつけておかないと、横あいから攻撃を加えてくるおそれがあったためである。

　しかし、いまや攻こう略りやくすることはできなかったとはいえ、十分に武ぶ威いを見せつけられ、とうてい小お田だ原わら方が攻撃に出るとは考えられない。

閏うるう三月十六日、もっとも盛大な就しゆう任にん式しきが、八はち幡まん宮ぐうでおこなわれた。

　あたかも陽よう春しゆんの候こう、風やわらかく日うららかな好こう晴せいの日であった。この季節はいまの四月中ちゆう旬じゆんから下げ旬じゆんにあたるから、鎌かま倉くらあたりでは桜はすでに散り、青葉の季節になっている。六百余人の兵が町々を警けい護ごし、関東の諸しよ大だい名みようは行列に供ぐ奉ぶする者のほかは全部、式のはじまるに先だって境けい内だいに入り、庭にいならんだ。

　時刻になると、景かげ虎とらが行列をそろえて参さん入にゆうしてきた。彼は先年義よし輝てる将軍からゆるされた網あ代じろの輿こしに乗り、朱しゆ柄へいの傘からかさ、梨なし地じの槍やりをもたせ、毛もう氈せんの鞍くら覆おおいをした馬をひかせていた。直なお江え実さね綱つな・柿かき崎ざき景かげ家いえが先せん駆く隊たいの将となり、従うもの千人、みな美び々びしいよそおいであった。道の左右に鎌かま倉くらのうちはもとより、戸と塚つか・藤ふじ沢さわあたりからも人々が出て、人ひと垣がきをつくって見物したとある。景かげ虎とらは鳥とり居いの前で輿こしをおりて参さん入にゆうした。

　上うえ杉すぎ年ねん譜ぷは、この時のことをこう書いている。

　「景かげ虎とら公華か表ひようの前にて輿こしよりおりたまひ、参さん詣けいあり。おん太た刀ちは鷹たか巣のす城主小お幡ばた三河守みかわのかみこれに役す（この人は美び貌ぼうで風ふう采さいがりっぱだったから選ばれたと九く代だい記きにある）。すでに神前に礼拝あつて、帰き依えの丹たん祈きをこらさる。諸しよ士しは庭てい上じように羅ら列れつし、各々おのおの頭を傾かたむけて拝はい賀がす。渇かつ仰ごう肝きもに銘めいじ、懇こん精せい信しんを発す。雄ゆう剣けん一ひと口ふり、竜りゆ蹄うてい（名馬）一いつ匹ぴき、黄こ金がね百両を奉ほう納のうあり。社しや僧そうは真しん読どく（全部読むこと）の仁に王おう・般はん若にやを転じ、祝部はふりは中なか臣とみの祝言よごとを唱となへ、五人の神楽かぐら男お、八人の乙おと女め、袖そでを返し拍ひよう子しを調ととのふ。鈴の声颯さつ々さつとし、鼓つづみの音鼕とう々とうたり。香こう煙えんの薫くゆり四方に徹てつし、灯とう火かの輝かがやき内外に映えいず。寺院の諸しよ僧そう・禰ね宜ぎ・神かん主ぬし以下まで、金銀衣い帛はく数をつくした恩おん賜しあり」

　この拝礼がおわってから、神前において、憲のり政まさから上うえ杉すぎの家か督とくをゆずられ、名を政まさ虎とらとあらため、管かん領れい職しよくに就しゆう任にんした。つまり、越えち後ご守しゆ護ご長なが尾お景かげ虎とらは、ここで関かん東とう管かん領れい上うえ杉すぎ政まさ虎とらとなったのである。この時、三十二歳。政まさ虎とらの政まさは上うえ杉すぎ憲のり政まさの一字をもらったのである。後に将軍義よし輝てるに輝てる字をもらって輝てる虎とらとなるが、これはずっとずっと後のことである。

　この儀式がすんで八はち幡まん宮ぐうを退出する時、こんな事件があったと、九く代だい記きは伝える。

　景かげ虎とらが鳥とり居いの外に出た時、武む蔵さし忍おしの城主成なり田た下総守しもふさのかみ長なが康やすという者が、首を上げてこちらを見た。景かげ虎とらは、

　（無ぶ礼れい千せん万ばん、作さ法ほうを知らぬ男かな！）

　と怒いかり、もっていた扇せん子すで成なり田たが顔を丁ちよう々ちようと打って過ぎた。長なが康やすは、

　（口くち惜おしいことかな。小しよう身しんながらおれは五百騎きを出す身分、このたびは奉ほう公こうと思えばこそ千騎きをひきいてまかり来たものを、恥はじ見せたもうた。末たのもしからぬ新しん管かん領れい殿かな）

　と、暇いとまも乞こわず、在ざい所しよへかえった。これを聞きつたえ、関東の諸将らみな成なり田たに同情し、景かげ虎とらをうとんじ、それぞれ在ざい所しよにかえったので、景かげ虎とらの手て勢ぜいさえさわぎたてて落ち支じ度たくをした。これを見て、小お田だ原わら城中では攻撃を加えたので、越えち後ご勢は斬きりくずされた。景かげ虎とらは返し合わせ返し合わせ駆かけやぶり、斬きり通り、かろうじて上じよう州しゆうに引きあげた云々うんぬん。

　政まさ虎とらが相当以上の癇かん癪しやくもちであったことは事実だが、この話はあとに続く話から見て、うそにちがいない。上うえ杉すぎ年ねん譜ぷによると、政まさ虎とらはしばらく山内に滞たい在ざいして関東の諸将に行こう賞しようして、それぞれ在ざい所しよに帰ることを許した後、四月二十八日に鎌かま倉くらを出発し、途中武む蔵さし府ふ中ちゆうの六ろく所しよ明みよう神じんに参さん詣けいしてしばらく滞たい在ざいしてから、上じよう州しゆう厩うまや橋ばしに引きあげている。小お田だ原わらから数千騎きの兵をさしむけはしたが、それはついに越えち後ご勢の前にはあらわれなかったとある。

　上うえ杉すぎ年ねん譜ぷは、成なり田たが無む断だんで帰国したことは事実であるが、それは関東の大名の中では上じよう州しゆう箕みの輪わの長なが野の業なり正まさ、武む蔵さし岩いわ槻つきの太おお 田た 三さん 楽らく 入にゆう 道どう 資すけ 正まさ、成なり田たの三人が武ぶ功こうの大将と称せられていたところ、こんどの儀式で長野は有ゆう職そく故こ実じつに通じているところから儀式の役をつとめ、太おお田たは鎌かま倉くらの町の警けい固ご役やくに任ぜられたのに、成なり田たにはなんの役もつけられず、多くの大名とともに庭中に雑ざつ居きよしたにすぎなかったのを怒おこったのだとある。また成なり田たを役づきにしなかったのは、昔憲のり政まさがまだ、平井にいたころ、ある時は憲のり政まさにつき、ある時は小お田だ原わらにつき、信しん義ぎのない人物であったからだともある。成なり田たは剣けん術じゆつ者しや塚つか原はら卜ぼく伝でんという者の門もん下かで、その芸精せい妙みようを得て世の誉ほまれはあったが、大名の器うつわではなかったともある。

　上うえ杉すぎ年ねん譜ぷの記述が正しいであろう。

　やはりこのころ、政まさ虎とらは近この衛え前さき嗣つぐを関かん東とう公く方ぼうにすることはあきらめ、現げん公く方ぼう義よし氏うじの長兄藤ふじ氏うじを公く方ぼうに擁よう立りつすることを、関東の武将らに約束している。前さき嗣つぐには関東の諸将らが服ふくしなかったのである。
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　政まさ虎とらが厩うまや橋ばしに帰ってきたのにもっともうれしげな様子を見せたのは近この衛え前さき嗣つぐであった。すべき仕事もなく、遊び相手も京から連れてきた西洞院にしのとういん新しん三さん位みだけとあってはあきあきしていたのかもしれない。

　「やれやれ、とうとう待ちつけたわ。お帰りなされよ」

　と、うすあばたのある色白で長い顔にいかにもうれしげな笑いを浮かべて迎えた。

　「なにか御用でもあるのでしょうか」

　と言うと、

　「いやいや。ただ会いとうて会いとうてな。ハハ、ハハ。これは申しおくれたわ。このたびはなんともまあ、めでたいことやったな。りっぱな管かん領れいぶりや。それに、そなたがまろと同族にならはったことは、別してうれしいわ。よろこび言いますで」

　と言った。政まさ虎とらが上うえ杉すぎの名みよう跡せきをついだことを言うのだ。上杉氏は元来は藤ふじ原わら北きた家けの勧かん修じゆ寺じ家の分かれである。京都公く家げだったのが、鎌倉時代に観かん修じゆ寺じ重しげ能よしが将軍ノ宮みや宗むね尊たか親王の供ともをして関東に下ったのが、関東に根を生はやした由ゆい緒しよである。その節所しよ領りようとして丹たん波ば何鹿いかるが郡上杉庄しようをもらったところから、上杉を氏とするようになった。政まさ虎とらが上杉の名みよう跡せきをついだのは藤ふじ原わら氏となったことだ。氏うじの長者である前さき嗣つぐとしては、それがうれしいと言うのであった。

　「それはわれらから申し上ぐることばでございます。ご同どう姓せいのはしにつらならせていただきまして、まことにありがとうございます。よろしくお引きまわし、おねがい申します」

　と、鄭てい重ちようにあいさつした。

　その日、将士をねぎらうためにひらいた帰陣の祝しゆく宴えんには、前さき嗣つぐも、上杉憲のり政まさも列席した。夜に入り、憲のり政まさは退出したが、前さき嗣つぐはなおとどまって興きようじていた。

　初しよ更こうを過ぐるころ、宴えんは果てたが、政まさ虎とらはまだ飲み足りない。

　「殿でん下かはおつきあいくださるでしょうな。われらまだ興きようが尽つきないのですが」

　と政まさ虎とらが言うと、

　「ええとも、つきおうどころのことかいな。夜が明けてもええわ。久ひさ方かたぶりにそなたと会えて、まろはうれしゅうてならんのやさけな」

　と言った。

　淋りん漓りたる男性的気き概がいを愛して、相当気分屋であり、ずいぶん強ごう酒しゆでもある政まさ虎とらは、こうした儀式的酒しゆ宴えんを催もよおした場合、ひととおりなことですんだことはめったにない。たいていの場合、席を奥おく殿でんの書しよ院いんの間まにうつして、今日のことばで二に次じ会かいともいうべき小しよう宴えんがあとにつづく。その際はごく気に入りの若い勇士ら数人が相手をつとめ、盃さかずきも一ぺんに二、三合ごうは入るほどな大きなものを用いるならわしになっている。

　この日もそうであった。奥おく殿でんに移って、大たい盃はいをまわしはじめたが、それが二、三巡じゆんした時、前さき嗣つぐは、

　「どやな、同じことやさけ、こんどはまろが住まいに行かんか。また趣おもむきがかわってええぞ」

　と言った。

　「ご趣しゆ向こうがおわすのでござるか」

　「趣しゆ向こうというても、べつだんなことはないが、まろのところからは赤あか城ぎ山がよう見えるのや。そろそろ月も中ちゆう天てんにかかるころや。涼すず風かぜに吹かれ、月をあおぎ、赤あか城ぎ山を見ながら、酌くんだら、いちだん酒の味もさえようやないか」

　「なるほど、今夜は六日月でありますな」

　と言いながら、政まさ虎とらは明けはなした簀子すのこ先の庭を見た。ひさしが深いから月の姿は見えないが、明るい月光が庭いっぱいに冴さえて、こんもりしげった木々の葉が一枚一枚光っていた。

　「空もよく晴れているようであります。おもしろうございましょう。まいりましょう」

盃さかずきをすて、

　「その方どもも供ともせ」

　と、若い家か臣しんらに言って、立ちあがった。

　前さき嗣つぐの住まいは、城内の北のすみにあった。厩うまや橋ばし城は利と根ね川を背にして東面して建てられているから、前さき嗣つぐの居きよ室しつにすわると、やや東にふった北方に、赤あか城ぎ山のいただきが望める。

　赤あか城ぎはおそろしく裾すそ野ののひろい山だ。かりにもっとも高い大おお黒くろ檜ひ山やまを中心と考えて里り程ていをはかってみると、遠きは二十キロ、近きも十六キロの地域はみな裾すそ野のだ。厩うまや橋ばしもその裾すそ野ののはしである。ここから山を見上げると、遠くなるにつれて勾こう配ばいが急になり、いただきはあおむかなければならないほどだ。

　中ちゆう天てんに近く澄すんでいる月の明りわたっているなかに、山は大きく、明るく、ひっそりとして、威い圧あつするような荘そう厳ごんさがあった。政まさ虎とらは感動的な衝しよう撃げきすら感じた。

　「ああ、みごと」

　と、しばしみとれた。

　「気にいってうれしいわ。そんなら、こんどはこっちゃの方を見てくりゃれ」

　前さき嗣つぐは左の方を指し点てんした。すると、そこにははるかに北方から、赤あか城ぎの裾すそ野のを洗って流れてくる利と根ね川がひろい河原をひろげ月明りの中を太くうねっていた。いやいや、それよりも、その河原の葦あしの間に、光こう芒ぼうのない青白い光が、帯をひいたようにぼうとつづいている。ところどころやや明るくかたまったり、散らばってまばらになったりしながら、広い河原一帯にある。

　「あれは蛍ほたるや。あいにくと月があるさけ、今夜はそれほどでもないが、月のない夜や曇った夜は、花が咲き乱れているように見える。京の宇う治じ川の蛍ほたるは天下に名が高いけれど、これほどのことはない。だいいち、ながめが大きいさけな」

　政まさ虎とらはしばし見とれた。家か臣しんらも同じだ。赤あか城ぎをあおぎ、利と根ね川を見おろして、みなしばらく感かん嘆たんしつづけた。

　「なによりの肴さかなであります。ようこそお招きいただきました」

　やっと言って、政まさ虎とらは席についた。

　酒が来て、みなよいほどに飲んで、一時間ほどの後、政まさ虎とらは辞じ去きよしたが、月の明るい玄関に出た時、どこやらに女の声を聞いた。若く、やさしく、美しい声であるとだけはわかったが、なんと言ったかわからなかった。べつだん気にはしなかった。それどころか、瞬しゆん間かんの後には忘れてしまった。しかし、数歩行って十段ほどの石いし段だん道みちを半分ほど下った時、

　（ああ、あれは殿でん下かがご寵ちよう愛あいしておいでの女おなごなのじゃろうな）

　という考えが浮かんだ。ほおがゆるんで、微び笑しようした。

　「はは、お達たつ者しやなものじゃわ。好このみのやかましいお人のようじゃが、坂ばん東どうのおなごでお気にいるかな……」

　とつぶやいた時、よろりと足もとがゆらいだ。

　「おあぶのうございます！」

　と、家来らはあわてて手をさしのばしてささえようとした。

　「だいじょうぶじゃ」

　よほどに酔ったようだと思いながら、石段をおりつくしたが、ふとせつないものが胸いっぱいに満ちひろがってきたのを感じた。歩くにたえられなくなって、立ちどまった。月をあおいで、長い呼吸いきをついた。

　胸にひろがっているのは、乃な美みの姿であった。月つき影かげのさしこんでいる琵び琶わ島じま城の彼女の居い間まの簀子すのこ先にきちんとすわって、笛を吹きすさんでいる姿であった。喨りよう々りようと鳴りひびく笛の音ねが耳に聞こえるように、政まさ虎とらは思った。

　不安げに自分を見つめている家か臣しんらの姿に気づいた。

　「ああ、いい気持ちに酔うた」

　政まさ虎とらは言った。自分でも意外なくらい高い声であった。よほどに酔ったらしいと、また思った。




　　　　五




　二十日ほどたって、五月末、北ほう条じよう氏の軍が武む蔵さし南部までおしだしてきたので、政まさ虎とらは出陣した。政まさ虎とらの出陣を聞くと、敵はすぐ退たい却きやくにかかった。政まさ虎とらはこれを追ったが、六ろく郷ごう川まで行くと全軍に停止を命じた。追って追って追いまくるのは容易であったが、籠ろう城じように追いこんではまたまえの轍てつをふむことになる。なんとかして氏うじ康やすをおびきだして野や戦せんで一いつ挙きよに勝負を決したいと思ったのであった。彼は病気になったと言いふらして数日本ほん陣じんに籠ろう居きよして陣じん見み廻まわりをやめまでした。

　この策には味方の者まであざむかれて、前さき嗣つぐが心配して、厩うまや橋ばしから見舞いの書状をもたせて、いくども使者を送ったほどであった。

　「腹ふく中ちゆういかが候そうろうや、これのみ案じ申し候そうろう。うけたまはりたく候そうろう。なほなほご油ゆ断だんなくご養よう生じよう肝かん要ようにて候そうろう」

　「返す返す申すに及ばぬことながら、聊りよ爾うじにおん働きあるまじく候そうろう。ことにおんわづらひにて候そうろうと申し、暑き時じ分ぶんにてお心もとなく存ずるばかりにて候そうろう」

　「返す返す、そなた容よう体だいうけたまはりたく候そうろうて、かねて飛ひ脚きやくをもつて申し候そうろう、わづらひ如何いかがにて候そうろうや。これまた賜たまはしく候そうろう。くれぐれ養よう生じよう肝かん要ようにて」

　などいう文もん句くにみちた手紙であった。

　手紙のなかには、こんな文もん句くもあった。

　「昨日も申し候そうろうやうに、いかやうにも参り候そうろうて、そばにありたく候そうろう云うん々ぬん」

　政まさ虎とらのそばにいたいというのである。政まさ虎とらのそばをはなれていては心細いらしいのである。心細いというのは、武士らが心をかたむけていないからのことだ。

　（やはり関かん東とう公く方ぼうになっていただくべきお人ではなかったのだ）

　と苦笑した。

　（将来のことはお心にまかせはするが、できるなら、なんとかご満足のいくようにはからって、京におかえりをねがうようにすべきであろうな）

　とも思った。

　この対陣ちゅうに、京の義よし輝てる将軍からも使者が来た。一いつ舟しゆうという僧が義よし輝てるの親しん書しよと大おお館だて輝てる氏うじの手紙とをたずさえてきたのだ。





　　　東とう国ごくにいたつて出陣せしめ、すなはち本ほ意いに属するの由よし、その聞こえ候そうろう。珍ちん重ちよ に 候そうろう。よつて一いつ舟しゆう差し下くだし候そうろう。なほ輝てる氏うじ申すべく候そうろう




　　　　六月二日




義よし輝てる花か押おう　　






　というのが義よし輝てるの親しん書しよで、政まさ虎とらの関東における成功を祝ったものであったが、大おお館だての手紙は、将軍が越えち後ごに下げ向こうして政まさ虎とらの世せ話わになりたいと言っているから、よろしくたのむという意味のものであり、将軍の手しゆ書しよを同どう封ふうしてあった。その将軍の手しゆ書しよはこうであった。





　　　ここもとの儀、存ぞん分ぶんにまかせざるにより、堪かん忍にんしがたく候そうろう条じよう、しかるべきよう馳ち走そうたのみいるの由よし。一いつ舟しゆうを差し下くだし、景かげ虎とらに対して申し越すべく肝かん要ように候そうろう。相あい調ととのふにおいては、この方の儀、相違あるべからず候そうろう。なほ一いつ舟しゆうは疑ひあるべからず候そうろうの由よしを申し越すべく候そうろうなり。




　　　　六月二日




足あし利かが義よし輝てる花か押おう　　



　　大おお館だて左さ衛えも門んの佐すけどのへ




　権けん臣しんらに拘こう束そくされて不自由千せん万ばんであるから、もうがまんできない。越えち後ごに行きたいから、よろしくたのむと、一いつ舟しゆうをつかわして景かげ虎とらにたのんでくれ、景かげ虎とらが承知してくれるなら、おれの方はいつでも発足できる、一いつ舟しゆうは信用してよい人物であることも言ってやるように、という意味である。

　政まさ虎とらはくわしく一いつ舟しゆうに語らせて聞いた。一いつ舟しゆうは涙をこぼしながら、三み好よし党とう・松まつ永なが党とうに苦しめられている義よし輝てるの様子を語った。すべて、かつて政まさ虎とらが在京ちゅうに見通したとおりであった。

　（あの節せつ、おれが申し上げたとおりになさっていたら）

　と、くちおしかったが、それにしても、いたわしさはひとしおであった。とりわけ、こんなにも自分をたのみにしておいでかと思うと、涙がにじんだ。

　「いつなんどきなりとも、お迎えいたします。当方よりお迎えの人数をさしのぼせはいたしますが、これは公然おおやけにはならぬこと、せめて江ごう州しゆう路じあたりまでは、公く方ぼう様の方からご脱出くださらねば、かなわぬことでござる。その打ち合わせを綿めん密みつにしていただかねばなりませぬ。よろしいか。そのために、当方より心きいた者を両三人、貴き僧そうにつけて上じよう洛らくさせましょう」

　と言って、ひとまず一いつ舟しゆうを越えち後ごにむかわせた。

　近この衛え前さき嗣つぐの先例もある。将軍がくだってきてもうまくいかないかもしれないとは思ったが、こうしてたのまれれば、成せい敗はいをあらかじめ計算するわけにはいかないと思った。

　（たのまれたら引きうける。一寸もためらうべきでない。男はかくこそあるべけれ）

　というのが、政まさ虎とらの常じよう住じゆう不ふ断だんの覚悟であったのだ。

　さて、虚け病びよう策さくは味方まであざむかれたほどに成功したのであったが、氏うじ康やすはその手に乗らない。出てくる模も様ようもなかったばかりか、軍勢を引きとり、蛇へびが穴にこもるように、また小お田だ原わら城へずるずると入れてしまった。しかたがない。

　「相手にならぬやつにはどうしようもないわ」

　苦笑して、政まさ虎とらも厩うまや橋ばしへかえった。六月なかばであった。




　　　　六




　そのころの一日、宇う佐さ美み定さだ行ゆきが拝はい謁えつをねがいでた。すぐ会ってみると、定さだ行ゆきの老おいた顔には目に立つほどのやつれが見える。

　「どうしたのじゃ。心配ごとのありげな顔じゃが」

　と聞くと、

　「昨日、在ざい所しよから使いがまいりました。つい十日ほどまえに、娘が夏なつ風か邪ぜをひきこみました由よし。すこし熱があって食気がおとろえただけであるゆえ、ほどなくなおることと、さして気にもしませなんだところ、数日すぎてにわかに血をはき、枕まくらも上がらぬ重じゆう態たいとなったとのこと……」

　政まさ虎とらはおどろきの声を上げることも忘れていた。からだ全体が四方八方から強い圧力でしめつけられ、胸がしぼりあげられるようで、いすくんでいた。顔色がかわったのが、自分でもわかった。

　「それはいかん！　さっそくにかえれ」

　と言ったが、その声が自分のものではないような気がした。

　「はッ！」

　定さだ行ゆきは平へい伏ふくした。

　「すぐに陣ばらいして帰るよう。ここもとの儀はさしつかえない。おれもちかぢかには帰陣したいと思うていたのじゃゆえ、ちょうどよい。すぐに帰れ」

　早口に、いっきに、ここまで言って、さらにつけくわえた。

　「乃な美みはその方にとってはただ一人の娘、いとしかろう。乃な美みもまた、その方に会いたかろう。心細くもあろう。一時も早く帰って、顔を見せてやれ……」

　うすい涙がにじみ、声がふるえそうになったので、ことばを切った。

　定さだ行ゆきは白くうすくなった頭を見せ、平へい伏ふくしていたが、言う。

　「武士が戦いくさに出た時は、妻さい子し眷けん属ぞくすべて忘るべきものと若年のみぎりから覚悟して、その修しゆ行ぎようをしてまいったつもりでありますのに、この年になってまだ心を迷わし、お恥はずかしく存じます。しかしながら、どうやら当地の形勢も、さしたることはないげに見えますれば、お情なさけにあまえさせていただきとう存じます」

　「そうせい。そうせい」

　定さだ行ゆきは席を立って出ていく。その姿が書しよ院いんの明るい縁えんをむこうに遠ざかっていくのを見送っていた政まさ虎とらは、

　「駿する河が」

　と呼びとめた。

　「は」

　定さだ行ゆきはこちらをむいてひざまずいた。

　（死なすなよ！）

　と言おうとして、すぐ思いかえした。

　「おれがよろしゅう言ったと言ってくれい。達たつ者しやになって、また笛を聞かせてほしいと言ったとも……」

　またつきあげてくるものがあって、声がふるえそうになって、ことばを切った。

　「……ありがとうございます。かならず申し伝えるでございましょう」

　定さだ行ゆきは平へい伏ふくして言った。

　「よい、行け」

　静かに立って、やせたうしろ姿を見せて立ち去った。






夕ゆう陽ひの山の下に




　　　　一




　宇う佐さ美み定さだ行ゆきを送りだして数日の後、春日かすが山やまから急使があった。

　「武たけ田だ信しん玄げんが信しん越えつの国境にうってでた」

　というのである。

　信玄は川かわ中なか島じまに本ほん陣じんをすえ、春 日かすが 弾 正 忠だんじようのじよう 昌まさ 信のぶを先さき手てとして犀さい川を越えさせた。守備の任にあたっている高たか梨なし政まさ頼よりをはじめとして政まさ虎とらに帰属している信しん州しゆう豪ごう族ぞくらが制止したがきかず、野の尻じり湖こ＊をこえ、国境をこえ、大おお田た切ぎり近くまで北上してきた。野の尻じり湖この東南方割わりガ嶽だけには政まさ虎とら方の城があり、信しん州しゆう豪ごう族ぞくらが交代で守備している。

　武田勢の進撃を傍ぼう観かんしているかに、鳴りをひそめていたが、信しん玄げんが城の様子を見るために城下に来たのを見ると、門をおしひらき、ドッとばかりに攻撃にかかった。同時に間かん道どうを通って横あいからも攻めかかった。

　信しん玄げんは苦戦におちいり、味方の勇士で戦死する者が少なくなかった。夜や叉しや美み濃ののあだ名のある原はら美濃守みののかみ虎とら胤たねが十三か所の手て傷きずを負うたというのだから、苦戦のほどが思われる。しかし、ついに越えち後ご勢を圧迫し、どうやら割わりガ嶽だけ城を攻めおとした。

　春日かすが山やまでは、政まさ虎とらが関東出陣の時に定さだめおいたおきてに従って、兵をくりだし、続々と南下させたため、さすがに信しん玄げんも、せっかく攻めおとした割わりガ嶽だけ城を確保することはできず、川かわ中なか島じまにひきさがったが、ここで味方に所属していた信しん 州しゆう 豪ごう 族ぞく 海 野うんの 民部丞みんぶのじよう・　仁に科しな右う衛え門もん大だ夫ゆう盛もり政まさ・高こう坂ざか安房守あわのかみの三人を呼びだし、

　「その方ども、長なが尾お景かげ虎とらが関かん東とう管かん領れいに就しゆう任にんしたについて心まどい、当家離り反はんのきざしがあると告げ知らす者があったが、このたびの合かつ戦せんにおけるふるまいを見るに、その疑い十分なものがある。人につかえて二に心しんある者には、古こ来らい定さだまった律りつ法ぽうがある。覚悟いたすよう」

　と申し渡して斬きってしまった。

　しかし、そののち、

　「この三家はともに信しな濃のの由ゆい緒しよある名家である。名みよう跡せきを絶つべきでない」

　と言って、自分の次男で盲もう目もくであったため竜りゆう宝ほうと名のらせていた十八歳の青年に海うん野の次じ郎ろう勝かつ重しげと名のらせて海うん野の家を立てさせた。しかし、これでは海うん野のの家来どもが従わないことが明らかなので、海うん野の譜ふ代だいの家か老ろう奥おく座ざ若狭守わかさのかみが元来百貫かんの知ち行ぎようであったのを加か増ぞうして千貫とらせて籠ろう絡らくした。

　仁に科しな家のあとは、油あぶら川かわ家から来た妾しよう油あぶら川かわ殿に生ませた五男がわずかに五つであったのを立てて、仁に科しな五ご郎ろう信のぶ盛もりと名のらせた。

　高こう坂ざか家の名みよう跡せきは、春 日かすが 弾 正 忠だんじようのじよう 昌まさ 信のぶ（のち虎とら綱つな）に立てさせ、春日かすが弾正だんじようはここに高こう坂ざか弾だん正じようとなった。

　政まさ虎とらに報ほうぜられたことは以上のようなことであった。

　政まさ虎とらは怒いかりのうちに、

　「うすぎたないやつめ！　空あき巣すねらいばかりいたしおる！」

　と、軽けい蔑べつ感かんのおこってくるのをどうしようもなかった。もちろん、こんどのことの直接原因は小お田だ原わら北ほう条じよう氏からたのまれて背後から自分を牽けん制せいするための侵しん入にゆうにはちがいないが、越えち後ご侵しん入にゆうは信しん玄げんの素そ志しだ。小お田だ原わらからたのまれたをさいわいに、かねての志を遂とげようとしたものに相違なかった。おそらくは、

　（当の政まさ虎とらの不在をねらうのは本ほん意いではないが、縁えん家かからたのまれたのじゃからしかたはない）

　という好こう辞じ柄へいのできたのをほくほくしながら。

　とすれば、うすぎたなさはいっそうだ。

　「不ふ潔けつなやつめ！」

　虫ずの走るほどのいやらしさだ。

　とりわけいやらしく思われたのは、信しん州しゆう豪ごう族ぞく三家の始し末まつだ。三家のうち、仁に科しなと海うん野のは自分が京から帰って、将軍の命めいによって関かん東とう管かん領れいのあとをつぐことになったと宣言した時、北陸・関東の諸しよ豪ごう族ぞくとともにそれぞれ太刀たちを献けん上じようしている。しかし、それだけのことだ。武田家に二に心しんを抱いて自分に帰き服ふくを申しこんだりなどはしておらぬ。高こう坂ざかにいたっては太た刀ちけ献んじ上ようもしていない。

　つまり、三家ともその心しん術じゆつにはなんら疑うべきところはなかったのだ。しかもそれを有う無むを言わさず捕とらえて斬きったというのは、不当な嫌けん疑ぎをかけたのだ。

　あるいはこうも考えられる。武田・上杉の間が険けん悪あくになれば、まずとばッちりを受けること必然である地域に三家は城じよう地ちをもっているので、こんどの武田の侵しん略りやくには乗り気でなく、したがって働きぶりもかいがいしくなかったと思われる。そのために、かねてから抱いていた信しん玄げんの三家にたいする疑ぎ惑わく心しんが、

　「さてこそ」

　と思わせたのかもしれない。

　だから、単に三人を捕とらえて斬きっただけなら、戦国の争い、武将として当然の処置ともいえる。なにがどうあろうとも、すでに戦場に臨のぞんだ以上、武士として働きに糸いと目めをつけるべきではないからだ。異い議ぎや諫かん言げんはそこになるまえまでのこと、精かぎり、根こんかぎりの働きをすべきものだからだ。でなければ戦争はできるものではないからだ。

　しかし、そのあとが悪い。三家の名みよう跡せきの絶えるのをおしむなら、その血ち筋すじを伝えている者をさがして、それをもって名みよう跡せきを立てさせるのがもっとも道にかなったことだ。血ち筋すじの者がなければ他た姓せいの者をもって立てさせるのもいたしかたなき処置であるが、段取りをふまずにいきなりそこへもっていったのは、名みよう跡せきほしさに三家の当主を殺したと解釈されても弁解のことばはないであろう。

　ましてや、海うん野の家の名みよう跡せきをつがせたのは、信しん玄げんの次男とはいえ、盲目というではないか。仁に科しな家をつがせたのは五歳の幼児というではないか。高こう坂ざか家をつがせた春日かすが弾だん正じようは百ひやく姓しようの子であったのを美び貌ぼうであったので少年のころ召しだして寵ちよう愛あいした者というではないか。いずれも名みよう跡せきを立てるとは名めい目もくだけのこと、三家の所しよ領りようをうばい、同時に私し愛あいに報むくいようとの意い図とであることは明めい瞭りようである。

　「うすぎたないやつめ！　関かん東とう管かん領れいの職しよく分ぶんのうえからも、この非ひ違いを黙だまって見すごすことはできぬ」

　と、憤ふん激げきした。




　　　　二




　六月二十一日、政まさ虎とらは前ぜん管かん領れい憲のり政まさと同どう道どうして、厩うまや橋ばしを出発、帰国の途とについた。近この衛え前さき嗣つぐは古こ河が城にとどめた。

　「まろは当分こちらにいるわ。そなたがそばにいてくれんと心細うてならんのやけど、これも修しゆ行ぎようやろ。それに欲よくを言えばきりがない。こちらの武士どももあまりまろの言うこと聞いてはくれへんけど、京の三み好よし党とうや松まつ永なが党とうとは大ちがいや。うやもうてだけはくれるさけな。そなたがあんじょう言いわたしてくれれば、言うことももっと聞いてくれるようになるやろでな。修しゆ行ぎようのためやと思うて、当分しんぼうしてみるわ」

　と、前さき嗣つぐが言うからであった。

　あんなにそばにいたがっていたのに、どうした心境の変化か、よくわからない。寵ちよう愛あいの女が関東をはなれることができないとでも言うのかもしれないとは思ったが、政まさ虎とらとしても名みよう代だい的てきの意味で、手しゆ腕わんのある人物か、関東の武士らの尊敬を集めうる名めい門もんの人かをのこしておく必要があった。そうなると、上うえ杉すぎ憲のり政まさはすでに試験ずみの失敗者であるし、足あし利かが藤ふじ氏うじはいまのところまだ反対者が多すぎるし、前さき嗣つぐがもっとも難なんが少ないのである。

　「それでは殿でん下かはおとどまりください」

　と、承しよう諾だくして、関東の武士らに、

　「殿でん下かに疎そ略りやくがあってはならんぞ。もし無ぶ礼れいをあえてする者があったら、政まさ虎とらはけっしてすておかぬぞ」

　ときびしく申し渡して出発した。

　信しん州しゆうの形勢については、帰りの道すがら、たびたびの注ちゆう進しんがあって承知した。信しん玄げんは川かわ中なか島じまに近く、千ち曲くま川にそった海かい津づに城をきずき、ここに春日かすが弾だん正じようあらためて高こう坂ざか弾だん正じようをこめ、甲こう府ふに引きあげたというのだ。

　（敵もさるものだ。よも、おれが黙だまっているとは考えておらんのだな）

　と、思った。

　政まさ虎とらの覚悟は最初の報告を受けた時からきまっている。こんどこそ新しん関かん東とう管かん領れいの面めん目もくにかけて、われたおれるか、彼たおれるか、ぎりぎりの決戦をしようとのすさまじい覚悟である。

　彼はみちみち策をねりながら旅をつづけ、六月二十八日に春日かすが山やまに帰き着ちやくした。

　ついて数日は凱がい旋せんにともなう行事で過ぎた。この年の六月は小の月で二十九日までしかなく、翌々日から七月がはじまるが、二十九日と七月一日は、義よし輝てる将軍から使者として関かん東とう陣じんに来てこちらへ送りつけた僧一いつ舟しゆうを饗きよう応おうしたり、一いつ舟しゆうと同どう道どうして上じよう洛らくすべき使者の選せん択たくや、命令を下すことで過ぎた。

　「よくご都つ合ごうとご予定とをうかがい、ずっと京に滞たい在ざいして、だいたいのお日取りがきまったら、さっそくに一人はせ帰って注ちゆう進しんせい。時をうつさずお迎えの人数を江ごう州しゆうまでさしのぼせることにする」

　と、言いふくめた。

　一いつ舟しゆうは政まさ虎とらの家か臣しん三名をともなって、二日に帰京の途とについた。

　その二日は、政まさ景かげをはじめとして一門の者や重じゆう臣しんらが、関かん 東とう 管かん 領れい 就しゆう 任にんと凱がい陣じんとを祝してそれぞれに太た刀ちを献けん上じようしたり酒しゆ肴こうを献けんずる儀式があり、三日・四日は政まさ景かげが諸将や諸士を招待しての帰き陣じん祝いをして、将士の労を慰なぐさめた。

　四日から信しん玄げんと決戦の手くばりにかかった。

　空くう前ぜんの大がかりな準備であった。

　彼は会あい津づの芦あし名な盛もり氏うじ、出で羽わ庄しよう内ないの大だい宝ほう寺じ義よし増ますに加か勢せいをたのんだ。関かん東とう管かん領れいの管かん轄かつする地域は、そのはじめにおいて関かん八はつ州しゆうであったが、しだいに拡張されて、伊い豆ず・甲か斐いが加わり、さらに奥おう羽う地方もまたその管かん国こくとなった。つまり、もっとも盛んな時代は、伊い豆ず・甲か斐いから東は全部その統とう制せい下かにあったのだ。その後勢いおとろえて、上こう野ずけ一国もおぼつかなくなったことは、ずっと書いてきたとおりであるが、政まさ虎とらは理想家であり、権けん威い主義者だ。関かん東とう管かん領れいになった以上、制度に規定されたとおりの関かん東とう管かん領れいにならなければならないと信じ、その実力をもっていると信じている。古こ制せいに従って来らい援えんを催さい促そくしたのであった。

　現在の史し料りようではよくわからないが、この三年後、芦あし名な氏が信しん玄げんに誘さそわれてともに政まさ虎とらを挟きよう撃げきしようとして越えち後ごに出陣しているところを見ると、両氏はこの時政まさ虎とらの催さい促そくには応じなかったのではないかと思われる。政まさ虎とらは理想家だが、芦あし名なも大だい宝ほう寺じも現実派なのである。関かん東とう管かん領れいの権けん限げんを昔どおりには受けとらないのである。こういう点、政まさ虎とらのやり方はこっけいといえないことはない。しかし、悲ひ壮そう美びや、壮そう大だい美びや、荘そう厳ごん美びや、厳げん粛しゆく美びなどというものは、現実派の目から見ればつねにある程度のこっけい感のあるものである。

　とにかくも、芦あし名なと大だい宝ほう寺じとにこの催さい促そく状じようを出しておいて、家か臣しん斎さい藤とう朝あさ信のぶ・山さん本ぼん寺じ定さだ長ながらに越えつ中ちゆうを守らせ、政まさ景かげに春日かすが山やま城の留る守すをさせることにした。

　彼が政まさ景かげに出した指令はこうだ。





　　一、越えつ中ちゆうの人ひと質じちのとりあつかいはもっとも注意して油ゆ断だんあるまじきこと。

　　一、もし会あい津づ衆しゆう （芦あし名な勢ぜい）・大だい宝ほう寺じし衆ゆうが到着したら、 蔵くら田たのところに顔出しさせ、 西にし浜はま （西にし頸くび城き郡内）・能の生う・名な立だちに陣をとらせよ。しかしながら、越えつ中ちゆう方面の情勢が火かき急ゆうでない時には、府ふ内ないに止とどまらすべきこと。

　　一、越えつ中ちゆう方面へ援えん軍ぐんを出さねばならぬ時は、蔵くら田たに申しつけて府ふ内ない勢を出させ、そなたそれをひきいて出陣し、適当な処置をとるべきこと。




　　　　付けたり。斎さい 藤とう 下 野 守しもつけのかみ 朝あさ 信のぶ・山さん本ぼん寺じ伊予守いよのかみ定さだ長ながの両人を、越えつ中ちゆう方面の守将としてあの国にとどめおくゆえ、あの方面のことはこれと相談して処置すべきこと。

　　　　以上




政まさ虎とら（花か押おう）　　



　　長なが尾お越前守えちぜんのかみ殿




　大たい綱こうがきまれば細さい目もくもきめなければならない。乾けん坤こん一いつ擲てきの覚悟をきめている政まさ虎とらは城内の毘び沙しや門もん堂どうにこもりきりで、座ざ禅ぜんし、護ご摩まを焚たきあげて、心しん気きをすましながら、専心にくふうを重ねた。




　　　　三




　八月十日、いっさいの作戦計画ができた。

　「これでよし！　これ以上のことはあらかじめきめても無む駄だだ。その時はその時の変化に応じてくふうするよりほかはない」

　とつぶやいて、毘び沙しや門もん堂どうを出た。月げつ余よにわたって、ろくに寝もせず、飲食もしなかった政まさ虎とらは、髪もひげものび、ほおは削そげ、目だけが鋭いかがやきをはなって、おそろしい相そう貌ぼうになっていた。

　「みなを集めい」

　と、諸将を屋敷に集合するように使いを出させておいて、湯ゆ浴あみをし、髪とひげをそらせ、衣服をあらためた。

　すがすがしくていい気持ちであった。

　ごく少量の酒をゆっくりとのみながら外をながめた。よく晴れた日で、うす赤い色をおびた中ちゆう秋しゆうの日が明るくさしていた。

　久しぶりの酒に、ほろほろとした酔いがまぶたのあたりにのぼってきたころ、近きん習じゆうの者が来て、人々がみな集まったことを告げた。

　「よし」

　政まさ虎とらは小こ机づくえの上においた書き付けをつかんで、広ひろ間まに出た。

　広ひろ間まには、重おもだった武士らが大だい紋もんの袖そでをつらねていならんでいた。こうした軍議の席ではいつものことであるが、しわぶきひとつする者がなく、深い林の中の樹木のように人々は森しんとおししずまっていた。政まさ虎とらがあらわれると、一同、大だい紋もんの袖そでを左右にひろげて両手をつき、ひたいを床ゆかにつけた。

　政まさ虎とらはつかつかと上じよう段だんの間まに進み入って、定さだめられた席にすわった。

　部将らの前のはしにいた本ほん庄じよう慶よし秀ひでが席を立って、政まさ虎とらの前に進み出、両手をついた。

　政まさ虎とらは右手につかんだ書き付けをさしだした。

　慶よし秀ひではいざりより、両手で受け、ざっと目を通すと、また平へい伏ふくして、すこし席をさがり、部将らの席にななめにひざをむけた。

　「このたびの信しん州しゆう表おもてへのご出陣にあたっての諸しよ手ての編へん成せい、お伝え申す。みなみなお聞きとりありたい」

　低いが、よく透とおる声で言って、つぎつぎに読みあげていった。

　先せん陣じん、二陣、後あと備ぞなえ、遊ゆう軍ぐん一陣、同二陣、旗はた本もと前まえ備ぞなえ、同左ひだり備ぞなえ、同右みぎ備ぞなえ、軍いくさ奉ぶ行ぎよう、小こ荷に駄だ奉ぶ行ぎよう、旗はた本もと先さき手て、お手て廻まわり、海かい津づ城のおさえ、春日かすが山やま城の留る守す番ばん、府ふ内ないの留る守す番ばん、等々々だ。いちいちに人名と人数が定さだめられている。

　人々は自分の名が読みあげられると、

　「はっ」

　とこたえて、平へい伏ふくした。

　先せん陣じんは、村むら上かみ義よし清きよ・高たか梨なし政まさ頼より・井いの上うえ昌まさ満みつ・須す田だ親ちか満みつ・島しま津づ忠ただ直なお等の信しん州しゆう豪ごう族ぞくらで、当家に随ずい従じゆうしている連れん中ちゆうであった。これだけは、政まさ虎とらが説明したが、それもごくごく簡単であった。

　「先さき手てし衆ゆうはその本国である。地理にも通じているであろう。親しい者も多いであろう。味方に加わりたいという者がいたら、みな味方に引きいれい。用心をおこたってならぬことは申すまでもない」

　と、言っただけであった。

　「これでざっとすんだ。みないつなんどきなりとも出陣できるよう支し度たくしておいてくれるよう」

　最後にこう言いわたし、酒を出して饗きよう応おうして、その日はおわった。

　政まさ虎とらはその日は小しよう宴えんにおよばず、また毘び沙しや門もん堂どうにかえった。

　日の没ぼつするころである。毘び沙しや門もん堂どうの扉とびらをあけはなち、円えん座ざをしいて、目をはなっていると、ずっとはるかなまむかいに、米よね山やまが見える。あかあかと夕ゆう陽ひを浴びている。

　（あの山のむこうに琵び琶わ島じまがある）

　と思った時、政まさ虎とらの胸はいきなりはげしく波だってきた。




　　　　四




　政まさ虎とらの胸には、細ほそ面おもての顔がいっそう細くなり、すきとおるばかりの皮膚の色になり、目だけがさらに大きくすんできている乃な美みの顔がまざまざと思い浮かんだ。紅あかさを失って、他の皮膚と同じ色になっている唇くちびるや、骨がすけて見えるほど細くなっている青い手も、目に見えるようであった。

　宇う佐さ美み定さだ行ゆきは、政まさ虎とらが帰国した当とう座ざ、凱がい陣じんの祝しゆう儀ぎの使いに長男の民みん部ぶ少しよう輔ゆう実さね定さだをつかわしたが、その際、

　「乃な美みの容よう態だいが思わしくござらねば、当分出しゆつ仕しはおゆるしいただきたい」

　と、申しそえたのである。

　乃な美みはよほど重じゆう態たいにちがいなかった。

　じつをいえば、政まさ虎とらがこの堂内にこもって寝食を忘れて作戦計画を練っている間も、乃な美みのことがしばしば影かげをさして、心をかき乱した。彼はそれをはらいのけはらいのけして思し念ねんをこらした。どうしてもはらいのけられず、禅ぜん定じように入ったり、護ご摩まを焚たいたりして、やっとはらったこともあったほどだ。

　いっさいの計画ができ、あとはその場その場の気合いとひらめきにまかせるだけとなったいまは、その抑よく圧あつが全部とれたわけであった。沈まんとする夕日を受けてあかあかとかがやいている米よね山やまを凝ぎよう視ししている政まさ虎とらの心は、ひとすじにその山のむこうのふもとに病やみやつれて寝ている人にはせた。

　（会いたい！）

　と、やけつく思いで考えた。

　出陣を前にひかえて、こんな気になったことは、いままであったことがない。いつの戦いくさにも、きびしく心が引きしまり、昂こう揚ようし、無む二に無む三さんな気持ちになるのがつねだ。よくぞ男に生まれた！　という気き魄はくが全身にみなぎり、一種の恍こう惚こつ感かんさえあるのだ。彼はこの気持ちを尊そん重ちようした。おれにこれがあるかぎり、ぜったいに合かつ戦せんに負けることはないとさえ自信している。

　だから、狼ろう狽ばいに似た気持ちがあった。

　「出陣を前にして、なんたることだ。おれらしくもない！」

　とたしなめて、ゆっくりとひざを組みなおし、結けつ跏か趺ふ坐ざ、目を半はん眼がんにして、動かない姿勢になった。

　多年の修しゆう練れんだから、ほどなく無む念ねん無む想そうになることができた。直なお江え津つの浜に終しゆう日じつ餌えさをあさって日が暮れかかってきたので、この城内や裏山にかえってくる烏からすの鳴き声も、城内のどこかでしている物音も、軒のき端ばに鳴る夕風の音も、すべて聞こえはするが心になんの痕あとものこさず刹せつ那な刹せつ那なに消えていき、心身ともに脱だつ落らくしていたが、やがてわれに返って目をみひらいた。

　米よね山やまとその上の空をさっきまで色どっていた夕焼けは消えて、山は濃こい暗あん青せい色しよくとなり、山をはるかに右にはずれたところに十日の月がのぼっていた。

　思し慕ぼはまたかえってきた。思い返してみると、無む念ねん無む想そうの境に入っていたというのはみずからそう思っていただけのことで、寸時のきれ目もなく乃な美みのことを心のどこかで考えつづけていたようであった。

　嘆たん息そくとともに、

　（行って会ってくるよりほかはない。そうしないかぎり、おれはいつもの心になって合かつ戦せんの場に臨のぞむことはできない）

　と思った。

　三十分の後、政まさ虎とらは十人ほどの従じゆう者しやをつれて、城門を出て、東にむかった。月はますます高くなり、光はいよいよ冴さえていた。

　「さしせまる出陣にあたって、駿する河がに知ち恵えを借りたいことがあるゆえ、行ってくる。明日の夕方までには帰る」

　と、言いおいた。

　主しゆ従じゆう十人、みな騎き馬ばで、乗りかえの馬までひいて、急ぎに急いだので、春日かすが山やまから琵び琶わ島じままで六十キロあるが、深夜をすこしまわったころについた。

　宇う佐さ美み定さだ行ゆきはおどろいて、月かげ青い城門まで走りでて迎えた。

　「これはまた思いもかけぬ時刻に、思いもかけぬおんいらせでございます。この夕方、せがれからの急ぎの報しらせがまいりまして、ご出陣のお触ふれだしのあったことを承知申したところでございました。なにはともあれ、こちらへ」

　夜ふけの冷れい気きがしみるのであろうか、しきりにしわぶきながら言う。やせた顔は月の光に青白く照らされて、いたいたしくさえあった。

　「急に思い立ったことがあってまいったのじゃ」

　と、言いながら政まさ虎とらが馬をおりようとすると、

　「道がほどあります。そのままお召しありますように」

　と言って、定さだ行ゆきはみずから政まさ虎とらの馬の口をとって、ゆるやかな勾こう配ばいをもった道をみちびいていった。




　　　　五




　日よりつづきの道を飛ばせてきたのだ。半はん途とからは夜よ露つゆがおりていたが、それでもからだじゅうほこりと汗にまみれて、気持ちが悪い。

　「行ぎよう水ずいを使わせてくれい」

　と、所しよ望もうして、湯ゆ殿どのにはいって湯ゆ浴あみして、貸してもらったきものとかえ、さっぱりなって、客きやく殿でんにかえってきた。

　定さだ行ゆきは冴さえた月光の庭に臨のぞんだその座敷に酒しゆ肴こうを用意して待っていた。

　「まず召しませ」

　と、みずから提子ひさげをとってすすめる。ほどよく燗かんをした清酒すましだ。

　「世せ話わをかける」

　受けてのむと、はらわたにしみるばかりだ。

　「ああ、うまい」

　おぼえず舌したを鳴らした。

　「お重かさねあそばせ」

　つづけさまに三さん献こんのんで、ほろりと酔いが出てきた。

　「軍勢の編へん成せいはこうきめた。この十三日に出陣のつもりにしている」

　と言って、政まさ虎とらはもってきた編成の書きつけを定さだ行ゆきにわたした。

　「これはおんわざわざ」

　定さだ行ゆきは受けて、灯とう火かをかきたて、書き付けを灯ひに照らして見た。老おいて眼めが遠くなっているので、上体をそらし、書き付けを手いっぱいにのばして見なければならない。

　無む言ごんのまま、ときどきうなずきながら見ていたが、見てしまっておしいただき、返した。

　「思いきった戦いくさをあそばされるのはつねのことでございますが、このたびはまたいっそう思いきったことをなされるお覚悟でございますな」

　「さすがだな。よう見た。きゃつとの合かつ戦せんは、いつもふっきれぬ。勝ったようでもあり、負けたようでもある。はっきりせぬところが、業ごうがにえてならぬ。こんどこそ、はっきりと雌し雄ゆうを決したいのだ。場合によっては、きゃつを討ち取るか、おれが討ち取られるか、そこまでやる決心でいる。それで来た」

　平へい静せいに言おうとつとめながらも、一語一語短くくぎったことばが、強い調子になった。

　定さだ行ゆきはそれをしずめるかのように微び笑しようをつくり、

　「まず、まず……」

　と言い、のどかな調子で言いついだ。

　「お気をしずめてお聞きたまわりとうござる。お屋や形かた様近年のお戦いくさぶりを拝見しては、われらがような老おいぼれ武む者しやなどがさかしらを申すはいらぬことでありますが、ちょっと申させていただきとうござる。お聞きたまわりましょうか」

　「聞こう」

　「ありがとうございます」

　定さだ行ゆきはおじぎして、白い疎そ髯ぜんを細い指先でもんで、低く、しずかな声で言う。

　「およそものごとをなすに拘こう泥でいすることがもっとも悪いことはすでにご承知でありましょう。八はつ方ぽう碧へき落らくのただなかに孑けつ然ぜんとして立っているがごときこだわりなさでいてこそ、いかなる変化にたいしてももっとも的てき確かくな応対ができるのであります。その点から申しますと、かならず雌し雄ゆうを決したいとか、われたおるるか彼たおるるかいずれかに決着したいとか、ましてや、業ごうが煮にえるなどというお気持ちは、恐れながら、八はつ方ぽう碧へき落らく、四し方ほう無む礙げの境地とは千せん万まん里りのへだたりがあるかと存じます。ご反省をおねがい申しとうございます……とは申しますものの」

　と言って、目を伏ふせて、いちだんとひくい声になった。

　「すでにご決意あった以上、お聞きとどけいただけぬでございましょうな」

　泣いているかと思われるようなしみじみとした様子であった。

　政まさ虎とらの胸は熱くなった。

　「いや、聞きいれぬことはない。心にしみてたしかに聞いたぞ。よくぞ申してくれた。そちならずば、申してくれることではない、礼を言うぞ。しかしながら、おれは戦いくさ場では、いつも気ちがいになれる男だ。気ちがいほど無心なものはあるまいがや。ハハ、ハハ」

　あまりむきになったのがてれくさくて、政まさ虎とらは笑った。盃さかずきをさした。定さだ行ゆきは受けた。酌しやくをしてやった。のんでかえした。政まさ虎とらは受けて、なみなみとつがせ、その盃さかずきを胸にささえて言った。

　「おれが今夜ここへ来たのは、二つの用事があってのことだ。一つはいますんだ。もう一つすませたい。乃な美みに会わせてくれい」

　おわりの方は、呼い吸きもつがず、いっきに言った。

　定さだ行ゆきは答えない。うつむいていた。聞こえなかったのではないかと思われるような姿であった。

　「会わせてくれい。おれはそちのゆるしを肴さかなにして、この酒をのむ」

　知らず知らずに、にらむような強い目つきになっていた。

　「乃な美みの容よう態だいはどうなのだ。重じゆう態たいなのであろうな。おれは三日後には出陣する。かれ死ぬか、われ死ぬかの覚悟をもってだ。会わんではおれんのだ。それで来た。会わせてくれい」

　かきくどく、切せつ迫ぱくした語ご調ちようになった。それはもういっさいの虚きよ飾しよくを脱ぬぎすてた恋の告白といってよかった。

　定さだ行ゆきは顔を上げた。灯ほかげを受けた老おいた顔は蒼そう白はくになっていた。その顔に定さだ行ゆきは微び笑しようを浮かべたが、それは泣いているような表情になった。

　「ありがとうございます。娘もいかばかりよろこびますことか。さいわい、昨日きのう今日きようは、気分がよいとて昼のあたたかい間、ほんのしばらくでございましたが、床とこの上にすわっていたほどでございます」

　「聞きいれてくれるか！重ちよう畳じよう！」

　政まさ虎とらは胸にささえていた盃さかずきを口もとに運んで、ぐっと飲みほした。こらえかねた涙がつきあげてきて、酒にむせんだ。




　　　　六




　病室のとりかたづけをする間しばらく待たされた後、定さだ行ゆきにみちびかれて、そこに行った。

　乃な美みは床とこをはなれた位置に、侍じ女じよ二人をしたがえてすわっていた。大急ぎで化け粧しようしたのであろうか、へやの入口を凝ぎよう視ししている顔には、紅こう粉ふんが刷はかれて美しく、なんのやつれも見えないようであった。

　入口にあらわれた政まさ虎とらを見ると、立ちあがって出迎えようとして、よろめいた。

　「そのままでいよ。迎えるにおよばぬ」

　政まさ虎とらは言って、すばやく入った。彼のために設けられた席は一間けんほどのこちらにあり、夏なつ毛げの鹿の皮をしいてあったが、かまわず進んで、四尺ほどのまぢかにすわった。定さだ行ゆきがあわてて敷しき皮がわを引きずってきてすすめた。

　「かまうまい」

　と言って、乃な美みを凝ぎよう視しした。

　乃な美みは両手をついて、おじぎした。その髪がいつも見るよりも黒々とし、つきそろえた両手がいたいたしいほど細くなっているのに気がついた。

　「病気であると聞いて、案じていた。見舞うてやりたいと思いながらも、ひまがなかった。わしはこんどは大おお戦いくさせねばならんのでのう」

　うちとけた軽い調子をとろうと、つとめた。

　「信しん州しゆうへのご出陣のことは、父に聞いています。お忙いそがしいところを、わざわざのお見舞い、お礼の申し上げようもございません」

　うつむいたまま、くぐもるように低い声で言う。

　定さだ行ゆきも、侍じ女じよらもいなくなって、二人だけになっていた。それに気づくと、政まさ虎とらは目のくるめくような気持ちにおそわれた。

　「顔を上げい。顔を見せてくれい」

　と言ったが、その声がふるえた。自分のその声を、政まさ虎とらは遠いところに聞くもののように感じた。しかも、もっともあざやかにそれがわかった。

　乃な美みは目を上げて、じっと見つめた。黒々とすんで、大きな大きな目であった。

　「うれしゅうございます」

　と、ふるえる声で言った。涙が筋すじをひいて、そのほおを伝った。その涙の伝って行く先のあぎとが、おどろくほど細くなっていることを、政まさ虎とらは気づいた。

　愕がく然ぜんとして、見なおすと、やつれていないと思ったのは、目のあやまりで、どこもかしこもうすく、細く、すきとおって、もろいもろい氷のかけらのようになっているのであった。

　「冷れい気きがしみる。いたつきの身だ。かまわぬ。床とこに入れ」

　「…………」

　「床とこに入れ。そなたがそうして起きていると、おれもおちついてここにおれぬ」

　乃な美みは細い指先で涙をはらった。だまって、すなおに、床とこに移ろうとして、かすかによろめいた。政まさ虎とらは抱いて移らせてやりたかったが、気き軽がるにそれができなかった。はらはらしながら見ていた。

　乃な美みは床の上に横になった。

　政まさ虎とらは夜や具ぐを胸までかけてやり、軽く四よ隅すみをおさえた。

　「うれしゅうございます」

　と、乃な美みはまた言ったかと思うと、考えられないほどのすばやさで手を出して、政まさ虎とらの手首をつかんだ。ぞっとするほどのつめたさであった。

　「乃な美みは、乃な美みは、乃な美みは……」

　と、言った。顔をむこうにそむけている。

　自分の手をつかんでいる乃な美みの手を、もう一つの手でおさえ、あたためるようにくるみこんで、政まさ虎とらは言った。

　「おれもだ。おれもだ。そなたのことを、おれは一日として忘れたことはなかった。一日として思わないことはなかった。ずっと昔、おれはそなたを嫁よめにくれいと駿する河がにたのむつもりで、途中まで来かかったことがある。途中で妙みようなことを見たため、おれはおなごというものがいやになって、そのまま引きかえした。くだらんことよ。ああいうことに思いまどわず、ひとすじにここに来ていれば、そなたはおれが女によう房ぼうになっていたのじゃ。そうしたら、こんな病気にもならず、いまごろは二人か三人、おれが子供を生んでいたであろうにな。返らぬくりごとながら、おれは残念じゃよ。ハハ、ハハ、ハハ……」

　熱に浮かされたような気持ちであった。政まさ虎とらは夢む中ちゆうにしゃべりつづけた。

　「うれしい、うれしい、うれしい。乃な美みもそうでございました。お屋や形かたおひとりをお慕したいして、今日まで来ました。お慕したい申しているこの心をお知りねがうこともできないままに死んでしまわなければならないかと思うていましたが、……それもけっして不足にも思いませんけど……、こうして心をお知りねがい、お心のほども知ったのですもの。もう思いのこすところはございません。本ほん望もうでございます。本ほん望もうでございます……」

　切せつ迫ぱくした呼こ気きが、政まさ虎とらの耳を吹く。熱い呼こ気きだ。

　どちらからであったか、二人はしっかと抱き合い、唇くちびるを合わせていた。熱のためであろうか、乃な美みの唇くちびるはささくれだっていたが、燃えるように熱かった。政まさ虎とらはわずかにそれを感じただけですぐ忘れ、ただむさぼり吸った。






月出いで月沈しずむ




　　　　一




　男の情熱は疲つかれやすくできているのであろうか、それとも感情が複雑にできているのであろうか。やがて政まさ虎とらの心に陰かげがさしてきた。乃な美みは重病なのだ、いつまでもこうしていては病気に悪いであろうとも思い、明日は朝の間にここを立って帰らなければ日暮れ前に帰りつけない、もうさがって休息しなければならないとも思った。

　ひたむきな純じゆん一いつさを失ってきた政まさ虎とらの心を、乃な美みは感じたのであろうか、身もだえするように唇くちびるを動かしてはげしくしがみついてきたが、ふたたび相手の情熱を呼びかえすことができないとわかったのであろう、首すじにからんだ腕から力がぬけ、唇くちびるをはなした。

　政まさ虎とらはその背をなお抱きつづけ、耳に口を寄せてささやいた。

　「養よう生じようして、きっとなおってくれい。おれはかならずそなたを妻にする。きっとだ、きっとだ」

　乃な美みは答えなかった。涙がしずかにほおを伝った。

　「養よう生じようしてくれな。なおってくれな。このままでは、二人ともあまりあわれだ……」

　「……は、はい……」

　と、かすかに答えるとともに、はげしくむせび泣きはじめた。

　うれしさに感情が激しのぼってきたのだと思われた。政まさ虎とらも泣きたいほど胸にこみあげてくるものがあった。

　そっと、手をはなして、はなれた。

　席をさがって、顔を見ると、乃な美みのほおには涙が小さなしずくになってのこっていたが、もう涙の乾かわいた目で凝ぎよう視ししていた。異い様ようなくらいふかぶかと澄すんだ目であった。

　「どうしてそうおれを見ているのだ」

　と政まさ虎とらは微び笑しようした。

　「いいえ、でも……」

　乃な美みは笑おうとしたようであったが、ふいにぱっと赤くなった。やせ細り、すきとおって、もろいもろい器うつわのように見える顔が赤くなったのを、胸が熱くなるような気持ちで見ながら、政まさ虎とらは言った。

　「さっき申したことは、よく心こころ得えているな」

　「はい」

　赤くなった色がしだいにさめながら、低く答えて、目を伏ふせて答えた。

　「明日が早い。おれはむこうへ行く。明朝また会おう」

　「はい」

　やはり目を伏ふせたまま答えた。

　政まさ虎とらは乃な美みの肩をよく夜よ着ぎでくるんでやって、立ちあがった。

　寝しん所じよは客きやく殿でんをあててあった。供ともをしてきた小こ姓しようが眠そうな顔でまだ起きていた。

　「ああ、これはすまなんだの。疲つかれていて眠かったろうに」

　いたわって、手伝わして、寝ね衣ぎにかえて、床とこに入った。

　小こ姓しようは政まさ虎とらのぬぎすてた着物をたたもうとする。

　「たたまんでもよい。その衣い桁こうにかけておけばよい。はよう行って寝よ。明日は起こすまで寝ねていてよいぞ」

　と言った。

　すなおに着物を衣い桁こうにかけ、

　「それではさがります」

　両手をついてあいさつし、灯とう火かを細めて、立ち去った。

　のびのびと足をふみのばし、うす暗くなった天てん井じようをあおぎながら、政まさ虎とらは満ち足りた気持ちであった。

　（こうなることにきまっていたのだな。世の中はきまったようにしかならないものと見えるのう。あとはおれがこの戦いくさに勝つことと、乃な美みが元気になることだけだ。病気はなおるじゃろう。あんなにまでよろこんでいたもの……）

　ともあれ、満足であった。思いきり大きなあくびして、目を閉じると、そのまま深い眠りに入った。




　　　　二




　夢を見た。

　目のつづくかぎり薄すすきの穂ほがつづいて、白い波を打っていた。はるかなかなたからやや傾けい斜しやして、なだれてき、はるかなかなたに傾けい斜しやし去っている広い広い野だ。

　（妙みよう高こうの裾すそ野のかもしれない）

　と思って、右をむいて高みをあおぐと、高い高い空にしだいに急きゆう峻しゆんになりつついくつかの山のいただきが見えた。

　（ああ、やはり妙みよう高こうだ）

　と合が点てんした。

　彼はその裾すそ野の道みちを、供とももなくただ一人、青竹の杖つえをつき、わらじを踏ふみしめながら大おお股またに歩いていた。どこへ行くつもりか、それは考えない。ただむやみに心にせくものがあって、急いでいた。

　やがてはるかに前方に、馬に乗っていく人ひと影かげが見えてきた。女だ。市いち女め笠がさをかぶり、美しい模も様ようの着物を着ている。笠かさのかたむきぐあいから見て、ややうなだれぎみなのだと思われた。供ともの者はいず、ただ一人だ。馬のあしのなかば以上、薄すすきの穂ほ波なみにかくされて、とぼとぼと行く。

　（あぶないことだ。こんなさびしいところを、女の一人旅とは）

　と思っているうちに、

　（ああ、ここは妙みよう高こうではない。あれは信しん 玄げん 入にゆう 道どうの側そく室しつ諏す訪わご前ぜんじゃ。いまに供ともの者が多数出てくるはずじゃ。とすれば、ここは御み坂さか峠とうげでなければならぬはず）

　と思った。

　そこで、左の方を見ると、ちゃんと富士があった。もっとも高く、もっともおごそかな姿で。

　（やはりそうだった）

　満足であった。

　彼はなお急ぎつづけていたが、そのうち自分らの距離がすこしもちぢまらないことに気づいた。こちらは大急ぎに急いでおり、先方はごくゆっくり歩いているのに、まるで距離がちぢまないのだ。

　（いぶかしいこともあるもの。それとも、急がないようでも、相当急いでいるのであろうか）

　と思ったが、とたんにはっと気がついた。

　あれは乃な美みなのだ！

　追いつかねばならないと、足を速めようとしたが、どうしたものか、膝ひざがかたくしこって自由に動かない。

　「おおい！　おおい！……」

　と、手を上げて呼ぼうとしたが、声が出ない。

　乃な美みはいぜんとしてゆるやかな足どりながら、すこしずつ遠ざかっていく。

　呼ぼうとし、急ごうとして、汗になり、うめいたが、その苦しさに目をさました。

　外には虫の声が満ちていた。長い夜を鳴き明かすさまざまな虫の声が、遠くから時雨しぐれが襲おそってくるように、しだいに高くなり、複雑になり、高こう調ちようしきったところではたとやむことをくりかえしている。

　「夢か……」

　つぶやいて、手を上げて、ひたいに浮く冷たい汗をふいた時、床とこの裾すそにだれやらがいるように感じて、はね起きようとした時、かすかな吐と息いきの音を聞いた。女の、やさしく、よわよわしい嘆たん息そくであった。

　政まさ虎とらはそれが乃な美みのものであることがわかった。

　「乃な美みか」

　「は、はい！」

　と言うとともに、乃な美みは夜や具ぐをまわってするするといざり寄ってきたが、三尺ほどのところまで来ると、ひれふした。

　政まさ虎とらは起きあがった。

　「どうした。冷れい気きは毒だぞ」

　と言いながら、自分のきものを衣い桁こうからとってきて、肩にかけてやり、灯とう火かをかきたてた。

　明るくなったなかに、乃な美みはひれふしたまま動かない。

　「どうしたのじゃ。眠れぬのか」

　答えなかった。髪がふるえ、肩がふるえ、声をしのんで泣いている。

　政まさ虎とらには女との愛あい欲よくの経験がない。女にも欲よく情じようのあることは知識としては知っているが、それがどんなものであるか、実際には知らない。よろこびのあまり眠りを結びかねている間に会いたさがつのってきたのであろうと思った。可か憐れんとは思ったが、病気のからだであとさき見ずにとまゆをひそめたい気もあった。

　しかし、あわれで、そうも言いかねた。なんと言って帰そうかと、思案していると、乃な美みはそのままの姿で、くぐもった、低い声で、きれぎれに言いだした。

　「おなごのあられもないと、おさげすみでございましょうか。けど、乃な美みは、長いいのちではないような気がして、ならないのでございます。さきほど、ありがたい、おことばをいただいて、もう、これでいつ死んでも心のこりはないと、うれしゅうございました。……が、それでは、あまりはかないと、欲よくが出てきたのでございます。恥はずかしさを忘れてまいりました。――お添そい臥ぶしがしたいのでございます！」

　最後のことばは、ごく低い声ながら切り裂さくように鋭かった。

　白はく刃じんを胸につきつけられても、これほどのおどろきはなかったにちがいない。政まさ虎とらは、あっ！　と言おうとして、あやうくこらえた。同時にからだじゅうが炎ほのおになったように熱くなり、目の前がまっかになったかと思った。けれども、それと反対に、顔はまっさおになった。一日たってもう短いひげのぎっしりと生はえつまっているあごのあたりははげしくふるえていた。まだふるえている乃な美みの肩のあたりを凝ぎよう視ししている目はおそろしいほどかがやきが強くなり、獲え物ものをめがけて襲おそいかかろうとする鷹たかの目のようであった。

　しかし、すぐその目を閉じた。心しん気きを静めるために深い呼吸をいくどかしたが、やがて目をみひらいて言った。

　「なぜ長いいのちではないなどと言うのだ。不ふ吉きつなことを言うでない。おれはいつまでもそなたとこの世を楽しみたい。そなたもその気になってくれい。心細いことを言うてくれるでない。病やまいは気からという。今日以後、そなたには生きる精せいがついたはずだ。きっとなおる。きっともとのように元気になる。おれがしてみせる」

　乃な美みは答えない。もうふるえてはいない。なにかおそろしく頑がん固こなすがたであった。

　政まさ虎とらは嘆たん息そくしたが、すぐまた、

　「では、こうしよう。そなたの病やまいがいくらかおこたったら、春日かすが山やまの屋敷へ移れ。おれは毎日、そなたを見舞ってやろう。そうしたら、きっとなおるのも早い。おれはときどき、琵び琶わをひいたり、小こ鼓つづみを打ったり、尺しやく八はちを吹いたりして、そなたを楽しませてやろう。どうだ、これでなおらぬということはあるまい。聞きわけてくれい」

　乃な美みのかたいすがたがすこしゆるんだ。

　政まさ虎とらはいざり寄って、抱きおこして、

　「聞きわけたの。聞きわけたの」

　と顔をのぞいた。

　乃な美みは顔をそむけた。羞しゆう恥ちしていた。

　「恥はずかしがることはない。おれはうれしゅう思うていたのじゃから。――話がわかったら、帰ってあたたかくしてやすむのだ。さあ、立つがよい」

　乃な美みの肩や背は細くてもろくて、小鳥のようであった。いたいたしさにやるせなかった。たすけおこして、渡り廊ろう下かまで連れて出た。もう空には夜明けまえらしいけはいがただよい、米よね山やまの北のはずれに沈みかかっている月のうすい光が軒のきをかすめて廊ろう下かに落ち、廊ろう下かの板はおどろくほどひえびえとしていた。

　乃な美みが辞退するので、侍じ女じよどもの手て前まえもあるのだろうと、そこで立ちどまって、見送った。

　乃な美みのうしろ姿はいたいたしいほど細かったが、足どりは意外に軽やかであった。簀子すのこの角かどで立ちどまってこちらを見た。微び笑しようしたようだったが、よくわからなかった。すぐ曲がって見えなくなった。
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　予定のとおり、その日の夕方まえ、春日かすが山やまに帰りつくと、すぐ、

　「八月十四日、出陣」

　と、家か中ちゆうにふれを出した。

　先せん鋒ぽうを申し渡された信しん州しゆう豪ごう族ぞくらは、すでに信しん州しゆうの居きよ城じようにかえっている。それぞれの居きよ城じようにもっとも近い道すじで、加わることになっている。だから、政まさ虎とらとともに春日かすが山やまを出陣するのは二陣以下であった。政まさ虎とらの気の早さと激しさは、諸将はみなよく知っている。このまえの編へん成せい申し渡しの時に、陣用意を急ぐように申しわたされてもいる。準備はそれぞれにできていた。陸りく続ぞくとして春日かすが山やま城下に集まってきた。

　十四日の早そう暁ぎよう、まだ月が西の空にのこっているころ、諸軍は城外の広場に集結した。将五十余人、兵数は一万をすこし切れた。信しん州しゆう路じに入って先さき手てし衆ゆうを加えて、将六十人、兵数一万三千余になるはずである。

　政まさ虎とらは諸将を毘び沙しや門もん堂どうの前に集め、みずから護ご摩まを焚たきあげて祈き禱とうし、神しん前ぜんの水をもって出て、みずからも飲み、諸将にも飲ませた。

　順々に白しら木きのひしゃくがまわり、みなが飲みほすのを待って、貝をとって吹き鳴らした。勁けい烈れつな貝の音は山々にこだまして、ようやく白みそめてきた暁あかつきの空に殷いん々いんと長鳴りしてひびきわたった。

　卯うの刻（六時）、大おお手て前まえ広場の諸軍は、出陣の三度の鬨ときの声を上げ、順をもってくりだした。

　善ぜん光こう寺じ平だいらに出たのは二日の後、十六日の午前であった。ここまで来る間に、先さき手ての信しんし州ゆう豪ごう族ぞくらがはせくわわり、人数は予定のとおり一万三千になっていた。

　この時、善ぜん光こう寺じ平だいらや川かわ中なか島じまには、武たけ田だ方の勢は一手もなく、川かわ中なか島じまの東南の外、千ち曲くま川にそった海かい津づ（松まつ代しろ＊）に営いとなまれた城に、春日かすが源げん五ご郎ろうあらためて高こう坂ざか弾だん正じようがこもっているだけであった。

　「天のあたえるところであります。敵の諸しよ勢ぜい集まらぬさきに海かい津づ城を乗りつぶさるべきでございます」

　と、諸将は進しん言げんした。

　政まさ虎とらは首をふった。

　「信しん 玄げん 入にゆう 道どうならば、そうするであろう。しかし、おれはそうはせぬ。そのような信しん 玄げん 入にゆう 道どうが戦いくさぶりを、おれはいつも穢むさいと思うているからじゃ。むさいことはしとうない。武田の諸しよ勢ぜいが集まってきてから、たがいに堂々の陣を張って戦いたいのじゃ」

　「お屋や形かたのそのお潔いさぎよさが、信しん 玄げん 入にゆう 道どうのつけこみ場なのでござる。そのようなことはなさらぬおん大将と見たればこそ、高こう坂ざか一人をあの小こ城じろにこめおいたのであります。そのずるさが憎にくいではありませぬか」

　と、諸将はなお言った。

　政まさ虎とらは笑った。

　「いかさまそうではあろうが、それでもおれはしとうない。尋じん常じように立ち合って、おれが勝つか、甲こう州しゆうの古ふる狸だぬきが勝つか、きめたい。きたないことをしては、勝ってもいろいろと文もん句くをつけられよう。それがおれはいやじゃ。それに、その方どもはなんと見るか知らぬが、高こう坂ざか弾だん正じようと申すやつ、信しん玄げんが床とこをなおした者というゆえ、まだ年とし若わかであろうに、ただ一人あの小こ城じろにこもって、おれほどの者に立ちむかおうとは、けなげではないか。このようなけなげな者はそっとしておいて、その勇を遂とげさせたい」

　動く色はなかった。

　その夜は、善ぜん光こう寺じの横よこ山やま城に入って泊まった。

　翌日から、武田方の軍勢が続々と出てきた。まるで夏雲がわくよう。あるものは海かい津づ城に入り、ある者は城外に陣を張った。

　「こう来ねばおもしろうない」

　政まさ虎とらはきげんよく言って、物もの見みへ上ってながめたり、ほんのわずかな手て廻まわりをつれてみずから斥せつ候こうに出たりした。

　三日たって、武田勢はいっそう多くなったが、信しん玄げんはまだ出てこないようであった。秋晴れのさわやかな日ばかりがつづいた。
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　十九日の夜、甲こう州しゆう方面に入れておいた諜ちよう者じやが飛びかえってきた。

　「信しん玄げん殿は十六日甲こう府ふ出発、途中一いつ宿しゆくして昨夜は諏す訪わ＊泊まり、今日はゆっくりと諏す訪わを出発、午後和わ田だ峠とうげ＊を越えられました。兵およそ一万、そのなかには今いま川がわ家や北ほう条じよう家からの加か勢せいの兵もいます」

　と報告した。

　ここに先せん発ぱつしてきている兵が六千はいようから、総勢では一万六千だな、と政まさ虎とらは計算した。

　相手にとって不足はなかった。

　即そく座ざに使い番の者どもを呼んで、全軍にふれを出した。

　「明みよう早そう暁ぎよう、大おお荷に駄だとその掩えん護ご兵へい五千だけをここにのこし、のこりは全部当地出発、川かわ中なか島じまを横ぎり、雨あめノ宮みや＊の渡しで千ち曲くま川を渡り、妻さい女じよ山に押しのぼる。さよう心こころ得えるよう」

　この命令は全軍をおどろかせた。犀さい川＊が上うえ杉すぎ・武たけ田だ両家の勢力分野の境きよう界かい線せんといっても、実際は上杉の勢力分ぶん野やが犀さい川までなら、武田の分ぶん野やは千ち曲くま川までで、川かわ中なか島じまはいずれにも属せず、いわば緩かん衝しよう地ち帯たいの役目を果たしていた。ところが、海かい津づに城が築きずかれ、ここに高こう坂ざか弾だん正じようがこもってからは、それが川かわ中なか島じまにたいするもっとも効果的なおさえとなり、川かわ中なか島じまは名めい実じつともに武田の分ぶん野やとなってしまった。海かい津づ城存在の効こうはそれだけではない。千ち曲くま川以南の地がこれまでと比ひ較かくにならないほど堅けん固ごな武田の分ぶん野やとなってきたのだ。

　その川かわ中なか島じまを横ぎり、千ち曲くま川を渡って以南の地に軍を進めるのは、敵の腹ふく中ちゆうに深くはいることになる。もし敵が雨あめノ宮みやの渡しをとり切るなら、味方は善ぜん光こう寺じの大おお荷に駄だとの連絡の切れることはいうまでもなく、越えち後ごとの連絡も断絶する。冒ぼう険けんというはおろか、もっとも無む謀ぼうなことというべきだ。

　軍いくさ奉ぶ行ぎようの直なお江え実さね綱つなと後あと備ぞなえの柿かき崎ざき景かげ家いえとは、政まさ虎とらに目め通どおりをねがいでて、

　「お触ふれ出しのこと、委い細さいうけたまわりましたが、あまりにも思いきった軍ぐん配ばい、およろしいのでございましょうか」

　と言った。

　政まさ虎とらはにこりと笑った。

　「敵中に孤こ立りつして、糧りよう道どうもたえはせんかというのじゃろう」

　「おおせのとおりでございます。糧りよう道どうもたえ、本国との連絡もたえましょう。兵ひよう法ほうに申すところの死し地ちでございます」

　政まさ虎とらは、いっそう笑った。

　「死し地ちだけか。海かい津づ城の機能はたらきがおおいににぶるとは思わぬか」

　「それはおおせのとおりでございます。眼がん下かに見くだされるため、すくむかたちになりましょう。したがって川かわ中なか島じまも千ち曲くま川の南も敵が確保したとは言えなくなりましょう。しかし、それも雨あめノ宮みやの渡しが敵の手におちるまでのことでございましょう。おそれながらご再さい考こうをおねがいしたいと存じます」

　ついに、政まさ虎とらは声を立てて笑った。

　「戦いくさというものが安全だけをもとめるものなら、その方どもの申すことはおおいによろしい。しかし、おれはこんどこそ有う無むの一戦をしたいのだ。おれが堅けん固ごにあやうげなくかまえていたら、信しん玄げん狸たぬきめ、またはかばかしい戦いくさせんで、ものわかれにもちこむかもしれぬ。やつはそろばんを十ぺんおいて、十ぺんが十ぺんまで勝つという算用が出てこねば戦いくさせん男じゃ。おれのいまおそれているのはそれだけじゃ。しかし、おれがのどもとをあけひろげているにひとしい死し地ちにいると見たら、きっとしかけてこよう。おれはやつを釣つりにかかっているのだ。そのつもりでいてくれるよう」

　二人はもうなにも言うことはできない。政まさ虎とらの決意のすさまじさに胸をしめつけられた。

　「よくわかりましてございます。存ぞん分ぶんにあそばしませ。われらも死に狂ぐるいの戦いくさつかまつるでございましょう」

　と、すずしく答えて退たい出しゆつした。
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　払ふつ暁ぎよう、空にはおそく出た十九日の月が中ちゆう天てんにかかり、地上にはうすい霧きりがこめているころ、上うえ杉すぎ勢は行動をおこし、犀さい川をおしわたった。

　この渡と河か点てんから雨あめノ宮みやの渡しまでの八キロの間が、当時の川かわ中なか島じまであった。多少の起き伏ふくはあっても、山や丘というほどのものはなく、ほぼ平へい坦たんな地域は、陸田と水田と原野だけであった。

粛しゆく々しゆくと押していったが、八千という大軍の移動だ。海かい津づ城とその付近にたむろしていた武たけ田だ勢は気がつき、色めきたち、陣じん鉦がねを鳴らし、貝を吹き鳴らし、警けい戒かい態たい勢せいに入ったが、こちらはかまわず南なん下かして、ついに雨あめノ宮みやの渡しで千ち曲くま川を渡り、妻さい女じよ山におしのぼった。

　今こん日にちでは地勢が変化し、千ち曲くま川は雨あめノ宮みやを流れていない。川すじがずっと西方に移動して、旧篠しのノ井い＊、横よこ田たを経過しているが、この時代の千ち曲くま川は、いまの屋や代しろ町＊から右折して雨あめノ宮みやにむかい、ここから山ぎわを洗いながら妻さい女じよ山の山やま端のはまで行き、さらに右折していまの松まつ代しろ＊の町近くを北流していたようだ。だから、今日の千ち曲くま川は松まつ代しろ城じよ址うしのずっと西方を流れているが、当時はつい城のまぎわを流れ、城の西がわの外そと濠ぼりになっていたと思われる。

　これは今日なおその形けい跡せきがのこり、空から濠ぼり的てきの広い地ち溝こうが部分的にあるところを見ると、それほど古くない時代までそうであったことがわかる。江戸時代中期の寛かん保ぽう年間に千ち曲くま川が大だい氾はん濫らんした時に、だいたい今日の川すじになったようだ。だから、今日では松まつ代しろから屋や代しろ方面に行くには、妻さい女じよ山の山端やまのはをめぐって坦たん々たんたる道路がついているが、そのころまでは千ち曲くま川が山端やまのはを洗って流れているためにとうてい人の通れる余よ地ちはなく、妻さい女じよ山の鞍あん部ぶについている山やま径みちを越えていったものであるという。

　ともあれ、読者諸しよ賢けんが当時の川かわ中なか島じま、当時の海かい津づ城をおもいえがかれるについては、上述のことも材料にしていただきたい。あ、うっかり書き忘れるところであった。今日松まつ代しろに行ってみると、松まつ代しろ城は小こ城じろながら石をもって築いた堂々たる城壁をもっているが、当時の海かい津づ城の城壁は石いし垣がきではない。石をもって城壁を築く方式は松まつ永なが久ひさ秀ひでの大和やまとの多た聞もん城や織お田だ信のぶ長ながの安あ土づち城によってはじめられた。この時代よりすこし後の新様式の築ちく城じよ法うほうだ。この時代までは「かき上げ」と称して、土ど砂しやを積みあげ、芝しばを植えるのがふつうの城壁の様式であった。天てん守しゆ閣かくもそうだ。新様式で、この時代にはまだない。

　したがって、海かい津づ城は千ち曲くま川にその西がわの城壁を洗わしてはいるが、高くきずいた堤つつみによってかこわれた一いつ郭かくで、そのなかに粗そ末まつな建物が立ちならび、粗そ末まつな物もの見みやぐらが二つ三つ立っているくらいのものであったろう。堤つつみは芝しばにおおわれていたろうし、その上には地がためのために樹木も植えこんであったろうが、築ちく城じよう後間まがないのだから、それはまだ若い木であったろう。水が近いのだし、根づきやすいところから、木の種類は柳のようなものであったかもしれない。中ちゆう秋しゆうであるから、今日の九月である。柳もまだうら枯がれず青々とし、堤つつみの芝しばも緑であったろう。

　さて、上うえ杉すぎ軍が妻さい女じよ山におしのぼったころは、もう日は高くのぼっていた。快晴の日がつづいていたようであるから、この日も空は高く澄すんでいたろう。

　妻さい女じよ山は標高五百四十六メートルある。海かい津づ城は、そのやや北になった東方に、直線距離二キロ半の位置にある。眼下に見おろす位置だ。城内の様子、その周辺にたむろしている甲こう州しゆう諸しよ軍ぐんの様子は手にとるように見えたろう。ここに旗を林りん立りつさせて陣を張ったのであるから、威い圧あつ的てき効果は十二分だ。寂せきとして声のない状態になった。

　政まさ虎とらの諜ちよう者じやはたえず信しん玄げんの動きを知らせてきた。信しん玄げんは二十日に海うん野の（上うえ田だ）城に入ったが、ここでまる一日滞たい在ざいし、二十二日からまた動きはじめた。上田から戸と倉くらにいたる間四キロは、千ち曲くま川の両岸の山がせまって、せまい山さん峡きようとなっている。政まさ虎とらの諸将らは戸と倉くらに兵を出して邀よう撃げきすれば、敵は大軍を擁ようしていても地形上すこしずつしかくりだすことができないから、出てくるにしたがってしらみつぶしにすることができると進しん言げんしたが、政まさ虎とらは動かなかった。

　「おれは晴れの戦いくさして勝負を決したい。敵を穴ぐらから出てこさしもせんで松まつ葉ばいぶしにして討ちとるようなことはしとうない。なるほど、信しん 玄げん 入にゆう 道どうは狸たぬきのような男ではあるがな」

　と大たい笑しようし、さらに、

　「信しん玄げんほどの者が、その心こころ得えがなくてかなおうか。やつが海うん野の城にまる一日も滞たい在ざいしたのは、その見きわめのくふうのためよ。くふうがついたゆえ、動きだしたのだ。おれが思案するに、やつは戸と倉くら口ぐちへは出てこぬ。思いもかけぬ道をとって、思いもかけぬところへ出てくるぞ。おれにはわかっているつもりじゃが、その方どももくふうして見当をつけて待っているがよい」

　と言った。

　「おれは戸と倉くらなんぞに待ちかまえていて戦う量りよう見けんはないが、やつは自分が腹黒い男だけに、ひょっとしてひょっとしてという恐れがのかぬ。そのためにご苦労な脇わき道みちを通って脇わきに出てくるのだ。出てきもせん戸と倉くらなんどに出で張ばっているような無む駄だばたらきしたら、やつに笑われようよ」

　とも言った。

　すると、ほどなくまた諜ちよう者じやの注ちゆう進しんがあって、信しん玄げんの先せん鋒ぽう隊たいは坂さか城きまで来ると、ここからすこし進んだ位置におさえの兵を出しておいて、道を左方の山やま路じにとって進みつつあると報告した。

　「さもあろう。姨うば捨すてのうしろの道をとるつもりじゃ」

　と、政まさ虎とらはうなずいた。

　推察があたって、おおいに満足であった。彼は信しん玄げんは麻お績みに出、猿さるガ馬ば場ば峠とうげをこえて、屋や代しろの対岸地帯に出てくるものと推察していたが、この推察はあたった。二十三日の午前ちゅうには、ここにその先せん鋒ぽう隊たいが姿をあらわした。

　しかし、同時に本道の戸と倉くら口ぐちからも、その中間の八はち幡まん村にも、さらにずっとこちらの、もう川かわ中なか島じまの一部といってよい石川にも、軍勢がわいてきた。山々のひだから雲がわきたつ様さまと言おうか、押しよせた洪こう水ずいが壁面のいたるところから侵しん入にゆうしてくる様さまと言おうか、すさまじい勢いであった。これは予想外のことであった。用心深い信しん玄げんが考えに考え、練りに練った方法にちがいなかった。もし部将らの進しん言げんにまかせて戸と倉くら口ぐちなどに出で張ばっていたら、袋のねずみになってしまったろう。

　「やりおるわ。敵ながら信しん 玄げん 入にゆう 道どうはなかなかのものじゃわ」

　と、政まさ虎とらはほめた。

　こうして諸方面から進出してきた信しん玄げん軍はじょじょに一つになると、千ち曲くま川の西岸にそった平野の西の山ぎわを北へ北へと進み、川かわ中なか島じまの西せい限げんである茶ちや臼うす山にのぼりはじめた。

　妻さい女じよ山の上から目もはなたず見ていた政まさ虎とらは、

　「ほほう」

　と、おぼえずうなった。

　これも予想外のことであった。茶ちや臼うす山は標ひよう高こう七百三十六メートルある。妻さい女じよ山より高いこと百九十メートルだ。そんなこまかなことは、もとよりこの時の政まさ虎とらにわかろうはずはないが、直線距離にして七キロ足らずにあるこの山が、こちらの山より高いことはわかる。

　茶ちや臼うす山にのぼった武田軍は山上に大旗、小旗、馬じるしを林のようにおしたて、さかんに火を焚たいて煙を上げて気き勢せいを上げた。うんと西にかたむいた夕日と夕ゆう映ばえの空を背景にして、それは胸のゆらいでくるような壮そう観かんであった。山の中ちゆう腹ふくからふもとにかけて諸隊が布ふ置ちしたことはいうまでもない。

　これに気を得たのであろう。これまで寂せきとして声のなかった海かい津づ城やその周辺にたむろしていた軍勢も活気づいてきた。しょんぼりと垂れていたように見えた旗じるしが夕風にはためき、立ちのぼる炊すい煙えんさえ勢いよくまっくろに見えた。もくもくとわきあがるようであった。鬨ときの声まで数度上げた。

　「やりおる、やりおる。これでのうてはうれしゅうない」

　と、政まさ虎とらはほほえんだ。渾こん身しんにみなぎりわたる精気とりんりんたる勇気に、陶とう酔すい的てきなこころよさがあった。

　しかし、これで海かい津づと茶ちや臼うす山とを結ぶ線によって、妻さい女じよ山の上杉軍は、善ぜん光こう寺じの兵へい站たん部ぶとの連絡を切断されたかたちになった。将士はみなそれを心配し、きびしいものに胸をしめつけられる気持ちになった。




　　　　六




　茶ちや臼うす山の信しん玄げんの本ほん陣じんも、海かい津づ城とその周辺の武たけ田だ勢も、終しゆう夜や大かがり火を焚たき上げ、ときどき威い嚇かく的てきに喊かん声せいを上げた。宵よいの口は美しい星空の下に、夜よ半なかすぎてはなかば欠けた淡あわい月光の中に、かがり火はあかあかと燃え、ときの声は夜空をどよもして聞こえた。

　「くだらん細さい工くをしおる」

　と、政まさ虎とらは苦笑したが、こちらも対策を講こうじなければならない。戦場に出ている兵士の心理は特別なものだ。こうしたことを威い嚇かくであると承知はしていても、聞くだけで黙だまっていてはつい臆おくしてき、いったん臆おくすると際さい限げんもなくそれがつのっていくものなのである。

　政まさ虎とらはこちらでもかがり火を焚たかせ、敵が喊かん声せいをあげれば、間をおかず喊かん声せいをあげさせた。これは当時の武む者しやことば（軍事用語）で鬨ときを合わせるというのである。

　こうして長い秋の夜が明けた。

　政まさ虎とらは起きるとすぐもっとも展望のきく位置に行って茶ちや臼うす山を見、下界を見た。海かい津づ城から川かわ中なか島じまにかけ、さらに善ぜん光こう寺じの方にかけて、下界はいちめんの霧きりがこめ、漠ばく々ばくとして乳ちち色いろの海のようになっていた。

　「今日も天気じゃ。霧きりが深いわ」

　と思いながら、その霧きりの海を凝ぎよう視ししていた。霧きりは平地の底によどみ、ところどころに浮きたっている樹林の梢こずえが島のようであった。

　「まだかな。もうそろそろはじめねばならんころじゃが」

　やや熱心な目つきで、茶ちや臼うす山と海かい津づを結ぶ線上の見当に目をむけ、左右に視線を往復させていると、いくらか霧きりがうすれてきたらしく、みるみる森の梢こずえの数がふえ、うす絹をすかして見る程度に集落、集落の家のかたまりなども見えてきた。

　すると、ひときわ大きな森かげに一隊の人馬が動いているのを見つけた。

　霧きりはいよいようすれ、人馬の姿もあちこちに見えた。すべて最初に見当をつけた海かい津づと茶ちや臼うす山を結ぶ線付近である。

　「やはりな」

　政まさ虎とらは満足して、幕ばく舎しやに入り、口をすすぎ、顔を洗って朝あさ餉げをとっていると、軍いくさ奉ぶ行ぎようの直なお江え実さね綱つなが来た。

　「すぐすむ。待っていよ」

　と言いながら、食べていると、諜ちよう者じやが山をのぼってきた。

　「茶ちや臼うす山の敵の本ほん陣じんと海かい津づとの間に、敵の往来がしきりでございます」

　と、報告した。

　「よしよし」

　政まさ虎とらはきげんよくうなずき、白さ湯ゆをのんではしをおき、実さね綱つなをかえりみて言った。

　「信しん 玄げん 狸たぬき は海かい津づとの連絡をつけて、おれを雪せつ隠ちん詰づめにしたつもりでいるのよ。うまくいったと思うて、さぞ小こ鼻ばなをぴくつかせているであろうが、こちらはこちらでみごと釣つりだしたとうれしゅうてならんところよ」

　実さね綱つなはなにか意見具ぐ申しんをするつもりで来たらしかったが、政まさ虎とらがこのうえもない上じよう機き嫌げんでおり、こう言ったので、なにも言わずに帰っていった。

　霧きりが晴れてしまうと、敵が川かわ中なか島じまを横断してしきりに往来して密接な連絡をとりつつあることは、だれの目にもはっきりと見えてきた。快晴のおだやかな秋空の下に、越えち後ご軍はみな色を失った。死し地ちに入っていることを、痛いほどに感じた。

　「これはそもどういうご軍ぐん配ばいであろう。このようにして日を越え月を重ねているうちには、兵ひよう粮ろうつきはて、飢ひ死じにするほかはあるまいに」

　と、いたるところでささやいていると、山上の政まさ虎とらの幕ばく舎しやの中から小こ鼓つづみの音が聞こえてきはじめた。ハア、ヨウというかけ声とともに、その音は澄すんだ秋の気のなかにいとものどかにひびくのだ。人々はまたおどろいた。






想そう夫ふ恋れん




　　　　一




　将士の心配をよそに、政まさ虎とらの悠ゆう々ゆうたる態度はつづいた。日々茶ちや臼うす山の信しん玄げんの陣じん所しよを望み、海かい津づ城を俯ふ瞰かんするほかは、近きん臣しんらに謡うたいをうたわせてみずから小こ鼓つづみを打ったり、琵び琶わを弾だん奏そうしたりして、まことに寛かん々かんたるものであった。

　その間に、川かわ中なか島じまを横ぎっての甲こう州しゆう勢の連絡ぶりはますます緊きん密みつ、また大だい胆たんになってきた。

　「敵からしかけてきたならば格かく別べつ、当方からの手出しは無む用ようだぞ」

　と、政まさ虎とらがふれだしたので、諸軍黙だまって見ているだけであったが、しだいにずうずうしくなって人もなげな往来ぶりを見ると、みな歯ぎしりしてくやしがった。もちろん、不安をつのらせもする。

　大たい将しよう分ぶんのものは気が気でない。

　「これでは味方の勇気がたわむばかりじゃ。一ひと塩しおつけて気をひきたてる必要がある。ひとつお屋や形かたに申し上げてみようではないか」

　と、数人の相談が一いつ決けつし、連れだって、政まさ虎とらの本ほん陣じんへむかった。

　この日、政まさ虎とらは本ほん営えいの幕ばく舎しやをすこしはなれた、川かわ中なか島じまが眼下に見渡せる位置に出て、草の上に熊くまの皮の敷しき皮がわをしかせ、琵び琶わを弾だん奏そうしていた。

　澄すみきった秋しゆう気きの底に、下界のものいっさいが洗いみがいたように鮮せん明めいに見えている。畑も、稲いな田だも、原野も、小こ溝みぞも、森も、人家も、道路も、さてはそれらの地ち物ぶつの間を蟻ありのように小さく見えながら、数十人から百人以上の集団をなして往来している武田方の武む者しやの姿も、手にとるようだ。

　彼はそれらをながめたり、銀色に光りながらうねっている千ち曲くま川にのぞんで建っている海かい津づ城に視線を転じたり、さらに大きくその目をはなって茶ちや臼うす山の信しん玄げんの本ほん陣じんを望んだりしながら、愛あい器き朝あさ嵐あらしを弾だん奏そうする。ときどき、歌詞めいたものを口ずさむこともある。楽しげであった。

　部将らは山やま路じをのぼってきながら、この琵び琶わのひびきを聞いた。それは政まさ虎とらの自信を示しているものと聞かれた。彼らは足をとめて、顔を見合わせた。

　「どうじゃろう。お屋や形かたは万ばん事じご承知のうえであそばしているのじゃと思われてきた。申し上げるだけ無む駄だではないじゃろうか」

　と、一人が言った。

　「われらもそれを考えたところじゃ。なにぶん、神わざのような戦いくさぶりをなさるお方じゃすけな」

　と、一人が答えた。

　彼らは思いきり悪くなおとどまっていた。その彼らの上に赤とんぼがそろって鼻を北にむけ、スイスイといくつもとび、彼らの耳には琵び琶わの音が淙そう々そうとひびいてくる。

　足をめぐらして帰る気になったが、その時、一人がまた言う。

　「まあそれはそうじゃが、相手が信しん 玄げん 入にゆう 道どうじゃ。めったに手に乗るやつでない。やはり申し上ぐるがわれらの道ではないかの」

　「それもそうじゃ。なみの敵ではないわ」

　みなうなずいて、またのぼりはじめた。

　近きん侍じの者から、部将らが来て目め通どおりをねがっているととりつがれて、政まさ虎とらは撥ばちをとめもせず、ふりかえりもせず、ただうなずいた。

　「お目め通どおりをおゆるしで？」

　うなずく。

　「ここへお連れしますので？」

　うなずく。

　部将らが近きん侍じにみちびかれてうしろに来、草の上にすわると同時に、政まさ虎とらは撥ばちをとめ、くるりとむきなおった。

　「よう来たな。ここはながめのよいところで、おれは毎日楽しいわ。そのうち酒を出す。ゆるゆると見はらして、楽しんでいくがよい」

　きげんよく言った。わずかに三日のことだが、山のいただきの秋の日ざしがきついのであろう、政まさ虎とらのやや下ぶくれの面おも長ながな顔は浅黒く日やけしていた。濃こいひげを身だしなみよく剃そっているうえに、ひどく血けつ色しよくがよいので、別して健康そうで、幸福そうで、上きげんに見えた。

　部将らはあいさつのことばをのべたうえで、用件に入った。

　政まさ虎とらはひざの上に琵び琶わを横たえ、左手で転てん手じゆをひねり、右手で爪つまびきして、調子をととのえながら、部将らの言うことを聞いていたが、相手のことばがおわると、

　「その方どもの気づかいは道理であるが、まさかおれが思案にあぐねてこうしていると思うているのではなかろうな」

　と、言った。

　おだやかな調子であり、血けつ色しよくのよいほおには微び笑しようまで浮かべているのであったが、部将らはしかられたほどに狼ろう狽ばいした。

　「けっしてけっして……」

　「さらば申すことはないはず。おれは前ぜん代だい未み聞もんの戦いくさをするつもりでいる。万ばん事じをおれが思案にうちまかせ、楽しみにして、その時の来るのを待っているのだな。しかし、その方どもの心づかいを悪うは思っていぬぞ。大たい儀ぎであった。酒をくれるゆえ、一いつ酌しやくしていくがよい。なんなら一曲聞かせてやってもよいぞ」

　酒をふるまわれ、一曲聞かされて、山を下りていった。

　そのあと、政まさ虎とらはなお琵び琶わを奏しつづけていた。撥ばちをすてて、爪つまびいていた。軽い酔いがある。思し念ねんは眼前のことを去って、琵び琶わ島じま城の奥深く病びよう臥がしている乃な美みのことに飛んでいた。

　「待っていよ。待っていよ。かならず勝って帰るからの。そちも病気に勝つのだ。いいか、勝つのだぞ……」

　曲はいつか「想そう夫ふ恋れん」になっていた。




　　　　二




　政まさ虎とらが妻さい女じよ山のいただきから川かわ中なか島じまを見おろし、茶ちや臼うす山の信しん玄げん陣を遠えん望ぼうしていたように、信しん玄げんも茶ちや臼うす山のいただきから川かわ中なか島じまを見おろし、妻さい女じよ山の政まさ虎とら陣を遠えん望ぼうしていた。

　彼は入にゆう道どうして以後は、出陣の時には具ぐ足そくの上に法ほう衣いをまとったが、この時もそういう服装で、日にいくどか陣じん所しよを立ちいで、高い崖がけの上に立って、妻さい女じよ山を望んだ。

　彼には合が点てんのいかないことがあるのだ。

　彼の思案では、政まさ虎とらが妻さい女じよ山におしのぼったのは、海かい津づ城を眼下に見て圧倒してその機能を麻ま痺ひさせることによって、千ち曲くま川以南のこちらの勢力分野をも圧迫することを目的としていたと判断されるのだが、それは自分がここにおしのぼるまでのことだ。すでに自分がここを占せん拠きよし、川かわ中なか島じまを横断して海かい津づ城との連絡を緊きん密みつにとりはじめた以上、妻さい女じよ山は完全に死し地ちになったわけだ。なんらかの変化が政まさ虎とら陣に見えるべきはずであるのに、それがぜんぜん見えない。不ふ審しん千せん万ばんだ。

　なによりも、ここと海かい津づ城との連絡隊が日々あれほど人もなげに往来しているのにたいして、まるで攻撃を加えようとしないのが、いぶかしい。

　これが凡ぼん庸ような武将なら、いすくんで手も足も出なくなったのだろうと判断してもよいが、相手が政まさ虎とらではそうは考えられない。その戦術には天才的神しん気きがあり、その用兵には炎ほのおのようなはげしさがあることを、彼は十分に知っている。

　「やつ、なにを考えているのか？」

　不安であった。

　山へのぼってから五日目の二十八日の夜、信しん玄げんは召し使っている忍しのびの者のなかからもっとも巧たくみな者を召しだして、人を遠ざけて密みつ命めいした。

　「汝われはこれから敵陣に行って、ようく様子をさぐって来てくれい。しもじもの兵どもの様子、大たい将しよう分ぶんの者の様子、政まさ虎とらの様子、みな知りたい。できるだけくわしくしらべてまいるよう」

　伊い賀がの生まれで、数年前から奉ほう公こうしているその者は、うずくまったまま聞いていたが、

　「かしこまりました」

　と言うと、ちょろりと暗やみに消えたが、夜の白んでくるころ、帰ってきた。

　信しん玄げんは侍じ者しやにおこされ、袖そでつきの陣じん羽ば織おりを引きまとって寝しん所じよを出て、引いん見けんした。夜明けの山上の冷れい気きに、しきりにせきが出た。

　忍しのび装しよう束ぞくのまま、その男はしとどな露つゆにぬれた草の上にうずくまっていた。

　信しん玄げんはその前にすえられた床几しようぎに腰をおろした。男のいる位置は幕ばく舎しやをはずれているが、床几しようぎは幕ばく舎しやの中にある。だのに、おどろくほど冷たくなっていて、冷れい気きが腰まではいのぼってきた。

　「言え」

　と言った。

　男はひたいを草にすりつけておじぎし、ぼそぼそと語った。

　「敵の諸しよ勢ぜいはあらかた妻さい女じよ山の三合ごう目から上あたりにいます。それから下、雨あめノ宮みやの渡しにかけてもいることはいますが、これはいくらもござりませぬ。まず二千ほどのものでございましょう……」

　「それはわかっている。兵どもがなんとか申しているはずじゃ。よも勇みたってはおらぬはずじゃが、どうじゃ」

　「おおせのとおりでございます。袋の中のねずみになったにひとしい、お屋や形かたはどういうご量りよう見けんであろうと、ぼそぼそとささやきあい、悲しみなげいているようでございました」

　「大たい将しよう分ぶんの者どもは？」

　「これはいろいろでございました。兵どもほどのことはございませんが、憂うれいの色の見える者もあり、お屋や形かたにたてまつったいのち、なにごとも御ぎよ意いのままよと酒などのんでいる者もあり、おししずまっていっこうかわるところのない者もいます」

　「ふむ。政まさ虎とらは？」

　「これはたいへんきげんよげでございました。近きん習じゆうの若者衆に謡うたいをうたわせ、みずから小こ鼓つづみを打って遊びおられました。ひとしきりそれが栄さかえたあとは、酒など少々ふるまわれた後、寝しん所じよに入って寝てしまわれました」

　「ふむ、ふむ。それで、用心はきびしいか」

　「これはきびしゅうございます。かがりの者、番の者、交代して、ひっきりなしに巡じゆん視ししております」

　「よし、わかった。さがれ」

　忍しのびの者を立ち去らした後、信しん玄げんはそのままの姿で沈ちん思ししていたが、やがて口をすすぎ、顔を洗い、いつもの服装に着がえて、幕ばく舎しやを立ちいでた。

　崖がけの上に立って、妻さい女じよ山を望んだ。下界には霧きりがこめ、妻さい女じよ山にもうすくかかっている。

　いたって平へい静せいなおももちではあるが、胸にははげしいおどろきと強い悔くいがあった。

　「おれとしたことが、なんということをしてしまったろう。やつを死し地ちに追いこんだつもりでいたが、おれこそ死し地ちに引きずりこまれる寸前に立っている。やつはおれをおびきだして、一いちか八ばちかの勝負をいどみかけようとしているのだ。あぶないことであった。しかし、やみやみと引っかかるおれと思うのか」

　とは思うが、いまにも引っかかる直前までいったことは誇ほこりを傷つけずにはいなかった。なによりも、ここにおしのぼってきたことが残念であった。

　「やつ、手を打ってよろこんだのだ。若者どもに謡うたいをうたわせ、小こ鼓つづみを打って楽しげにしているというのがそれだ。香こう餌じにひかれて釣つり針に鼻づらをすりつけている魚を見ている釣つり師しのような気持ちでいるのじゃわ」

　と、思うのであった。

　こうなれば、一時も早くここをおりて、海かい津づ城とその付近にいる味方の勢と一手になることが肝かん心じんだが、それが容易に行けることではない。

　連絡の方法としては、犀さい川べりにそって千ち曲くま川との合流点近くまで行き、千ち曲くま川ぞいをさかのぼって海かい津づ城近くの広ひろ瀬せの渡しを渡るか、現在連絡路にしている道をとってまっすぐに川かわ中なか島じまを横ぎって広ひろ瀬せの渡しにかかるかするよりほかはない。

　しかし、犀さい川ぞいをとれば、妻さい女じよ山の敵軍からは遠くなるが、もし政まさ虎とらが善ぜん光こう寺じにたむろさせている五千の予備隊と連絡をとって、川を渡って横おう撃げきさせ、同時にみずから打って出てくれば、こちらは左右から挟きよう撃げきされるおそれがある。政まさ虎とらとしては思う壺つぼであろう。

　しょせんは、現在の連絡路をとるよりほかはない。これとても、危険はあるが、十分の準備をととのえ、ごく秘ひ密みつ裡りに、夜間にことを運んで、敵が気づいた時には広ひろ瀬せの渡しを大半がこえていることに運べば、だいたい行けるであろう。

　とつおいつの思案のすえ、こうくふうした。




　　　　三




　信しん玄げんは政まさ虎とらとちがって、独どく断だんでことは運ばない。

　ほとんどの場合、政まさ虎とらは一人で戦術を決定し、決定すると、諸将にそれを言い渡すだけだ。それもごく大まかな戦術だ。細さい部ぶにわたっては、みずからもきめていない。戦せん闘とう状じよう況きようは刻々に変化していく。細かなところまできめたところで、そうなることはほとんどないばかりでなく、かえって軍の自じ在ざいな働きを封ずることになる、その場にのぞんでのひらめきによってさしずした方がよいと思うからだ。だから、軍議といっても、ほとんど諸将には口をきかせない。決定したことを申し渡すだけである。

　しかし、信しん玄げんは違う。大たい綱こうは自分できめていても、軍議の席で諸将に十分に検討させ、意見を言わせ、もっともと思う意見があれば、訂正を加える。彼も戦いくさが生きもので変化縦じゆう横おうなものであることは知っているから、そう細かなところまではきめないが、それでもその打ち合わせは政まさ虎とらにくらべればずいぶん綿めん密みつであった。その綿めん密みつな打ち合わせが実行できるように、かねてから兵が訓練してあるのであった。

　彼は部将らを茶ちや臼うす山の本ほん営えいに集め、いつも彼が、妻さい女じよ山をながめる崖がけの上の草原で軍議をひらき、軍ぐん配ばいうちわを上げて、それぞれの地点を指し点てんしながら、くふうした方ほう策さくを告げ、人々の意見を徴ちようした。

　飫富おお兵ひよ部うぶがまず口をひらいた。飫富おおは信しん玄げんの父信のぶ虎とら以来の宿しゆく将しようで、十二、三年前ここからすこし南の上うえ田だ原はらで村むら上かみ義よし清きよとの合かつ戦せんがあった時戦死した板いた垣がき信のぶ形かたとともに、信のぶ虎とらを駿する河がに追いだして信しん玄げんを武たけ田だ家の当主とした大だい功こう臣しんであった。

　「おおせいちおうごもっともでございますが、ずいぶん危険の多いお軍ぐん配ばいのように、拙せつ者しやには思われます。いずれは戦わねばならぬ敵、むしろ、当方からも兵を出し、海かい津づ城の方からも兵を出し、東西に陣を張り、敵のいずるを待って決戦してはいかがでございましょうか。もし敵がおじけて出てこぬようであれば、その時は東西一つになり、くり引きにして海かい津づ城に入ればよいかと存じます」

　飫富おおのこの発言に、馬ば場ば美み濃のの守かみ信のぶ房ふさが賛さん成せいした。

　「兵ひよう部ぶ殿のご意見よろしと拙せつ者しやも考えます。はじめから、ひたすらに海かい津づ城入りを心がけましては、兵どもの心に戦う気が生じません。そこをもし敵に突きかけられましては、ひとたまりもなくくずれたつであろうと、案ずるのでございます」

　同意の声がほうぼうに上がった。

　「なるほど。他に意見はないか」

　信しん玄げんは言って、座ざち中ゆうを見わたした。そして、他に意見がないと見ると、言った。

　「その方どもの意見、道理である。しかし、おれはまた見るところが違う。一つには、それでは政まさ虎とらの術じゆつ中ちゆうにおちいったことになる。忍しのびの者の報しらせでは、政まさ虎とらはあの山上の陣じん中ちゆうで、若者どもに謡うたいをうたわせ、小こ鼓つづみを打って、いとも楽しげにしている由よし。あのはげしい男がだ。必ひつ定じようこれは十死一生の戦さして、勝負を一時に決しようと心ぐんでいるのじゃ。窮きゆう寇こうは追わずと、兵ひよう法ほうにあるが、彼はみずから進んでその窮きゆう寇こうとなったのだ。かような敵にまともに当たっては損そんする。鋭えい鋒ほうをかわしかわし、気力の疲れおこたるを待って戦うのが、兵の常じよう道どうだ。おれは奇き道どうは用いたくない。常じよう道どうによりたい。二つには、わが家では小お幡ばた山やま城しろがこの六月病死し、原はら美み濃のがこの夏の割わりガ嶽だけ攻めに手て傷きずを負うてまだ癒いえず、このたびは出陣しておらぬ。その方どもを弱しというつもりはさらにないが、味方の力はいつもほどないことは争われぬ。かたがた、あぶないことはせぬにこしたことはない。おれがくふうしたとおりにやってもらおう」

　こう言われると、もう反対するものはない。みな平へい伏ふくして、諒りよう承しようした。
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　茶ちや臼うす山の武たけ田だ勢は夜よ半なかすぐるころに行動をおこし、海かい津づ城へ移動にかかった。周しゆう到とうをきわめた移動ぶりで、物音ひとつ立てなかった。

　雨あめノ宮みやの渡し付近を守備していた上うえ杉すぎ軍の一支隊が異い様ようなけはいに気づいたのは、もう夜明けに近いころであった。大急ぎで妻さい女じよ山に注ちゆう進しんした。

　がばと政まさ虎とらははね起き、いつもの眺ちよう望ぼう台だいに走りだして、山下を望のぞんだ。

　今日もまた霧きりがこめているうえにまだ暗い。夜明けのけはいを感じて天上の星かげが神経質にまたたいてはいるが、地上はまだ幽ゆう暗あんの中に塗ぬりこめられている。政まさ虎とらはその幽ゆう暗あんの底を鋭く視線をとぎみがいて縦じゆう横おうに走らせた。

　なにも見えなかったが、やがてかすかな物音がはいあがって来た。まぎれもなく、それは多数の人馬が、馬にはわら沓ぐつをはかせ、七寸みずきをしばり、口には枚ばいをふくませ、人は具ぐ足そくのふれあいを制しつつ、粛しゆく々しゆくとして移動しつつあるけはいであった。

　そのひびきから判はんずると、川かわ中なか島じまの中心部はすでに過ぎて、広ひろ瀬せの渡し近くに行っているらしく思われた。

　「しまった！　安心しすぎていた」

　と胸の奥で、政まさ虎とらはつぶやいた。

　なによりも、自分の油ゆ断だんがくちおしかった。いまになって考えてみると、昨日の日暮れの武たけ田だ陣は、茶ちや臼うす山とそのふもと一帯も、海かい津づ城とその付近一帯も、ともにいぶかしかった。炊すい煙えんがいつもより多く立っていた。当然武田勢がなんらかの行動に出ることを予想しなければならないはずのものであった。

　こちらとしては、兵をわかって広ひろ瀬せの渡しに伏ふせて、海かい津づ城から出ようとする敵にそなえ、自分は主力をひきいて川かわ中なか島じまの中ほどに待ちかまえていれば、信しん玄げんとの決戦ができたはずである。

　しかし、もうまにあわない。信しん玄げんほどの男だ。海かい津づ城と緊きん密みつな連絡をとり、おそらく、この山から下りて追いかける途中の要所要所にはびっしりと兵を伏ふせているであろう。追撃に出ることは、わなにかかりに行くと同じだ。

　「不ふ覚かくであった！」

　歯ぎしりしたいほどであった。

　しだいにあたりは明るくなってきた。乳ちち色いろの気体の海になっている川かわ中なか島じまの底に、ごく緩かん慢まんにもくりもくりとそれが動くのは、その下に軍勢が動いているのだ。それはもうはるかに東北方の位置だ。すでに軍勢の半分以上は広ひろ瀬せの渡しを越えているに相違なかった。

　明るさはしだいにまし、それについて霧きりもうすれてくる。ぬれ紙をとおして見るように、敵の動静が見えてきた。判断したとおりであった。広ひろ瀬せの渡しのきわにはまだ四、五千の人数がかたまって、渡と渉しようの番の来るのを待ってひしめいているが、そのこちらがわには一隊千人くらいの兵が二隊、五百メートルほどの間かん隔かくをおき、こちらをむいてかまえている。

　こちらの攻撃にそなえているのだ。渡と渉しようがはかどるにつれて、両隊はくり引きにしてすこしずつさがる。遠いからごく緩かん慢まんに、まるでうごめく虫けらの群れのように見えるが、政まさ虎とらには、もっとも堅けん固ごな退陣をしていることがわかるのである。こちらが全然追撃に出ず、またそのけはいさえ見せないのに、これは無む類るいといってよい用心ぶりであった。

　「おどろくわ、やつの用心深さには」

　政まさ虎とらは舌したを巻いて感心した。

　不安はこうして信しん玄げんが海かい津づ城に引きこもる以上、いっそう長期の対陣となり、ついにはものわかれにもちこまれそうなことであった。かえすがえすも残念なのは、注意深くさえあれば、きわめて容易に予よ知ちしえたはずのこの作戦をつい見すごして、後ご手てを引いたことであった。

　ゆううつであった。

　しかし、いつのまにか彼の後方に集まっていた近きん習じゆうの者らの顔には、安心の色があらわれていた。これまで切断されていた善ぜん光こう寺じとの連絡路がつながったからであることは明らかであった。むらむらと怒いかりがつきあげてきた。

　（だれもおれの心はわかってくれぬ！）

　と、思った。

　しかし、すぐ思いかえした。

　（わからねばこそよいのだ。心中の秘ひが人に見すかされるようでは、武将のうつわとは言えぬわ）

　政まさ虎とらはからからと笑いだした。明るく、くったくなげに、笑い声をひびかせ、人々をかえりみて言った。

　「信しん玄げん狸だぬきめ、ひとり角力ずもうをとっているわ。ご苦労なことの。しかし、よいながめじゃわ。酒がのうてはかのうまい。持て」

　と命じ、持ってこられた酒をみずからものみ、人々にもあたえ、いとも楽しげな風ふ情ぜいで見物していた。八月二十九日――この年の八月は小の月であるから、月の最後の日であった。




　　　　五




　九月に入ると、めっきり冷れい気きがましてきた。朝な朝なの霧きりはますます深くなり、夜が明けてもなかなか晴れなかった。昼になるとおだやかな秋晴れの日が照り、日によっては時雨しぐれがひとむら二むらおそって、山々や広い川かわ中なか島じまに蕭しよう条じようたる音を立てた。野の草は目に見えて黄ばみ、山々の木々は日に日に紅あかに黄に色づき、山をわたる風もこれまでとちがう乾かわいた音を樹き々ぎに立てた。目にも、耳にも、日々に深まる秋のけはいであった。

　こうしたなかに、妻さい女じよ山と海かい津づ城のにらみあいはつづいた。信しん玄げんも動かず、政まさ虎とらもうごかなかった。動けなかったといった方が適当かもしれない。

　「どうやら、ものわかれにもちこまれそうだぞ」

　と、政まさ虎とらの不安はつのったが、こうまで相手が堅けん固ごに城にこもっているものを、どうできるものではなかった。凡ぼん庸ような将がこもっていても、城しろ攻ぜめはむずかしいものだ。孫そん子しにも十倍の兵力がなければ攻こう城じようしてはならないとあるくらいだ。ましてや、信しん玄げんほどの者がこもっているとあっては、難なん攻こう不ふ落らくといってよい。味方に大損害をあたえ、うんと力を弱らせておいて打って出られれば、こちらが大だい敗はい北ぼくすることは目に見えている。敵の変化を待って、勝しよ機うきをつかむよりほかはないのである。

　政まさ虎とらは内心の焦しよう燥そうをおしかくし、悠ゆう々ゆうたる態度をつづけ、小こ鼓つづみを打ち、笛を吹き、琵び琶わを弾だんじて日を過ごした。しかし、信しん玄げんが海かい津づ城に移動した時から、全軍にふれをまわし、

　「兵ひよう糧ろうは夕方炊かしぐ時、三食分を調ととのえ、朝と昼は炊かしがないこと」

　と、申し渡し、これを励れい行こうさせた。信しん玄げんの移動によって考えさせられたのであった。

　こうしてにらみあいは、いく日もつづいた。

　政まさ虎とらとちがって、信しん玄げんはあせってはいなかった。彼は強しいて決戦しようとは思っていない。

　「戦うべきなら戦おうが、戦わねばならぬことはない」

　と考えていた。しかし、きびしい訓くん令れいを出し、敵に乗じようぜられぬための用心はおこたらせなかったし、最も注意深い目で敵のすきをはかったことはいうまでもない。

　九月八日、信しん玄げんは一いつ策さくを案じだして、部将らを海かい津づ城に集めて、軍議をひらき、

　「いく日もにらみあいがつづいて、みな屈くつ託たくしているであろうが、敵の様子を見るに、すこしもゆるみが見えぬ。ゆるんでいるように見せかけてはいるが、内ない実じつはそうでない。いぜんとしておれと刺さし違えて果てようとするばかりのはげしいものを秘めていると、おれには見える。うかつにははじめられぬのだ。しかし、今朝けさほどふと案じた策がある。それをみなで吟ぎん味みしてもらいたい」

　と、前おきして、言う。

　「おれは自分で戦っても見、また政まさ虎とらが他ととり結んだ戦いぶりを見ていて、政まさ虎とらの戦いくさぶりは、鷹たかにそっくりじゃと思う。鷹たかが獲え物ものをとるには、まっしぐらに襲おそいかかり、一撃してからみおとしてしとめる。一撃してはずれれば、あとをかえりみずして飛び去る。よう似ている。これはやつが気き短みじかであるのと、人にすぐれて名を重んずる性質のためじゃ。おれはやつのこの性質に乗って、くふうしてみた。――このにらみあいには、気の長いことでは人に負けぬおれすら、ちとじりじりしているのじゃから、やつのいらだちはずいぶんであろうと思う。悠ゆう々ゆうとしてせまらぬ様子で、楽器などもてあそんでいると聞くが、必ひつ定じよう、心のうちでは、こんどの戦いくさではとても決戦にもちこむことはできぬ、一ひと合かつ戦せんしていくらかでも分ぶがよければ、それで名めい誉よを保たもったことにして引きあげようと思っているのではないかと思う。この気持ちを利用するのだ。味方の総人数二万余あるが、その一万二千をわけて、妻さい女じよ山を夜や襲しゆうさせる一方、のこり八千を川かわ中なか島じまに出し、善ぜん光こう寺じ道どうをとりきる。もし政まさ虎とらが勝てば、これでいちおうの名めい誉よは立ったと思い、必ひつ定じよう彼は善ぜん光こう寺じへ引きあげるであろう。負ければこれまたもちろん引きあげる。途中に待ちかまえていて、ぱくりと食ってしまおうという寸すん法ぽうだ。どうであろうの」

　飫富おお兵ひよ部うぶが、笑いながら言った。

　「しごくの妙みよう計けいであります。きつつきが、くちばしでトントンと木をたたき、穴をつくってひそんでいる虫を追いだし、穴の口に待ちかまえていて、ぱくりと食ってしもうようなものでございますな」

　うまい譬喩たとえであった。人々はどよめき笑った。

　信しん玄げんも笑って、

　「今日は鳥のたとえばかり出るの。いかさま、そなたの申すとおりじゃ。啄木鳥きつつきの戦法と名づけようかの」

　と言った。

　甲こう陽よう軍ぐん鑑かんでは、この戦術を立てたのは、山やま本もと勘かん助すけ入にゆう道どう道どう鬼きであるということになっているし、それが江戸時代を通じてずっと信ぜられてきたのであるが、現代になって渡わた辺なべ世祐よのすけ博士の研究によると、山やま本もと勘かん助すけは実在の人物であり、またこの時の合かつ戦せんに出陣もしているが、甲こう州しゆう軍の中ではいたって地位の低いものであったとある。博士の記述を引用すると、こうある。

　「勘かん助すけは元来三み河かわの牛うし窪くぼで生れた人であって、山やま県がた三さぶ郎ろう兵ひよう衛え昌まさ景かげのごく下に使われて居おった者でありますが、昌まさ景かげが川かわ中なか島じま戦争の時に斥せつ候こうに出したのでございます。それが帰って来て昌まさ景かげに注ちゆう進しんしたのが、いかにも殊しゆ勝しようらしいので、信しん玄げんが、『彼は何なに者ものか』と昌まさ景かげに聞いた。『彼は近ちか頃ごろ使っている身分のごく低い三み河かわの者で、口こう才さいのある山やま本もと勘かん助すけと申すものであります』と答えた。その後、 勘かん助すけはいつ死んだかわからないほど名もない者であったのでありますが、 云々うんぬん」

　これにはいろいろ議論のあるところであろうが、ぼくにはこの説が信用されるので、この小説には勘かん助すけを登場させない。

　さて、信しん玄げんの戦術は、なみいる部将全部に、異い議ぎなく受けいれられた。

　そこで、信しん玄げんはさらに細かな指令を出し、軍の編へん成せいを発表した。

　高こう坂ざか弾だん正じよう、飫富おお兵ひよう部ぶ、馬ば場ば民みん部ぶ、小お山やま田だ備びつ中ちゆう、甘あま利り左さ衛門尉えもんのじよう、真さな田だ一いつ徳とく斎さい、相あい木き、芦あし田だ下しも野つけ、小お山やま田だ弥や三さぶ郎ろう、小お幡ばた尾張守おわりのかみの十人が妻さい女じよ山を襲おそうこと。その勢合がつして一万二千。

　信しん玄げんのひきいるのは、中ちゆう軍ぐんは飫富おお三さぶ郎ろう兵ひよう衛え、左隊は左さ 典てん 厩きゆう 信のぶ 繁しげ、穴あな山やま、右隊は内ない藤とう修しゆ理り、諸もろ角ずみ豊ぶん後ご、旗はた本もとの左脇わき備ぞなえは原はら隼はや人と、武たけ田だ逍しよう遥よう軒けん、右みぎ脇わき備ぞなえは嫡ちやく子し太た郎ろう義よし信のぶ。これにさらに右備ぞなえがあって、それは望もち月づき。旗はた本もとの後あと備ぞなえは跡あと部べ大炊助おおいのすけ、今いま福ふく善ぜん九く郎ろう、浅あさ利り式部丞しきぶのじよう。その勢合がつして八千。

　日時は明晩夜半にかかり、明後日の朝のひき明けにはことを終わること。

　みなみな、諒りよう承しようして、退散した。




　　　　六




　翌九日、日にち没ぼつにはまだ間のあるころであった。政まさ虎とらは妻さい女じよ山の上で、いつものとおり琵び琶わを弾だん奏そうしていたが、日がかげるにつれて、風がつめたくなる。バチをとめ、襟えりをかき合わせたが、ふと海かい津づ城の方角でいつもと違うざわめきがしはじめたのを感じ、そちらを見ると、炊すい煙えんがいつもよりおびただしい。海かい津づ城内だけでなくその付近一帯にたむろしている武田方の陣地のいずれも、立ちのぼる炊すい煙えんが多い。のみならず、どことなくざわめいた感じがある。

　政まさ虎とらは琵び琶わをひざからおろし、ずいと立ちあがって、そこのよく見える位置に歩をうつした。

　日はまだはいらないが、午後になって出た雲が西方の山ぎわに横たわり、太陽はその陰かげになり、赤い夕ばえの色が空に満ちている。この山上はその茜あかねの色で明るいが、平地はもう夕べの陰かげがひろがりはじめている。城内でも、城外の陣地でも、炊すい事じの赤い炎ほのおの色があざやかに見え、まっくろな煙がもくもくと渦うず巻まきつつ立ちのぼっていた。

　「なるほど」

　にこりと笑った。

　二つのことが考えられた。

　一つは、信しん玄げん狸だぬきめ、退陣するつもりかもしれない。関東の形勢によっては、あるいはまた遠えん州しゆう方面に徳とく川がわ勢が出て焼き働きでもすれば、信しん玄げんとしてはここに釘くぎづけになっているわけにはいかない。十分に考えられることである。

　二つは、ここを夜や襲しゆうすることだ。

　（はて、この二つのうち、いずれであろうか？）

　と、考えたが、とたんにこう考えた。

　（相手が信しん玄げんだ。単たん純じゆんな夜よ討うちであろうはずはない。かならず二ふた手て先、三み手て先まで読んで、手くばりするはずだ）

　同時に、手にとるようにあざやかに、信しん玄げんの手のうちがわかった。

　（なるほど、なるほど、おれをここから追いだし、待ちかまえていて、引ッつつんで討ち取るつもりじゃわ！）

　笑いが腹の底からこみあげてきた。

　「ハハハ、ハハハ、ハハハ……」

　海かい津づ城を見下ろしながら、政まさ虎とらはしばし笑いつづけた。

　あまり政まさ虎とらが笑うので、侍じ臣しんらはおどろきあきれて凝ぎよう視ししている時、各部隊から注ちゆう進しんの者がはせのぼってきた。

　「敵陣に異変が見えるというのじゃろう。わかっている、わかっている」

　きげんよく言い、使い番の者を呼んで、部将らに急ぎ集まるように言えと命じた。

　小一時間の後、部将らは続々と山上に集まってきた。

　政まさ虎とらは幕ばく舎しやの横の打ちひらいた草原に席をもうけてみなをすわらせた。日はもう没ぼつし、急速に暗くなるころだ。かがり火がかりの者どもはかがり火をふやそうとした。

　「それはやめい。話は手て短みじかだ。すぐすむ」

　と、政まさ虎とらは制止して、部将らの席の中ほどに進みいり、青竹の杖つえをついて、立ったまま言った。

　「敵は一手の勢せいをわけて、今夜ここに夜よ討うちをかける。よほどの勢であろう。おそらく、敵の半数以上の勢であろう。そうでなければ、ききめがないゆえな。そして、おれが一方を切りやぶって、善ぜん光こう寺じに引きあげるところを、途中にまた勢を伏ふせ、おしつつんで討ち取るつもりでいる。その方どもも敵の夕ゆう餉げの煙がいつにも数倍していることに気づいて、注ちゆう進しんの者をつかわしてくれたが、あれはそのためだ。で、おれはその裏を搔かいてくれる。夜よ討うち勢がここに到着するまでに、おれはここを下ってしもう。そして、川かわ中なか島じまの中ほどに待ちかまえて、みごとおれを包み討ちするつもりでいる狸たぬきめに襲おそいかかってくれようと思う。ふいを襲おそうつもりの狸たぬきめを不ふ意い討うちにしてくれるのだ。時刻は夜半子ねの刻こく。それぞれ支し度たくして、陣じん所しよ陣じん所しよに待っていて、本隊の通つう過かとともに従え、いっさい物音を立てるでないぞ。そむく者は軍ぐん律りつによって斬きってすてい。かがり火はいつもと同じに焚たき、立ち去って後もかわらず燃えつづけるようにあんばいせよ。わかったな。もう一度くりかえす」

　と、くりかえして、退散させた。






車がかりの陣じん法ぽう




　　　　一




　政まさ虎とらは夜半に行動をおこして、山を下った。宵よいにさしずしたとおり、山のほうぼうに宿しゆく営えいしていた諸隊はいずれも準備をととのえていて、政まさ虎とらの本ほん陣じんが下るにつれて加わった。

　山下の雨あめノ宮みやの渡しを前にした河原で勢ぞろいする。

　政まさ虎とらは紺こん糸いとおどしの具ぐ足そくに金の星ほし冑かぶとを着、萌黄もえぎ緞子どんすの袖そで無なしの陣じん羽ば織おりを着、放ほう生しよう月つき毛げと名づくる駿しゆん馬めにまたがり、青竹の指し揮き杖づえを片手に、縦じゆう横おうに諸勢の中を乗りまわって、備えを立てた。山上の本ほん営えいをはじめ、各部隊がすててきた陣じん所しよ陣じん所しよには、いつもとかわらずかがり火があかあかと燃えているが、ここは、なかば西にかたむいた九月の月がおぼろに照らしているだけであるばかりでなく、夜の冷れい気きの増すにつれて、川から立ちのぼる水蒸気が凝こって霧きりとなってひろがりつつあった。その霧きりはずいぶん早い速度で濃こくなっていく。

　馬を乗りまわしながら、低いおさえた声でさしずする政まさ虎とらの姿は、その霧きりの中にはっきりあらわれたり、おぼろになったりしたが、はっきりなった時には冑かぶとの金の星がきらりきらりと光った。

　やがて隊の編へん成せいがおわった。

　先せん鋒ぽうは柿かき崎ざき和泉守いずみのかみ景かげ家いえ、そのうしろに旗はた本もと勢をひきいて政まさ虎とら、これを中心にして右に六隊、二隊ずつ横にならぶ。そのうしろに一隊、これは右陣の予備隊だ。左に四隊、これも二隊ずつ横にならぶ。予備隊として一隊うしろにひかえる。中ちゆう軍ぐんのうしろに予備隊として一隊、これは甘あま粕かす景かげ時ときがうけたまわった。そのうしろに直なお江え実さね綱つなが小こ荷に駄だ隊たいをひきいて従うことになった。

　これだけのことをおわってから、政まさ虎とらは諸隊にその位置にとどまったまま休息しているように命じた。

　まもなく、山を下りるまぎわに出した物もの見みの兵が来た。

　「海かい津づ城とそのまわりでは、諸隊が出動の用意ちゅうであります。おびただしい人数で、だいたい半分以上の部隊であるようであります」

　と言う。

　政まさ虎とらは敵が確実に妻さい女じよ山におし寄せてくることを知った。

　「よし」

　と、うなずき、諸隊に進発を命じた。

　越えち後ご勢八千、柿かき崎ざき景かげ家いえの隊を先に立て、肅しゆく々しゆくとして雨あめノ宮みやの渡しをわたった。山さん陽よう外がい史しのいわゆる「鞭べん 声せい 肅しゆく 々しゆく 夜よる 河かわを過わたる」だ。

　八千という大軍ではあるが、ひよりつづきで、水流速い千ち曲くま川もずいぶんやせている。それほどの時間はかからず、全軍わたりおわった。

　渡ったところで、また備えを立てなおし、なるべく海かい津づ城と妻さい女じよ山から遠ざかるように、うんと迂う回かいして北ほつ国こく街かい道どうにそうて、北へ北へとむかった。

　霧きりはますます深くなって、いまは空にある月の姿も見えない。漠ばくとして天地を閉ざす霧きりのこまかな粒りゆう子しの一つ一つに月光がこもって真しん珠じゆ色いろの厚い幕まくとなり、一間けんもはなれればもうなにも見えないほどであった。

　そのなかを、越えち後ご勢はたえず前方と右方に斥せつ候こうをはなって警けい戒かいしながら、一歩一歩たしかめるようにして進んだ。

　六キロばかり行くと、政まさ虎とらは全軍に停止を命じ、使い番を各部隊にはせて、またその位置で休息させた。

　「騎き馬ばの者は下げ馬ばせよ。ただし馬はかならず身みぢかにおけ、口くち綱づなを三尺以上とりはなしてはならない。みなみな腰をおろしてよいが、具ぐ足そくはゆるめてはならない。得え物ものも身しん辺ぺんをはなしてはならない。急な場合は貝を吹く。ただちに立ちあがり、騎士うまのりは騎き乗じようして、次のさしずを待て」

　政まさ虎とらも馬をおり、床几しようぎをすえさせ、青竹の指し揮き杖づえを杖つえづいて、海かい津づ城の方角と妻さい女じよ山の方角とを、かわるがわる凝ぎよう視しし、ときどきとぎすました耳を立てた。いずれも霧きりにとざされて、まるで見えない。物音もまた聞こえなかった。




　　　　二




　妻さい女じよ山襲しゆう撃げきの任をもった武たけ田だ方十個こ隊たいが行動をおこしたのは、子ねの刻こくをすこしすぎていた。これらの部隊の進路は昨日のひるまでの間に、土地の百ひやく姓しように聞いたところに従って、ものなれた将校が実地に検けん分ぶんしていた。妻さい女じよ山の背後に標高六百九十四メートルの山がある。妻さい女じよ山より高いこと百四十八メートルだ。この山のうしろに海かい津づ方面からのぼる小こ径みちがある。主力がこれをよじのぼり、尾お根ねを爪つま先さき下りに縦じゆう走そうしていっきに政まさ虎とらの本ほん陣じんに殺さつ到とうする。ふいを襲おそわれてうろたえさわぐところを、こんどは妻さい女じよ山の東がわ一帯の山さん麓ろくから諸隊が鬨ときの声を上げてよじのぼっていく、そうなればさすがに猛もう気きの政まさ虎とらもどうすることができず、山の西がわを駆かけおり、雨あめノ宮みやの渡しをわたって川かわ中なか島じまを善ぜん光こう寺じを目ざして落ちるほかはないはずと計算された。

　出発と定さだめられた子ねの刻こくごろからわきたちはじめた霧きりは天の助けのかくれ蓑みのと思われた。諸隊はしばらく出発をのばし、霧きりの濃こくなるのを待って、行動をおこした。象ぞう山さんのふもとから山々のすそにそい、旗き幟しを伏ふせ、馬の七寸みずきをしばり、枚ばいをふくませ、物音をひそめ、総勢一万二千、縦隊になって進んだ。

　信しん玄げんはその奇き襲しゆう隊たいが出発してから、のこる八千を部ぶ署しよして、海かい津づ城を出た。陣形の編へん成せいは一昨日定さだめたとおりだ。具ぐ足そくの上に法ほう衣いをまとい、後こう世せい演劇や義ぎ太だ夫ゆうで諏す訪わ法ほつ性しようの冑かぶとと呼ばれるようになった、あの有名な冑かぶとを着、太った背中をまるめて、中ちゆう軍ぐんに馬を打たせた。馬のあがきのたびに、冑かぶとについた雪のように純じゆん白ぱくな唐から牛うしの毛が、霧きりの中にふわふわと動いて、夢む幻げん的てきな感じであった。

　城を出て千ち曲くま川にそってすこし下ると、広ひろ瀬せの渡しがある。ここでは川はばは広くなるが浅あさ瀬せとなる。だからこそ、広ひろ瀬せといったのであろう。全軍備えをくずさず渡と渉しようした。

　渡ったところで、馬を乗りとどめ、軍いくさ奉ぶ行ぎように命じて陣形を点検させたが、その間たえず妻さい女じよ山の方をかえりみた。霧きりにへだてられてまるで見えないが、戦いくさがはじまれば陣じん所しよを焼きたてる火の色が見えるであろうし、ときの声も聞こえるはずである。いっこうそのけはいはなかったが、べつだん心配はしない。まだ定さだめられた時刻には早いのである。

　軍いくさ奉ぶ行ぎようがかえってきて、諸隊、みな備えをくずしてはいないと報告した。

　「よしよし。それでは、そのままの位置で、腰をおろして休ませい。しかし、いつでも戦えるよう気をひきしめていよ」

　使い番が馬を飛ばせていって、命令を伝えた。

　信しん玄げんは床几しようぎをすえさせてかけ、一時間以上も待った。夜明けの冷れい気きがひしひしとせまる。法ほう衣いのえりをかきたてて首すじから胸をおおうたが、いくども軽いせきが出た。

　信玄はだんだん心がいらだってくるのを感じた。

　（せいてはいかん。せくのはおれの持ち前ではない。やつの方だ）

　とみずからたしなめてにが笑いした。

　しかし、それにしてもおそい、もうはじまらねばならんころじゃがと思って、目をこらしたが、視野は漠ばく々ばくと閉ざされて、煙のような霧きりが渦うず巻まいたり流れたりするばかりだ。

　どこか遠いところで、鶏にわとりの啼なくのが聞こえたかと思うと、すぐまた別な遠い方角でも聞こえた。

　またあせりが出てきた。

　（この策にまちがいはないはずだが、霧きりの深さに道に迷ったのではないじゃろうか。いやいや、あれほど綿めん密みつに検けん分ぶんしたのだ。まちがえる道理はない……）

　さまざまな疑ぎ惑わくがわいてきたが、ともあれ、もうすこし進めてみようと思った。

　使い番がはせめぐり、諸隊はまた行進をおこした。

　二千メートルほど進んだところで、また停止させ、休息させた。うねりながら北流する千ち曲くま川の西方千メートルほどの地点だ。出しゆつ水す時いじにはいつも千ち曲くま川が氾はん濫らんして水びたしになるからであろう、川かわ中なか島じまもこのへんでは、砂と石ころの多い原野のままであった。枯かれたすすきや灌かん木ぼくのしげみに、霧きりのきれっぱしが、うすい真ま綿わたのようにからんでいた。

　また一時間ばかりたった。

　妻さい女じよ山にはなんの異変もおこったように見えない。もうこうなっては、道に迷ったか、他に原げん因いんがあるか、いずれにしても、夜や襲しゆうは失敗に帰したと思わなければならない。にわかに、信しん玄げんの焦しよう慮りよは強くなった。

　（どうしよう？）

　と思った。

　まもなく夜が白しらんでくるであろうが、それまでに引きとらなければ、恥はじさらしなことになるとも思ったが、ひょっとして敵の警けい戒かいが厳重をきわめているので、隙すきをはかっているのかもしれない、だとするといまにも始まるかもしれないとも思った。いくさにおいて躊ちゆう躇ちよほどの拙せつ劣れつさはないとは思いながらも、いずれとも決することができなかった。

　（こうまで間まのびするなら、いちおうの注ちゆう進しんをせぬということがあるものか！）

　と、腹が立った。妻さい女じよ山に行きむかった十将しよう、いずれも百戦の経験をつんだ老ろう巧こうの者どもであるのに、考えられないことであった。

　引きもできず、進みもできず、時を費やしているうちに、空に明るさがさしてきた。下界はまだ暗く、そして濃のう霧むにとざされているが、まうえの空にあるかなきかの光がぼうとさしてきたかと思うと、急速に明るくなってくる。

　その時であった。異い様ような物音がはるかな前方から聞こえてきた。それは風の草原を過ぎる音とも、遠い川かわ瀬せのひびきとも、聞けば、聞かれたが、信しん玄げんのものなれた耳には、たしかに人馬の押してくる音と聞こえた。しかも、相当大軍の……。きびしく胸がしまった。

　信玄は使い番の群れをかえり見て、

　「たしかに人馬の押してくるひびきと聞くのに、先せん陣じんの者ども、なにも言うてこぬ。夜の長さに寝ね惚ほれてはいぬかとおれが言うたと申してまいれ」

　と命じた。

　「はっ」

　使い番の者五騎き、先せん鋒ぽう隊たいの数だけ、馬を飛ばしていった。

　その間に空はますます明るくなり、暁あかつきの風がそよぎそめ、しだいに霧きりがうすれはじめた。

　信しん玄げんはまじろぎもせず前方の霧きりの中を凝ぎよう視ししていたが、やがて、おぼえず、

　「あっ！」

　と声を出そうとして、あやうくのみこんだ。

　それと同時であった。本ほん陣じんにいあわせた武む者しやらが、大たい将しよう分ぶんの者も兵も、一いち様ように、

　「あっ！」

　と言って、総立ちになった。

　霧きりのうすれるにしたがって、半町ほど前にかまえている味方の五隊が影かげ絵えのように見えてきたが、それがしだいに影かげを濃こくするとともに、そのむこうに乳の中におとした墨ぼく汁じゆうがにじみひろがっているように、あるいはまた薄うす墨ずみ色いろの煙が渦うずを巻いているように、人馬の群れの影かげが見えてきたのだ。おびただしい人数だ。

　（自分がさわいでは、全軍がうろたえる）

　とっさに考えて、わざとふかぶかと床几しようぎに腰をおろし、右手をわきに出した。

　「よこせ」

　低く言った。一人の侍じ臣しんが心こころ得えて、あずかっていた軍配ぐんばい団扇うちわをわたした。

　信しん玄げんは左の手に緋ひ房ぶさのついた長いひもをしごき、水平に目の高さに上げ、ゆるやかに横にふった。たったそれだけのことであったが、総立ちになっていた本ほん陣じんの将兵らのさわぎはぴたりと静まり、みな槍やりをひざにのせ、片ひざついた折おり敷しきの姿になった。

　信玄は団扇うちわを右のひざにおしたてた。自信を思わせるせまらない態度ではあったが、思案はもっともいきいきと、また機き敏びんにはたらいていた。

　（裏をかかれた。さすがは政まさ虎とらじゃ。ゆうべの夜よ討うちをさとり、そのまえに山を下り、雨あめノ宮みやの渡しをはねこし、おれの来るのを待っていたにちがいない。やつの兵は八千、こちらも八千。対たい々たいではやつの猛もう勇ゆう、なかなか骨じゃが、どうにかもちこたえているうちには、夜よ討うち勢が帰ってくる。そうなれば勝利はこちらのものだ。なんとしてももちこたえることだ）

　すばやくその用意をした。武田重じゆう代だいの日の丸の旗と武たけ田だ菱びしの旗と将しよう軍ぐんの旗とを本ほん陣じんの右にひかえた嫡ちやく子し義よし信のぶの陣じん所しよに立てさせ、本ほん陣じんには馬じるしの纏まといと四し如じよの旗一本だけを立てた。敵の目をまどわし、いずれが本ほん陣じんであるかを疑わせるためであることはいうまでもない。

　同時にまた使者を召し、一ひと刻とき（二時間）こらえれば、妻さい女じよ山へむかった勢がはせつけ、かならず味方の勝利におわるべきことを伝でん達たつさせた。

　この間に天地はいっそう明るく、霧きりはますますうすれ、上うえ杉すぎの先せん鋒ぽう隊たいの馬じるしまでありありと見えてきた。大だい根こんの折おり掛かけの纏まといだ。やや強くそよぎだした朝風に吹きなびいている。この馬じるしがだれのものであるか、甲こう州しゆう勢はみなよく知っている。

　「なるほど、柿かき崎ざき和泉いずみが先さき手てをうけたまわっているが、そのはず、彼は猛もう勇ゆう随ずい一いちの者」

　と、思った。「暁あかつきに見る千兵の大たい牙がを擁ようするを」という山さん陽ようの詩句はこれをもとにして詠えいじだされたものであろう。

　大たい牙がは大将の旗のことであるから、柿かき崎ざきの馬じるしでは大たい牙がとはいえないが、文学ではこの程度のやりくりはつねのことだ。事実の追究は文学の目的ではない。気分や精神を効果的に伝えるにある。




　　　　三




　この時政まさ虎とらの用いた陣じん法ぽうは車がかりの陣じん法ぽうというのであったと、甲こう陽よう軍ぐん鑑かんが言いだしてから、後こう世せい長く踏とう襲しゆうされて、江戸時代にできたこの時の合かつ戦せん記きはすべてそう述べているが、それがどんな陣じん法ぽうであったかははっきりしない。軍ぐん鑑かんには、各隊が車輪の輻やが転ずるようにかわるがわるあらわれ、いくまわり目かにはみずからの旗はた本もとと敵の旗はた本もととがめぐりあって勝負を決する陣じん法ぽうであると記述しているが、実際にはどんな形の陣形にするのか、いたってあいまいである。

　日本の兵へい学がくは江戸時代になって小お幡ばた景かげ憲のりが甲こう 州しゆう 流りゆうをはじめてからさかんになって、ほとんど全部の流派がその後の所しよ産さんで、つまりは太たい平へいの時代に机き上じようで組み立てられたものであるところから、今こん日にちの学者のほとんど全部の人が、車がかりの陣じん法ぽうなども軍ぐん学がく者しやらの空くう論ろんであると論評している。ぼくはこの時の政まさ虎とらの陣形が、その左右隊が両隊ずつならんで二、三列をなしているところから見て、両隊たがいに正せい奇きをなしてたすけあうのをこの名をもって呼んだのではないかと見ている。

　信しん玄げんが柿かき崎ざきの大馬じるしを認みとめたと同じく、政まさ虎とらも敵陣におしたてられる旗き幟しを見た。元来旗はた本もとに立てられるべき旗が両陣にわけて立てられたのを見て、かっと激した。

　「うすぎたないやつめ！」

　と、思った。しかし、それとともに、

　「やつは妻さい女じよ山にむかった勢が駆かけつけるまで、長びかせるつもりじゃわ」

　「その手に乗ろうか。ひとひしぎに踏ふみにじってくれる」

　と決心し、きびしく引きしめた目で、進むにつれて大きくはっきりとなってくる敵を凝ぎよう視ししつつ馬を進めた。

　武田の先さき手ては五隊だ。それぞれの陣に立った馬じるしで、それがだれであるかがわかる。こちらから見て左端が内ない藤とう修しゆ理り、次が諸もろ角ずみ豊ぶん後ご、飫富おお三さぶ郎ろう兵ひよう衛え、信しん玄げんの弟左さ 典てん 厩きゆう 信のぶ 繁しげ、穴あな山やま信のぶ良よしの順に備そなえている。おししずまってまるで動どう揺ようを見せない様は、百ひやく雷らいが一時に落ちかかろうとびくともしない堅けん剛ごうさにさえ見えた。

　こんな敵陣にむかってはかかりにくいものである。やがて柿かき崎ざきの隊も足をとめるに相違なかった。

　政まさ虎とらは指し揮き杖づえを鞍くらの前ぜん輪りんに横たえておいて、従じゆう士しの一人から鉄砲を受けとり、筒つつ先さきをななめに空にむけてもちかまえつつ、馬を進めたが、鉾ほこ矢や形かたに組んだ柿かき崎ざき隊の先頭と敵陣との距離が十五間けんほどにせまったと見るや、引き金を引いた。

　轟ごう然ぜんたるそのひびきがむちになった。しだいに足がゆるくなり、知らず知らずに停止しようとしていた柿かき崎ざきははっとわれにかえった。

　「かかれ！」

　柿かき崎ざきが大だい音おんにさけんで采さい配はいをふるうと同時に、その隊二千余人、ドッと喊かん声せいをあげるや、冑かぶとをかたむけ、指さし物ものをうつむけ、槍やりをくんで、まんまえにかまえている飫富おお隊と内ない藤とう隊とに突進していった。




　　　　四




　柿崎はみずからは床几しようぎに腰をかけて采さい配はいばかりをうちふって戦う武将ではない。みずから槍やりをとって陣頭に立ち、手をくだいて戦うことを生しよう涯がいつづけてきた武将だ。この時五十五になっていたが、猛もう気きはいささかもおとろえない。隊の先せん鋒ぽうが敵と接せつ触しよくしたと見るや、れいの青あお貝がいずり握にぎり太ぶと二間けんの柄えに四尺という長い穂ほをすげた大おお槍やりを、槍やり持もちの手から引きもぎるようにさらいとり、馬をあおって先陣にはせついた。いつもの大おお鍬くわ形がただけがあざやかな金こん色じきで、あとは冑かぶとも、鎧よろいも、鎧よろい下したも、馬も、鞍くらも、あぶみも、烏からすのように漆しつ黒こくないでたちだ。ただ見る一団の黒こく旋せん風ぷうが殺さつ到とうするよう。

　「かかれ、かかれ、かかれ！　なにこれしきの敵！」

　と、われ鐘がねのような声でどなりたて、どなりたて、敵の槍やりぶすまをたたきたてなぎたてた。おそろしい力、おそろしい勢いであった。さしも堅けん固ごな槍やりぶすまが、色めき、浮きたち、たじたじとなったとたん、

　「つづけ！」

　黒こく旋せん風ぷうはさっと一ひと跳ちよう躍やくして、敵中におどりいっていた。

　飫富おお三さぶ郎ろう兵ひよう衛え隊の槍やりぶすまはやぶれたのであった。そのやぶれから、柿かき崎ざき隊はどっとこみいり、みるみるやぶれ口をひろげ、それは諸もろ角ずみ隊にもおよんだ。

　しかし、さすがに飫富おお隊と諸もろ角ずみ隊だ。やぶられながらもともに一歩も退ひかない。はげしい血戦がはじまった。

　政まさ虎とらは信しん玄げんがなるべく戦いを長びかせようとしていることを知っている。長びいて妻さい女じよ山にむかった敵の諸隊が駆かけつければ、味方の敗戦は目に見えている。

　「かかれ！　かかれ！　かかれ！……」

　青竹の指し揮き杖づえをおれよと打ちふりながら、絶ぜつ叫きようした。

　本隊の左右に備えられていた諸隊はいずれもまっしぐらに突進した。これらの隊は、両隊ずつ組になって、右隊が三段、左隊が二段になり、掩えん護ご隊がそれぞれ一隊うしろにひかえている。これは妻さい女じよ山から来るであろう敵にたいして備えたものだ。対ついになった両隊はたがいに連絡し、助けあいつつ戦うことになっている。一段目がドッとおめいて敵の先せん鋒ぽう隊たいにかかると、二段目はその勝敗にかまいなく、信しん玄げんの本隊の左右にかまえた隊にかかり、三段目はその後こう方ほうにひかえた後あと備ぞなえにむかって驀ばく進しんした。いずれも火のようなはげしさだ。武田の諸隊は鉄砲の筒つつ先さきをそろえて乱射し、射うち白しらまそうとしたが、越えち後ご勢はたじろぎもしない。たおれる味方をふみこえふみこえ、突進した。火か薬やく桶おけに火のかたまりでもおちたようであった。全戦場が一時にぱっと大だい激げき戦せんになった。

　戦いは卯うの刻こく（朝六時）からはじまって、巳みの刻こく（十時）近くまで続いたというが、この間に信しん玄げん方では大たい将しよう分ぶんとしては、信玄の弟左さ 典てん 厩きゆう 信のぶ 繁しげと諸もろ角ずみ豊ぶん後ごが戦死し、武む者しやとしては初はつ鹿かの野源げん五ご郎ろうが戦死している。いかにはげしい戦いであったかがわかる。信しん玄げんの方ではなるべく戦いを長びかせようとしたが、政まさ虎とらの方ではその手に乗るかと、すり鉢ばちにものを入れてはげしくすりたてるように攻撃また攻撃、呼い吸きもつかせずいどみ戦ったのだ。

　さすがの甲か斐いの諸隊もくずれたち、敵の追撃の急なままに、広ひろ瀬せの渡りに追いこまれ、溺でき死しする者が多数であったという。ただ、飫富おお三さぶ郎ろう兵ひよう衛えと穴あな山やま伊豆守いずのかみ、信しん玄げんの嫡ちやく子し義よし信のぶの隊だけは、乱れる備えを立てなおし立てなおし、こらえた。

　信しん玄げんの本ほん陣じんは味方の諸隊のくずれ乱れるのをすこしもかまわず、備えをかためて整せい々せいとひかえていた。孫そん子し四し如じよの旗と馬じるしの纏まといとが朝風にひるがえって音を立てるばかり、しわぶきひとつする者のないなかに、信しん玄げんは床几しようぎをすえ、敵の本隊を見、ときどき妻さい女じよ山の方に目をはなった。彼にはやがて敵の本隊が打ちかかってくることがわかっている。それは避さけることはできないが、どうにか妻さい女じよ山の勢が駆かけつけるまで時をかせぎたいのであった。

　政まさ虎とらもまたそうであった。毘びの字の旗をおしたてた本ほん陣じんに床几しようぎをすえ、青竹の指し揮き杖づえをついて、四し如じよの旗を見、また妻さい女じよ山をふりかえった。これも本隊の兵を一兵も散らさない。やがて妻さい女じよ山にむかった敵勢が駆かけつけてくるであろうが、それまでに潮しお合あいを見つけ、一いつ挙きよにこの兵を投入して、信しん玄げんの本隊を突きくずし、全ぜん滅めつさせたいと心ぐんでいた。

　兵らはそれぞれの武器をくだけよとにぎりしめ、もうもうと立つ砂すな煙けむりのなかに濃こくなったりうすくなったりする信しん玄げんの本ほん陣じんをにらんで、折おり敷しき、さしずの下るのを待っていた。

　政まさ虎とらは空を見上げて、日の高さをはかった。いまは霧きりはなごりなく晴れて、朝のまっさおな空にのぼっている日は、九時ごろと思われた。

　気がせいてきた。

　もう猶ゆう予よはできないと思った。

　「かかれ！」

　とつじょとして、政まさ虎とらはさけび、指し揮き杖づえをびゅーと振った。

　兵は総立ちになり、騎うま士のりは馬にとびのり、すさまじい喊かん声せいを上げて駆かけだし、射しや程てい近くにせまるや、停止し、鉄砲をかまえ、じりじりと歩を進め、いっせいに射うちたてた。武田方でも応おう射しやした。その玉たま煙けむりのため、あたり一面、もうと閉ざされた。煙の中に、両軍の長なが柄え隊は槍やりをくみあわせ、

　「エイ、エイ、エイ、エイ……」

　と諸もろ声ごえをあげながら近づき、接せつ触しよくするや、はげしい突きあいがはじまった。

　政まさ虎とら隊が猛もう烈れつなら、信しん玄げん隊は頑がん強きようであった。押しあい、へしあい、二、三回進退した。

　政まさ虎とらは腹を立てた。

　使い番を背後の甘あま粕かす隊と直なお江え隊、左右両りよう翼よくの掩えん護ご隊である須す田だ隊と千ち坂さか隊に走らせ、

　「やがて、妻さい女じよ山にむかった敵の隊がおしよせてくるであろうが、ずいぶんこらえて、けっしてやぶられてはならんぞ」

　と言いおくっておいて、馬に飛びのり、味方の隊に駆かけつけ、長なが柄え隊のうしろに得え物ものを按あんじてすきをはかっている勇士らの間を、乗りまわし、乗りまわし、

　「これしきの敵に、そのざまはなにごと！　臆おくしたか！　討ち死にを覚悟して、踏ふみこめい！　踏ふみこまずに戦いくさができるか！　日ごろの武ぶ辺へんづらはどこにやったぞ！」

　と、叱しつ咤たしつつ、指し揮き杖づえをふるって、武士ら冑かぶとの天て辺へん、背中、袖そでのきらいなく、たたきたて、たたきたてした。

　恥はじしめられて、武む者しやらはかっと激げきした。

　「かしこまる！　討ち死につかまつる！」

　と、どなるや、わっとさけんで、槍やりぶすまの中におどりいり、たたきやぶった。武田方からも武む者しやが出てくる。はげしい白はく兵へい戦せんとなった。




　　　　五




　旗はた本もと勢と旗はた本もと勢の決戦だ。勝敗なかなか決しない。政まさ虎とらはいくどか空をあおいで日の高さをはかり、いくどか妻さい女じよ山をかえりみた。ますます気がいらだってくる。

　そのうち、信しん玄げんの本ほん陣じんがまばらに見えてきた。旗はた本もとの勇士らの多くが血戦の場に出たためであると判断された。

　「よし！」

　とっさに決心がついた。

　「その方どもも行きむかえ！」

　と、馬うま廻まわりの勇士らに命じ、みながどっと馬を駆かけさせて去ると、床几しようぎを立ち、放ほう生しよう月つき毛げにとびのり、道を犀さい川の方に迂う回かいして、信しん玄げんの旗はた本もと目ざして駆かけさせた。戦場になっていない犀さい川べりには、すすきの穂ほがなびき、秋草が可か憐れんな色を見せて咲いており、馬ば蹄ていに蹴けちらされ、馬ば腹ふくの風にそよいだ。

　きびしい決意に胸がひきしまり、ぎりぎりとかみしめる奥歯の間から、おしだすようにつぶやいた。

　「信しん玄げん坊ぼう主ずめ！　今日こそ勝負を決するぞ。おれの首をわたすか、うぬの首をとるか、二つに一つだ！……」

　短たん刀とうをぬいて、冑かぶとのしのびの緒おを切り、ぬいで、ざんぶと犀さい川の淵ふちに投げこみ、具ぐ足そくの引き合わせの間から引きだした白しろ練ねりの絹で、行ぎよう人にんづつみに頭と顔をつつみ、二尺七寸五分、備び前ぜん長おさ船ふねの住じゆう兼かね光みつの佩はい刀とうをぬき、肩にかつぎ、片手ぐりに手た綱づなをとり、まっしぐらに信しん玄げんの旗はた本もとにむかって駆かけた。

　政まさ虎とらの見こみにたがわず、信しん玄げんの旗はた本もとは人数まばらになり、旗はた本もとの勇士らはみな敵ともみあっていたが、用心深い信しん玄げんは全部をくりだしはしない。なおかなりの数の勇士らがのこっていた。

　ただ一いつ騎き、思いもかけない方角から、本ほん陣じんめがけて真ま一いち文もん字じに疾しつ駆くしてくる政まさ虎とらを見ておどろいた。もとより、敵の総大将政まさ虎とらと知ろう道理はないが、わっと立ちあがり、先を争って駆かけふさがった。

　「推すい参さんなり！」

　雷らい喝かつと同時であった。右の肩にかついだ兼かね光みつはそのままおどって、左右に斬きっておとし、ひるむところをさっと駆かけぬけ、本ほん陣じんに突入した。本陣に詰つめていた武士らは狼ろう狽ばいし、総立ちになり、立ちふさがろうとしたが、はやくも政まさ虎とらは信しん玄げんの面めん前ぜんに乗りつけていた。唐から牛うしの毛の冑かぶとが目あてであった。政まさ虎とらはその冑かぶとの眉まび庇さしの下のあごに食いこむように白いしのびの緒おがきっちりと結ばれた信しん玄げんの顔が蒼そう白はくに変わっているのを見た。昔御み坂さか峠とうげで見た時の美しい顔ではない。ぶよぶよとふとって、みにくい顔になっている。

　が、そう感じた瞬しゆん間かんには、斬きりつけていた。

　「小こ僧ぞう！　くらえ！」

　という呶ど声せいは、斬きりつけてから出た。

　あまりの急なことに、信しん玄げんは立ちあがるすきがない。まして刀をぬくひまはない。床几しようぎにかけたまま、軍ぐん配ばいうちわで受けた。うちわは薄うす金がねづくりだが、鋭するどい切ッ先はなかばまで斬きり裂さいた。

　「しぶとい！」

　政まさ虎とらはいく太た刀ちか斬きりつけ、信しん玄げんはいくどか受けた。ついにうちわの柄えを切りおって小こ手てに切りこみ、さらにたたみかけて斬きりおろした切ッ先は信しん玄げんの肩へ切りつけた。

　信しん玄げんの本ほん営えい内ないはおそろしい混乱におちいっていた。みな駆かけへだてようとしたが、火をするようなはげしさにそのすきがない。あわてふためくばかりであった。

　信しん玄げんの仲ちゆう間げんがしら原はら大おお隅すみは、信しん玄げんのそばに立てられた信しん玄げんの青あお貝がい柄えの持もち槍やりをおっとり、政まさ虎とらのうしろから突いたが、あわててはおり、政まさ虎とらの馬上の働きが雋しゆん敏びんをきわめているので、突きはずした。また突いたが、また突きはずした。いよいよあわて、たたきおとそうとして、ふりあげて打ちおろしたが、また打ちはずした。しかし、その穂ほ先さきが放ほう生しよう月つき毛げの三さん頭ずにあたった。馬は竿さお立だちになり、気の狂くるったように走り去った。

　疾しつ駆くする馬上で、政まさ虎とらは満足であった。

　「おしくも討ちもらしはしたが、おれが手並みはとっくりと見せた。さすがのやつが、青くなっていたわ。ハハ、ハハ。これでよし、これでよし」

　本ほん陣じんに引きあげた。

　このうえは妻さい女じよ山勢が駆かけつけない間に、器用に引きあげ、勝利の名を確保することだ。

　政まさ虎とらは甘あま粕かすに使い番を立て、

　「しかじかであれば、その方しんがりいたせ」

　と命じておいて、諸勢を集め、犀さい川を渡って善ぜん光こう寺じ方面へ引きあげにかかったが、その時、妻さい女じよ山勢が駆かけつけ、追撃してきた。東とう道どう十里余（関かん東とう里りの一里は六町ちようである）の間に、越えち後ご勢は相当な損害を受けたと、甲こう陽よう軍ぐん鑑かんにある。軍ぐん鑑かんにはまた、

　「その合かつ戦せん、卯うの刻（六時）にはじまったるは大おお方かた越えち後ごのかち、巳みの刻（十時）にはじまったるは甲こう州しゆうのかち」

　と、講こう評ひようしている。
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　途中一いつ宿しゆくして、翌日のひるごろ、妙みよう高こうの裾すそ野のにかかった。

　澄すみきった秋空に、妙みよう高こうのいただきが磊らい嵬かいとした姿をくっきりと浮きたたせ、見わたすかぎりの裾すそ野のには尾お花ばなの穂ほがなびき、まひるの日に照らされて純じゆん白ぱくに光っている。

　「おれはいつかこの景け色しきを見たことがあった」

　と、ふと思った。

　「いつであったろう。……そうだ、おれはただ一人、青竹の杖つえをつき、わらじをふみしめて歩いていた。……そうだ、はるか前方に市いち女め笠がさをかぶり、美しい色いろ模も様ようの衣きぬを着た女が、馬で行っていた……」

　と、ここまで考えた時、がくぜんとした。それがこの出陣の前、乃な美みに逢あいに行った時、琵び琶わ島じま城で見た夢であったことを思い出したのだ。

　胸から腹にかけて、すうっとつめたくなり、いきなりはげしく胸がさわぎはじめた。

　（なにごともなくてあってくれ）

　政まさ虎とらはいのるような思いをこめ、妙みよう高こうのいただきをあおいだ。

　それからほんの数すう瞬しゆんの後であった。前ぜん駆くの者が駆かけもどってきて、色しき代たいして、

　「宇う佐さ美み駿河守するがのかみ殿が、お凱がい陣じんお出迎えのためにまいられました」

　と報告した。

　「凱がい陣じん出迎えのためと申したか！」

　おぼえず、はげしい調子になった。

　「はい」

　「たしかか！」

　「はい」

　相手はいぶかしげであった。

　ほっとしながら、言った。

　「よし。そこへ待っていよと言え」

　前ぜん駆くの者は馬を走らせて去る。

　そのあとから、政まさ虎とらも行列を急がせた。

　定さだ行ゆきは路傍に馬を立て、家か臣しん十人ばかりを従え、草をしき、両手をついて迎えた。

　政まさ虎とらは行列をとめ、馬をおりて、歩み寄った。

　「出迎え大たい儀ぎ。そちに語りたいことがうんとあるぞ」

　わくわくする気持ちが、いきいきとした声になった。

　「ご勝利、また前ぜん代だい未み聞もんのお働きのこと、ただいまお供ともの人々にうけたまわり、およろこび申しております」

　しずかな調子の声でここまで言って、一段声をおとした。

　「――じつは、てまえの方にも申し上げたいことがございます」

　おちついた態度と声はいつものことだが、いつもとちがって定さだ行ゆきの顔に微び笑しようがない。それがひやりとさせた。

　「なにかおこったのか？」

　とせきこんだ。

　「はい」

　定さだ行ゆきは答えておいてふりかえり、従じゆう者しやらにあいずした。

　従じゆう者しやらは立ちあがり、遠ざかった。

　「立て。立って言え」

　定さだ行ゆきは立ちあがり、枯かれ木のように細くやせた指先で、まっしろな疎そ髯ぜんをもみながら、かわらず低い声で言った。

　「乃な美みが、昨日の朝、ついに身まかりました。乃な美みがぜひにと言いはってききませぬので、じつは琵び琶わ島じまから春日かすが山やま城下の屋敷に連れてまいったのでございますが、それがこたえたのでございましょうか、ついた翌日、つまり昨日の辰たつの下げ刻こくすこしまえ、おびただしい喀かつ血けつをしました。一時はおさまったのでございますが、とても助からぬ身と思うたのでございましょう、お屋や形かた様にくれぐれもよろしく申し上げてくだされ、末長いおしあわせをあの世で祈っていますなどと言った後、またしても大だい喀かつ血けつが来、ついにそのまま絶ぜつ息そくしたのでございます」

　定さだ行ゆきは涙一いつ滴てき浮かべてはいない。しかし、強い努力でこらえていることは、ひげをまさぐっている細い指先がこまかくふるえていることをもってもわかった。

　「昨日の辰たつの下げ刻こくというと、おれがやつの本ほん陣じんに斬きりこんだ時だ。乃な美みはおれを勝たせようと……」

　いきなり、声がふるえて来、涙がつきあげてきた。

　政まさ虎とらはことばを切り、大おお股またに歩いて、薄すすきの中に立った。広い裾すそ野のを見わたし、しだいにその目を妙みよう高こうのいただきに上げた。先刻までまっさおに晴れわたり、ひときれの雲もなかった空にはまっしろな雲が三つ四つ浮いて、まぶしいほど日に光りながら、悠ゆう々ゆうと流れていた。

　（あくせくと、三十二年の間、おれはなにをしてきたろう。関かん東とう管かん領れい職しよく、上うえ杉すぎの名みよう跡せき……、むなしいかぎりのものではないか。……乃な美み、そなた死んだのか、おれをおいて……）

　わかわかしいほおを涙があとからあとからと伝ったが、政まさ虎とらはそれを意識しない。いつまでも妙みよう高こうのいただきの上の空をあおいでいた。

　悠ゆう々ゆうと雲の流れる青い空。





筆後敬白（「週刊朝日」連載終了に際し）
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　何よりもまず、長い間のご愛あい読どくを感謝しなければなりません。二年三か月という長い間、緊きん張ちようをもちつづけて書くことができたのは、すべて読どく者しや諸しよ賢けんの熱心な声せい援えんによることです。厚く感謝します。

　次に読どく者しや諸しよ賢けんからのご教きよう示じの手紙やご声せい援えんの手紙にたいして、ぜんぜんご返事を差しあげなかったおわびを申し上げなければなりません。書くのが本職でありながら、いやいや、本職であるために文章を書くことに食しよく傷しようしている点もありまして、元来ぼくは筆ふで不ぶ精しようなのですが、そこへもってきて、この二、三年前から、年齢的に仕事のできる期間がいくらもないことを考え、

　「いままで計画したり、蓄ちく積せきしたりしたものを、できるだけ形にしておきたい。それがこの世に生を享うけ、もの書きとして衣食させてもらった奉ほう公こうである」

　との決心をし、いっさいの世せ事じを絶ち、家に籠ろう居きよして、仕事に専念していますので、感謝しながらも、お礼状を差しあげなかったのです。

　ぼくがこの決心をつけたのは故こ幸こう田だ露ろ伴はん先生のことを考えたからであります。幸こう田だ先生は学古こ今こん和わ漢かん仏ぶつに通じ、その識しき見けんの透とう徹てつしていることは、当代の第一人者でありましたが、それほどの学がく識しきも先生の死とともに消えてしまいました。先生の著書はずいぶんたくさんありますが、それは先生の包ほう蔵ぞうしておられた学がく識しきの九きゆう牛ぎゆうの一いち毛もうにもあたりません。おしくてならないのです。

　二、三年前に死んだぼくの友人で、幸こう田だ先生にかわいがられて、いつも出入りしていた者がいましたが、戦前ぼくはその友人にこう言ったことがあります。

　「露ろ伴はん先生もお年だから、いつどういうことがあるかもしれない。そうなると、あの学がく識しきは先生とともに亡ほろびるのだ。できるだけ書いたものにしてのこしておいていただくようにはできないものかね。そうすれば、後の人はそこから出発できるのだがね」

　すると、友人はこう答えました。

　「ぼくもそう思うのだが、老人あれでものすごく知識欲が貪どん欲よくでね。いつ行ってみても書物を読んでいる。目が痛い目が痛いといいながら読んでいる。漢かん籍せきや和わ書しよだけではないのだよ。洋よう書しよまで読んでいる。吐はき出すよりも、吸収に一いつ生しよう懸けん命めいなんだよ」

　こうでなければ、あんな超ちよう人じん的てきなもの知りにはなれないはずだとは思いながらも、ぼくはおしいおしいと思いました。

　ところが、そのぼくがそのころの幸こう田だ先生の年に近くなったのです。ぼくはもちろん先生の足もとにもよりつけない浅せん学がくなものではありますが、それでも多少の知識の蓄ちく積せきはあります。歴史上の事件や人物についての前ぜん人じんにはない解釈もいくらかもっています。計画した小説もあります。すっかり吐はき出して、さばさばした気持ちで、生のおわりを迎えたいという量りよう見けんになったわけです。

　お礼状を書かなかったおわびとしては、ずいぶん立ちいった打ち明け話をいたしましたが、正しよう直じきなところを申し上げました。ご諒りよう解かいをおねがいいたします。
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　いったい、この小説を本ほん誌しから依い頼らいされた時の約やく束そくは一か年、約五十回というのでした。

　ぼくは先天的の分ぶん量りようオンチでして、これだけの内容ならこれだけの回数に盛れるという計算がぜんぜん立たない男です。

　「五十回なら、九百枚ある。信しん玄げんがわに費やす枚数を節せつ約やくすれば、だいたい謙けん信しんの生しよう涯がいが書けるであろう」

　と思って、誕たん生じようの時からはじめました。

　生しよう涯がいが書けるつもりでしたから、その後こう半はん生せいにおこる大事件の伏ふく線せんも入れていきました。たとえば、謙けん信しんのいとこで越えち後ご上うえ田だの城主である長なが尾お政まさ景かげのことをところどころ点てん出しゆつして、読どく者しや諸しよ賢けんのイメージをかためていきましたが、それは後こう年ねん政まさ景かげが謀む叛ほんして謙けん信しんに殺される事件があるからでありました。

　政まさ景かげがひそかに謀む叛ほんを企くわだてているという報を得て、謙けん信しんは心しん痛つうしました。政まさ景かげは一族中第一の大族であり、謙けん信しんの姉あね聟むこでありますから、表だってこれを討とう伐ばつするとなると、国内の諸しよ豪ごう族ぞくが動どう揺ようする恐れがあって、謙けん信しんの困こん却きやくはひととおりではなく、これを宇う佐さ美み定さだ行ゆきに相談しました。

　定さだ行ゆきは、

　「拙せつ者しやにおまかせください」

　と言って、退たい出しゆつし、政まさ景かげをさそって野の尻じり湖こ（信しん州しゆうの野の尻じり湖こという説もあり、越えち後ごの同名の湖で、いまはないという説もある）で船遊びし、船中私し闘とうにたくして政まさ景かげと刺さしちがえて死んだばかりか、謙けん信しんに、

　「このことはあくまでも私し闘とうとして処理し、拙せつ者しやの遺族らは追放することにしていただきたい。なまじお情なさけをかけていただくと、この計けい略りやくが成じよう就じゆしません」

　と遺書したのです。

　定さだ行ゆきにとって、謙けん信しんは育ての子のようなものです。君くん臣しんの義理のほかに父性愛に近いものをもっていたはずです。ですから、こんな犠ぎ牲せい的てきなことをあえてしたのだろうと思いますが、ともかくも、これでまるく治まりました。

　謙けん信しんは不ふ犯ぼんの人でありますから、実じつ子しがいません。その養よう子しに政まさ景かげの子景かげ勝かつを迎えたのは、この事後処置のためだったのです。あるいは、これも定さだ行ゆきの遺ゆい言ごんの中にあったかもしれません。小説ではそうするつもりでいました。

　柿かき崎ざき景かげ家いえをおおいに活かつ躍やくさせ、その性格をあのように強く出したのも、やはり伏ふく線せんとしてでした。柿かき崎ざきのあの性格は、甲こう越えつ軍ぐん記きの記述をもとにして築きあげたのですが、後こう年ねんこういうことがあるのです。

　柿かき崎ざきがある時、名めい馬ばを都の方に売りに行かせました。織お田だ信のぶ長ながは持ち主が謙けん信しん麾き下かの猛もう将しよう柿かき崎ざきであることを知ると、さっそくに買いとったばかりか、多た分ぶんの礼金とともに礼状を柿崎にとどけました。

　「先せん般ぱんはおかげで駿しゆん馬めを得ることができて、感謝にたえない。今後もご懇こん親しんにねがって、ご不用な駿しゆん馬めがあったら、さしのぼらせていただきたい」

　という文ぶん面めん。

　謙けん信しんとの離り間かんを目的としての謀ぼう略りやくだったのです。

　柿かき崎ざきは自分が利り欲よくに目がくれたように人に思われることを恐れて、これをひたかくしにしていたのですが、これがかえって悪かった。かようかような書状を礼金と共につかわしましたわいといって、淡たん泊ぱくに謙けん信しんに披ひ露ろうすれば、

　「ハハ、やつおれにそちを疑わせようとたくらんでいるのじゃわ。あさはかなことをするものよ」

　と、笑ってすまされたのでありましょうのに、謙けん信しんの諜ちよう報ほう網もうに知られ、そこから謙けん信しんに報告されたので、疑ぎ惑わくを招くことになり、ついに謙けん信しんに手しゆ刃じんされてしまったという事件。

　謙けん信しんは、天てん正しよう六年都へむかって兵を出し、信のぶ長ながと雌し雄ゆうを決しようとの決心をし、三月十五日出陣と触ふれ出し、着々と準備を進めました。報しらせを聞いて信のぶ長ながはふるえあがりました。実戦の武将としては、信のぶ長ながはとうてい謙けん信しんの敵ではありません。これは信しん玄げんの死後五年目のことですが、信しん玄げんの死んだ後は、謙けん信しんは無む双そうの武将だったのです。また、兵員の素そ質しつから言っても、尾お張わり・美み濃のなどの温暖豊ほう沃よくな土地の兵は、当時の越えち後ごのように生活環かん境きようの苛か烈れつな土地で育った兵には、はるかにおとっていました。

　上うえ杉すぎ家に伝える「太たい祖そ一いち代だい軍ぐん記き」に、謙けん信しんの出しゆつ 兵ぺい 通つう 告こくをもっていった使者に、信のぶ長ながは、

　「謙けん信しんの武勇は摩ま利り支し天てんの再さい来らいというべきでござる。天下何なに者ものがお手向かいできましょう。謙信が向かわれるなら、われらは肩かた衣ぎぬ姿すがたで扇せん子す一本だけ腰にさし、一いつ騎きで路ろ次じにお迎えし、“これは信のぶ長ながでござる。降こう参さんつかまつる”と申して、都へご案内をつかまつろう。そうすれば、謙けん信しんも、われらが粉ふん骨こつして治めとった天下を召し上げることはなさるまい。かくて、われらは西さい国ごく、謙けん信しんは東とう国ごくを治められ、両旗にて禁きん裡りを守しゆ護ごつかまつろう」

　と言ったとあります。

　ほんとにそうであったかどうか、にわかには信ぜられないことですが、信のぶ長ながが恐きよう怖ふしたことは十分に考えられることです。

　ところが、謙けん信しんは、出発を六日後にひかえた三月九日、突とつ如じよとして脳のう卒そつ中ちゆうをおこし、十三日には一代の功こう業ぎよう空むなしく、逝せい去きよしたのですが、この卒そつ中ちゆうをおこした動機というのが、厠かわやの中で柿かき崎ざき景かげ家いえの亡ぼう霊れいを見たためであるという説もあるのです。

　伏ふく線せんはまだあります。無名時代の信のぶ長ながのこと、桶おけ狭はざ間まで今いま川がわ義よし元もとを討ちとった信のぶ長ながのこともいくらか書いて、謙けん信しんに相当な感かん慨がいに耽ふけらせたりしましたが、これも後の両者のこの衝しよう突とつの事実にそなえての伏ふく線せんでありました。

　最初五十回という制限を承知のうえで書きはじめたくせに、こんな大がかりな構成をするというのが、まず不覚のいたりで、その五十回を百回にのばしてもらい、さらにそれが百十六回までのばしてもらって、なおかつ書ききれなかったというのは、かさねがさねの不覚であります。なんともおわびのいたしようもありません。

　さいわいに、読どく者しや諸しよ賢けんは寛かん大だいで、ある程度おもしろがって読んでいただいたようで、望ぼう外がいのことでございました。重ねてお礼を申し上げます。
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　途中でおき去りにした人物があります。

　松まつ江えがそれであります。この女性は、そもそもの原型は甲こう越えつ軍ぐん記きにあります。甲こう越えつ軍ぐん記きではせんだん野の戦いの場に、為ため景かげの妾しようとして甲かつ冑ちゆうをつけて出陣し、為ため景かげ戦死の直後、奮ふん戦せんの結果、捕ほ虜りよとなり、捕とらえた武士の妻になることを強しいられて自殺したことになっています。軍ぐん記きにはこの以前には影かげも形も見えず、せんだん野の戦いの場にだけ姿を見せるのですが、近代小説では重要な場にいきなり人物を出すことをしませんので、はじめから、虎とら千ち代よにからませて出すことにしました。

　しかし、単に美しくて強いというだけでは平へい凡ぼんであります。美しくて、強くて、愛情が豊かで、田舎いなかびた粗そ野やな活力に満ちた女性にしたら、そのアンバランスなところに、きっといきいきとしたおもしろさが生まれるにちがいないと考え、あんな性格にしましたが、作者としてはだんだん愛情が出てきまして、せんだん野で殺すに忍しのびなくなりました。だから、鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろうとのおかしげなラブロマンスに発展させたのでありますが、なにぶん小説の中の人物も現実の人間のように年をとってきますので、しまいには使いにくくなってきました。いくら若い時美しくても、この時代の女は六十近くにもなったら、しわくちゃになることは避さけられません。教養のある老女なら、それはそれでまた風ふ情ぜいがありますが、大名の側そく室しつになっても、高こう級きゆう武ぶ家けの妻さい女じよになっても、百ひやく姓しようことばを改めることのできない女ときては、老年になっては醜しゆう悪あくなばかりでありましょう。むしろ引っこめておいて、死ぬ間ま際ぎわかなんかに美しい話をこしらえて出した方が、本人にたいする愛情だと思ったのです。作家に必要な非ひ情じようさ、きびしさの足りないところで、お恥はずかしいいたりです。

　近この衛え前さき嗣つぐも関東におき去りにしてしまいました。将軍義よし輝てるも、謙けん信しんのもとへ来たいと言ってよこし、それにたいして、「いつでもおいでください」と謙けん信しんが返答をもたせて使者をつかわしたことだけを書いて、あと始し末まつをしておりません。

　二人が謙けん信しんを信しん頼らいし、前者が謙けん信しんをたよってきて、小説のおわったころにはまだ関東にとどまっていたこと、後こう者しやが越えち後ごに来て謙けん信しんにたよる用意をしたこと、ともに史し実じつです。ぼくの創そう作さくではありません。登とう場じようさせた以上、なにか適当なおもしろい話をこしらえださなければならないわけですが、当面のぼくのつもりでは、謙けん信しんがいかに当時のこんな人々に信頼されていたか、いかに信しん義ぎ的てきな性格であったかを証明する証しよう拠ことするだけにありました。

　ここに史し実じつということばが出てきましたから、史し実じつと小説とのちがいについて、一言いたします。

　一口に申しますと、小説はウソばなしなのであります。小説の目的とするところは、史し実じつの追究ではありません。小説にもいろいろありまして、書く方も、読む方も、ウソと知って、現実にはありえない話のおもしろさを楽しむものもあれば、いかにもほんとうらしく書かれたものもあります。前者が事実の正せい否ひ――史し実じつの正せい否ひを問題にしていないことは申すまでもありませんが、後こう者しやもまた目的はそこにはありません。小説の目的は、作者の意い図としている精神なり感動なりを読者に共感させるにあります。だから、その目的を達たつ成せいするためには、いろいろなことをやります。つくり話もします。人物の創作もします。ほんとうらしく書くというのも、この目的を達たつ成せいするためで、要するにいきいきとした印象をあたえて読者にうったえるためです。ですから、小説で事実や史し実じつを書くことがあるのも、その方が効果的であると測定されるからやるので、けっして事実や史し実じつをつきとめ、それを再現するためにやるのではありません。

　ぼくはときどき史し実じつだけによって小説を書いたり、史し実じつをなるべく多く使い、また曲げることを避さけ、できるだけつくり話を少なくして小説にしあげたりします。この小説でも、そういう場面のあったことを、読者はお気づきでありましょう。が、これとても、その方がぼくの意い図としている興味を効果的に読者に伝えることができるという判断のもとにやったのです。けっして史し実じつを追究しようと思ったのでもなければ、史し実じつに引きまわされたのでもありません。

　したがって、省略もまたいたします。史し実じつ的てきには重要である事こと柄がらや人物も、作者の意い図とに不必要、あるいは逆効果だと考える場合には省略することも少なくありません。たとえばこの小説の中で謙けん信しん麾き下かの史し実じつ的てきには有力であった武将でありながら登とう場じようさせなかったのが多数あり、登とう場じようさせてもほんの名前だけにとどめたのも多数あります。読者の興味の分散をおそれたからであります。都つ合ごうのよいことばかり書いて、都つ合ごうの悪いことは省略するというのでは、たとえ史し実じつばかりで書いたにしても、広い意味ではやはりフィクションというべきでありましょう。しかし、小説における史し実じつはこんなものなのであります。

　史し実じつを追究するためには、小説以外に「史し伝でん」という文学ジャンルがあります。史し伝でんにも大たい別べつして両種あります。史学者の手になったものはたいてい文学的目的を意い図とせず、ひたすらに事実の追究とその解かい釈しやくを意い図としていますが、ここで申し上げるのは文学の一ジャンルとしての史し伝でんであります。これは文学ではありますが、つくり話はいっさいしません。史し実じつを追究し、解かい釈しやくしつつも、文学にしようという意い図とのものだからであります。推察に類るいすることはかならずその旨むねをことわって記述します。たとえば、人の名前などわからない時には、わからないと書いて、けっしてつくった名前を書くことはしません。ぼくはこれもやっていますから、ぼくのそれをお読みになった方は、もはや説明するまでもなく、おわかりであろうと思います。

　話を小説にかえします。小説の場合には、調べて見てわからなければ、つくります。女の名前は、歴史時代にはわかっているのが稀まれで、わからないのがふつうなのです。「母は何々氏」とか、「妻は何々氏」とかいったぐあいで、生家の名みよう字じしか書いてないのが多いのです。しかし、いきいきと読者にうったえるためには、端たん的てきに、具体的に書く必要があります。たとえば、この小説で、謙けん信しんの母が越えち後ご栖す吉よしの領主長なが 尾お 肥 前 守ひぜんのかみ 顕あき 吉よしの女むすめであったことはわかっているのですが、名前はわかっておりません。これを「袈け裟さ」としたのは、佐さ渡どおけさから思いついたことです。越えち後ごの女ですからねえ。呵か々か。

　この小説でも、以上のようなわけで、ずいぶんフィクションが入っています。しかし、フィクションだけではない。史し実じつも多い。ぼくは自分の好このみもあって、できるだけ史し実じつを損そん傷しようしないで、小説としての効果を上げたいと、いつも考えているのですから。どちらのパーセンテージが高いか、ちょっとわかりません。しかし、そんなことは小説には本来なんの関係もないことです。おもしろく読んでいただいたということだけで、ぼくはこのうえなくよろこんでいます。

　三たび申します。どうもありがとうございました。


敬けい　白はく　




















「天と地と」年表（五）










永禄元年（一五五八）

この年八月付古文書に「武田徳とく栄えい軒けん信しん玄げん」の署名が見られる。




永禄二年（一五五九）

四月二十七日、景かげ虎とら入京。二十四歳の将軍義よし輝てるに謁見。

五月一日、景虎禁きん裡りに参さん内だい。天てん盃ぱいと宝剣を賜わる。

従じゆ 四し 位い 下げ 近 衛このえ 少しよう 将しよう に任にん叙じよされる。

関白近衛このえ前さき嗣つぐと親密になる。

十一月七日、景虎、帰国の途に着く。

二十六日、春日かすが山やまに帰り着く。

景虎、関東管かん領れい職の継承を将軍に許されたと発表。家来、越後の国侍、信州侍、関東の大名ら祝辞や太刀を献上。




永禄三年（一五六〇）

景虎、城下の宇佐美家の屋敷で乃な美みに会い、

「そなた、なぜいつまでも縁づいてくれぬのだ」

とたずねる。

二月、越中松倉城の椎しい名なから神保氏うじ春はる武田に内通との訴えあり、景虎、本誓寺の超ちよう賢けんに椎名と神保の仲裁を頼むが、神保と武田との関係続く。

景虎、五千の兵を率いて出陣。

三月末、富山城に進撃。神保は城を去る。魚うお津づ城の鈴木大和守やまとのかみも逐ちく電でん、行方不明となる。

三月三十日、富山城が落ち、景虎、藤ふじ紫むらさきを斬る。




　　五月、織田信長、今川義元を討ち、松平元もと康やす（家康）、岡崎に帰る。




五月十九日、今川義元、尾州桶おけ狭はざ間まで織田信長に討ち取られる。

七月はじめ、房州の里美義よし堯あき、北条氏の侵略を訴える。景虎、関東出陣のことを領内諸将や、関東の諸豪族に告げる。

二万の兵を率い、春日山を出発。間際に京の近衛前さき嗣つぐから庇ひ護ごを求める便り届く。

九月二十七日、三国峠を越え、関東に下る。帰服するもの相次ぐ。

景虎、関東経営の本拠を厩うまや橋ばし（前橋）に置く。

北条氏うじ康やす、子息氏うじ政まさを大将として、総勢三万五千の兵をもって野州へ向ける。

景虎、三千の兵を率いて佐野の城に入り、北条、気をのまれ退却。

信玄へ北条氏康から使者、景虎の掣せい肘ちゆうを依頼。

信玄も大坂の本願寺に使い。加賀、越中の一向宗門徒を煽せん動どう、越後への侵入を頼む。同時に越中の豪族上田石見守いわみのかみと神保氏春にも指令。

北条氏康も大坂に使者を出す。

神保、上田、越後より侵入するも、越中を守備していた越後方に追い散らされる。この報を聞いた景虎、北条氏を一気に攻めつぶすことを決意。関東の諸将、争って参集。

上杉憲のり政まさと近衛前嗣、前後して厩うまや橋ばしに到着。これに不安を感じた古こ河が公く方ぼうの足利義よし氏うじ、教書を四方に出す。




　　永禄四年（一五六一）

　　この春、松平元康、織田信長と和睦する。




二月下旬、景虎の軍、厩橋を出発。古河城支えられず、義氏小田原に逃れる。小田原城に立て籠こもる。援軍を武田、今川家へ乞こう使者を出す。城中は堅固。

三月半ば、景虎、小田原城の囲みを解き鎌倉に向かう。

閏うるう三月十六日、関東官領職の盛大な就任式が八幡宮で行われ、神前において憲政から上杉の家督も譲られる。名を政まさ虎とらと改める。三十二歳。四月二十八日、鎌倉を出発。厩橋に引き上げる。

六月二日、陣中に京の義輝将軍から使者。越後に下向、景虎の世話になりたいとの封書。

その頃、宇佐美が乃美の重体を伝える。

春日山から急便。「信玄が信越の国境に打って出た」との知らせ。信玄は川中島に本陣を据え、野尻湖の東南方割わりガ嶽たけの城を攻め落としたが、春日山も兵を繰り出し、また川中島に引き退る。

六月二十一日、政虎、前管領憲政と同道して厩橋を出発、帰国の途に着く。

六月二十九日、春日山に帰着。

七月二日、義輝将軍からの使者僧一いつ舟しゆうが政虎の家臣をともなって京へもどる。

政虎、武田との決戦の手配り。会あい津づの芦あし名な盛もり氏うじ、出羽庄しよう内ないの大だい宝ほう寺じ義よし増ますにも加勢を頼む。




　　八月、浅井長政、六角義よし賢たかと戦端を開く。




八月十日、政虎、城内の毘び沙しや門もん堂に籠こもり、心気をすませ、作戦計画を練る。

定行の長男民みん 部ぶ 少しよう 輔ゆう 実さね 定さだ、乃美のあやうい容態を告げる。

政虎、深夜の道を直行、琵び琶わ島じまに着く。乃美との面会を求め、「そなたを妻にする。なおってくれ」と体をかき抱く。

八月十四日早暁、城外の広場に集結、将五十余人。

軍勢、信州に入って一万三千余人になる。

十九日夜、甲州からの諜ちよう者じやが戻る。信玄が十六日、甲府を出発、和田峠を超え、兵およそ一万、今川、北条家からの加勢の兵もいると報告。

政虎、総勢一万六千と計算。

全軍にふれを出し、早暁、千曲川を渡り、妻さい女じよ山に押し上がるとの命令。

二十日払暁、犀さい川を押し渡る。八千の軍、雨ノ宮の渡しで千曲川を渡り、妻女山に押し登る。信玄はこの日、海津（上田）城に入る。

二十二日、信玄軍、川中島の西限である茶ちや臼うす山に上がる。

九月、妻女山と海津城のにらみ合い続く。

八日、信玄、海津城に部将全部を集め、軍の編成を発表。

九日、政虎、夜討ちを察知。妻女山を降って川中島の中ほどに構えて、敵を不意打ちにせんと、夜半に行動、渡しを前にした河原に勢ぞろい。越後勢八千、粛しゆく々しゆくとして雨ノ宮の渡しを渡る。

信玄は奇襲隊が出発したのち、残る八千を部署して海津城を出る。広瀬の渡しを渡り、陣形を点検。合戦開始、政虎、武田陣営に突進、信玄に三たび太刀を振り下ろすが、惜しくも打ちはずす。満足して本陣に引き上げる。諸勢を集め、本国への帰途、妙高山麓で、出迎えの宇佐美定行から、乃美の死を聞く。




　　永禄六年（一五六三）

　　七月、松平元康、家康と改名。




　　永禄八年（一五六五）

　　三好義よし継つぐと松永久ひさ秀ひでが足利義輝を殺す。




　　元亀三年（一五七二）

　　八月、謙けん信しん越中に侵入、一いつ向こう一いつ揆きを攻める。

　　十二月、信玄、家康を遠とお江とう三みみ方かたヶ原で破る。




　　天正元年（一五七三）

　　四月、武田信玄（五三）没す。




　　天正三年（一五七五）

　　五月、信長と家康、三河長なが篠しので武田勝かつ頼よりを破る。




　　天正四年（一五七六）

　　十一月、謙信、加賀、能の登とに出陣。




　　天正六年（一五七八）

　　三月、上杉謙信（四九）没す。









天てんと地ちと（五）








海かい音おん寺じ潮ちよう五ご郎ろう
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